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秦
漢
簡
牘
文
字
の
字
形
変
遷
の
考
察 

  

第
一
章 

序
論 

 

第
一
節 

研
究
目
的
、
内
容
と
方
法 

本
研
究
の
目
的
は
、
秦
漢
簡
牘
文
字
の
字
形
変
遷
の
原
因
を
整
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
般
に
『
説
文
解
字
』
を
引
い
て
説
明
さ
れ
る
、
書
写
の
字

形
が
篆
書
か
ら
隷
書
に
変
化
し
て
き
た
と
い
う
通
説
に
再
検
討
を
加
え
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。『
説
文
解
字
』
に
お
い
て
は
、
小
篆
は
秦
の
公
式
書
体
で
あ
り
、

書
字
の
教
育
あ
る
い
は
書
字
訓
練
の
対
象
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

近
年
大
量
に
出
土
し
て
い
る
秦
漢
簡
牘
に
は
、
明
ら
か
に
小
篆
を
用
い
て
書

い
た
と
言
え
る
も
の
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。 

今
日
我
々
が
秦
篆
と
し
て
解
釈
す
る
資
料
は
、
基
本
的
に
は
儀
礼
的
な
性

格
が
強
い
金
石
資
料
で
あ
る
。
文
字
の
利
用
状
況
が
全
く
異
な
る
金
石
資
料

と
簡
牘
資
料
を
直
結
さ
せ
て
、
金
石
資
料
に
見
え
る
篆
書
が
次
第
に
変
化
し

て
隷
書
に
な
っ
た
と
説
明
す
る
こ
と
に
は
、
若
干
の
飛
躍
が
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
隷
書
以
前
に
、
よ
り
象
形
性
が
強
い
古
文
字
が
書
写
さ
れ
て

い
た
と
い
う
仮
定
説
を
採
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
金
石
資
料
に
見
え
る
篆
書

字
形
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
は
具
体
的
に
出

土
し
た
文
字
資
料
に
よ
っ
て
、
古
文
字
か
ら
隷
書
に
変
化
し
て
い
く
過
程
を

明
ら
か
に
し
、『
説
文
解
字
』
と
整
合
す
る
状
況
と
し
な
い
状
況
、
ま
た
、
整

合
し
な
い
理
由
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。 

こ
れ
ま
で
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
、
商
周
代
の
文
字
資
料
か
ら
漢
代
の
隷
書

ま
で
の
文
字
の
発
展
を
説
明
す
る
た
め
の
様
々
な
試
み
が
為
さ
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
『
漢
語
古
文
字
字
形
表
』
、『
古
文
字
類
篇
』
の
よ
う
に
、
甲
骨
文
、

金
文
、
古
璽
文
、
瓦
當
文
な
ど
を
採
集
し
て
説
文
小
篆
に
対
応
づ
け
し
、
同

一
の
説
文
小
篆
に
結
び
つ
け
た
も
の
を
時
代
順
に
並
べ
、
同
一
文
字
の
字
形

の
変
遷
を
見
よ
う
と
い
う
整
理
手
法
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。 



2 

し
か
し
、
上
記
の
本
研
究
の
目
的
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
字
の
利
用
状
況

が
著
し
く
異
な
る
場
合
、
単
純
に
字
形
を
比
較
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。

た
と
え
ば
甲
骨
文
と
金
文
で
字
形
差
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
が
時
代
に
よ
る

変
化
な
の
か
、
亀
甲
獣
骨
の
上
に
刻
む
の
に
適
し
た
字
形
と
、
青
銅
器
に
鋳

込
む
の
に
適
し
た
字
形
の
差
な
の
か
、
そ
れ
だ
け
を
と
っ
て
見
て
も
判
断
が

難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
問
題
、
こ
れ
ら
の
説
文
小
篆
へ
の
対
応
づ
け
に

よ
っ
て
整
理
し
た
字
形
表
で
は
、
簡
牘
資
料
か
ら
採
集
し
た
字
形
が
含
め
ら

れ
る
こ
と
は
決
し
て
多
く
な
い
。
こ
れ
は
利
用
状
況
が
著
し
く
異
な
り
、
字

形
差
が
、
時
代
に
よ
る
変
化
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
ろ

う
。
本
研
究
で
は
、
書
写
さ
れ
る
字
形
の
変
遷
に
注
目
す
る
た
め
、
新
た
に

簡
牘
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
り
、
金
石
資
料
は
補
助
的
な
役
割
と
し
て

使
用
す
る
。 

 

第
二
節 

文
字
文
献
に
関
す
る
研
究 

出
土
文
献
な
ど
の
資
料
を
め
ぐ
る
最
新
の
索
引
や
札
記
類
は
、

「
引
得
市

イ

ン

デ

ッ

ク

ス

」
、
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
に
お
い
て
発
表

さ
れ
て
い
る
。
１ 

ま
ず
、
簡
帛
文
献
と
文
字
学
、
国
家
文
化
と
社
会
、
書
道
の
三

つ
に
分
け
て
先
行
研
究
を
整
理
し
て
み
る
。 

① 

簡
帛
文
献
と
文
字
学 

黃
文
傑
『
秦
漢
文
字
的
整
理
與
研
究
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版

社
、
二
〇
一
五
年
） 

高
村
武
幸
『
秦
漢
簡
牘
史
料
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五

年
） 大

野
裕
司
『
戦
国
秦
漢
出
土
術
数
文
献
の
基
礎
的
研
究
』（
北

海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
） 

籾
山
明‧

佐
藤
信
『
文
献
と
遺
物
の
境
界
—
中
国
出
土
簡
牘

史
料
の
生
態
的
研
究
—
』
（
六
一
書
房
、
二
〇
一
一
年
） 

西
林
昭
一
著‧

陳
松
長
譯
『
新
中
国
出
土
書
跡
』（
文
物
出
版

社
、
二
〇
〇
九
年
） 
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黃
文
傑
『
秦
至
漢
初
簡
帛
文
字
研
究
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇

〇
八
年
） 

駢
宇
騫‧
段
書
安
『
二
十
世
紀
出
土
簡
帛
綜
述
』（
文
物
出
版

社
、
二
〇
〇
六
年
） 

池
田
知
久
『
池
田
知
久
簡
帛
研
究
論
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇

〇
六
年
） 

福
田
哲
之
『
説
文
以
前
小
学
書
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇

四
年
） 

大
庭
脩
『
漢
簡
の
基
礎
的
研
究
』
（
思
文
閣
、
一
九
九
九
年
） 

② 

国
家
文
化
と
社
会 

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
簡
牘
研
究
班
『
漢
簡
語
彙
中
国

古
代
木
簡
辭
典
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
） 

籾
山
明
『
秦
漢
出
土
文
字
史
料
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
一

五
年
） 

中
村
未
来
『
戦
国
秦
漢
簡
牘
の
思
想
史
的
研
究
』（
大
阪
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
五
年
） 

湯
浅
邦
弘
『
竹
簡
学
—
中
国
古
代
思
想
の
探
究
—
』（
大
阪
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
） 

冨
谷
至
『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
〇
年
） 

冨
谷
至
『
漢
字
の
中
国
文
化
』
（
昭
和
堂
、
二
〇
〇
九
年
） 

宮
本
徹‧

大
西
克
也
『
ア
ジ
ア
と
漢
字
文
化
』（
放
送
大
学
教

育
振
興
会
、
二
〇
〇
九
年
） 

藤
田
勝
久
『
中
国
古
代
国
家
を
社
会
シ
ス
テ
ム
—
—
長
江
流
域
出
土
資

料
の
研
究
—
—
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
） 

冨
谷
至
『
木
簡
・
竹
簡
の
語
る
中
国
古
代
—
—
書
記
の
文
化

史
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
） 

江
村
治
樹
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
） 

工
藤
元
男
『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
秦
代
の
国
家
と
社
會
』
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（
創
文
社
、
一
九
九
八
年
） 

 

③ 

書
道 

杉
村
邦
彦
『
書
學
叢
考
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
） 

魚
住
和
晃
『
筆
跡
鑑
定
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
三
省
堂
、
二
〇
〇

七
年
） 

杉
村
邦
彦
『
中
国
書
法
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
世
界
思
想

社
、
二
〇
〇
二
年
） 

な
お
、
例
え
ば
、『
西
周
文
字
字
形
表
』
、『
春
秋
文
字
字
形
表
』
、

『
秦
文
字
字
形
表
』
と
い
っ
た
最
新
の
字
形
表
も
あ
る
。
以
上

の
文
献
は
、
稿
者
が
そ
の
索
引
や
目
録
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
お

り
、
「
引
得
市
」
に
収
載
し
て
い
る
。 

 李
均
明
氏
は 

「
直
近

30
年
の
間
、
簡
牘
の
出
土
数
は
日
に
日
に
増
し
て
い
る
。

今
日
、
す
で
に
お
よ
そ

30
万
枚
に
達
し
て
い
る
。
２

」
と
述
べ
て

い
る
。 

ま
た
何
雙
全
氏
は 

「
分
析
を
ま
と
め
る
と
、
戦
国
か
ら
秦
ま
で
は
簡
牘
の
発
展
期

で
あ
る
。
両
漢
か
ら
、
三
国
ま
で
は
鼎
盛
期
で
あ
る
。
晋
以
後
は

勢
い
が
弱
ま
り
、
徐
々
に
紙
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
他
に
辺

鄙
の
民
族
地
区
で
は
宋
代
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
春
秋

末
期
か
ら
晋
ま
で
は
文
字
を
書
く
歴
史
の
上
で
は
簡
牘
時
代
と
言

え
よ
う
。
こ
の
時
代
は
戦
国
時
代
、
秦
、
前
漢
、
新
莽
、
後
漢
、

三
国
、
晋
等
の
七
つ
の
時
代
、
お
よ
そ
千
年
以
上
を
跨
い
で
来
た
。３

」

と
述
べ
て
い
る
。
数
量
上
で
言
え
ば
簡
牘
墨
跡
文
字
は
や
は
り
金

石
文
字
が
多
い
、
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
、
墨
跡
文
字
は
公
文

書
や
書
籍
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
、
ま
た
は
日
常
生
活
の
手
紙

等
の
文
字
を
含
ん
で
お
り
、
金
石
碑
刻
に
用
い
ら
れ
て
い
た
物
と

比
べ
る
と
広
範
囲
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。 
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文
字
の
変
遷
は
「
動
態
」
で
あ
り
、
固
定
不
動
で
は
な
い
。「
政

権
交
代
」
に
よ
っ
て
、
大
規
模
な
改
変
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、

多
く
の
改
変
は
文
字
が
書
か
れ
て
い
く
過
程
の
中
で
発
生
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、「
筆
順
」
は
字
形
に
最
も
影
響
を
及
ぼ

す
要
素
の
一
つ
で
、
こ
れ
は
稿
者
が
古
文
字
変
遷
の
研
究
に
於
い

て
、
か
つ
て
、「
仮
説
」
を
立
て
た
も
の
は
既
に
実
際
に
文
字
考
察

で
実
証
し
た
。 

た
と
え
「
古
隷
」
は
戦
国
末
期
も
し
く
は
秦
代
で
あ
る
と
言
わ

れ
た
と
し
て
も
、
古
隷
の
上
に
は
篆
書
が
必
ず
あ
り
、
下
に
は
必

ず
隷
書
を
連
結
さ
せ
て
い
る
。
篆
書
と
隷
書
の
過
渡
期
の
文
字
で

あ
り
、
学
界
は
「
古
隷
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
隷
書
と
楷
書
の
間

の
文
字
を
誰
も
「
古
楷
」
と
呼
ん
で
い
な
い
の
が
お
か
し
な
点
で

あ
る
。 

こ
の
他
に
、
秦
漢
後
、
古
人
は
ど
の
よ
う
に
「
篆
」
を
書
い
て

い
た
の
か
、
そ
れ
は
批
評
、
判
断
す
る
事
は
出
来
な
い
。
そ
の
時

代
の
書
き
方
と
、
近
代
の
書
法
家
の
書
き
方
は
意
識
上
の
認
識
が

基
本
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
差
は
な
く
、
実
際
の
篆
書
研
究
と
し
て
考

察
す
る
事
は
出
来
な
い
。
例
え
ば
、
文
字
の
線
が
太
細
の
変
化
を

し
て
も
「
中
鋒
」
の
線
を
維
持
さ
せ
て
い
る
。
〇
・
六
―
〇
・
八

セ
ン
チ
の
竹
簡
上
で
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
無
い
。
秦
人
が
こ
の
様

に
書
け
た
と
し
て
も
、
実
際
は
こ
の
様
な
「
技
巧
」
を
練
習
す
る

必
要
が
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
出
土
し
た
秦
漢
の
数
万
枚
の
漢
牘
の

中
に
、
僅
か
に
比
較
的
文
字
を
大
き
く
書
い
て
い
る
も
の
が
あ
り
、

無
理
や
り
「
中
鋒
用
筆
」
だ
と
当
て
は
め
て
い
る
。
し
か
し
比
率

的
に
は
少
な
く
、
特
殊
な
字
例
で
あ
る
と
言
え
る
。 

千
年
以
上
か
け
離
れ
て
い
る
唐
宋
人
に
言
わ
せ
る
と
、
文
字
を

書
く
媒
体
と
机
、
道
具
の
変
化
に
よ
り
、
文
字
を
書
く
者
は
比
較

的
大
き
な
紙
に
書
く
様
に
な
り
、
そ
の
何
セ
ン
チ
か
の
範
囲
の
中

で
書
く
事
で
、
芸
術
も
し
く
は
技
術
上
の
追
求
が
自
然
と
生
ま
れ

る
様
に
な
っ
た
。
後
漢
の
許
慎
は
世
の
中
の
人
は
篆
書
が
読
め
な
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い
た
め
、『
説
文
解
字
』
を
編
纂
し
た
と
言
う
が
、
我
々
が
今
日
使

っ
て
い
る
も
の
は
後
世
の
人
が
翻
刻
再
版
し
た
も
の
で
、
許
慎
が

当
時
、
竹
簡
に
書
い
た
「
第
一
手
版
本
」
と
は
大
き
な
差
が
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
説
文
」
の
字
例
を
全
て
信
用
し
て
は
な

ら
な
い
。
一
握
り
の
証
拠
で
は
多
く
を
証
明
す
る
事
は
出
来
な
い
。 

 

第
三
節 

古
代
文
字
の
材
質
と
表
現
の
特
質 

西
周
末
期
ま
た
は
春
秋
時
期
に
至
る
ま
で
、
竹
簡
は
既
に
大
量
に
書
籍
を
作

成
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
。
官
私
の
文
書
の
記
録
、
民
間
の
日
書
、
暦
日

の
記
録
等
の
転
写
が
な
さ
れ
て
来
た
。
こ
れ
と
同
時
に
帛
書
も
ま
た
重
要
な
文

書
や
書
籍
の
作
成
に
使
わ
れ
て
い
た
。
竹
簡
は
紙
が
発
明
さ
れ
る
前
の
中
国
古

代
の
最
も
重
要
な
文
字
を
書
く
た
め
の
媒
体
で
あ
り
、
そ
の
使
用
は
広
範
で
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。 

戦
国
文
字
は
漢
語
古
文
字
の
末
期
の
書
写
形
式
で
あ
る
。
字
体

か
ら
見
る
に
、
戦
国
文
字
は
既
に
筆
画
が
円
転
を
含
ん
で
い
る
篆

書
で
あ
り
、
方
筆
の
古
隷
の
筆
画
も
含
ん
で
い
る
。
書
写
材
料
か

ら
見
る
と
、
戦
国
文
字
は
既
に
金
属
、
石
器
、
陶
器
、
木
器
、
漆

器
も
含
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
、
絹
織
物
も
含
ん
で
い
る
。
外
在
的

な
形
式
に
絞
っ
て
観
察
す
る
と
、
戦
国
文
字
は
複
雑
な
概
念
を
持

っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
古
文
字
を
紹
介
す
る
前
に
そ
れ
の
範

疇
を
明
瞭
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
４ 

 

李
学
勤
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

「
戦
国
文
字
の
材
料
は
異
常
な
ほ
ど
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
学
者

は
一
生
の
時
間
を
か
け
て
も
、
全
て
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
様
な
状
況
は
、
学
問
の
発
展
の
妨
害
を
し
て
い
る
。
今
、
差

し
迫
っ
て
必
要
と
し
て
い
る
の
が
、
比
較
的
完
全
に
編
纂
さ
れ
て

い
る
戦
国
文
字
の
単
語
集
で
あ
り
、
金
文
、
陶
文
、
璽
印
、
貨
幣
、

簡
帛
、
石
刻
な
ど
の
文
字
を
統
一
し
字
表
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
」５ 
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稿
者
は
、
仮
に
将
来
「
材
質
」
を
文
字
の
分
類
基
礎
と
し
て
用

い
る
と
し
た
ら
、
字
表
資
料
が
完
備
さ
れ
豊
富
で
あ
っ
て
も
、
研

究
中
に
常
に
遭
遇
す
る
字
形
の
識
別
や
分
析
に
於
い
て
問
題
が
解

決
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

稿
者
は
、
次
の
何
琳
儀
氏
の
見
解
に
賛
同
し
た
い
。「
古
文
字
は

通
常
書
写
物
質
と
材
料
ま
た
は
器
物
の
用
途
に
基
づ
い
て
分
類
し
、

こ
の
分
類
は
科
学
的
な
も
の
で
は
な
く
、
深
刻
な
弊
害
が
あ
る
。 

戦
国
文
字
の
最
も
理
想
と
さ
れ
る
分
類
方
法
は
、
ま
ず
横
に
国

を
分
け
、
次
に
縦
に
時
代
を
分
け
る
。
旧
式
の
分
類
方
法
の
境
界

線
を
打
ち
破
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
も
ち
ろ
ん
違
う
分
類
の
文

字
の
特
徴
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。
そ
の
文
字
か
ら
そ
の

流
動
的
な
変
化
の
傾
向
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
よ
る
差
異
も
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
そ
の
科
学
的
な
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
６ 

古
文
字
研
究
学
者
の
李
零
氏
は
「
書
写
材
料
と
書
写
工
具
」
に

基
づ
い
て
、
中
国
古
代
文
字
の
分
類
を
行
な
っ
た
。 

 

李
零
氏
は
、 

「
中
国
文
字
の
書
写
材
料
は
硬
質
の
材
料
と
軟
質
の
材
料
に
分

け
ら
れ
、
書
写
工
具
も
用
筆
用
刀
で
分
れ
る
。
よ
っ
て
、
『
銘
刻
』

と
『
書
籍
』
と
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
７ 

一
、
銘
刻
（
こ
こ
で
は
毛
筆
で
硬
質
の
材
料
上
に
書
か
れ
た
文
字

も
含
む
） 

（
一
）
石
器
上
の
題
銘
（
玉
器
上
の
題
銘
と
長
篇
の
石
刻
題
銘

も
含
む
） 

（
二
）
陶
器
上
の
題
銘
（
刻
款
、
印
款
と
毛
筆
で
陶
器
に
書
か

れ
た
文
字
も
含
む
） 

（
三
）
銅
器
上
の
題
銘
（
璽
印
、
貨
幣
、
鏡
鑑
上
の
題
銘
も
含

む
） 

（
四
）
甲
骨
上
の
題
銘 
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張掖都尉棨信  

 

二
、
書
籍 

（
一
）
竹
簡
、
木
簡
ま
た
は
木
牘
、
竹
牘
上
の
文
字 

（
二
）
縑
帛
上
の
文
字 

（
三
）
紙
巻
ま
た
は
紙
冊
上
の
文
字 

 

こ
の
中
で
、「
銘
刻
」
の
項
目
「
（
三
）
銅
器
上
の
題
銘
」
は
「
刻

画
」
と
「
書
写
」
、
さ
ら
に
は
「
鑄
銘
」
の
三
種
の
文
字
製
作
の
方

式
や
、
こ
の
様
な
分
類
の
仕
方
は
、
決
し
て
明
確
な
文
字
特
質
を

切
断
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
軟
質
材
料
」
及
び
「
硬
質
材
料
」
の

分
類
の
仕
方
は
謹
厳
さ
が
欠
け
て
い
る
。
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が

あ
る
。 

 

（
一
）
古
文
字
分
類
の
方
法 

第
一
層
は
ま
ず
、
文
字
を
「
墨
跡
」
と
「
非
墨
跡
」
の
二
つ
に

分
け
た
。
こ
こ
で
言
う
「
墨
跡
」
と
は
甲
骨
、
陶
、
玉
片
等
の
材

質
を
含
み
、
「
筆
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
朱
書
ま
た
は
墨
跡
文
字
、

こ
の
類
の
文
字
は
文
字
が
持
つ
最
古
の
書
の
姿
を
備
え
て
お
り
、

日
本
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
「
肉
筆
」
（
に
く
ひ
つ
）
と
同
じ
で
あ

る
。
そ
の
意
味
と
林
進
忠
氏
が
提
示
し
て
い
る
四
大
種
類
の
「
（
一
）

毛
筆
書
法
」
の
意
味
と
通
じ
て
い
る
。 
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筆
で
書
か
れ
た
墨
跡
文
字
は
如
何
な
る
材
質
を
含
む
こ
と
が
で

き
る
が
、
稿
者
は
日
常
的
に
筆
で
書
か
れ
る
文
字
以
外
の
も
の
は

外
し
、
そ
の
よ
う
な
文
字
は
文
字
変
遷
に
起
こ
っ
た
特
別
な
例
と

し
か
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
、
文
字
変
遷
の
字
例
表
に
組

み
込
む
と
し
た
ら
、
特
別
に
註
釈
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
『
張
掖
都
尉
棨
信
』（
『
張
掖
都
尉
棨
信
』
）
こ
の
赤
色
の
織
物
は
一

九
七
三
年
甘
肅
居
延
考
古
隊
が
居
延
肩
関
遺
跡
に
て
発
見
さ
れ
た

も
の
で
、
烽
燧
守
衛
長
官
が
使
用
す
る
為
の
軍
事
通
行
用
の
証
明

の
狼
煙
で
あ
る
。
幅
は

16
セ
ン
チ
高
さ

21
セ
ン
チ
で
、
報
告
書
に

よ
る
と
前
漢
末
期
の
も
の
で
あ
る
。
前
漢
中
期
以
後
八
分
隷
書
は

盛
ん
に
な
り
、
こ
の
織
物
は
筆
文
字
と
雖
も
、
既
に
実
用
的
な
文

字
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
一
つ
の
文
字
が
幅

5
セ
ン
チ
高
さ

9

セ
ン
チ
で
、
篆
書
の
文
字
を
応
用
し
て
い
る
。
曽
て
学
者
は
こ
れ

を
「
蟲
書
」
８

で
あ
る
と
し
て
い
た
が
、
稿
者
は
そ
の
文
字
は
「
蟲

書
」
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
筆
は
小
さ
く
、

絹
の
上
に
大
き
く
文
字
を
書
く
に
は
適
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
線
質

は
揺
れ
が
あ
る
事
な
ど
が
疑
問
点
で
あ
る
。
陳
昭
容
氏
は
「
筆
画

が
湾
曲
し
て
い
る
の
は
出
土
し
た
状
況
と
関
係
が
あ
る
」９

と
考
え

て
い
る
。
書
写
の
面
積
が

A5
の
用
紙
に
近
く
、
当
時
よ
く
使
用
さ

れ
て
い
た
書
写
媒
体
の
簡
牘
と
比
べ
る
と
、「
大
き
な
面
積
」
で
あ

る
。
漢
代
の
人
か
ら
言
わ
せ
る
と
人
の
目
を
引
く
た
め
に
書
か
れ

た
も
の
で
、
現
代
で
言
う
と
こ
ろ
の
看
板
の
よ
う
な
も
の
を
指
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

「
非
墨
跡
」
文
字
の
部
分
で
、
第
二
層
で
は
「
鳥
蟲
文
字
」
と

「
非
鳥
蟲
文
字
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
第
一
層
」
と
「
第

三
層
」
は
ど
ち
ら
も
明
確
な
特
性
を
標
準
と
し
て
分
別
し
て
い
る
。

分
別
上
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
か
っ
た
が
、
第
二
層
は
研
究
者

に
明
確
か
つ
主
観
的
な
判
断
が
必
要
と
な
り
、
学
界
の
出
版
し
た

鳥
蟲
文
字
に
関
連
す
る
文
献
に
基
づ
い
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
鳥
蟲
文
字
に
つ
い
て
、
林
素
清
氏
は 
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「
こ
れ
ら
の
字
体
は
純
粋
に
言
語
の
機
能
を
記
録
し
た
も
の
で
、

文
字
が
徐
々
に
変
遷
し
て
い
く
途
中
で
飾
り
を
付
け
加
え
た
芸
術

品
で
あ
る
。
」
１
０

と
述
べ
て
い
る
。 

東
周
は
重
要
な
転
変
期
で
あ
り
、
郭
沫
若
は
一
九
七
二
年
に
そ

れ
ら
の
変
化
に
気
づ
い
た
。
彼
は
『
古
代
文
字
之
辯
證
的
發
展
』

で
、 「

も
と
も
と
中
国
の
文
字
は
殷
代
に
は
芸
術
の
特
色
を
兼
ね
備

え
て
い
た
。︙

︙

し
か
し
、
意
識
的
に
文
字
を
芸
術
品
と
し
て
作

っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
文
字
そ
の
も
の
が
芸
術
化
し
、
装
飾
化
し

始
め
た
の
は
春
秋
時
代
の
末
期
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
字
が
書
法
へ

と
発
展
、
意
識
的
な
段
階
に
進
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
書

法
芸
術
の
文
字
と
工
具
文
字
の
応
用
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
れ

ぞ
れ
の
規
律
が
あ
る
。
」
１
１

と
述
べ
て
い
る
。 

 

（
二
）
古
文
字
分
類
１
２

の
必
要
性 

 

「
甲
類
」
文
字
（
墨
跡
文
字
）
は
書
を
書
く
者
が
、
文
字
に
対

す
る
最
も
直
接
的
な
表
現
方
法
で
あ
り
、
「
墨
跡
」
に
は
「
筆
跡
」

と
同
じ
意
味
を
含
ん
で
い
る
。 

「
筆
跡
」
に
つ
い
て
、
魚
住
和
晃
は
『
筆
跡
鑑
定
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
で 「

筆
跡
と
は
文
字
を
形
づ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
筆
記

用
具
を
動
か
し
た
跡
で
あ
る
。
文
字
は
判
を
押
す
よ
う
に
一
挙

に
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
、
必
ず
何
本
か
の
線
を
引
き
、

規
則
に
し
た
が
っ
て

組
み
立
て
形
づ
く
ら
な
く
て

は
な
ら
な

い
。
」
１
３

と
述
べ
て
い
る
。 

筆
跡
は
文
字
符
号
の
書
写
形
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
書
写
工
具
を

運
用
し
た
も
の
で
、
書
写
の
動
作
を
通
し
て
、
作
ら
れ
た
特
殊
な

痕
跡
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
書
を
書
く
者
の
書
写
習
慣
が
反
映
さ

れ
て
お
り
、
例
え
ば
字
体
の
大
小
、
角
度
、
配
列
、
筆
画
の
組
み
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合
わ
せ
及
び
誤
字
と
当
て
字
、
句
読
点
の
有
無
等
で
あ
る
。
筆
跡

は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
特
定
性
と
、
安
定
性
を
備
え
て
い
る
。

書
を
書
く
者
が
い
く
ら
装
う
と
し
て
も
、
完
全
に
変
え
る
こ
と
は

難
し
い
。 

造
形
に
対
す
る
美
的
セ
ン
ス
等
の
美
意
識
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
純
粋
と
単
純
性
は
、
字
表
の
整
理
を
通
し
て
、
文
字
が

人
力
よ
っ
て
書
か
れ
自
然
に
変
遷
し
て
い
く
中
で
そ
の
道
理
と
規

則
を
理
解
す
る
事
が
出
来
る
。
学
界
が
過
去
の
文
字
整
理
に
お
い

て
、
本
表
の
よ
う
に
先
に
文
字
を
分
類
し
た
も
の
は
な
い
。
文
字

を
時
代
の
前
後
に
基
づ
い
て
配
置
し
た
だ
け
の
表
に
、
こ
の
よ
う

な
先
に
選
別
し
字
表
を
並
べ
た
も
の
は
無
く
、
そ
の
対
比
か
ら
得

ら
れ
る
効
果
は
限
界
が
あ
る
。
特
に
、
戦
国
時
代
早
期
に
各
種
文

字
の
造
形
は
多
種
多
様
で
、
ま
だ
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
か

ら
正
確
な
文
字
の
変
遷
を
見
出
す
の
は
非
常
に
難
し
い
。 

古
文
字
の
分
類
の
前
に
、
字
形
の
み
に
基
づ
い
て
「
甲
類
」（
墨

跡
文
字
）
と
「
乙

1
類
」
（
鳥
蟲
文
字
）
を
分
析
比
較
し
た
。
考

察
し
て
得
た
内
容
は
客
観
的
な
も
の
で
は
な
く
、
文
字
の
「
誤
っ

た
変
化
」
を
述
べ
る
よ
り
、
文
字
を
書
く
個
人
の
「
設
計
美
意
識
」

の
問
題
を
述
べ
た
方
が
よ
く
、「
設
計
」
し
て
こ
の
よ
う
な
文
字
が

生
ま
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
な
ん
ら
か
の
「
理
由
が
あ
る
」
わ
け
で
、

そ
の
軌
跡
の
道
理
に
従
う
べ
き
だ
が
、「
理
由
」
が
無
い
可
能
性
が

あ
り
、
た
だ
文
字
の
製
作
者
個
人
の
造
形
の
経
験
か
ら
く
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
。
非
常
に
重
要
な
差
異
の
一
項
目
と
し
て
、「
甲
類
」

以
外
の
文
字
類
型
は
人
に
わ
か
り
や
す
く
書
く
必
要
性
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
例
え
ば
剣
兵
器
の
上
に
あ
る
鳥
蟲
篆
は
、
も
し
専
門
の

職
人
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
一
般
人
で
は
絶
対
に
識
読
出
来

な
い
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
字
の
類
型
は
、「
文
字
変
遷
の

伝
承
」
と
絶
対
的
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
こ
じ
つ
け
る
の

は
問
題
が
あ
る
。
文
字
学
者
の
陳
夢
家
氏
は
曽
て
「
字
体
変
異
の

原
因
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 
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文
字
を
応
用
す
る
際
に
形
態
上
の
差
異
が
起
こ
る
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
。
そ
の
変
異
の
原
因
は
、
段
階
的
変
化
な
の
か
、
突

然
の
変
化
な
の
か
、
段
階
的
変
化
と
は
自
然
に
変
化
す
る
事
で
、

突
然
の
変
化
は
人
的
、
強
制
的
な
も
の
で
あ
る
。
文
字
学
を
研
究

す
る
時
は
、
必
ず
そ
の
変
異
の
予
兆
を
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
、

段
階
的
な
変
化
は
文
字
変
化
の
源
流
を
た
ど
る
事
が
出
来
る
。
突

然
の
変
化
は
時
代
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

文
字
の
変
異
は
、
自
然
に
起
こ
る
段
階
的
な
変
化
は
常
に
強
力
な

突
然
の
変
化
よ
り
も
多
い
。
歴
史
上
秦
の
始
皇
帝
の
文
字
統
一
を

強
力
な
突
然
の
変
化
と
み
な
せ
る
。
六
国
合
併
以
前
の
秦
文
と
小

篆
を
比
較
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
共
通
し
て
お
り
、
ま
だ
合
併
し
て

い
な
い
六
国
以
前
の
列
国
の
金
文
と
小
篆
を
比
較
す
る
と
、
共
通

す
る
も
の
は
や
は
り
少
な
い
。
文
字
は
人
力
で
変
え
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
く
、
な
ぜ
な
ら
、
習
わ
し
が
次
第
に
広
ま
っ
て
一
般
的

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
生
ま
れ
る
産
物
で
あ
り
、
同
一
文
字
は
た

だ
情
勢
の
流
れ
に
よ
っ
て
導
か
れ
で
き
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
王

国
維
は
史
籀
篇
疏
証
序
で
『
変
化
す
る
も
の
か
ら
観
察
す
る
と
、
文
字
は

時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
時
間
に
よ
っ
て
も
異
な
る
の
で
、
一

篇
の
書
も
前
後
で
文
字
が
異
な
り
、
一
人
が
器
蓋
を
書
い
て
も
文
字
が
異
な

る
。
変
化
し
な
い
も
の
か
ら
観
察
す
る
と
、
文
字
の
形
と
勢
は
と
も
に
だ
ん

だ
ん
と
変
化
し
て
い
き
、
文
字
の
国
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ま
で
一
人
の
力
で

一
体
を
創
造
で
き
る
者
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
１
４

』
と
述
べ
て
い
る
。 

同
様
の
こ
と
で
文
字
の
変
遷
に
つ
い
て
文
字
文
学
者
唐
蘭
は 

「
一
般
人
は
文
字
一
つ
一
つ
に
歴
史
が
あ
る
事
を
知
ら
ず
、

先
入
観
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
あ
る
一
時
期
だ
け
見
る
事
が
出

来
る
文
字
だ
け
を
見
て
（
あ
る
人
の
一
生
の
う
ち
の
三
、
四
年

の
様
子
の
み
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
）
、
自
然
に
そ
れ
ら
は
改

変
し
て
い
る
文
字
だ
と
気
づ
か
な
い
の
は
こ
の
よ
う
な
間
違
っ

た
観
念
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
こ
れ
ら
の
文
字
史
上
、
よ
く

見
受
け
ら
れ
る
微
妙
な
差
と
、
変
更
の
過
程
を
我
々
は
「
演
化
」
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と
呼
ん
で
い
る
。
「
演
化
」
と
「
分
化
」
は
異
な
る
。
「
分
化
」

は
新
し
い
文
字
か
生
ま
れ
る
も
の
で
、「
演
化
」
の
結
果
、
あ
る

時
「
分
化
」
に
変
わ
る
時
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
自
体
に
は

目
的
が
無
く
、
た
だ
改
変
し
続
け
る
だ
け
で
あ
る
。「
演
化
」
は

次
第
に
変
化
す
る
も
の
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
古
い
も

の
を
捨
て
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
て
い
き
、
あ
る
一
定
の

程
度
ま
で
い
く
と
、
ま
た
は
環
境
の
関
係
で
よ
く
唐
突
的
で
、

激
し
い
変
化
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
は
こ
の
後
の
章
で
述
べ
る

「
変
革
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
変
革
」
は
突
然
で
、
目
立
っ
て
、

誰
が
見
て
も
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
も
重
要
な
演

化
は
、
却
っ
て
見
落
と
し
が
ち
な
も
の
で
あ
る
。
漢
字
は
形
体

を
主
と
し
て
い
る
。
し
か
し
一
つ
の
漢
字
に
は
二
、
三
通
り
の

書
き
方
が
あ
る
。
仮
に
こ
の
よ
う
な
違
い
が
発
生
し
た
同
じ
時

期
、
同
一
種
の
字
体
に
、
常
に
「
演
化
」
の
原
因
が
あ
り
、
「
演

化
」
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
文
字
学
を
研
究
す
る
事
は
で
き
な

い
。
特
に
、
中
国
文
字
学
が
そ
う
で
あ
る
。
１
５

」
と
述
べ
て
い

る
。 

林
素
清
は
「
文
字
使
用
は
、
し
ば
し
ば
変
遷
の
状
況
に
よ
り
、

商
周
以
来
、
繁
体
、
簡
体
が
入
り
混
じ
り
、
変
化
は
少
な
い
。
し

か
し
、
基
本
的
に
は
や
は
り
継
承
さ
れ
て
き
た
形
で
、
定
型
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
１
６

」
と
述
べ
て
い
る
。 

上
述
の
よ
う
に
、
学
者
達
は
期
せ
ず
し
て
、
文
字
の
演
化
ま
た

は
変
遷
は
必
ず
緩
慢
で
そ
れ
に
は
道
筋
が
あ
る
と
言
う
事
の
論
述

が
一
致
し
て
い
る
。 

稿
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
元
に
整
理
考
察
し
た
と
こ
ろ
、「
甲
類
」

（
墨
跡
文
字
）
以
外
の
「
乙
類
」
文
字
は
比
較
的
、
陳
夢
家
氏
が

述
べ
て
い
る
「
突
然
の
変
化
」
と
唐
蘭
氏
が
提
起
す
る
「
変
革
」

の
類
に
属
し
て
お
り
、
製
作
者
が
文
字
の
字
形
に
対
す
る
絶
対
的

な
主
導
が
あ
り
、
字
形
は
あ
る
時
、
単
純
に
個
人
の
主
観
的
美
意

識
か
ら
な
さ
れ
、
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
文
字
は
直
接
的
に
前
後
の
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伝
承
の
「
演
化
」
の
関
係
と
は
限
ら
な
い
。「
単
純
」
と
雖
も
、
実

は
「
複
雑
」
で
、
個
人
の
主
観
意
識
か
ら
製
作
さ
れ
た
文
字
で
あ

る
た
め
、
そ
の
内
容
は
バ
ラ
バ
ラ
且
つ
署
名
が
な
く
、
我
々
が
伝

世
さ
れ
た
文
字
材
料
を
利
用
し
て
分
析
す
る
の
は
容
易
で
は
無
い
。 

歴
史
上
に
存
在
す
る
「
字
体
」
は
一
人
の
力
だ
け
で
は
創
り
上

げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
人
的
な
力
で
は
な
く
自
然
に
形
成

し
た
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
ほ
か
陳
氏
が
提
起
し
た
四
種
の
文
字
異
変
の
原
因
が
あ
る
。 

「
一
つ
目
の
原
因
は
時
代
の
違
い
に
よ
っ
て
異
変
が
起
き
た
、

二
つ
目
は
、
地
域
の
違
い
に
よ
っ
て
起
き
た
、
三
つ
目
は
書
写
の

仕
方
、
材
料
と
工
具
の
違
い
に
よ
り
起
き
た
、
四
つ
目
は
書
を
書

く
者
の
身
分
の
違
い
に
よ
っ
て
起
き
た
も
の
。
」 

こ
の
三
つ
目
の
「
書
写
の
仕
方
、
材
料
と
工
具
に
よ
り
起
き

た
」
１
７

は
本
論
文
で
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

文
字
の
発
展
変
遷
は
緩
慢
且
つ
次
第
に
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
上
述
の
学
者
の
研
究
ま
た
は
本
文
の
図
表
な
ど
か

ら
は
っ
き
り
と
分
か
る
だ
ろ
う
。
仮
に
我
々
が
前
漢
ま
た
は
後
漢

の
当
時
の
人
で
あ
っ
た
ら
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
一
、
二
百
年
間
、

文
字
の
字
形
は
み
な
理
解
で
き
る
範
囲
の
中
に
あ
る
。
し
か
し
、

時
間
が
少
し
で
も
長
く
な
る
と
、
文
字
の
識
別
は
却
っ
て
難
し
く

な
る
。
も
し
正
確
な
文
字
の
変
遷
の
状
況
を
再
現
す
る
と
し
た
ら
、

「
甲
類
」
文
字
の
早
、
中
、
末
期
を
分
け
る
事
で
、
各
々
の
分
析

が
で
き
る
。
文
字
の
資
料
が
不
足
し
て
い
る
な
ら
ま
た
そ
の
他
の

二
種
類
の
対
比
を
す
る
事
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
「
乙

1
類
」
（
鳥

蟲
文
字
）
に
至
っ
て
は
「
文
字
演
化
」
の
研
究
に
お
い
て
、
参
考

に
で
き
る
も
の
が
限
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
他
に
、
稿
者
が
相
関
す
る
文
献
の
考
察
に
基
づ
く
と
、
文

字
研
究
者
が
よ
く
文
字
の
「
外
形
」
の
み
に
専
心
し
て
研
究
し
て
、

文
字
の
背
景
に
あ
る
製
作
者
が
そ
の
外
形
に
及
ぼ
す
影
響
の
変
数

（
変
化
）
を
軽
視
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
「
乙

2ー 1
類
（
鑿
刻
劃
文



15 

字
）
」
が
文
字
の
製
作
時
に
影
響
を
及
ぼ
し
、「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」

す
る
問
題
は
、
材
質
が
刻
者
に
対
し
て
抵
抗
を
与
え
る
、
こ
の
抵

抗
が
強
く
な
り
、
一
般
人
が
自
然
に
処
理
で
き
る
度
を
超
え
る
と
、

そ
れ
は
製
作
の
方
法
を
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。 

「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
こ
の
言
葉
は
、
簡
単
に
解
釈
す
る
と
、

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
過
程
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
反
作
用
で
あ
る
。
」
１
８

例
え
ば
、
陶
瓦
を
焼
く
前
、
鋭
利
で

硬
い
も
の
で
「
刻
し
た
」
文
字
は
通
常
は
文
字
の
淵
に
型
押
し
に

よ
る
突
起
が
で
き
、
そ
れ
を
「
湿
刻
」
と
呼
ぶ
。
も
し
、
焼
き
終

っ
た
あ
と
に
さ
ら
に
そ
こ
を
刻
そ
う
と
す
る
と
、
そ
の
文
字
は
「
割

れ
た
」
線
質
が
で
き
る
、
例
え
ば
、
戦
国
中
期
の
『
秦
封
宗
邑
瓦

書
』
は
典
型
的
な
「
湿
刻
」
で
あ
る
。 

全
体
的
言
う
と
、
「
甲
類
」
と
「
乙

2ー 1
類
」
の
字
形
は
非
常
に

近
い
が
、
文
字
の
製
作
の
完
成
の
仕
方
が
既
に
大
き
く
改
変
し
て

お
り
、
例
え
ば
後
者
が
既
に
「
鑿
」
も
し
く
は
「
劃
」
、
「
刻
」
な

ど
を
用
い
て
い
る
。 

あ
る
「
乙

2ー 2
類
」
と
「
乙

1
類
」
の
形
体
は
近
い
、
し
か
し
、

「
乙

2ー 2
類
」
の
あ
る
文
字
は
元
々
の
自
然
な
大
き
さ
を
保
っ
て
い

る
。（
例
え
ば
、「
之
」
字
は
形
体
の
関
係
で
書
い
た
時
に
「
扁
形
」

に
な
る
）
、
そ
れ
か
ら
一
定
の
方
形
の
範
囲
内
に
収
め
よ
う
と
し
て

字
の
比
率
が
調
整
さ
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
字
形
は
皆
こ
の
類
で
あ

る
。 元

々
の
自
然
の
大
き
さ
を
保
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
同

時
代
の
「
甲
類
」（
墨
跡
文
字
）
を
対
比
す
る
必
要
が
あ
る
、
ま
た

は
そ
の
器
物
の
元
々
の
拓
本
か
ら
、
そ
の
「
字
相
」
を
観
察
し
、

そ
の
他
の
「
標
準
」
の
銘
文
を
対
比
し
な
い
。「
甲
類
」
以
外
の
文

字
は
所
謂
「
標
準
字
」
と
言
わ
れ
る
も
の
は
な
い
と
考
え
て
い
る

た
め
、「
標
準
字
」
を
用
い
て
他
の
銘
文
と
比
較
す
る
と
い
う
の
は

非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
特
に
、
学
界
で
は
多
く
後
世
の
模
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データベース図例 

刻
再
製
さ
れ
た
「
説
文
小
篆
」
の
字
形
を
戦
国
末
期
か
ら
秦
漢
の

間
の
篆
書
の
「
標
準
字
」
と
し
て
い
る
、
し
か
し
こ
れ
は
確
実
に

客
観
的
で
は
な
い
。 

 

 

（
三
）
「
甲
類
」
古
文
字
字
表
の
整
理 

本
研
究
の
字
例
は
春
秋
末
期
の
『
侯
馬
盟
書
』
か
ら
始
ま
り
後

漢
末
期
の
『
東
牌
楼
漢
簡
』
等
の
墨
跡
文
字
に
至
る
ま
で
を
収
録

し
て
い
る
。
七
百
年
あ
ま
り
、
期
間
は
四
十
余
種
の
簡
牘
字
跡
、

七
千
字
以
上
の
字
例
を
集
約
し
て
い
る
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
図
例
）
。

稿
者
は
造
形
研
究
の
手
法
を
用
い
て
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
処
理

の
方
法
を
結
び
つ
け
た
。
古
文
字
が
七
百
年
余
年
（

B.C

552
〜

A.D

220
）

の
伝
承
変
化
で
あ
る
事
を
考
察
し
た
。
こ
れ
は
現
代
の
科
学
技
術

ソ
フ
ト
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
た
研
究
で
あ
る
。 

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
点
は
フ
ァ
イ
ル
の
名
前
を
ソ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
検
索
は
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
本
体

の
「
檔
案
總
管
」
を
利
用
し
、
余
分
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
し
で
も
指

定
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
１
９

な
ぜ
な
ら

フ
ァ
イ
ル
の
名
前
を
付
け
る
際
に
既
に
明
確
な
規
範
を
決
め
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「_

為_

」
と
入
力
す
る
だ
け
で
、「
為
」
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「不」検索結果 

字
を
確
実
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
他
の
関
係
の
な
い
内

容
は
出
て
こ
な
い
。 

 

本
表
の
収
録
す
る
文
字
の
時
間
が
七
百
年
余
に
亘
っ
て
い
る
た

め
、
い
く
つ
か
の
王
朝
を
跨
い
で
い
る
。
特
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

用
い
る
事
で
四
十
種
を
超
え
る
墨
跡
文
字
の
中
か
ら
、
文
字
の
変

遷
、
演
化
の
過
程
の
真
相
を
整
理
す
る
事
が
で
き
る
。
文
章
内
容

の
長
さ
に
妨
げ
ら
れ
、
本
文
の
後
ろ
に
「
為
」
字
の
変
遷
表
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
使
用
者
が
仮
に
「
精
確
に
」
戦
国
末
期

の
「
不
」
字
を
探
す
と
し
た
ら
検
索
の
枠
に
「0

8
_
z
3
*
_

不_

」
と

打
ち
込
む
だ
け
で
で
き
、
全
く
特
別
な
書
式
を
覚
え
る
必
要
は
な

い
。
２
０

最
も
直
接
的
な
操
作
を
用
い
て
、
研
究
の
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
る
事
が
で
き
る
。
（
「
不
」
検
索
結
果
） 

 

 

本
表
で
収
録
し
て
い
る
春
秋
末
期
の
文
字
は
『
侯
馬
盟
書
』
、『
溫

縣
盟
書
』
、
戦
国
中
期
は
『
青
川
木
牘
』
、
２
１

、
戦
国
末
期
は
『
江

陵
岳
山
秦
牘
』
、『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
、
秦
『
天
水
秦
簡
』
、『
里
耶

秦
簡
』
、
『
周
家
台
秦
簡
』
、
『
龍
崗
秦
簡
』
等
で
あ
る
。 

『
孔
家
坡
前
漢
簡
』
、『
虎
渓
山
前
漢
簡
』
、『
長
沙
王
后
「
漁
陽
」

墓
前
漢
楬
』
、
『
香
港
中
文
大
學
文
物
館
藏
簡
牘
・
日
書
』
、
『
香
港

中
文
大
學
文
物
館
藏
簡
牘
・
河
隄
簡
』
、『
馬
王
堆
簡
帛
文
字
』
、『
高

台
前
漢
簡
』
、
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
』
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』
、
『
鳳
凰
山
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前
漢
簡
』
等
は
前
漢
早
期
で
あ
る
。 

『
玉
門
花
海
前
漢
簡
』
、
『
走
馬
樓
前
漢
簡
』
、
『
定
州
前
漢
中
山

懷
王
墓
竹
簡
』
、
『
肩
水
金
關
前
漢
簡
』
、
『
香
港
中
文
大
学
文
物
館

蔵
簡
牘
・
奴
婢
廩
食
粟
出
入
簿
』
、
『
馬
圏
湾
漢
簡
』
、
『
額
済
納
居

延
前
漢
簡
』
、
『
懸
泉
置
前
漢
簡
』
、
『
懸
泉
置
前
漢
帛
書
』
等
は
前

漢
中
期
を
な
す
。 

『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
』
、『
武
威
王
莽
新
簡
』
、『
武
威
張
伯
升
柩
銘
』
、

『
肩
水
金
關
王
莽
新
簡
』
、
『
馬
圏
湾
王
莽
新
簡
』
、
『
馬
圏
湾
前
漢

簡
』
は
前
漢
末
期
を
な
す
。『
武
威
後
漢
簡
』
、『
香
港
中
文
大
学
文

物
館
蔵
簡
牘
・
序
寧
簡
』
、
『
額
済
納
居
延
後
漢
簡
』
は
後
漢
早
期

を
な
す
。 

後
漢
中
期
は
『
甘
谷
漢
簡
』
、『
居
延
漢
簡
・
永
元
器
物
簿
』
、『
永

寿
二
年
陶
瓶
』
、
後
漢
末
期
は
『
熹
平
元
年
陶
瓶
』
、『
和
林
格
爾
漢

墓
壁
画
題
記
』
、
『
東
牌
樓
後
漢
簡
』
等
で
あ
る
。
後
漢
中
期
末
期

の
字
例
は
少
な
い
た
め
、
後
に
新
た
に
文
物
が
出
土
し
資
料
を
補

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

字
表
凡
例 

一
、
収
録
す
る
古
文
字
は
稿
者
が
制
定
し
た
分
類
方
式
を
用
い

て
い
る
。
秦
系
文
字
「
甲
類
」
（
墨
跡
文
字
）
を
主
と
し
て
お
り
、

年
代
は
東
周
春
秋
時
代
（

B.C

770
）
か
ら
後
漢
（

A.D

220
）
ま
で
で
あ

る
。 二

、
本
表
は
「
書
」
、「
以
」
、「
群
」
、「
出
」
、「
言
」
、「
重
」
、「
往
」
、

「
無
」
、「
道
」
、「
之
」
、「
大
」
、「
有
」
、「
為
」
、「
行
」
、「
不
」
、「
可
」
、

「
命
」
合
計

17
字
を
基
礎
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。 

三
、
本
表
は
出
版
し
た
中
で
最
も
鮮
明
な
画
像
の
図
版
を
採
用

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
ソ
フ
ト
で
採
用
し
た
図
版
を
編
集
す
る
際
に
、

文
字
の
角
度
を
調
節
し
、
元
々
書
か
れ
た
文
字
の
角
度
を
保
持
し

た
。 四

、
部
分
の
字
例
は
図
版
の
下
部
に
出
典
を
列
挙
し
、
各
文
字

と
そ
の
略
称
を
別
の
表
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。 
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五
、
前
後
の
年
代
の
連
結
を
分
断
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
鮮
明
な

字
例
の
図
版
が
無
け
れ
ば
、
模
写
本
で
代
用
し
た
。 

そ
れ
以
外
、
論
文
に
関
す
る
図
錄
や
表
な
ど
は
本
章
の
最
後
に

付
し
て
あ
る
。
番
号
は
下
に
表
し
た
通
り
で
あ
る
。
表

4.

2.

1

（
四
章
の
二
節
の
一
の
表
）
、
図

4.

2.

1
（
四
章
の
二
節
の
一

の
図
に
表
）
。 

表
1.

3.

1
古
文
字
分
類
示
意
表
a 
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表
1.
3.

2
古
文
字
分
類
示
意
表
b 
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表
1.
3.

3
「
為
」
の
変
遷
表 
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24 

表
1.
3.

4
秦
漢
墨
跡
文
字
字
形
表 

          

   

 

 

 

 

三晉 
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表
1.
3.

5
秦
楚
墨
跡
文
字
（
甲
類
）
比
較
表  
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第
二
章 

『
説
文
解
字
』
篆
書
体
の
考
察 

 

第
一
節 

『
説
文
解
字
』
の
書
体
例
と
印
刷
の
版
本 

篆
書
は
、
漢
字
の
中
で
最
も
早
い
書
体
で
あ
り
、
広
義
に
は
秦
朝
よ
り
前

に
使
用
さ
れ
て
い
た
書
体
全
て
を
指
す
。
古
代
の
簡
牘
は
材
質
が
腐
敗
し
や

す
く
保
存
が
難
し
い
た
め
、
秦
朝
よ
り
前
の
篆
書
は
殆
ど
伝
承
さ
れ
ず
、
そ

の
原
始
書
跡
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
紙
が
広
く
使
用
さ

れ
た
時
代
に
は
、
古
代
文
字
は
模
写
を
通
じ
て
広
が
っ
て
き
た
。
特
に
青
銅

や
刻
ま
れ
た
石
な
ど
の
石
刷
り
へ
の
応
用
に
は
、
紙
は
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。 

青
銅
器
銘
文
の
大
き
さ
は
文
字
の
配
置
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
た
。
青
銅
器

で
最
も
多
い
文
字
数
の
『
毛
公
鼎
』
で
さ
え
も
五
百
文
字
余
り
に
過
ぎ
な
い
。

大
規
模
に
篆
書
を
知
り
た
い
な
ら
、『
説
文
解
字
』
を
通
じ
て
し
か
体
系
的
に

理
解
で
き
な
い
。 

漢
許
慎
『
説
文
解
字
』
敘
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

「
蒼
頡
之
初
作
書
、
蓋
依
類
象
形
、
故
謂
之
文
。
其
後
形
聲
相
益
即
謂
之

字
、
字
者
、
言
孳
乳
而
浸
多
也
。
著
於
竹
帛
謂
之
書
、
書
者
、
如
也
。
」 

ま
た
、
『
爾
雅
』
釋
器
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

「
象
謂
之
鵠
、
角
謂
之

、
犀
謂
之

、
木
謂
之

、
玉
謂
之
雕
。
金
謂

之
鏤
、
木
謂
之
刻
、
骨
謂
之
切
、
象
謂
之
磋
、
玉
謂
之
琢
、
石
謂
之
磨
。
」 

後
漢
時
代
の
許
慎
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
説
文
解
字
』
（
以
下
、
『
説
文
』

と
い
う
。
）
は
、
秦
朝
の
小
篆
の
書
体
の
様
相
を
記
録
し
、
最
も
早
く
体
系
的

に
形
・
音
・
義
よ
り
漢
字
を
分
析
す
る
書
物
で
あ
り
、
歴
代
の
学
者
に
研
究

さ
れ
て
き
た
。
清
朝
に
は
そ
の
研
究
結
果
が
特
に
豊
富
で
あ
り
、
段
玉
裁
、

桂
馥
、
王
筠
、
朱
駿
聲
は
、
学
術
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
四
人
の
学
者

で
あ
る
。 

秦
朝
か
ら
三
百
年
以
上
経
た
『
説
文
』
は
、
時
間
・
空
間
・
材
料
な
ど
の
制

限
に
よ
っ
て
、
漢
民
族
の
「
篆
」
へ
の
理
解
度
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
た
。

魏
（
三
国
時
代
）
の
『
三
体
石
経
』
の
書
体
か
ら
も
、
当
時
の
篆
書
へ
の
認

識
と
想
像
を
十
分
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
影
響
力
は
唐
時
代
の
作
品
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に
も
見
ら
れ
る
。
す
で
に
先
秦
時
代
の
篆
書
体
の
本
来
の
姿
で
は
な
い
が
、

篆
書
体
の
文
化
の
継
承
に
対
し
て
も
『
説
文
』
と
同
じ
よ
う
に
多
大
な
貢
献

を
し
て
い
る
。『
説
文
』
の
書
体
は
小
篆
、
籀
文
、
古
文
を
含
み
、
古
代
文
字

の
解
釈
や
書
体
分
析
な
ど
に
大
い
に
役
立
つ
た
め
、
常
に
言
語
学
、
文
字
学

で
は
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
目
の
一
つ
で
あ
る
。 

こ
こ
で
特
に
注
視
し
た
い
の
は
、『
説
文
』
唐
寫
本
の
櫛
（

）
の
（

）

の
字
形
は
正
し
く
、
「
陳
氏
一
篆
一
行
本
」
の
櫛
（

）
の
（

）
が
錯

誤
で
あ
る
点
で
あ
る
。（
表
2.

1.

1
『
説
文
』
唐
寫
本
と
宋
刻
本
を
參
照
） 

 

『
説
文
』
は
、
文
字
の
構
造
的
要
素
と
し
て
、
五
四
〇
部
の
部
首
を
建
て

て
い
る
。
そ
し
て
九
三
五
三
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
符
の
部
首
に
属
さ
せ
て

い
る
。
稿
者
は
『
説
文
』
の
小
篆
の
字
形
を
考
察
す
る
上
で
、
中
華
書
局
か
ら

影
印
さ
れ
た
「
陳
氏
一
篆
一
行
本
」（
陳
昌
治
本
）
を
使
用
し
た
。
五
四
〇
部

首
を
分
析
し
、
小
篆
の
字
形
の
微
妙
な
変
化
を
照
合
し
た
。
具
体
的
に
は
考
察

の
範
囲
を
十
種
に
拡
大
し
て
照
合
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
じ
版
本
で
あ
っ
て
も
、

前
後
の
部
首
の
形
状
に
も
大
き
な
差
異
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

十
種
の
『
説
文
』
は
、
各
文
字
に
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
a
か
ら
j
ま
で
設
定

し
、
対
比
の
検
索
に
利
用
し
て
い
る
。
な
お
「
商
周
文
字
」
と
「
秦
簡
文
字
」

は
、
表
中
で
は
「
商
周
」
と
「
秦
簡
」
と
略
記
し
て
い
る
。 

 

a
北
師 

中
国
北
京
師
範
大
學
の
説
文
小
篆 

b
小
徐 

『
校
勘
巾
箱
本
説
文
繫
傳
』
祁
寯
藻
刻
本 

c
段
注 

『
説
文
解
字
注
』
段
玉
裁
撰
經
韵
樓
臧
版 

d
小
徐 

『
説
文
解
字
繫
傳
』（
四
部
叢
刊
に
影
印
さ
れ
た
述
古
堂
本
） 

 



29 

e
大
徐 

『
景
宋
本
説
文
解
字
』
景
日
本
靜
嘉
堂
藏
宋
本
、
續
古
逸
叢
書 

f
大
徐 

『
説
文
解
字
』
汪
中
藏
丁
晏
跋
宋
刻
元
修
本 

g
大
徐 
『
仿
北
宋
刻
大
字
本
説
文
解
字
』
日
本
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

昌
平
校
據
汲
古
閣
本
重
刊
昌
平
叢
書
本 

h
大
徐 

『
仿
宋
刻
改
中
字
本
説
文
解
字
』
嘉
慶
十
二
年
（
一
八
〇
七
）

藤
花
榭
本 

i
大
徐 

『
仿
宋
小
字
本
説
文
解
字
』
嘉
慶
十
四
年
（
一
八
〇
九
）
孫
星

衍
本 

j
大
徐 

『
陳
氏
一
篆
一
行
本
説
文
解
字
』
同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）

陳
昌
治
本 

 

一
、
十
種
版
本
の
形
状
の
相
違 

稿
者
は
十
種
の
『
説
文
』
を
照
合
し
た
。 

そ
の
結
果
、
字
形
構
造
は
似
て
い
る
が
、
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
少
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
。
例
え
ば
、
「
气
、
八
、
釆
、
走
、
步
、
辵
、
彳
、
廴
、

、
行
、
句
、
丩
、
丮
、
習
、
羽
、
刀
、
刃
、
豈
、
豊
、
鬯
、
入
、
㫗
、
嗇
、

弟
、
才
、
之
、
出
、
月
、
有
、
朙
、
夕
、
齊
、
米
、
耑
、
疒
、
白
、
㡀
、
黹
、

人
、
匕
、
从
、
北
、
丘
、
衣
、
舟
、
欠
、

、
旡
、
鬼
、
甶
、

、
犬
、
黑
、

、
大
、

、
夰
、

、
夫
、
囟
、
心
、

、
谷
、

、
雨
、
燕
、
鹵
、

、

門
、
曲
、
甾
、
瓦
、
虫
、
龜
、
黽
、
卵
、
力
、
金
、
勺
、
斗
、
矛
、
亞
」
等

で
あ
る
。 

以
下
に
、
い
く
つ
か
の
字
例
を
表
に
示
す
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最

後
に
付
し
て
あ
る
。 
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二
、
十
種
版
本
の
形
状
の
一
致 

考
察
を
通
し
て
、
形
状
が
一
致
す
る
字
例
は
、
「
上
、
癶
、
此
、
牙
、
疋
、

龠
、

、
卅
、
異
、

、
鬲
、

、
畫
、
皮
、

、
眉
、
鼻
、
鳥
、
烏
、
幺
、

、
冎
、
豐
、
倉
、
矢
、
高
、

、
京
、
亯
、
畗
、

、
來
、
臼
、
尗
、
宮
、

呂
、
襾
、
帛
、

、
面
、
髟
、
長
、
而
、
夭
、
亢
、
泉
、
非
、
幵
、
几
、
厽
」

等
で
あ
る
。 

以
下
に
、
い
く
つ
か
の
字
例
を
表
に
示
す
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最

後
に
付
し
て
あ
る
。 
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三
、
同
一
版
本
の
前
後
の
形
状
の
相
違 

前
項
に
お
い
て
『
説
文
』
十
種
の
部
首
の
形
状
の
相
違
に
つ
い
て
照
合
し

た
が
、
同
じ
版
本
で
も
そ
の
前
・
中
・
後
の
形
状
も
同
じ
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。 

そ
こ
で
次
に
、「
e
大
徐
」
、「
f
大
徐
」
、「
g
大
徐
」
、「
j
大

徐
」
の
四
種
の
部
首
を
例
に
挙
げ
て
考
察
す
る
。
四
種
に
は
、
二
種
の
初
期

の
宋
本
説
文
、「
日
本
文
政
九
年
本
」
、「
陳
氏
一
篆
一
行
本
」
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
最
も
古
く
、
流
通
性
の
あ
る
と
い
う
選
択
肢
を
持
つ
。 

表
に
は
、
上
記
の
説
文
の
四
種
の
前
・
中
・
後
の
形
状
に
加
え
、「
b
小
徐
」
、

「
偏
旁
字
源
」
及
び
「
汗
簡
古
文
」
も
追
加
し
た
。「
汗
簡
古
文
」
即
ち
『
汗

簡
古
文
偏
旁
五
百
四
十
部
』
は
呉
照
南
（
清
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
四
説

文
字
原
考
略
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
偏
旁
字
源
」
す
な
わ
ち
『
説
文
偏

旁
字
源
』
は
夢
英
（
宋
の
僧
侶
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
二
つ

の
字
例
を
表
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
宋
人
・
清
人
の
篆
書
体
へ
の
理
解
度

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。 

単
純
に
形
状
を
み
る
と
、
『
説
文
偏
旁
字
源
』
で
は
、
鬲
は

に
作
り
、

習
は

に
作
り
、
羽
は

に
作
り
、
于
は

に
作
り
、

は

に
作
り
、
華
は

に
作
り
、
齊
は

に
作
り
、
米
は

に
作
り
、

欠
は

に
作
り
、
旡
は

に
作
り
、
亢
は

に
作
り
、
非
は

に

作
る
。 

こ
れ
ら
の
字
例
か
ら
、
宋
人
の
篆
字
に
対
す
る
理
解
は
正
確
で
あ

る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
「
規
整
化
」
の
現
象
で
あ
ろ
う
か
。 
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「
規
整
化
」
と
は
、
文
字
が
発
展
変
化
す
る
中
で
、
固
定
化
や
規
律
化
に

よ
る
字
形
の
調
整
・
配
置
が
、
時
々
本
来
の
形
状
を
変
更
し
て
錯
誤
を
招
く

こ
と
を
指
す
。「
規
整
化
」
の
有
無
の
判
定
基
準
と
し
て
は
、
同
一
時
期
、
や

や
早
い
時
期
、
又
は
最
も
早
い
原
始
文
字
の
形
状
を
対
照
す
る
。 

「
規
整
化
」
又
は
「
美
化
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
美
」
は
個

人
が
認
識
し
て
い
る
美
学
・
美
感
の
「
美
」
で
は
な
く
、
構
成
分
類
を
研
究

す
る
た
め
の
一
つ
の
定
義
で
あ
る
。 

 

そ
の
ほ
か
、
四
種
の
『
説
文
』
版
本
に
、
三
つ
の
部
首
の
表
に
表
し
た
。

例
え
ば
、「
j
大
徐
」
の
「
皮
」
字
は
、
三
つ
の
形
状
が
一
致
す
る
が
、「
e
大

徐
」
の
「
齊
」
字
の
よ
う
に
、
一
致
し
な
い
場
合
も
あ
る
。「
前
、
後
」
の
意

味
は
『
説
文
』
部
首
の
目
錄
で
あ
る
。 

 

四
種
の
『
説
文
』
前
、
中
、
後
の
形
状
の
相
違
は
多
い
。
い
く
つ
か
字
例

を
あ
げ
て
み
る
。 

「
j
大
徐
」
「
026
走
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
e
大
徐
」
「
026
走
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
g
大
徐
」
「
026
走
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
f
大
徐
」
「
026
走
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

 

「
j
大
徐
」
「
039
牙
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
e
大
徐
」
「
039
牙
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 
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「
g
大
徐
」
「
039
牙
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
f
大
徐
」
「
039
牙
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

 

「
j
大
徐
」
「
241
夕
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
e
大
徐
」
「
241
夕
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
g
大
徐
」
「
241
夕
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
f
大
徐
」
「
241
夕
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

 

「
j
大
徐
」
「
247
齊
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
e
大
徐
」
「
247
齊
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
g
大
徐
」
「
247
齊
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
f
大
徐
」
「
247
齊
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

 

「
j
大
徐
」
「
435
鹵
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
e
大
徐
」
「
435
鹵
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
g
大
徐
」
「
435
鹵
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
f
大
徐
」
「
435
鹵
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

 

「
j
大
徐
」
「
506
亞
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
e
大
徐
」
「
506
亞
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
g
大
徐
」
「
506
亞
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

「
f
大
徐
」
「
506
亞
」
前
・
中
・
後
「

、

、

」
。 

 
以
下
に
、
い
く
つ
か
の
字
例
を
表
に
示
す
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最
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後
に
付
し
て
あ
る
。「
小
、
八
、
釆
、
走
、
步
、
辵
、
彳
、
行
、
牙
、
句
、
丩
、

言
、

、
革
、
鬲
、
爪
、
丮
、

、
放
、
肉
、
乃
、
壴
、
豊
、
豐
、
鬯
、
入
、

才
、
之
、
出
、
月
、
有
、
朙
、
夕
、
齊
、
黹
、
人
、
尾
、
履
、
儿
、

、
先
、

見
、
欠
、

、
旡
、
色
、

、
辟
、
甶
、
豸
、

、
能
、
熊
、
夨
、
亢
、
夲
、

瀕
、
泉
、
灥
、
谷
、
雨
、
雲
、
鹵
、
鹽
、

、
氐
、
虫
、
男
、
力
、
勺
、
斗
、

亞
、
七
、
巴
、
庚
、
子
、
寅
、
卯
、
酉
、
酋
、
戌
、
亥
」
等
で
あ
る
。 
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四
、
同
一
版
本
の
前
後
の
形
状
の
一
致 

三
種
類
の
同
じ
『
説
文
』
版
本
の
、
前
、
中
、
後
の
形
状
が
一
致
す

る
も
の
は
少
な
い
。
例
え
ば
「
非
」
字
で
あ
る
。 

「
j
大
徐
」
「
429
非
」
前
・
中
・
後
各
は
「

、

、

」
。 

「
e
大
徐
」
「
429
非
」
前
・
中
・
後
各
は
「

、

、

」
。 

「
g
大
徐
」
「
429
非
」
前
・
中
・
後
各
は
「

、

、

」
。 

「
f
大
徐
」
「
429
非
」
前
・
中
・
後
各
は
「

、

、

」
。 

 

他
の
字
例
に
、「
气
、
皮
、
鬼
、
夫
、
非
、
矛
」
等
が
あ
る
。
残
り
の
字
例

は
、
本
章
の
最
後
に
付
し
て
あ
る
。 
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五
、
小
結 

字
形
を
照
合
し
た
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
同
じ
版
本
で
も
前
・
中
・
後
で
形

状
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
現
象
で
あ
り
、
特
定
の
版
本

に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。 

純
粋
に
形
状
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
正
確
に
は
最
大
二
〇
四
種
類
の
形
状
が

あ
る
。
「
e
大
徐
」
と
「
g
大
徐
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
景
宋
本
説
文
解
字
』
と

『
倣
北
宋
刻
大
字
本
説
文
解
字
』
で
あ
る
。
ま
た
、「
c
段
注
」
の
正
確
な
部
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首
は
一
七
八
種
類
し
か
な
く
、
説
文
の
十
種
の
版
本
で
最
も
少
な
く
、
規
整

化
の
数
が
一
六
八
種
類
と
最
も
高
い
。
デ
ー
タ
か
ら
見
れ
ば
、
段
氏
の
理
念

に
よ
る
篆
書
体
修
正
（
規
整
化
）
比
率
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

デ
ー
タ
か
ら
、
構
形
錯
誤
の
数
が
七
〇
～
七
四
の
間
に
あ
り
各
版
本
の
差

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
篆
書
体
「
規
整
化
（
美
化
）
」
の
有
無

は
最
終
的
に
統
計
比
率
に
影
響
を
与
え
る
最
大
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
説

文
の
版
本
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
そ
の
構
成
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら

な
い
が
、
規
整
化
の
割
合
に
つ
い
て
と
て
も
少
な
く
な
っ
た
。 

十
種
『
説
文
解
字
』
考
察
の
結
果 
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第
二
節 

『
説
文
』
篆
書
体
部
首
に
関
す
る
考
察 

前
節
で
は
説
文
の
十
種
版
本
の
部
首
の
字
形
の
差
を
照
合
し
た
が
、
本
節

で
は
『
陳
氏
一
篆
一
行
本
』
と
い
う
単
一
版
本
の
字
形
を
詳
し
く
分
析
し
、

考
察
す
る
。 

凡
例 

・『
陳
氏
一
篆
一
行
本
』
同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
陳
昌
治
本
に
て
『
説
文
』

部
首
の
字
形
を
考
察
す
る
。 

・
表
は
「
商
周
文
字
」
、
「
秦
簡
」
、
「
蒼
頡
篇
」
、
「
摹
本
」
、
「
説
文
」
な
ど
か

ら
な
る
。
当
該
欄
に
当
該
文
字
が
な
い
場
合
、
又
は
「
秦
簡
」
や
「
蒼
頡

篇
」
な
ど
の
内
容
で
は
な
い
場
合
に
「*

」
マ
ー
ク
を
つ
け
る
。 

・「
商
周
文
字
」
は
、
主
に
商
か
ら
西
周
ま
で
の
甲
骨
文
字
ま
た
は
金
文
で
あ

る
。 

・「
秦
簡
」
は
、『
青
川
木
牘
』
、
戦
国
後
期
の
『
睡
虎
地
秦
簡
』
、『
嶽
麓
書
院

蔵
秦
簡
』
、
『
里
耶
秦
簡
』
な
ど
を
含
む
秦
朝
の
簡
牘
で
あ
る
。 

・「
蒼
頡
篇
」
は
、
北
京
大
学
に
保
存
さ
れ
た
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
を
指
す
。
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ま
た
、
よ
り
明
確
で
正
確
に
対
照
す
る
た
め
、
明
確
に
構
成
が
参
照
で
き

る
「
摹
本
」
も
加
え
て
あ
る
。 

・
対
照
で
き
る
文
字
例
が
な
い
場
合
、
説
明
で
き
る
よ
う
に
関
連
す
る
又
は

類
似
の
「
部
件
」
文
字
例
に
取
替
え
る
。 

 

「
字
形
変
遷
の
規
則
性
」
に
合
致
す
る
字
に
は
「
○
」
、
合
致
し
な
い
字
に

は
「×

」
を
付
す
。
考
察
条
件
を
よ
り
厳
格
に
す
る
と
、
字
形
の
合
致
率
は
36
％

で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
合
致
し
な
い
字
の
大
半
が
規
整
化
の
文
字
（
美
化

文
字
）「
ｂ
」
で
あ
る
た
め
で
、「
ｂ
」（
一
百
五
十
種
）
の
部
首
を
合
致
す
る

字
に
含
む
と
、
合
致
率
は
64
％
に
な
る
。
全
部
の
版
本
の
考
察
の
結
果
か
ら
、

ど
の
時
代
の
『
説
文
』
の
版
本
を
比
較
し
て
も
大
体
「
合
致
率
」
は
近
い
。
e

大
徐
本
と
ｇ
大
徐
本
の
合
致
率
は
比
較
的
な
高
く
、
c
段
注
本
の
美
化
の
字

例
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
簡
牘
文
字
の
変
遷
の
過
程
を
研
究
す
る
上
で
、

大
き
な
参
考
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

『
説
文
解
字
』
（
陳
昌
治
本
）
五
四
〇
部
首
構
形
考
察
結
果 

        

 

説
文
の
部
首
を
基
に
し
て
各
時
代
の
文
字
を
比
較
す
る
と
、
秦
簡
と
説
文

小
篆
と
の
形
状
の
差
に
よ
っ
て
下
記
の
四
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
説
文
部
首
形
状
の
正
確
性
。
二
、
説
文
部
首
形
状
の
規
整
化
（
美
化
）
。

三
、
説
文
部
首
形
状
の
錯
誤
。
四
、
説
文
部
首
形
状
の
錯
誤
か
つ
規
整
化
（
美

化
）
。 ×ab ×a ×b ○ 

分
類 

120 73 150 197 
数
量 

四
、
形
状
異
な
る
と
規
整
化
（
美
化
） 

三
、
形
状
異
な
る 

二
、
規
整
化
（
美
化
） 

一
、
形
状
同
じ 

説
明 
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 一
、
説
文
部
首
形
状
の
正
確
性 

正
確
な
部
首
の
形
状
の
字
「
○
」
は
一
九
七
字
あ
る
。 

卷
七
上
毇
部
、
毇
（

）
と
卷
九
下

部
、

（

）
の
二
つ
は
字

例
が
な
い
。 

以
下
に
、
摘
録
し
た
字
例
を
解
析
す
る
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最
後

に
付
し
て
あ
る
。
（
表
２
・
２
・
１
） 

卷
二
上
牛
部
、
「
牛
」
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
叔
簋
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

に
作
り
、
字
例
と

形
状
が
共
通
し
て
い
る
。 

卷
二
上
此
部
、
「
此
」
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
此
簋
』

は

に
作
り
、
戦
国
晚
期
の
『
安
邑
下
官
壺
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。
「
訾
」
、
秦
印
は

に
作
る
。
「
柴
」
、
戦
国
晚
期
の
『
柴
内
又
戈
』

は

に
作
る
。
他
の
字
例
及
び
説
文
の
形
状
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

卷
二
下
是
部
、「
是
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
毛
公

方
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、
「
褆
」
、
秦
印
は

に
作
る
。

字
例
と
形
状
が
共
通
し
て
い
る
。 

卷
三
上
言
部
、「
言
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『

从
盨
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

に
作
る
。
以
上

の
分
析
を
通
じ
て
、
「
言
」
の

、

な
ど
の
形
状
は
正
し
い
構
形
で
あ
る
。 

卷
三
上
共
部
、
「
共
」
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
善
鼎
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦
封
泥
は

に
作
る
。
『
説
文
』
小

篆
の
形
状
が
正
確
で
あ
る
と
考
え
ら
る
。 

 

二
、
説
文
部
首
形
状
の
規
整
化
（
美
化
） 

規
整
化
（
美
化
）
の
字
「
×b
」
は
一
五
〇
字
あ
る
。 

以
下
に
、
摘
録
し
た
字
例
を
解
析
す
る
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最
後

に
付
し
て
あ
る
。
（
表
２
・
２
・
２
） 
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卷
一
上
气
部
、「
气
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
天
亡
簋
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、
北
宋
の
『
夢
英
篆
書
千
字
文
』
は

に
作
り
、
气
の
上
は

に

作
り
、
字
体
の
規
整
化
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
表
中
、「
d
小
徐
」
が

に

作
る
の
は
特
別
な
字
例
で
あ
る
。 

 

卷
二
上
走
部
、「
走
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
虎
簋
蓋
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦
封
泥
は

、

に
作
る
。
北
大

藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
。
宋
の
『
説
文
偏
旁
字
源
』
は

に
作
る
。
「
起
」
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
る
。
な
お
、

唐
の
『
三
墳
記
碑
』
は

に
作
る
。「
趙
」
、
秦
印
は

、

、

に
作
る
。

「

」
、
秦
印
は

に
作
る
。
以
上
の
字
例
で
は
、
走
字
の
上
部
は
「

、

、

」
に
作
る
。
た
だ
、
「

」
の
様
な
形
状
な
ら
ば
、
規
整
化
の
現
象

で
あ
る
。
右
上
の
屈
折
は
不
必
要
な
も
の
で
あ
る
。 

 

卷
二
下
辵
部
、「
辵
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。

「
過
」
、
西
周
早
期
の
『
過
伯
簋
』
は

に
作
り
る
。「
遇
」、
秦
印
は

に

作
る
。
「
連
」
、
秦
印
は

、

に
作
る
。
「
道
」
、
秦
印
は

、

に
作
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る
。「
遏
」
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。「
進
」
、
唐
の
『
三

墳
記
碑
』
は

に
作
る
。
「
遊
」
は

に
作
る
。
「
遺
」
、
唐
の
『
拪
先
塋

記
碑
』
は

に
作
る
。「
道
」
は

に
作
る
。「
遇
」
は

に
作
る
。「
造
」

は

に
作
る
。
従
っ
て
、
「

」
形
状
が
正
確
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
「

」
は
規
整
化
の
現
象
で
あ
る
。 

卷
二
下
牙
部
、「
牙
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『

敖
簋

蓋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
弔
牙
父
鬲
』
は

に
作
る
。
「
穿
」
、

秦
簡
は

に
作
る
。「
邪
」
は

に
作
る
。「
穿
」、
秦
印
は

、

、

」
に
作
り
、「
邪
」
、
秦
封
泥
は

に
作
る
。「
穿
」
、
北
大
藏
前
漢
竹

書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。「

」
は
規
整
化
の
現
象
で
あ
り
、「

」

の
形
状
が
正
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

卷
四
下
刀
部
、「
刀
」
、『
説
文
』は

に
作
り
、
甲
骨
（
合2

2
3
76

）は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。「
利
」
、
春
秋
晚
期
の
『
利
戈
』
は

に
作
り
、

秦
印
は

、

に
作
る
。「
剛
」、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作

る
。
刀
字
「

」
の
形
状
が
正
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「

」
は
規

整
化
の
現
象
で
あ
る
。 

 

三
、
説
文
部
首
構
成
の
錯
誤 

形
状
錯
誤
の
字
「
×a
」
は
七
十
三
字
あ
る
。 

以
下
に
、
摘
録
し
た
字
例
を
解
析
す
る
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最
後

に
付
し
て
あ
る
。
（
表
２
・
２
・
３
） 

卷
三
上
異
部
、「
異
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
作
冊
大

方
鼎
』
は

に
作
り
、『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、

秦
印
は

に
作
り
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、
唐

の
『
拪
先
塋
記
碑
』
は

に
作
り
、
北
宋
の
『
夢
英
篆
書
千
字
文
』
は

に
作
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、「
異
」
の
中
の
「
大
」
の
形
状
は
正
確
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

卷
十
二
上

部
、
「

」
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、
商
の
『
肄
作
父
乙

簋
』
は

に
作
り
、
戦
国
晚
期
の
『
右
嗣
鼎
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
唐
の
『
三
墳
記
碑
』
は

に
作
る
。
「
篇
」
、
唐
の
「
『
拪
先
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塋
記
碑
』
は

に
作
り
、
「
遍
」
は

に
作
る
。
李
陽
冰
の
石
刻
文
字
、

秦
簡
文
字
形
状
が
正
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

卷
十
下
夫
部
、「
夫
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
大
盂
鼎
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、
漢
の
『
筍
少

夫
鼎
』
は

に
作
り
、
漢
の
『
二
年
酒
鋗
』
は

に
作
る
。
唐
の
『
拪
先

塋
記
碑
』
は

に
作
り
、
宋
の
『
夢
英
篆
書
千
字
文
』
は

に
作
り
、

宋
の
『
夫
子
廟
碑
』
は

に
作
り
、
宋
の
『
太
夫
人
陳
氏
墓
誌
銘
』
は

に
作
る
。
宋
時
代
か
ら
「
夫
」
の
形
状
が
誤
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。 

 

 

四
、
説
文
部
首
形
状
の
錯
誤
と
規
整
化 

形
状
の
錯
誤
と
規
整
化
（
美
化
）
の
字
「
×ab
」
は
一
二
〇
字
あ
る
。 

以
下
に
、
摘
録
し
た
字
例
の
解
析
す
る
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最
後

に
付
し
て
あ
る
。
（
表
２
・
２
・
４
） 

 

卷
二
下
行
部
、「
行
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
呂
行
壺
』

は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
史
墻
盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
黃

君
孟

』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
戦
国
晚
期
の
『
新

虎
符
』
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は

に
作
る
。
唐
の
『
三
墳
記
碑
』
は

に
作
る
。「
b
小
徐
」
と
「
d

小
徐
」
は

と

に
作
る
。
二
つ
の
形
状
が
正
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
他
の
版
本
は
形
状
間
に
違
い
が
あ
り
、
規
整
化
（
美
化
）
の
現
象
で
あ

る
。 卷

四
上
習
部
、
「
習
」
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、
甲
骨
文
は

に
作

り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
戦
国
璽
印
は

に
作
り
、『
易
經
殘
石
』
は

に
作
る
。
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
（
壹
）
』
は

に
作
り
、
宋
の
『
夢
英
篆
書
千

字
文
』
は

に
作
る
。
さ
ら
に
ほ
か
の
「
羽
」
の
形
状
か
ら
見
る
と
、「
翟
」
、

秦
印
は

、

に
作
り
、「
翁
」
は

、

に
作
る
。「
翦
」
は

作
る
。
「
曜
」
、
唐
の
『
三
墳
記
碑
』
は

に
作
る
。
以
上
の
多
く
の
字
例

か
ら
「

」
の
形
状
が
正
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

卷
十
下
非
部
、
「
非
」
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『

鼎
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
漢
の
『
熹
平
石
經
『
易
』
殘
石
』
は

に
作
り
、
漢
の
『
正
始
石
經
』
は

に
作
り
、
唐
の
『
拪
先
塋
記
碑
』
は

に
作
る
。
宋
時
代
か
ら
「
非
」
の
形
状
は
誤
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。 

 

五
、
規
整
化
（
美
化
）
の
分
類 

 

白
川
靜
氏
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

文
字
の
形
象
は
、
構
造
的
に
は
ほ
と
ん
ど
變
る
こ
と
な
く
今

日
に
ま
で
傳
え
ら
れ
て
き
た
が
、
説
文
の
字
形
研
究
が
今
も
な

お
不
朽
の
生
命
を
も
ち
う
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
方
法
が
正
し

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
説
文
の
の
ち

に
も
、
説
文
の
範
囲
の
外
に
字
形
學
を
試
み
る
も
の
が
、
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
２
２ 

 

現
在
の
と
こ
ろ
、『
説
文
』
小
篆
の
形
状
間
の
違
い
が
占
め
る
割

合
に
っ
い
て
統
計
を
取
っ
た
人
は
い
な
い
。
本
稿
で
、『
説
文
』
小

篆
の
字
形
を
考
察
す
る
上
で
、
近
年
中
華
書
局
か
ら
影
印
さ
れ
た

「
一
字
一
行
本
」（
陳
昌
治
本
）
を
使
用
し
、
五
四
〇
部
首
と
單
字
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の
二
段
階
で
考
察
し
た
。（
特
に
、「
篆
文
」
だ
け
で
表
し
、「
籀
文
」
、

「
古
文
」
は
、
字
形
考
察
の
範
囲
に
は
入
れ
て
い
な
い
） 

 

I 

第
一
段
階
（
五
四
〇
部
首
） 

『
説
文
』
は
、
文
字
の
構
造
的
要
素
と
し
て
、
五
四
〇
部
を
建

て
て
い
る
。
そ
し
て
九
三
五
三
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
意
符
と
し
て
の

部
首
に
属
し
て
い
る
。
部
首
字
に
は
、
そ
れ
以
上
に
分
析
を
加
え

が
た
い
単
位
の
文
字
、
あ
る
い
は
そ
の
形
に
繋
屬
す
る
文
字
が
あ

る
と
き
、
こ
れ
を
部
首
と
す
る
。
牛
・
口
は
單
體
の
字
で
あ
り
、

告
・
哭
は
複
體
の
字
で
あ
る
が
、
告
・
哭
に
は
嚳
・
喪
の
よ
う
に

繋
屬
す
べ
き
文
字
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
部
首
字
と
す
る
の
で
あ

る
。
２
３ 

 

数
年
か
け
て
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て
統
計
を
と

る
と
、『
説
文
』
所
収
の
字
頭
は
九
八
三
三
字
あ
る
。
五
四
〇
部
首

を
考
察
す
る
た
め
に
、
上
述
し
た
対
照
の
文
字
を
表
に
し
て
比
較

し
た
。 

す
な
わ
ち
、
商
周
文
字
、
『
説
文
』
、
秦
簡
文
字
の
三
つ
に
、
近

年
大
量
に
出
土
し
て
い
る
秦
漢
墨
跡
文
字
を
加
え
て
、
「
『
説
文
』

五
四
〇
部
首
考
察
表
」
２
４ 

 

と
「
『
説
文
』
五
四
〇
部
首
数
量
排
行
」

を
編
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、 

正
確
な
部
首
の
構
形
（
一
九
九
個
）
が
、
四
〇
四
一
字
あ
る
。 

間
違
っ
た
部
首
の
構
形
（
三
四
一
個
）
が
、
五
七
九
二
字
あ
る
。 

こ
と
が
判
明
し
た
。 

「
字
形
変
遷
の
規
則
性
」
に
合
致
す
る
の
は
「
○
」
、
合
致
し
な

い
の
は
「

×b
」
、
「

×a
」
、
「

×ab
」
。
要
す
る
に
、
考
察
条
件
は
よ
り

厳
格
で
あ
り
、
字
形
の
合
致
率

36
％
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
合

致
し
な
い
字
の
大
半
は
美
化
文
字
「
ｂ
」
で
あ
り
、
美
化
「
ｂ
」

（

150
種
）
の
部
首
は
合
致
に
含
ま
れ
て
い
て
、
合
致
率

64
％
で
あ
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る
。 

 

II 

第
二
段
階
（
單
字
・
部
件
） 

第
一
階
段
で
五
四
〇
部
首
を
考
察
し
た
結
果
、
間
違
っ
た
部
首
の
構
形
は

五
七
九
五
字
が
あ
っ
た
。
裘
錫
圭
氏
、
李
家
浩
氏
、
杜
忠
誥
氏
、
林
進
忠
氏

な
ど
の
学
者
の
論
考
で
は
、「
卑
」
、「
孛
」
、「
畀
」
、「
曹
」
、「
巢
」
、「
帶
」
、「
斗
」
、

「
番
」
、「
非
」
、「
尃
」
、「
畐
」
、「
高
」
、「
行
」
、「
曷
」、「
叚
」
、「
京
」
、「
丂
」
、

「
留
」
、「
龍
」
、「
婁
」
、「
翏
」
、「
矛
」
、「
卯
」
、「
臱
」、「
旁
」
、「
皮
」
、「
睘
」
、

「
升
」
、
「
畏
」
、
「
攸
」
、
「
酉
」
、
「
帚
」
、
「
耑
」
、
「
專
」
、
「

𠦝𠦝

」
な
ど
の
字
を

再
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
加
え
た
結
果
、
間
違
っ
た
字
形
は
四
一
七
字

増
え
て
、
總
數
六
二
〇
九
字
に
な
る
。 

字
形
を
考
察
す
る
過
程
に
お
い
て
、
美
術
化
（
美
化
）
文
字
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
象
形
か
ら
幾
何
圖
形
へ
の
変
化
は
、
字
体
の

変
化
の
過
程
に
お
い
て
、
最
も
容
易
に
見
て
取
る
こ
と
の
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
一
部
の
「
小
篆
」
や
「
鳥
蟲
文
字
」
の
外
形
は
美

術
的
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
性
質
は
同
じ
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

林
素
清
は
『
春
秋
戦
国
美
術
字
體
研
究
』
で
、 

 

文
字
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
よ
く
演
変
の
状
態
に
あ
り
、
商
周

か
ら
は
繁
雑
な
も
の
と
簡
潔
な
も
の
が
入
り
乱
れ
、
変
化
は
多
い

が
、
基
本
的
に
は
一
つ
の
系
統
が
受
け
継
が
れ
、
一
つ
の
定
型
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
春
秋
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
漢
字
の
形
体
に
ま

た
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
。
そ
れ
は
伝
統
で
、
明
ら
か
に
字
体
の

美
化
が
重
視
さ
れ
始
め
、
瘦
長
体
、
鳥
蟲
書
な
ど
各
形
体
に
装
飾

性
が
加
味
さ
れ
、
各
類
型
の
筆
画
に
多
く
の
変
化
が
現
れ
る
な
ど
、

そ
の
装
飾
と
美
化
の
趣
は
十
分
に
濃
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
類
型

の
字
体
は
純
粋
に
言
語
を
記
録
す
る
と
い
う
機
能
か
ら
、
徐
々
に

文
飾
の
作
用
を
兼
ね
備
え
た
芸
術
品
へ
と
演
変
し
て
い
っ
た
と
言
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え
よ
う
。
。
２
５ 

と
述
べ
て
い
る
。 

美
術
的
な
性
質
を
も
っ
た
文
字
に
は
、
文
字
自
体
の
構
造
と
は

関
わ
り
の
な
い
、
単
な
る
装
飾
に
す
ぎ
な
い
部
分
が
あ
る
た
め
、

分
析
す
る
時
に
は
そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
商
周
文
字
と
対
照
し
、
次
に
他
の
す
で
に
識
別
さ
れ
た
秦
簡

文
字
と
比
較
対
照
す
る
必
要
が
あ
る
。 

『
説
文
』
を
み
る
と
、
一
部
の
文
字
は
明
ら
か
に
美
術
化
の
傾

向
が
現
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
篆
文
は
字
形
が
特
に
細
長

く
、
筆
画
は
し
ば
し
ば
故
意
に
曲
げ
た
形
に
し
て
い
る
。 

筆
画
を
故
意
に
曲
げ
た
形
に
す
る
の
は
、
象
形
の
た
め
に
明
ら

か
に
曲
が
り
く
ね
る
の
と
は
別
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、「
于
（

）
」
、「
考
（

）
」
、「
夸
（

）
」
、「
刀
（

）
」
、

「
斤
（

）
」
、「
六
（

）
」
、「
戉
（

）
」
、「
氐
（

）
」
、「
西
（

）
」

な
ど
の
字
が
そ
う
あ
る
。 

 

III 

規
整
化
の
字
形
分
類 

真
っ
先
に
解
決
す
べ
き
問
題
は
、
美
化
文
字
の
評
価
基
準
が
何
な
の
か
で

あ
る
。
例
え
ば
「
及
」
は
、
西
周
金
文
で
は

（
保
卣
）
に
作
り
、
秦

簡
文
字
で
は

（
睡
虎
地
秦
簡
）
に
作
り
、
説
文
小
篆
で
は

に
作
る
。

「
初
」
は
、
西
周
金
文
で
は

（
御
正
衛
簋
）
に
作
り
、
秦
簡
文
字
で
は

（
睡
虎
地
秦
簡
）
に
作
り
、
説
文
小
篆
で
は

に
作
る
。「
斤
」
は
、
西
周

金
文
で
は

（
征
人
鼎
）
に
作
り
、
秦
簡
文
字
で
は

（
睡
虎
地
秦
簡
）

に
作
り
、
説
文
小
篆
で
は

に
作
る
。 

古
文
字
の
形
状
中
、
文
字
を
書
く
上
で
不
必
要
な
筆
画
や
湾
曲
が
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
商
周
文
字
な
ど
の
変
遷
の
過
程
を
参
考
に
し
た
後
に
、
異
な
る
形

状
の
も
の
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
戈
字
の
右
上
の
屈
折
は
不
必

要
な
も
の
で
あ
り
、
刀
、
斤
の
上
部
の
湾
曲
も
不
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
上
に

挙
げ
た
字
形
の
対
照
か
ら
、
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
。 

先
に
挙
げ
た
三
つ
の
考
察
表
を
根
拠
に
し
て
、
以
下
に
十
五
種
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類
に
分
け
て
、
美
化
文
字
の
変
遷
状
況
を
確
認
す
る
。 

 ①
「

」
形
、
于
（

）
、
考
（

）
、
夸
（

）
な
ど
の
字
。 

②
「

」
、
「

」
形
、
木
（

）
、
竹
（

）
な
ど
の
。 

③
「

」
、「

」
形
、
甲
（

）
、
卑
（

）
、
匃
（

）
、
甸
（

）
、

敬
（

）
、
有
（

）
、
夕
（

）
な
ど
の
字
。 

④
「

」
形
、
人
（

）
、
身
（

）
、
及
（

）
、
死
（

）
、

魚
（

）
、
女
（

）
な
ど
の
字
。 

⑤
「

」
、「

」
、「

」
、「

」
形
、
刀
（

）
、
斤
（

）
、
六
（

）
、

戉
（

）
、
氐
（

）
、
西
（

）
な
ど
の
字
。 

⑥
「

」
形
、
衣
（

）
な
ど
の
字
。 

⑦
「

」
、「

」
形
、
辵
（

）
、
行
（

）
、
建
（

）
、
欠
（

）
、

旡
（

）
、
斗
（

）
、
升
（

）
な
ど
の
字
。 

⑧
「

」
、
「

」
形
、
卯
（

）
、
留
（

）
、
坐
（

）
、
な
ど

の
字
。 

⑨
「

」
、「

」
、「

」
形
、
方
（

）
、
走
（

）
、
非
（

）
、
師

（

）
、
心
（

）
、
戈
（

）
な
ど
の
字
。 

⑩
「

」
形
、
雲
（

）
、
鬼
（

）
な
ど
の
字
。 

⑪
「

」
形
、
呂
（

）
、
糸
（

）
、
系
（

）
、
樂
（

）

な
ど
の
字
。 

⑫
「

」
形
、
羽
（

）
な
ど
の
字
。 

⑬
「

」
形
、
龍
（

）
、
與
（

）
な
ど
の
字
。 

⑭
「

」
、「

」
形
、
門
（

）
、

（

）
、
阜
（

）
な
ど
の
字
。 

⑮
「

」
形
、
沒
（

）
、
宣
（

）
、
垣
（

）
な
ど
の
字
。 

な
お
、
こ
の
十
五
種
類
以
外
に
、
「
構
形
」
の
間
違
い
が
あ
る
の
は
、
央

（

）
、
大
（

）
、
夫
（

）
、
畀
（

）
、
異
（

）
、
高
（

）
、

畐
（

）
、
京
（

）
、
并
（

）
、
奪
（

）
、
奮
（

）
、
尃

（

）
、
戹
（

）
な
ど
の
字
で
あ
る
。 

従
っ
て
、
目
下
、『
説
文
』
に
見
え
る
字
形
違
い
の
総
数
は
六
一

九
八
字
前
後
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
さ
ら
に
考
察
に
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多
く
の
時
間
を
費
や
す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
に

基
づ
け
ば
、
一
歩
進
め
て
、
『
説
文
』
（
陳
昌
治
本
）
は
後
世
に
伝

わ
っ
て
刊
刻
さ
れ
た
字
書
で
あ
る
た
め
、
単
字
の
明
確
な
間
違
い

の
総
数
は
多
く
、
や
は
り
秦
漢
時
代
の
状
況
を
反
映
し
て
い
な
い

と
言
え
よ
う
。 

 

第
三
節 

『
説
文
』
小
篆
書
体
の
考
察 

一
、「
重
複
字
」
と
「
重
文
」 

本
節
で
は
、
小
篆
体
の
考
察
と
検
討
範
囲
は
原
則
的
に
「
篆
文
」
と
し
、

籀
文
と
古
文
を
含
ま
な
い
。
小
篆
体
を
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
『
説
文
』
の

「
重
複
字
」
と
「
重
文
」
を
考
察
す
る
。 

「
重
複
字
」
と
は
、
字
頭
の
重
複
を
指
し
、
同
一
字
頭
を
別
の
場
所
に
配

置
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
重
文
」
と
は
、
一
つ
の
文
字
が
違
う
書
体
又
は
字
形

を
持
つ
こ
と
を
指
し
、
七
種
類
あ
る
。
例
え
ば
、「
古
文
」
、「
奇
字
」
、「
籀
文
」
、

「
篆
文
」
、
「
或
體
」
、
「
俗
字
」
、
「
今
文
」
で
あ
る
。 

『
説
文
』（
陳
昌
治
本
）
中
で
、
同
じ
構
形
で
あ
っ
た
り
、「
古
文
」
や
「
籀

文
」
の
名
称
の
可
能
性
も
あ
る
。 

例
え
ば
、
卷
二
上
口
部
、
「
嘯
」
、
篆
文
は

に
作
り
、
籀
文
は

に

作
る
。
卷
八
下
欠
部
、「

」
、
篆
文
は

に
作
る
。
卷
二
下
彳
部
、「
得
」
、

篆
文
は

に
作
り
、
古
文
は

に
作
る
。
卷
八
下
見
部
、
「

」
、
篆
文

は

に
作
る
。
卷
十
二
下
女
部
、「

（
孌
）
」
、
篆
文
は

に
作
り
、
籀

文
は

に
作
る
。
卷
十
二
下
女
部
、
「
孌
」、
篆
文
は

に
作
る
。
以
上

の
字
例
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

 

 



50 

 

 

 

 

重
複
字
は
、
吹
、
右
、
否
、

（
吁
）
、

、
誤
、
詿
、
白
、
敖
、

（
竆
）

（
窮
）
、
愷
、
大
、

の
十
三
字
が
あ
る
。 

そ
の
う
ち
、
卷
六
下
邑
部
、「

」
は

に
作
る
。
卷
七
下
穴
部
、「
竆
」

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
る
。
稿

者
は
、
「

」
と
「

」
と
は
同
じ
字
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

「
重
文
」
の
中
で
、
形
状
が
同
じ
字
例
は
、

、

、

、

、

、

、

羑
、
柅
、
槾
、
院
、
輟
、
沿
、
孌
、
蛾
、

（
䖸
）
、
蝥
な
ど
十
五
字
あ
る
。

そ
の
他
の
字
例
は
、
本
章
の
最
後
に
付
し
て
あ
る
。
（
表
2.

3.

2
重
文
の

字
形
表
を
參
照
） 
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二
、
間
違
っ
た
小
篆
の
形
状 

す
で
に
『
説
文
』
部
首
の
形
状
の
差
を
対
照
し
た
が
、
こ
こ
で
は
小
篆
の

形
状
を
詳
し
く
分
析
す
る
。 

例
え
ば
、
「
同
」
は
、
『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作

り
、
秦
簡
は

に
作
る
。「
桐
」
は
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に

作
り
、
「
興
」
は

に
作
る
。 

「
同
」
の
形
状
の
字
例
は
、
迵
（

）
、
衕
（

）
、
詷
（

）
、

興
（

）
、
眮
（

）
、
筒
（

）
、
桐
（

）
、
駧
（

）
、
恫

（

）
、
洞
（

）
、
鮦
（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

銅
（

）
な
ど
十
五
字
あ
る
。 

以
下
に
、
い
く
つ
か
の
文
字
を
摘
録
し
、
そ
の
他
は
字
形
表
と
し
て
本
章

の
最
後
に
付
し
て
あ
る
。
。 

卷
九
上

部
、「
卿
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
毛
公
鼎
』

は

に
作
り
、
春
秋
の
『
曾
伯

壺
』
は

に
作
り
、
戦
国
中
期
の
『
商

鞅
方
升
』
は

に
作
り
、
戦
国
中
期
の
『
秦
封
宗
邑
瓦
書
』
は

に
作
り
、

秦
簡
は

に
作
り
、
唐
の
『
三
墳
記
碑
』
は

に
作
る
。 

以
上
か
ら
、
卿
の
な
か
の
「

」
は
、

の
形
状
が
正
し
い
。 
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卷
十
四
下
亞
部
、「
亞
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
史
牆

盤
』
は

に
作
り
、
宋
の
『
説
文
偏
旁
字
源
』
は

に
作
る
。
「
惡
」
、

秦
簡
は

、

に
作
り
、
「

」
、
は

に
作
り
、
北
大
藏
前
漢
竹

書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。「
惡
」
、
宋
の
『
夢
英
篆
書
千
字
文
』
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
字
例
を
配
列
し
て
見
れ
ば
、
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

「
j
大
徐
」
「
506
亞
」
字
前
中
後
各
作
「

、

、

」
。 

「
e
大
徐
」
「
506
亞
」
字
前
中
後
各
作
「

、

、

」
。 

「
g
大
徐
」
「
506
亞
」
字
前
中
後
各
作
「

、

、

」
。 

「
f
大
徐
」
「
506
亞
」
字
前
中
後
各
作
「

、

、

」
。 

 

 

 
卷
三
下
鬲
部
、「
鬲
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
呂
王
鬲
』
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は

に
作
る
。「

」
、
秦
簡
は

に
作
り
、「
鬴
」
は

に
作
る
。「
鬲
」
、

秦
印
は

に
作
る
。「
鬵
」
は

に
作
る
。「
鬴
」
は

に
作
る
。「
融
」
、

北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。
「
獻
」
は

に
作
る
。
「
鬵
」

は

に
作
る
。「
鬲
」、
宋
の
『
説
文
偏
旁
字
源
』
は

に
作
る
。
従
っ
て
、

「

」
の
形
状
が
正
確
で
あ
り
、
「

」
の
形
状
は
錯
誤
と
考
え
ら
れ

る
。 卷

五
上
曰
部
、「
曷
」
、『
説
文
』
は

に
作
る
。「
偈
」
、
西
周
早
期
の
『
弔

偈
父
觶
』
は

に
作
る
。「
褐
」、
秦
簡
は

に
作
る
。「
謁
」
は

、

に
作
る
。「
楬
」、
秦
印
は

に
作
り
、「
褐
」
は

に
作
り
、「
竭
」
は

に
作
る
。「
謁
」
、
秦
封
泥
は

、

に
作
る
。「
偈
」
、『
馬
王
堆
簡
帛
』

は

に
作
る
。「
竭
」
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、「
褐
」

は

に
作
り
、「
謁
」
は

に
作
り
、「
遏
」
は

に
作
り
、「
鶡
」
は

に

作
る
。
（
表
2.

3.

3
『
蒼
頡
篇
』
の
「
曷
」
と
五
種
『
説
文
』
字
形
表
を

参
照
） 

「
曷
」
に
つ
い
て
、
説
文
の
形
状
は
西
周
文
字
や
秦
簡
の
形
と
明
ら
か
に

異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
字
例
に
基
づ
く
と
、
次
の
よ
う
に
変
遷
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
「

、

、

、

、

」
。
「
曷
」
の
上
は
「

」
に
作

り
、
下
は
「

」
に
作
る
。
こ
れ
は
正
確
の
可
能
性
が
非
常
に
低
い
と
考

え
ら
れ
る
。 

卷
三
下
皮
部
、「
皮
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
九
年
衛

鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
の
『
者

鐘
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。「
坡
」、
春
秋
晚
期
の
『
工
尹
坡
盞
』
は

に
作
る
。「
被
」、
戦
国

晚
期
の
『
新

虎
符
』
は

に
作
る
。「
頗
」
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』

は

に
作
り
、「
波
」
は

に
作
り
、「
陂
」
は

に
作
る
。
以
上
の
分
析
を

通
じ
て
、「
皮
」
は 

、「

、

、

」
な
ど
の
形
状
は
正
し
い
構
形

で
あ
る
。
『
説
文
』
小
篆
の
形
状
が
錯
誤
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

卷
十
四
下
丑
部
、「
羞
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
商
の
『
羞
方
鼎
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
羞
鼎
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
不

簋
蓋
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
鄭
弔
蒦
父
鬲
』
は

に
作
る
。

秦
簡
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、
秦
封
泥
は

、

、「

に
作
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り
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。「

」
は
、『
説
文
』
以

外
の
字
例
は
見
え
ず
、「

」
が
多
い
。
よ
っ
て
、『
説
文
』
小
篆
の
形
状
は

錯
誤
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
篆
」
に
対
す
る
理
解
の
殆
ど
は
、
宋
、
明
、
清
代
の
学
者
た
ち
の
論
点

か
ら
来
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
時
の
学
者
の
篆
書
体
へ
の
認
識
程
度
の
証
と

し
て
『
説
文
』
の
各
版
本
も
分
析
し
て
き
た
。
同
じ
文
字
で
も
、
「
小
徐
本
」

或
は
「
宋
本
」
の
『
説
文
』
で
は
形
状
が
正
確
で
あ
っ
た
も
の
を
、
清
代
学

者
に
よ
る
『
説
文
』
で
は
形
状
を
誤
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

例
え
ば
、「
子
」
、「
d
小
徐
」
は

に
作
り
、「
e
大
徐
」
は

に
作

り
、
「
f
大
徐
」
は

に
作
り
、
「
j
大
徐
」
は

に
作
る
。
「
孨
」
、

「
b
小
徐
」
は

に
作
り
、「
d
小
徐
」
は

に
作
り
、「
e
大
徐
」

は

に
作
り
、
「
f
大
徐
」
は

に
作
り
、
「
j
大
徐
」
は

に

作
る
。
「
亞
」
、
「
b
小
徐
」
は

に
作
り
、
「
d
小
徐
」
は

に
作
り
、

「
j
大
徐
」
は

に
作
る
。「
行
」
、「
b
小
徐
」
は

に
作
り
、「
d
小

徐
」
は

に
作
り
、「
j
大
徐
」
は

に
作
る
。「
米
」
、「
e
大
徐
」
は

に

作
り
、「
j
大
徐
」
は

に
作
る
。「
欠
」
、「
d
小
徐
」
は

に
作
り
、「
j
大
徐
」
は

に
作
る
。「
齊
」
、「
b
小
徐
」
は

に
作
り
、

「
j
大
徐
」
は

に
作
る
。 

 

三
、
正
確
な
小
篆
の
形
状 

部
首
の
形
状
は
正
し
い
が
、
ほ
か
の
部
分
（
部
件
）
が
間
違
っ
た
可
能
性

が
あ
る
字
、
例
え
ば
、「
示
」
は
、
部
首
は
正
し
い
が
、「
福
（

）
、
（

）
、

（

）
、
禍
（

）
な
ど
の
字
は
、
錯
誤
の
形
状
で
あ
る
。
錯
誤
の
部

分
は
、
畐
（

）
、
留
（

）
、
會
（

）
、
咼
（

）
で
あ
る
。 

ま
た
、「
丑
」
は
、
部
首
は
正
し
い
が
、
羞
（

）
の
形
状
は
錯
誤
で
あ

る
。
「
宀
」
は
、
部
首
は
正
し
い
が
、
宜
（

）
の
形
状
は
錯
誤
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
字
例
は
四
百
字
ぐ
ら
い
あ
る
。 

卷
五
下
韋
部
、「
韋
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
甲
骨
（
合44

7
6

）
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。「
韔
」
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は
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に
作
る
。「
葦
」
は

に
作
る
。「

」
は

に
作
る
。
以
上
の
字
例
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

卷
十
二
下
氏
部
、「
氏
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
乎
簋
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

、

に
作
る
。

「
氐
」
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。
『
説
文
』
小
篆
の
形

状
が
正
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

卷
十
四
上
金
部
、「
金
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
過
伯

簋
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
史
頌
簋
』
は

に
作
り
、『
毛
公
鼎
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

に
作
る
。

「
鑄
」
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。「
鋏
」
は

に
作
る
。

「
鑲
」
は

に
作
る
。
以
上
は
正
確
な
形
状
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

卷
十
四
下
寅
部
、「
寅
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
元
年
師

簋
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

に
作
る
。

こ
れ
も
『
説
文
』
小
篆
の
形
状
が
正
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
四
節 

小
篆
書
体
の
美
化 

字
形
の
分
析
研
究
で
は
、
書
体
が
明
確
か
つ
規
律
的
に
配
置
又
は
調
整
さ

れ
る
こ
と
を
、
「
規
整
化
」
又
は
「
美
化
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

１.

「
人
」
字
の
規
整
化 

例
え
ば
、
「
人
」
字
の
「
c
段
注
」
と
「
j
大
徐
」
（
陳
氏
一
篆
一
行
本
）

の
規
整
化
（
美
化
）
は
最
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
説
文
の
版
本
全

て
の
形
状
と
一
致
し
て
規
整
化
も
な
く
、
小
篆
書
体
の
本
来
の
様
相
を
保
持

し
て
い
る
。 
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「
人
」
の
規
整
化
に
つ
い
て
、「
夾
」
字
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
卷
十

下
大
部
「
夾
」
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
大
盂
鼎
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
夾
作

壺
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
『
禹
鼎
』

は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
四
十
二
年
逑
鼎
丙
』
は

に
作
る
。
秦
簡

は

に
作
る
。「
頰
」
、
秦
印
は

に
作
る
。「

」
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼

頡
篇
』
は

に
作
る
。
「

」
は

に
作
り
、
「

」
は

に
作
り
、
「
挾
」

は

に
作
り
、「
篋
」
は

に
作
り
、「
鋏
」
は

に
作
る
。
秦
簡
か
ら
前
漢

の
『
蒼
頡
篇
』
に
至
る
ま
で
、
夾
の
人
形
の
形
状
は
同
じ
で
あ
る
。 

『
説
文
』
に
、
夾
形
を
含
む
字
例
は
、
莢
（

）
、
（

）
、
（

）
、

（

）
、

（

）
、
梜
（

）
、
郟
（

）
、

（

）
、
俠

（

）
、
頰
（

）
、

（

）
、

（

）
、
夾
（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、
浹
（

）
、
挾
（

）
、

（

）
、

（

）
、
匧
（

）
、
篋
（

）
、

（

）
、
蛺
（

）
、
瘞
（

）
、

（

）
、
鋏
（

）
、
陜
（

）
、
狹
（

）
等
二
十
九
字
あ
る
。

人
形
の
も
と
は
「

、

」
に
作
り
、
『
説
文
』
は
「

」
に
作
る
。
こ
の

様
な
形
状
な
ら
ば
、
規
整
化
の
現
象
で
あ
る
。 

 ２.

「
規
整
化
」
の
再
検
討
の
重
要
性 

稿
者
は
、
『
説
文
』
全
体
の
「
規
整
化
」
の
分
析
を
す
れ
ば
、
『
説
文
』
の

小
篆
の
正
確
な
字
形
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
を
発
見
し
た
。「

」
と

「
亘
」
を
用
い
て
証
明
し
て
み
た
い
。 

『
説
文
』
の
「

」
は

に
作
る
。
例
え
ば
、
歿
（

）
、
沒
（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
な
ど
五
字
あ
る
。 

『
説
文
』
の
「
亘
」
は

に
作
る
。
例
え
ば
、
亘
（

）
、
咺
（

）
、

垣
（

）
、
宣
（

）
、
愃
（

）
、
桓
（

）
、
洹
（

）
、
烜

（

）
、
狟
（

）
、
瑄
（

）
、
絙
（

）
、
萱
（

）
、
貆
（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
な
ど
十
六
字
あ
る
。 

右
の
よ
う
に
、「

」
と
「
亘
」
の
字
形
の
一
部
が
同
化
し
て
い
る
こ
と
が

は
っ
き
り
と
見
え
る
。「

」
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
宣
と

二
つ
の
字
を
見

れ
ば
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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卷
七
下
、
宀
部
「
宣
」
は
、
西
周
晚
期
の
『

簋
』
は

に
作
り
、
西

周
晚
期
の
『
虢
季
子
白
盤
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
虢
宣
公
子
白
鼎
』

は

に
作
り
、『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、

秦
印
は

、

、

に
作
り
、
『
張
遷
碑
』
は

に
作
る
。 

卷
二
上
、
走
部
「

」
は
、
商
の
『
亞

（

𧻚𧻚

）
父
丁
簋
』
は

に
作

り
、
西
周
中
期
の
『
史
牆
盤
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『

鐘
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
虢
季
子
白
盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦

公
簋
』
は

に
作
り
、
戦
国
の
『
曾

無
卹
壺
』
は

に
作
り
、
戦
国
晚

期
の
『
陳
侯
因

敦
』
は

に
作
る
。 

以
上
の
字
例
に
基
づ
く
と
「
亘
」
の
字
の
演
変
の
軌
跡
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
、
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
事
が
で
き
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
後
漢
許
慎
の
『
説
文
』
が
、
西
周
文
字
を
採
用
す
る
可
能
性

が
あ
る
の
か
。
稿
者
は
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
根
拠
は
二
つ
あ
り
、

第
一
に
、
西
周
か
ら
後
漢
ま
で
文
字
を
傳
抄
し
た
た
め
、
本
来
の
姿
を
保
存

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
秦
の
簡
牘
と
印
章
の
「
亘
」
は
「

」

に
作
っ
て
い
る
こ
と
。
よ
っ
て
、『
説
文
』
の
字
形
と
西
周
の
字
形
が
似
て
い

る
理
由
は
、
後
漢
以
後
の
研
究
者
が
、
青
銅
器
銘
文
上
の
文
字
を
採
用
し
た

た
め
で
あ
り
、
本
来
の
『
説
文
』
の
字
形
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。 

例
え
ば
『
增
廣
鐘
鼎
篆
韻
』
２
６

は
次
の
よ
う
に
表
し
て
い
る
。 

 

そ
の
他
、
『
説
文
』
の
「
亘
」
の
部
分
（
部
件
）
に
つ
い
て
は
、
卷
九
上
、

勹
部
に
旬
（

）
字
を
発
見
し
た
。
篆
文
は

に
作
り
、
古
文
は

に

作
る
。
古
文
の
亘
は

に
作
り
、

で
は
な
い
。
あ
る
文
字
の
小
徐
本
と
汲

古
閣
本
は
規
整
化
し
て
い
な
い
。「
陳
氏
一
篆
一
行
本
」
は
規
整
化
す
る
例
が
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あ
る
。
例
え
ば
、
「
荵
」
字
で
あ
る
。

 

一
般
的
に
は
、
同
一
部
首
の
形
状
は
同
じ
は
ず
で
あ
る
（
行
部
の
十
三
字

例
は
確
か
に
）
。「
陳
氏
一
篆
一
行
本
」
に
よ
り
、「
行
」
の
部
分
（
部
件
）
を

用
い
て
他
の
字
を
考
察
す
る
と
、
様
々
な
「
行
」
の
異
な
る
形
状
が
見
え
て

く
る
。 

例
え
ば
、
珩
（

）
、
荇
（

）
、

（

）
、
行
（

）
、
術
（

）
、

街
（

）
、
衢
（

）
、
衝
（

）
、
衕
（

）
、

（

）
、
衙

（

）、
衎
（

）、
衒
（

）、

（

）、

（

）、
衛
（

）
、

躛
（

）、

（

）、
胻
（

）、
衡
（

）、

（

）、
愆

（

）、

（

）、
衍
（

）、

（

）、
銜
（

）
、

（

）

な
ど
の
二
十
七
字
例
は
、
玉
部
、
艸
部
、
牛
部
、
行
部
、
足
部
、

部
、
肉

部
、
角
部
、
豚
部
、
心
部
、
水
部
な
ど
の
十
一
種
の
部
首
を
含
ん
で
い
る
。（
表

2.

4.

5
陳
氏
一
篆
一
行
本
の
「
行
」
の
字
形
表
と
表
2.

4.

2
五
種
『
説

文
解
字
』
の
「
行
」
の
字
形
表
を
參
照
） 

 

 

 

こ
れ
ら
の
形
状
の
差
異
を
a
（

）
、
b
（

）
、
c
（

）
、
d

（

）
、
e
（

）
の
五
種
類
に
分
け
た
。
d
（

）
と
e
（

）

が
最
も
近
い
形
状
と
な
っ
て
お
り
、
同
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。
一
番
多
い
字

例
は
d
で
あ
り
、
行
部
を
含
む
も
の
は
行
（

）
、
術
（

）
な
ど
十

二
字
、
足
部
の

（

）
、

部
の

（

）
、
肉
部
の
胻
（

）
な

ど
十
五
字
が
含
ま
れ
て
い
る
。 
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c
類
（

、
衡
、

）
の
み
が
正
し
い
形
状
で
あ
る
事
が
分
か
り
（
「
行
」

に
つ
い
て
は
第
二
章
第
二
節
四
を
参
照
）
、
c
以
外
の
他
の
種
類
は
ど
れ
も

「
規
整
化
」
の
現
象
が
あ
る
。
よ
っ
て
、『
説
文
』
小
篆
の
形
状
の
研
究
か
ら

字
形
の
「
規
整
化
」
の
有
無
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
事
が
再
度
証
明
で
き
る
。 

小
篆
書
体
の
「
規
整
化
」
の
有
無
を
知
れ
ば
、
文
字
の
本
来
の
形
状
の
復

元
、
そ
し
て
原
始
文
字
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
し
て
「
規
整
化
」
を
形
成
し

た
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
分
類
は
有
意
義
で
あ

り
、
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 
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表
2.
1.

1
『
説
文
解
字
』
唐
寫
本
と
宋
刻
本 
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63 

 

 

 

 

 

 



64 

 

 

 

 

 

 



65 
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表
2.
1.

2
十
種
版
本
の
形
状
の
相
違
の
字
形
表 
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表
2.
1.

3
十
種
版
本
の
形
状
が
一
致
す
る
字
形
表 
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表
2.
1.

4
同
じ
版
本
、
前
、
後
の
形
状
が
相
違
す
る
字
形
表 
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表
2.
2.

1
説
文
部
首
形
状
の
正
確
性
の
字
形
表 
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表
2.
2.

2
説
文
部
首
形
状
の
規
整
化
の
字
形
表 
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表
2.
2.

3
説
文
部
首
形
状
の
錯
誤
の
字
形
表 
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表
2.

2.

4
説
文
部
首
形
状
の
錯
誤
と
規
整
化
の
字
形
表 
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表
2.
2.

5
十
種
『
説
文
』
五
四
〇
部
首
考
察
表 

 

 

 



96 
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98 
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101 
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130 
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表
2.
2.

6
五
四
〇
部
首
の
数
量
順
位 

百
字
以
上  
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表
2.
3.

1
重
複
字
の
字
形
表 
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表
2.
3.

2
重
文
の
字
形
表 
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表
2.
3.

3
『
蒼
頡
篇
』
の
「
曷
」
と
五
種
『
説
文
解
字
』
字
形
表 

 

表
2.

4.

1
陳
氏
一
篆
一
行
本
の
「
行
」
の
字
形
表 
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表
2.

4.

2
五
種
『
説
文
解
字
』
の
「
行
」
の
字
形
表 
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不其簋（前 822年） 

第
三
章 

東
周
時
代
の
秦
文
字 

 

第
一
節 

春
秋
時
代
の
秦
文
字 

ま
ず
『
不
其
簋
』
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
秦
文
字
を
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
器
の
形
と
紋
飾
を
見
る
と
、
西
周
晩
期
の

特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
学
者
は
周
器
と
考
え
た
２
７

。
そ
し
て
、

『
不
其
簋
』
の
製
作
年
代
は
、
秦
荘
公
の
即
位
前
、
す
な
わ
ち
、
周
宣
王
六

年
（
紀
元
前
八
二
二
年
前
）
数
年
ま
で
に
わ
た
る
。 

『
不
其
簋
』
の
拓
片
を
見
る
と
、
文
字
の
行
間
が
自
然
に
交
差
し
て
い
て
、

大
き
い
も
の
も
あ
れ
ば
小
さ
い
も
の
も
あ
る
。
「
白
」
、
「
曰
」
、
「
西
」
、
「
于
」

な
ど
比
較
的
小
さ
い
文
字
を
浅
い
色
に
調
節
す
る
と
、
文
字
の
構
造
の
違
い

か
ら
、
自
然
に
大
き
さ
の
変
化
が
あ
り
、
「

」
字
の
真
ん
中
の
二
つ
の
田

の
大
き
さ
と
他
字
の
田
の
大
き
さ
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ

う
な
ア
レ
ン
ジ
は
、
そ
の
後
の
編
集
形
式
の
改
変
に
よ
り
、
次
第
に
少
な
く

な
っ
て
い
く
。 
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秦公作寶用鼎（前 777年～前 766年） 

続
い
て
、
春
秋
時
代
の
秦
文
字
を
考
え
て
み
る
。
こ
の
時
代
の
器
物
に
は
、

『
秦
公
作
寶
用
鼎
』
、
『
秦
公
壺
』
、
『
秦
子
戈
』
、
『
秦
子
簋
蓋
』
、
『
元
用
戈
』
、

『
伯
喪
戈
』
、『
秦
公
及
王

鎛
鐘
』
、『
秦
景
公
石
磬
』
、『
秦
公
簋
』
と
、『
石

鼓
文
』
な
ど
が
あ
る
。 

春
秋
早
期
の
『
秦
公
作
寶
用
鼎
』（
前
七
七
七
〜
前
七
六
六
）
は
、
学
者
た

ち
は
秦
公
器
群
の
持
ち
主
が
秦
襄
公
と
秦
文
公
の
二
人
で
あ
る
と
見
な
し
て

い
る
２
８

。
銘
文
の
「

」
を
「
秦
」
字
と
み
な
し
て
、
文
字
編
集
な
ど
の

著
作
は
場
合
に
よ
っ
て
、
字
の
頭
部
を
「

」
と
隷
定
す
る
。
も
し
、
単
に

秦
の
一
字
で
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
形
状
が
早
い
時
期
の
書
き
方
を
示
し
て
い

る
と
言
え
る
が
、「
秦
」
字
の
中
の
「
午
」
と
「
秝
」
と
の
間
に
「
臼
」
形
が

あ
る
か
否
か
だ
け
で
は
時
期
の
早
晩
を
特
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
商
の
『
秦

史
鬲
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
洹
秦
簋
』
は

に
作
り
、
西
周

中
期
の
『
師
酉
簋
』
は

に
作
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

 

 

春
秋
早
期
の
『
秦
公
壺
』（
秦
文
公
・
前
七
六
五
〜
前
七
一
六
）
の
銘
文
は

「
秦
公
作
鑄
尊
壺
」
で
あ
る
。
商
の
『
秦
史
鬲
』
は

に
作
り
、
西
周
中

期
の
『
洹
秦
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鼎
』
は

作
る
。

ま
た
、『
秦
公
鼎
』
は

に
作
り 

、『
秦
公
壺
』
は

に
作
り
、
戦
国
晚

期
の
『
卅
八
年
上
郡
守
慶
戈
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

に

作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。
『
秦
公
壺
』
の
秦
字
の
形
状
に
は
「
臼
」
形
は

http://glyphwiki.org/wiki/ebag_s115-100
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秦子戈（前 703～698年） 

秦公壺（前 765年～前 716年） 

な
い
。
そ
の
た
め
、
あ
る
学
者
は
「
臼
」
形
の
有
無
か
ら
、「
秦
公
壺
」
が
比

較
的
晩
期
な
も
の
と
推
定
し
て
い
る
２
９

。
し
か
し
、
秦
字
の
「
臼
」
形
の
有

無
に
拘
ら
ず
、
商
周
時
代
か
ら
秦
字
の
字
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
字
に

よ
っ
て
、
時
代
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
戦
国

時
代
の
晩
期
に
は
、
秦
字
の
「
臼
」
形
は
す
っ
か
り
消
え
て
い
る
。 

 

春
秋
早
期
の
『
秦
子
戈
』（
前
七
〇
三
〜
前
六
九
八
年
）
の
銘
文
は
「
秦
子

作
造
、
中
辟
元
用
、
左
右
市

、
用
逸
宜
」
で
あ
る
。
字
数
が
多
く
な
く
、

欠
損
や
か
す
れ
が
あ
る
が
、
早
期
の
秦
字
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

例
え
ば
、「
宜
」
は
、
商
の
『
作
冊
班
甗
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の

『
貉
子
卣
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
子
戈
』
は

に
作
り
、

春
秋
中
晚
期
『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。
戦
国

の
『
宜
安
戈
』
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、
北
大
藏
前
漢
竹

書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、『
説
文
』
小
篆
の
形
状
が
錯
誤
し
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

春
秋
早
期
の
『
秦
子
簋
蓋
』
（
秦
靜
公
或
い
は
憲
公
・
下
限
前
七
〇
三
年
）

で
は
、
秦
は

に
作
る
。
前
述
し
た
「
臼
」
形
の
有
無
に
つ
い
て
、
こ
の
銘

文
に
そ
の
例
が
確
認
で
き
る
。 
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秦子簋蓋（下限前 703 年） 

元用戈（前 715年～695年） 

 

 

春
秋
早
期
の
『
元
用
戈
』（
前
七
一
五
年
〜
六
九
五
年
）
の
銘
文
は
「
元
戈
」

（

）
で
あ
る
。
西
周
早
期
の
『
狽
作
父
戊
卣
』
は
、
元
は

に

作
り
、
西
周
中
期
の
『

鼎
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『

方
鼎
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。
西
周
晚
期
の
『
頌
鼎
』
は
、

用
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、『
石
鼓
文
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。
『
説
文
』
は
、
元
は

に
作

り
、
用
は

に
作
る
。「
元
」
字
は
、
秦
簡
牘
の
形
状
と
春
秋
ま
た
は
も
っ

と
早
い
時
期
の
秦
字
と
同
形
で
あ
り
、『
説
文
』
に
お
い
て
す
で
に
規
整
化
の

形
跡
が
見
ら
れ
る
。 

 

 

 

春
秋
早
期
の
『
伯
喪
戈
』
（
前
七
一
五
年
〜
六
九
五
年
）
の
銘
文
は
「
秦

政
伯
喪
、
戮
政
西
方
、
作
造
造
元
戈
喬
黃
、
肇
撫
東
方
、
師
旅
用
逸
宜
」
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
、
秦
、
宜
の
二
字
「

」
、
「

」
の
形
状
に
つ
い
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伯喪戈（前 715年～695年） 

秦公及王姬鎛鐘（前 697年～前 678年） 

て
は
、
す
べ
て
前
述
の
論
述
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

 

春
秋
早
期
の
『
秦
公
及
王

鎛
鐘
』
の
（
秦
文
公
・
前
六
九
七
〜
前
六
九

八
年
）
は
、
字
数
と
制
作
過
程
と
も
に
特
別
な
計
画
や
ア
レ
ン
ジ
が
な
さ
れ

て
い
る
。
一
行
に
五
文
字
、
左
右
の
間
隔
も
詳
細
に
配
置
さ
れ
調
節
さ
れ
て

い
る
。
明
確
に
は
言
え
な
い
が
、
文
字
を
一
定
の
範
囲
内
に
収
め
る
よ
う
に

調
節
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

 

 

『
秦
公
鎛
』
は
、
明
は

、

に
作
る
。
「

、

」
形
の
前
身
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
戦
国
時
代
晩
期
『
睡
虎
地
秦
簡
』
の
形
状
と
は
っ
き
り
分
か

る
。
よ
っ
て
、
明
字
の
左
側
の
「
囧
」
形
が
「
目
」
形
に
変
遷
し
た
過
程
が
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次
の
よ
う
に
図
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

 

春
秋
中
期
の
『
秦
景
公
石
磬
』
は
、
現
時
点
で
把
握
で
き
る
年
代
が
も
っ

と
も
古
い
秦
石
刻
で
あ
り
、
学
者
ら
は
銘
文
の
彫
刻
時
期
は
紀
元
前
前
五
七

三
年
八
月
初
二
ま
た
は
三
日
で
、
秦
景
公
四
年
の
祖
先
、
天
を
祀
る
も
の
と

推
定
し
て
い
る
３
０

。
石
磬
石
で
つ
く
っ
た
平
板
の
打
楽
器
の
破
片
で
、
し
か

も
、
刻
ま
れ
た
字
数
も
少
な
い
。
拓
本
の
筆
跡
が
は
っ
き
り
と
映
っ
て
い
る

た
め
、
文
字
形
状
の
研
究
の
上
で
非
常
に
役
立
つ
。
一
例
と
し
て
、
（

）
、

神
（

）
、
夏
（

）
、
平
（

）
、
高
（

）
、
即
（

）
、
秦

（

）
な
ど
の
形
状
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
識
別
可
能
で
あ
る
。 

 

 

 

春
秋
時
代
晩
期
の
『
秦
公
簋
』
は
、
秦
景
公
の
即
位
早
々
に
作
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
、
紀
元
前
五
七
六
年
以
後
間
も
な
い
頃
と
推
定
さ
れ
る
。『
秦
公

簋
』
の
「
雖
」
は

に
作
り
、
戦
国
晚
期
の
『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、

秦
簡
は

、

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、
『
説
文
』

秦景公石磬（前 573年） 
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秦公簋（前 576 年～前 537年） 秦公簋蓋（前 576年～前 537年） 

「
虫
」
の
小
篆
の
形
状
に
錯
誤
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

西
周
中
晚
期
の
『
戎
生
編
鐘
』
で
は
、
「
責
」
は

に
作
り
、
『
秦
公

簋
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に

作
る
。
戦
国
中
期
の
『
商
鞅
方
升
』
で
は
、「
積
」
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
、「

」
は

に
作
る
。

責
と
い
う
文
字
に
あ
る
「
朿
」
形
の
変
遷
は
、
次
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

） 

稿
者
の
意
見
と
し
て
、『
説
文
』
の
形
状
や
前
後
の
時
期
と
も
同
じ
で
な
い
た

め
、
錯
誤
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
よ
っ
て
、『
説
文
』
の
う
ち
「
責
」
部

に
関
わ
る
字
は
す
べ
て
間
違
っ
た
形
状
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
嘖

（

）
、

（

）
、
蹟
（

）
、

（

）
、

（

）
、
簀
（

）
、

責
（

）
、
積
（

）
、
幘
（

）
、
債
（

）
、
磧
（

）
、
漬

（

）
、

（

）
、
績
（

）
な
ど
の
十
四
字
で
あ
る
。 
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春
秋
中
期
の
『
石
鼓
文
』
が
お
よ
そ
秦
景
公
五
年
（
紀
元
前
五
七
二
年
）

後
の
数
年
内
、
ま
た
は
景
公
景
三
十
二
年
（
紀
元
前
五
四
五
年
）
後
の
数
年

以
内
に
製
作
さ
れ
た
。
銘
文
が
四
百
字
余
あ
り
、
こ
の
膨
大
な
字
数
が
秦
文

字
変
遷
の
考
察
に
か
な
り
役
立
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
庶
」
、「
邋
」
、「
皮
」

の
字
は
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
。 

西
周
晚
期
の
『
毛
公
鼎
』
は
、「
庶
」
は

」
に
作
り
、『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
戦
国
中
期
の
『
秦
封
宗
邑
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は
、「
遮
」
は

に
作
る
。『
説

文
』
の
中
の
「
庶
」
に
関
す
る
字
例
の
、
蔗
（

）
、

（

）
、
遮
（

）
、

蹠
（

）
、
鷓
（

）
、

（

）
、
庶
（

）
、
摭
（

）
、

（

）
な
ど
は
、
す
べ
て
間
違
っ
た
形
状
と
考
え
ら
れ
る
。 

西
周
晚
期
の
『
巤
季
鼎
』
は
、「
巤
」
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
師

簋
』
は

に
作
る
。『
石
鼓
文
』
は
、「
邋
」
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
精
確
な
デ
ジ
タ
ル
摹
本
の

文
字
例
に
基
づ
く
と
、『
説
文
』
の
「
巤
」
の
形
状
は
間
違
っ
て
い
る
。 

 

西
周
中
期
の
『
九
年
衛
鼎
』
は
、「
皮
」
は

に
作
り
、『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
北
大
藏
前

漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
、「
波
」
は

に
作
る
。「
陂
」
は

に
作
り
、「
頗
」
は

に
作
る
。
以
上
に
取
り
上
げ
た
字
例
の
す
べ
て
の
正
確
性
が
、
秦
簡
と
『
蒼

頡
篇
』
と
の
形
状
の
対
照
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。 

西
周
中
期
の
『
五
祀
衛
鼎
』
は
、「
裘
（
求
）
」
は

に
作
り
、
西
周
中
期

の
『
裘
衛
盉
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
番
生
簋
蓋
』
は

に
作
り
、

春
秋
早
期
の
『
侯
母
壺
』
は

に
作
り
、
春
秋
の
『
鑄
侯
求
鐘
』
は

に
作
る
。『
石
鼓
文
』
は
、「
求
」
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作

る
。
『
説
文
』
の
「
裘
（
求
）
」
は
、
篆
文
は

に
作
り
、
古
文
は

に

作
る
。
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は
、
「
求
」
は

に
作
り
、
「
救
」
は
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仲滋鼎（下限前 475年） 

に
作
り
、「
裘
」
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、『
説
文
』
小
篆
の
「
求
」
の
形

状
に
は
錯
誤
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

 

春
秋
晚
期
の
『
仲
滋
鼎
』（
紀
元
前
四
七
五
年
ご
ろ
）
の
銘
文
は
「
仲
滋
正

、
囂
良
鈇
黃
。
盛
旨
羞
不□

□
□

」
で
あ
る
。「
羞
」
は
再
考
の
価
値
が
あ

る
。
商
の
『
羞
方
鼎
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
羞
鼎
』
は

に

作
り
、
西
周
晚
期
の
『
不

簋
蓋
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
仲
滋

鼎
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
説
文
』

石鼓文（前 572 年或は前 545年） 
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十六年大良造庶長鞅鐓（前 346年） 

は

に
作
り
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。
商
時
代
、

戦
国
時
代
か
ら
前
漢
時
代
ま
で
す
べ
て
「
羊
」
と
「
又
」
の
組
合
せ
に
な
っ

て
お
り
、
『
説
文
』
の
「
羞
（

）
」
が
間
違
っ
た
形
状
で
あ
る
こ
と
を
実

証
で
き
る
。 

 

第
二
節 

戦
国
時
代
の
秦
文
字 

 

一
、
商
鞅
三
器
（B

C
3
4
6

～3
4
3

） 

前
節
に
お
い
て
、
春
秋
時
代
の
秦
文
字
を
解
析
し
た
。
本
節
で
は
、
い
わ

ゆ
る
「
商
鞅
三
器
」
、
す
な
わ
ち
『
十
六
年
大
良
造
庶
長
鞅
鐓
』
、『
商
鞅
方
升
』、

『
十
九
年
大
良
造
鞅
殳
鐏
』
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
解
析
す
る
。 

戦
国
中
期
の
『
十
六
年
大
良
造
庶
長
鞅
鐓
』（
秦
孝
公
十
六
年
、
紀
元
前
三

四
六
年
）
の
銘
文
は
「
十
六
年
大
良
造
庶
長
鞅
之
造
、
雍

」
で
あ
る
。
銘

文
の
「
大
、
造
」
は

、

に
作
り
、『
秦
封
宗
邑
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。
文
字
の
材
質
は
、
そ
れ
ぞ
れ
銅
器
、

瓦
、
簡
牘
と
異
な
る
材
質
だ
が
、
文
字
の
形
状
は
同
じ
で
あ
る
。
総
合
的
に

対
照
す
る
と
、
同
時
代
の
製
作
方
法
の
違
い
と
材
質
の
異
な
り
か
ら
、
文
字

の
表
出
形
体
の
結
果
が
見
ら
れ
る
字
例
で
あ
る
。 

 

戦
国
中
期
の
『
商
鞅
方
升
』（
秦
孝
公
十
八
年
、
紀
元
前
三
四
四
年
）
の
銘

文
は
「
十
八
年
、
齊
遣
卿
大
夫
眾
來
聘
、
冬
十
二
月
乙
酉
、
大
良
造
鞅
爰
積

十
六
尊
（
寸
）
五
分
尊
（
寸
）
壹
為
升
、
臨
、
重
泉
。
廿
六
年
、
皇
帝
盡
并

兼
天
下
諸
侯
、
黔
首
大
安
、
立
號
為
皇
帝
。
乃
詔
丞
相
狀
綰
灋
（
法
）
度
量
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商鞅方升（前 344年） 

商鞅方升局部（前 344年） 

（
則
）
不
壹
、
歉
疑
者
皆
朙
（
明
）
壹
之
」
で
あ
る
。 

稿
者
が
選
択
し
た
拓
本
の
う
ち
、
一
面
の
文
字
お
よ
そ
二
十
八
個
の
文
字

を
、
突
き
合
わ
せ
る
た
め
に
、
秦
漢
文
字
と
同
じ
サ
イ
ズ
に
編
集
し
た
上
、

逆
相
の
拓
本
と
並
記
し
て
表
し
た
。「
積
」（

 

、

）
の
形
状
が
異
な

る
ほ
か
は
、
す
べ
て
の
文
字
が
同
形
で
あ
る
。 

 

 

戦
国
中
期
の
『
十
九
年
大
良
造
鞅
殳
鐏
』（
秦
孝
公
十
九
年
、
紀
元
前
三
四

三
年
）
の
銘
文
は
「
十
九
年
、
大
良
造
庶
長
鞅
之
造
殳
。
犛
鄭
」
で
あ
る
。

銘
文
の
「
殳
、
鄭
」
は

、

に
作
り
、
秦
印
は

、

、

に

作
り
、
秦
簡
は

、

、

、

、

に
作
る
。
銘
刻
の
材
質

が
簡
牘
と
異
な
る
も
の
の
、
書
き
方
や
書
き
順
な
ど
文
字
に
よ
っ
て
形
成
す

る
共
通
条
件
か
ら
、
時
代
の
近
い
も
の
は
、
文
字
の
形
跡
が
類
似
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
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十九年大良造鞅殳鐏（前 343年） 

 

十九年大良造鞅殳鐏（前 343年） 
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二
、
封
宗
邑
瓦
書
（B

C
3
3
4

） 

 

1.
前
言 

『
封
宗
邑
瓦
書
』
は
、
長
さ
二
十
四
セ
ン
チ
、
幅
六
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
〜
〇
・
五
セ
ン
チ
、
青
灰
色
の
陶
質
で
、
正
面
に
六
行
、
反
面
に
三
行
、

合
計
一
百
二
十
一
字
の
文
字
が
あ
る
。
先
に
白
地
に
文
字
を
刻
し
て
か
ら
焼

い
て
お
り
、
筆
画
に
は
朱
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
比
率
的
に
は
、
外
観
は
木

簡
の
外
形
に
類
似
す
る
。
製
作
年
代
は
お
お
よ
そ
戦
国
中
期
（
秦
惠
王
前
元

四
年
、
即
ち
紀
元
前
三
三
四
年
）
で
あ
る
。
多
く
の
字
例
が
、
戦
国
時
代
の

秦
文
字
に
関
す
る
研
究
上
、
実
質
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

陳
直
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、
一
九
四
八
年
に
鄠
縣
で
出
土
し
、
西
安
の
段

氏
の
収
蔵
で
あ
る
。
ま
た
、
秦
国
政
府
冊
封
宗
邑
の
正
式
文
書
で
あ
り
、
官

吏
を
派
遣
し
て
宗
邑
の
場
所
に
送
る
文
章
で
あ
り
、
儀
式
で
使
わ
れ
た
後
、

封
疆
の
地
下
に
埋
め
ら
れ
、
後
世
の
土
地
の
証
明
と
な
っ
て
い
る
３
１

。
陳
直

氏
、
郭
子
直
氏
、
李
学
勤
氏
３
２

等
の
学
者
が
次
々
と
異
な
る
方
向
か
ら
研
究

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
稿
者
は
、
瓦
書
の
文
字
の
形
状
に
重
き
を
置
き
、
前

後
の
時
代
の
文
字
と
の
対
照
し
て
、
秦
簡
文
字
の
形
状
と
そ
の
他
の
文
字
の

共
通
点
や
相
違
点
な
ど
を
検
証
す
る
。 

 

『
封
宗
邑
瓦
書
』
は
、
重
複
す
る
字
を
除
く
と
、
八
十
二
字
あ
る
。 

 

釈
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

四
年
、
周
天
子
使
卿
夫
＝
（
大
夫
）
辰
來
致
文
武
之
酢
（
胙
）、
冬
十
壺
（
壹
）

月
辛
酉
、
大
良
造
庶
長
游
出
命
曰
『
取
杜
才
（
在
）
酆
邱
到
于
（
合
書
）
潏

水
、
以
為
右
庶
長

（
觸
）
宗
邑
。
』
乃
為
瓦
書
。
卑
（
俾
）
司
御
不
更

封

之
曰
『
子
孫
＝
（
子
子
孫
孫
）
以
為
宗
邑
。
』

以
四
年
冬
十
壺
（
壹
）
月

癸
酉
封
之
、
自
桑

（
墩
）
之
封
以
東
北
到
于
（
合
文
）
桑

（
堰
）
之
封
、

一
里
廿
（
二
十
）
輯
。
〔
中
空
三
行
〕
大
田
佐
、
敖
（
豪
）
童
（
僅
）
曰
未
。

史
曰
初
、
卜
蟄
（
蓺
）、
史
羈
手
、
司
御
心
、
志
是
貍
（
埋
）
封
。 
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2.
瓦
書
文
字
の
形
状
分
析 

 

凡
例 

・
字
例
を
基
に
文
字
編
に
関
連
す
る
も
の
と
文
物
材
料
中
か
ら
前
後
の
時
代

の
字
形
を
選
び
出
し
て
対
照
す
る
。
西
周
か
ら
春
秋
戦
国
ま
で
の
青
銅
器

銘
文
、
璽
印
、
封
泥
、
玉
片
、
簡
帛
墨
跡
等
の
各
種
材
質
の
文
字
材
料
を

含
む
。 

・
「
西
周
文
字
」
と
「
春
秋
戦
国
文
字
」
の
表
で
は
、
「
西
周
」
と
「
春
秋
戦

国
」
と
略
称
す
る
。
春
秋
文
字
は
侯
馬
盟
書
、
温
縣
盟
書
等
の
墨
跡
文
字

も
含
み
、
戦
国
文
字
に
は
楚
簡
文
字
を
含
ま
な
い
。「
秦
封
宗
邑
瓦
書
」
は

「
瓦
書
」
と
略
称
し
（
表
中
の
「
瓦
書
」
の
後
ろ
に
文
字
番
号
を
つ
け
る
）
、

『
説
文
解
字
』
陳
昌
治
本
を
「
説
文
」
と
略
称
す
る
。 

・「
秦
簡
」
は
『
青
川
木
牘
』
及
び
戦
国
時
代
晩
期
の
『
睡
虎
地
秦
簡
』
、『
嶽

麓
書
院
蔵
秦
簡
』
、
『
里
耶
秦
簡
』
等
の
秦
代
簡
牘
を
含
む
。 

・
対
照
で
き
る
字
例
が
な
い
場
合
は
、
関
連
す
る
文
字
或
い
は
部
分
の
近
い

字
例
で
代
用
す
る
。 

・
釈
文
は
各
文
字
に
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
1
か
ら
121
ま
で
設
定
し
、
対
照
の
検

索
に
利
用
す
る
。 

・
明
瞭
且
つ
正
確
に
「
秦
簡
」
の
形
状
を
対
照
す
る
た
め
に
、「
瓦
書
」
文
字

の
図
版
を
反
転
処
理
す
る
。 

 

瓦
書
を
中
心
に
各
時
代
の
文
字
と
詳
細
な
比
較
を
し
、
秦
簡
を
基
に
『
説

文
』
小
篆
の
形
状
と
の
差
異
を
A
、
B
、
C
、
D
の
四
種
類
に
分
け
た
。

そ
の
違
い
は
、
A
説
文
と
瓦
書
の
形
状
の
一
致
、
B
説
文
と
瓦
書
の
形
状
の

不
一
致
、
C
秦
簡
と
瓦
書
の
形
状
の
不
一
致
、
D
篆
書
の
文
字
の
筆
跡
が
伝

承
さ
れ
る
中
で
現
れ
る
小
さ
な
差
異
、
で
あ
る
。 

釈
文
の
番
号
1
か
ら
121
は
、
重
複
す
る
文
字
を
除
く
と
実
際
の
文
字
数
は

82
字
で
あ
る
。
A
類
は
58
箇
所
39
字
、
B
類
は
35
箇
所
22
字
、
C
類
は

2
箇
所
2
字
、
D
類
は
26
箇
所
19
字
で
あ
る
。 

以
下
の
字
形
表
は
、
釈
文
の
順
番
に
従
っ
て
解
析
す
る
。 
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A
説
文
と
瓦
書
の
形
状
の
一
致 

説
文
の
形
状
と
瓦
書
が
一
致
し
た
も
の
は
全
部
で
58
箇
所
あ
り
、
実
際
は

39
字
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
四
、
天
、
子
、
大
、
來
、
文
、
武
、
之
、
十
、
辛
、

造
、
命
、
取
、
杜
、
邱
、
水
、
右
、
宗
、
邑
、
乃
、
司
、
不
、
更
、
封
、
自
、

桑
、
東
、
北
、
一
、
里
、
廿
、
田
、
佐
、
未
、
史
、
卜
、
志
、
是
、
貍
」
な

ど
。
以
下
は
摘
録
し
た
部
分
の
文
字
の
解
説
を
す
る
。
残
り
の
字
形
表
は
最

後
に
付
し
て
あ
る
。
（
表
３
・
２
・
１
） 

「
四
」
字
は
二
例
あ
り
、
番
号
1
と
72
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
史
牆
盤
』

は

に
作
り
、
春
秋
中
期
の
『

子
受
鎛
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
そ
の
こ
と

か
ら
春
秋
戦
国
後
の
「
四
」
字
の
形
状
は
基
本
的
に
明
ら
か
な
改
変
は
な
い

事
が
わ
か
る
。 

「
天
」
字
は
一
例
あ
り
、
番
号
は
4
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
頌
鼎
』
は 

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
周
代
金
文
、
瓦

書
、
秦
簡
両
者
の
形
状
も
同
じ
で
違
い
が
な
い
。 

「
子
」
字
は
全
部
で
三
例
あ
り
、
番
号
は
編
號
5
、
62
、
63
だ
が
、
実

際
は
62
と
63
は
同
じ
形
状
で
あ
り
、
子
々
孫
々
の
重
文
で
あ
る
。
西
周
晚
期

の
『
頌
壺
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『

弔
之
仲
子
平
鐘
』
は

に

作
り
、
瓦
書
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

に
作
り
、

『
説
文
』
は

に
作
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
『
説
文
』
「

」
の
形
は
間
違

っ
て
い
る
。 

「
大
夫
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
8
、
9
で
、
実
際
は
「
大
夫
」

が
合
わ
さ
っ
た
文
字
、
合
文
で
あ
る
。
そ
の
他
に
「
大
」
字
は
二
例
あ
り
、

番
号
は
23
、
100
で
あ
る
。「
大
」
は
、
西
周
晚
期
の
『
頌
簋
』
は

に
作

り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鎛
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

、

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
『
瓦

書
』
、『
説
文
』
両
者
の
形
状
も
同
じ
で
違
い
が
な
い
。
た
だ
、『
説
文
』
の
形

状
は
規
整
化
の
現
象
で
あ
る
。 
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「
来
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
11
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
史

牆
盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
期
の
『
子
犯
編
鐘
』
は

に
作
り
、『
瓦

書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
秦

印
は

に
作
る
。
秦
簡
の
形
状
は
違
い
は
な
く
、
仮
に
こ
の
秦
印
の
「
来
」

字
が
篆
書
な
ら
、
秦
簡
も
そ
の
よ
う
に
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。 

「
文
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
13
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
此

簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鐘
』
は

に
作
り
、
『
瓦
書
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
周
代
金

文
、
『
瓦
書
』
、
秦
簡
両
者
の
形
状
も
同
じ
で
違
い
が
な
い
。 

「
武
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
14
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
散

氏
盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、
『
瓦

書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
秦

印
は

に
作
る
。
表
中
の
秦
簡
等
の
他
の
字
例
と
形
状
が
共
通
し
て
い
る
。 

「
之
」
字
は
全
部
で
五
例
あ
り
、
番
号
は
15
、
60
、
81
、
85
、
94
で
あ

る
。
西
周
中
期
の
『
縣

簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』

は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

、

、

、

、

に
作
り
、
秦

簡
は

、

、

、

、

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
秦
簡

の
字
例
は
、
異
な
る
筆
順
に
よ
り
発
生
し
た
字
の
姿
で
あ
る
が
、
全
体
的
な

形
状
は
や
は
り
前
後
の
時
代
の
文
字
と
異
な
る
こ
と
は
無
い
。 

「
十
」
字
は
全
部
で
二
例
あ
り
、
番
号
は
18
、
75
で
あ
る
。
西
周
晚
期
『
鄭

虢
仲
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
乙
鼎
』
は

に
作
り
、
『
瓦

書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
表
中
の
字
例
は
秦
簡
と
説
文
な
ど
の
形
状
と
共
通
し
て
い
る
。 

「
辛
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
21
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
伯

父
盨
』
は

に
作
り
、
春
秋
の
『
紳
公
彭
宇

』
は

に
作
り
、
瓦
書
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
秦
印
は

、
『
瓦
書
』
及
び
説
文
の
形
状
と
同
じ
で
あ
る
。 

「
造
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
25
で
あ
る
。
西
周
中
期
の
『
史

造
作
父
癸
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『

大
史
申
鼎
』
は

に

作
り
、『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
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作
る
。
秦
印
は

、「

に
作
る
。
基
本
的
に
は
『
瓦
書
』
、
秦
簡
、
説

文
な
ど
の
字
例
の
形
状
と
共
通
し
て
い
る
。 

「
命
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
30
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
小

克
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、『
瓦

書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
各

字
例
は
基
本
的
に
形
状
が
同
じ
で
、
秦
簡
の
右
下
の
「
卩
」
の
形
の
曲
が
り

方
に
違
い
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。 

「
取
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
32
で
あ
る
。
西
周
中
晚
期
の
『
戎

生
編
鐘
』
は

に
作
り
、
春
秋
の
『
取
膚
匜
』
は

に
作
り
、
『
瓦
書
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
秦
印
は

に
作
る
。
基
本
的
に
『
瓦
書
』
、
秦
簡
、
秦
印
、
説
文
な
ど
の
字
例
の
形
状
と

共
通
し
て
い
る
。
他
の
字
は
、
秦
印
の
「

」
は

に
作
り
、
秦
印
、
の

「
最
」
は

に
作
り
、
秦
印
の
「
冣
」
は

、

に
作
る
。
さ

ら
に
形
状
に
誤
り
が
な
い
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。 

「
杜
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
33
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
杜

伯
盨
』
は

に
作
り
、
戦
国
晚
期
の
『
杜
虎
符
』
は

に
作
り
、
『
瓦
書
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

、

に
作
る
。
『
瓦
書
』
、
秦
簡
及
び
説
文
な
ど
の
字
例
の
形
状
と
共
通

し
て
い
る
。 

「
邱
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
36
で
あ
る
。
春
秋
早
期
の
『
商

丘
弔

』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『

丘
虞
鵑
造
戈
』
は

に
作
り
、

『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
、「
丘
」
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

に
作
る
。『
説
文
』
は

に
作
る
。「
丘
」
は
、『
瓦
書
』
及
び
説
文
の
形
状

と
同
じ
で
あ
る
。 

「
水
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
40
で
あ
る
。
西
周
中
期
の
『
同

簋
蓋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
『
瓦

書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
秦

印
は

、

、

に
作
る
。
そ
の
形
状
は
『
瓦
書
』
、
秦
簡
等
の
字
例

と
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
形
状
を
以
て
秦
簡
文
字
は
「
隷
書
」
で
あ
る
と
言

う
の
は
理
解
を
得
難
く
、
秦
簡
は
同
時
代
の
他
の
材
質
の
文
字
と
同
じ
く
篆
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書
の
形
体
に
等
し
い
。
こ
れ
は
一
つ
の
確
証
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

B
説
文
と
瓦
書
の
形
状
の
違
い 

『
説
文
』
の
形
状
が
『
瓦
書
』
と
違
う
も
の
が
全
部
で
38
箇
所
あ
り
、
実

際
は
24
字
あ
る
。
「
卿
、
夫
、
辰
、
致
、
酢
、
冬
、
壺
、
月
、
酉
、
長
、
才
、

于
、
潏
、
以
、
為
、

、
瓦
、
卑
、
御
、

、
孫
、

 

、
蟄
、

」
で
あ
る
。 

以
下
に
、
摘
録
し
た
字
例
を
解
析
す
る
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最
後

に
付
し
て
あ
る
。
（
表
３
・
２
・
２
） 

「
卿
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
7
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
毛

公
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
の
『
曾
伯

壺
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。「
卿
」
字
の

中
間
に
あ
る
「
皀
」
形
は
「

」
か
ら
「

」
に
変
わ
り
、
西
周
、
『
瓦

書
』
、
秦
簡
等
の
例
は
皆
同
じ
で
あ
り
、『
説
文
』
の
み
（

）
と
違
っ
て

い
る
。
戦
国
中
期
の
「
商
鞅
方
升
」
は
「

」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
秦
簡
の
形
状
の
信
頼
性
が
説
文
小
篆
よ
り
も
高
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。 

「
夫
」
字
は
全
部
で
●
例
あ
り
、
番
号
は
●
で
あ
る
。
西
周
晚
期
『
散
氏

盤
』
は
「

」
に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『

公
華
鐘
』
は

に
作
り
、『
瓦

書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
表

中
の
「
大
」
と
「
夫
」
の
両
字
の
形
状
を
比
較
す
る
と
、「
大
」
字
は
各
時
代

の
形
状
に
違
い
は
な
く
、
「
夫
」
字
の
み
説
文
と
の
違
い
が
あ
る
。
夫
字
は
、

秦
印
は
「

」
、「

」
に
作
り
、
漢
封
泥
は
「

」
に
作
る
。「
秦
簡
」

と
「
説
文
」
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
稿
者
は
秦
簡
の
形
状
が
比
較
的
正
確
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

「
辰
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
10
で
あ
る
。
西
周
早
期
の
『
大

盂
鼎
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
散
氏
盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚

期
の
『

公
牼
鐘
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
説
文
』
は

に
作
る
。
字
例
に
基
づ
く
と
「
辰
」
字
の
変
遷
の

軌
跡
を
看
取
で
き
、
次
の
よ
う
に
変
遷
を
推
測
で
き
る
。 
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a
、
b
の
形
は
西
周
時
期
、
c
、
d
の
形
は
東
周
時
期
、
e
の
形
は
戦

国
晩
期
か
ら
秦
漢
で
あ
る
。
漢
印
は
「

」
或
い
は
「

」
に
作
る
。
こ

れ
ら
か
ら
、『
説
文
』
の
形
状
と
は
違
い
が
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
、
秦
簡
初

期
の
形
状
と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

「
致
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
12
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『

匜
』
は

に
作
り
、
秦
陶
文
は

に
作
り
、
『
瓦
書
』
は

に
作
り
、

秦
簡
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
『
瓦
書
』
、
秦
簡
と
説
文
三

者
の
形
状
に
は
微
か
な
違
い
が
あ
る
。 

「
酢
（
胙
）
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
16
で
あ
り
、
柞
を
以
て
酢

に
変
え
て
い
る
。
西
周
晚
期
の
『
柞
鐘
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『

王
義
楚
觶
』
は

に
作
り
、
『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、

『
説
文
』
は

に
作
る
。
「
醫
」
は
、
秦
印
は

、

に
作
る
。
「
醜
」

は
、
秦
印
は

、

、

に
作
る
。
よ
っ
て
、「
酉
」
字
は
「

」
に

作
る
。
こ
れ
は
正
確
な
形
で
、
反
対
に
「

」
の
形
は
問
題
が
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。 

「
冬
」
字
は
全
部
で
二
例
あ
り
、
番
号
は
17
、
74
で
あ
る
。
「
終
」
は
、

西
周
晚
期
の
『
頌
簋
蓋
』
は

に
作
り
、
、
戦
国
中
期
の
『
秦
駰
玉
牘
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、

『
説
文
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
る
。
秦
印
、
秦
簡
は
正
確
な
形

で
、
反
対
に
『
説
文
』
の
形
は
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

「
壺
（
壹
）
」
字
は
全
部
で
二
例
あ
り
、
番
号
は
19
、
76
で
あ
る
。
西
周

晚
期
の
『
鄧
孟
壺
蓋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
陳
侯
壺
』
は

に

作
り
、『
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説

文
』
は

に
作
る
。
壺
字
の
秦
印
は
「

」
に
作
り
、『
瓦
書
』
及
び
秦

簡
の
形
状
と
共
通
し
て
い
る
。
反
対
に
説
文
の
形
状
は
下
部
の
亜
の
形
が
「

」

に
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
相
違
が
あ
る
。 

「
月
」
字
は
全
部
で
二
例
あ
り
、
番
号
は
20
、
77
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
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『
伊
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
曾
伯

』
は

に
作
り
、『
瓦

書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
説
文
の
形
状
は
、『
瓦
書
』
や
秦
簡
の
形
と
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。
月
字
の
秦
印
は

に
作
り
、
秦
簡
の
形
状
と
共
通
し
、
僅
か
に

角
度
の
み
違
い
が
あ
る
。 

「
酉
」
字
は
全
部
で
二
例
あ
り
、
番
号
は
22
、
79
で
あ
る
。
西
周
中
期
の

『
師
酉
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『

弔
之
仲
子
平
鐘
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説

文
』
は

に
作
る
。
鄭
字
の
秦
印
は

、

に
作
り
、
尊
字
の
漢
印

は

に
作
り
、
酒
字
の
漢
印
は

に
作
る
。
酉
が
偏
旁
に
な
っ
た
場
合
、

秦
簡
と
印
に
関
わ
ら
ず
ど
ち
ら
も
「

」
に
作
る
。
よ
っ
て
、
前
の
字
例

の
「
酢
（
胙
）
」
を
、
酉
字
の
秦
小
篆
の
形
状
を
比
較
す
る
と
、「

」
或
い

は
「

」
の
形
が
正
確
で
あ
る
と
判
断
し
た
。 

「
長
」
字
は
全
部
で
二
例
あ
り
、
番
号
は
27
、
45
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の

『
四
十
二
年
逑
鼎
乙
』
は

に
作
り
、
戦
国
の
『
長

戈
』
は

に
作
り
、

『
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、
『
説
文
』

は

に
作
る
。
秦
印
は

、

、

に
作
る
。『
瓦
書
』、
秦
簡
と
の

形
状
に
差
は
な
く
、
反
対
に
『
説
文
』
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
秦
漢
間
に

そ
れ
と
似
通
っ
た
字
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
隋
の
『
郭
達
墓
誌
』
が
最
も

近
い
形
状
（

）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
、
お
そ
ら
く
最

初
の
『
説
文
』
小
篆
の
形
状
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

「
才
（
在
）
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
34
で
あ
る
。
西
周
中
晚
期

の
『

狄
鐘
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』
は
「

に
作

り
、
『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作

る
。
戦
国
晩
期
の
『
新

虎
符
』
は
「

」
に
作
り
、
『
瓦
書
』
、
秦
簡
の

形
状
と
共
通
し
て
い
る
が
、『
説
文
』
と
は
異
な
る
。 

「
到
于
」
は
合
文
で
あ
る
。
全
部
で
二
箇
所
あ
り
、
番
号
は
37
、
38
、
90
、

91
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
弔

簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『

于

公
戈
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。『
瓦
書
』、
秦
簡
は
正
確
な
形
で
、
反
対
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に
『
説
文
』
の
形
は
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

到
字
は
、
各
時
期
の
字
例
の
形
状
と
基
本
的
に
共
通
し
て
お
り
、
『
説
文
』

の
形
状
に
お
い
て
は
他
の
字
例
と
異
な
る
。
秦
印
は
「

」
、「

」
、「

」

等
に
作
り
、
秦
簡
と
共
通
し
て
い
る
。
関
連
す
る
字
例
と
多
く
の
字
例
を
対

照
し
考
察
し
た
結
果
、
稿
者
は
二
つ
の
横
画
の
中
間
に
あ
る
縦
画
は
、
突
き

抜
け
て
い
る
も
の
が
正
確
な
形
状
で
あ
る
と
考
え
る
。 

「
潏
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
39
で
あ
る
。
西
周
中
晚
期
の
『
伯

父
簋
』
は

に
作
り
、
戦
国
の
『
須

生
鼎
蓋
』
は

に
作
り
、
『
瓦

書
』
は

に
作
り
、
務
が
潏
に
変
わ
っ
て
い
る
、
秦
簡
は

に
作
る
。『
説

文
』
は

に
作
る
。 

こ
の
字
は
非
常
に
字
例
が
少
な
い
事
か
ら
、
偏
旁
、
部
分
か
ら
再
度
考
察

し
た
。
橘
字
の
秦
封
泥
印
は

、

、

に
作
り
、
旁
の
「
矞
」
の
形
を

は
っ
き
り
と
見
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
「
矛
」
の
形
は
、
例
え
ば
矛
字
の
秦

簡
は

に
作
り
、
敄
字
の
秦
印
は

に
つ
く
る
。
務
字
の
秦
印
は

に
作
り
、
茅
字
の
秦
印
は

、

、

等
に
作
る
。
さ
ら
に
多
く
の

字
例
と
偏
旁
、
部
分
を
考
察
す
る
と
、
正
確
な
「
矛
」
形
は
お
そ
ら
く
『
瓦

書
』
の
潏
字
或
い
は
秦
簡
の
矛
、
務
等
の
字
と
共
通
し
て
お
り
、『
説
文
』
の

「
矛
」
の
形
状
は
却
っ
て
相
対
的
に
誤
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。 

「
以
」
字
は
全
部
で
四
例
あ
り
、
番
号
は
41
、
66
、
71
、
87
で
あ
る
。

西
周
晚
期
の
『
散
氏
盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鐘
』
は

に

作
り
、『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

、

、

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作

る
。
秦
印
は

、

に
作
り
、
漢
金
文
『
内
清
鏡
』
は

、

に
作
る
。

形
状
は
『
瓦
書
』
と
共
通
し
て
い
る
が
、
秦
簡
は
左
半
分
に
僅
な
違
い
が
あ

り
、
『
説
文
』
の
形
状
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。 

「
為
」
字
は
全
部
で
三
例
あ
り
、
番
号
は
42
、
50
、
67
で
あ
る
。
西
周

中
期
の
『
六
年
琱
生
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『

所

盂
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

、

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。 

字
例
に
基
づ
く
と
次
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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a
か
ら
f
ま
で
全
部
で
六
種
類
の
字
例
が
あ
り
、
西
周
中
期
か
ら
戦
国
に

至
る
。
b
、
e
の
二
つ
の
形
に
関
し
て
は
稿
者
が
推
測
し
た
も
の
で
、
他
は

全
て
実
例
が
あ
る
。
d
は
『
瓦
書
』
で
、
f
は
秦
簡
で
あ
る
。
一
見
す
る
と

秦
簡
の
形
状
は
『
瓦
書
』
と
大
き
な
差
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
は

そ
う
で
は
な
く
、
解
析
後
に
推
測
で
き
る
。 

「
為
」
字
を
四
つ
の
部
分
に
分
け
て
見
る
と
、
上
部
の
爪
形
は
「

」→

「

」
、

中
間
の
人
形
は
「

」→

「

」
、
続
い
て
口
形
「

」→

「

」
、
最
後
は

形
「

」→

「

」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

 

 

 

対
照
す
る
と
、
秦
簡
と
『
瓦
書
』
は
書
写
が
変
化
す
る
伝
承
関
係
に
あ
る
が
、

『
説
文
』
の
形
状
は
『
瓦
書
』
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。 

 

C
秦
簡
と
瓦
書
の
形
状
の
相
違 

秦
簡
文
の
形
状
で
『
瓦
書
』
と
異
な
る
も
の
は
全
部
で
二
箇
所
あ
り
、
実

際
は
酆
、
癸
の
二
字
で
あ
る
。「
酆
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
番
号
は
35
で
あ

る
。
西
周
早
期
の
『
臣
宅
簋
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、
『
瓦

書
』
は

に
作
る
。

（
體
）
を
以
っ
て
酆
に
変
え
て
お
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。
醴
は

、

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
酆
字
の
パ

ー
ツ
の
「
豐
」
は
「
豊
」
で
あ
り
、
秦
印
の
禮
字
は

に
作
る
。
豊
字
は
、

『
北
大
藏
和
竹
書
・
蒼
頡
篇
』
は
「

」
に
作
り
、
次
の
図
は
上
か
ら
下
に

向
か
っ
て
『
瓦
書
』
、
秦
印
、
秦
簡
、
秦
簡
及
び
蒼
頡
篇
等
の
字
例
で
、
少
し
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の
差
は
あ
る
が
、
文
字
の
変
化
の
合
理
的
な
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。 

 

 

「
癸
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
78
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
此

簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『

公
子
簋
』
は

に
作
り
、
『
瓦
書
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

、

に
作
る
。
こ
の
形
状
は
み
な
秦
簡
と
共
通
し
て
い
る
。
『
瓦
書
』

や
『
説
文
』
の
形
状
は
比
較
的
古
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、
戦
国
晩
期

の
秦
簡
は
す
で
に
今
見
る
こ
と
の
で
き
る
形
状
に
な
っ
て
い
る
。
稿
者
は
字

例
に
基
づ
い
て
以
下
の
よ
う
な
変
遷
の
過
程
を
推
測
し
た
。 

 

a
か
ら
f
の
六
段
階
の
う
ち
、
中
間
の
四
つ
の
字
例
の
変
化
は
前
後
の
字

形
に
基
づ
い
て
推
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
後
の
字
例
は
お
そ
ら
く
数
百
年

の
差
が
あ
る
。 

 

D
篆
文
筆
跡
の
伝
承
に
お
け
る
小
異 

「
篆
文
筆
跡
の
伝
承
に
お
け
る
小
異
」
と
い
う
の
は
、
文
字
が
出
来
て
以

来
、
一
字
に
つ
き
多
く
の
形
が
あ
る
事
は
す
で
に
普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
が
、

文
字
が
変
遷
す
る
際
、
異
な
る
執
筆
者
が
い
る
状
況
で
、
同
じ
字
に
異
な
る

姿
が
現
れ
る
こ
と
を
言
う
。
前
後
の
時
期
の
文
字
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
と
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こ
ろ
、
字
形
に
微
か
な
違
い
は
あ
る
が
、
や
は
り
同
一
の
文
字
で
あ
る
と
認

定
し
た
。
よ
っ
て
分
類
は
『
瓦
書
』
と
『
説
文
』
と
の
比
較
結
果
を
現
す
。 

『
説
文
』
の
形
状
と
、『
瓦
書
』
の
筆
跡
の
伝
承
と
に
小
異
が
あ
る
字
は
全

部
で
23
箇
所
あ
り
、
実
際
は
17
字
あ
る
。
「
年
、
周
、
使
、
良
、
庶
、
游
、

出
、
曰
、
到
、
書
、
匽
、
輯
、
敖
、
童
、
初
、
手
、
心
」
で
あ
る
。 

以
下
に
、
摘
録
し
た
字
例
を
解
析
す
る
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最
後

に
付
し
て
あ
る
。
（
表
３
・
２
・
３
） 

「
年
」
字
は
二
例
あ
り
、
違
い
は
番
号
2
と
73
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
兮

仲
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
期
の
『
秦
景
公
石
磬
』
は

に
作
り
、

『
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説
文
』

は

に
作
る
。
秦
簡
「
年
」
字
の
下
部
の
「
千
」
形
は
湾
曲
に
差
が
あ
り
、

『
瓦
書
』
と
比
較
す
る
と
、『
説
文
』
は
却
っ
て
横
画
が
一
画
多
く
、
秦
簡
と

『
説
文
』
の
基
本
的
な
形
状
は
、
西
周
や
東
周
文
字
と
ほ
と
ん
ど
差
は
な
い
。 

「
周
」
字
は
一
例
あ
り
、
番
号
は
3
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
史
頌
鼎
』

は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
周
王
孫
戈
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
表
か
ら
文
字
は

時
代
が
古
い
も
の
か
ら
新
し
く
な
る
に
つ
れ
形
状
が
共
通
す
る
事
が
わ
か
る
。

上
の
横
画
の
長
短
の
差
異
の
み
で
あ
る
。 

「
使
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
6
で
あ
る
。
史
を
以
っ
て
使
に

替
え
て
い
る
。
西
周
晚
期
の
『
頌
簋
蓋
』
は

に
作
り
、
戦
国
晚
期
の
『
十

三

壺
』
は

に
作
り
、
『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作

り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
「
使
」
字
の
右
上
の
「

」
、
「

」
、

「

」
の
三
種
類
の
差
異
か
ら
見
る
と
、
秦
簡
は
『
説
文
』
の
形
状
よ
り
更

に
『
瓦
書
』
に
近
い
。 

「
良
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
24
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
史

季
良
父
壺
』
は

に
作
り
、
春
秋
の
『
湯
鼎
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
秦
印
、

良
は

に
作
る
。
郎
は

に
作
り
、
琅
は

、

に
作
る
。
以
上
の

字
例
を
ま
と
め
る
と
、「
良
」
字
の
形
状
は
西
周
文
字
を
伝
承
し
て
お
り
、『
瓦

書
』
と
秦
簡
ど
ち
ら
も
共
通
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。『
説
文
』
に
小
さ
な
差
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異
が
あ
る
が
、
小
異
を
伝
承
し
て
い
る
範
疇
で
あ
る
。 

「
庶
」
字
は
全
部
で
二
例
あ
り
、
番
号
は
26
、
44
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の

『
毛
公
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『

公
華
鐘
』
は

に
作
り
、

『
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
新
莽
官
印
は

に
作
る
。
『
瓦
書
』
、
秦
簡
の
形
状
は
共
通
し
て

お
り
、
漢
印
及
び
『
説
文
』
と
は
一
画
の
横
画
に
差
が
あ
る
。 

「
游
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
28
で
あ
る
。
西
周
中
期
の
『
斿

鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
曾
仲
斿
父
方
壺
』
は

に
作
り
、

『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。

秦
封
泥
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

、

に
作
る
。
秦
簡
の
形
状
と

共
通
し
て
い
る
。
『
瓦
書
』
と
は
僅
か
に
偏
の
水
形
に
違
い
が
あ
る
。 

「
出
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
29
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
毛

公
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
の
『
拍
敦
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
石

鼓
文
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説

文
』
は

に
作
る
。「
出
」
の
形
を
部
分
と
し
て
字
例
を
探
す
と
、
詘
字
の

秦
印
は

、

に
作
り
、
絀
字
は

、

に
作
る
。
以
上
の
多

く
の
字
例
か
ら
各
時
期
の
形
状
は
似
通
っ
て
お
り
、
明
ら
か
な
差
は
な
い
。 

「
曰
」
字
は
全
部
で
四
例
あ
り
、
番
号
は
31
、
61
、
105
、
108
で
あ
る
。

西
周
晚
期
の
『
逆
鐘
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鐘
』
は

に

作
り
、『
瓦
書
』
は

、

、

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

、

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
西
周
と
春
秋
戦
国
金
文
の
多

く
は
や
は
り
「

」
の
形
を
主
と
し
て
お
り
、
中
間
に
縦
画
が
な
い
少
数

の
例
え
ば
春
秋
晩
期
の
『
哀
成
弔
鼎
』
は

に
作
っ
て
お
り
、
春
秋
晩
期

の
『

公
華
鐘
』
は

に
作
っ
て
い
る
。
戦
国
の
『
陳
純
斧
』
は

に

作
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
字
は
『
説
文
』
の
形
状
と
共
通
し
て
い
る
。 

「
到
于
」
は
合
文
で
、
全
部
で
二
箇
所
あ
り
、
番
号
は
37
、
38
、
90
、
91
。

至
を
以
っ
て
到
字
を
代
替
す
る
。
西
周
晚
期
の
『
多
友
鼎
』
は

に
作
り
、

秦
印
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
説
文
と
『
瓦
書
』
の
右
上
の
刀
形
の
上

部
に
微
か
な
差
異
が
あ
り
、
こ
れ
は
小
異
の
伝
承
と
言
え
よ
う
。 
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「
輯
」
字
は
、
一
例
、
番
号
は
99
で
あ
る
。
軫
を
以
て
輯
に
替
え
て
い
る
。

西
周
晚
期
の
『
番
生
簋
蓋
』
は

に
作
り
、
輅
を
以
っ
て
輯
に
替
え
て
い
る
。

春
秋
中
期
の
『
子
犯
編
鐘
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』
は

に
作
る
。
毄

（

）
を
以
っ
て
輯
に
替
え
て
い
る
。
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。「
耳
」
は
、
秦
簡
は

に
作
り
、
取
は

に
作
る
。「
揖
」
は
、

秦
印
は

に
作
る
。「

」
は

に
作
り
、「
茸
」
は

に
作
る
。『
説
文
』

に
小
さ
な
差
異
が
あ
る
が
、
小
異
を
伝
承
し
て
い
る
範
疇
で
あ
る
。 

「
童
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
104
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
毛

公
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
の
『
童
麗
君

』
は

に
作
り
、

『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作

る
。
秦
印
は

、

、

に
作
る
。
董
、
秦
印
は

、

に

作
る
。
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鐘
』
を
見
る
と
鐘
字
は

に
作
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
か
ら
、
稿
者
は
、
童
形
は
「

」
か
ら
「

」
へ
、
或
い
は
「

」

に
変
化
し
た
と
推
測
す
る
。『
瓦
書
』
は
前
者
に
属
し
、
秦
簡
或
い
は
『
説
文
』

は
後
者
に
属
す
る
。
詳
細
を
下
図
に
示
す
。 

 

 

「
初
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
109
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『

攸

比
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
期
の
『
子
犯
編
鐘
』
は

に
作
り
、『
瓦

書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
西

周
か
ら
戦
国
ま
で
刀
形
は
一
貫
し
て
「

」
形
に
作
っ
て
い
る
が
、『
説
文
』

は
「

」
の
形
に
作
っ
て
い
る
。
秦
印
の
利
字
は
「

、

、

、

」
或
い
は
「

」
、
「

」
に
作
っ
て
い
る
。
「
規
整
化
」
の
現
象
に

属
す
る
と
考
え
て
い
る
前
者
の
四
種
を
a
類
、
後
者
を
b
類
と
す
る
。
稿
者

は
古
文
字
の
結
構
が
基
本
的
に
共
通
し
て
い
る
下
で
、
画
面
の
配
置
や
レ
イ

ア
ウ
ト
の
為
に
、
字
形
を
新
た
に
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
改

変
は
全
て
「
規
整
化
」
の
現
象
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
同
時
期
の
文
字
に
些

細
な
差
異
が
出
る
の
は
個
別
の
現
象
と
言
え
る
。
文
字
を
書
く
際
に
文
字
が

演
変
の
影
響
を
受
け
る
状
況
と
は
異
な
る
。 



168 

 

「
手
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
114
で
あ
る
。
西
周
中
期
の
『
卯

簋
蓋
』
は

に
作
り
、
拍
を
以
っ
て
手
に
替
え
て
い
る
。
春
秋
の
『
拍
敦
』

は

に
作
り
、
『
瓦
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
説

文
』
は

に
作
る
。
手
を
部
分
と
し
て
、
秦
印
中
の
他
の
字
を
考
察
す
る
。

秦
印
の
擇
字
は

、

に
作
り
、
拾
字
は

、

に
作
る
。
撟
字
は

、

に
作
り
、
揖
「

」
に
作
る
。
援
字
は

、

に
作
り
、
搏
字
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、
手
形
「

、

、

」
等
は
、
ど
れ
も
同
一

の
形
状
で
あ
る
と
考
え
る
。『
説
文
』
と
『
瓦
書
』
の
差
異
は
小
異
の
伝
承
の

性
質
に
部
類
す
る
。 

「
心
」
字
は
全
部
で
一
例
あ
り
、
番
号
は
117
で
あ
る
。
西
周
晚
期
の
『
散

氏
盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鎛
』
は

に
作
り
、『
瓦
書
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
る
。
秦
印
の

心
字
は

、

、

に
作
り
、
思
は

、

に
作
り
、
志
は

、

に
作
り
、
忠
は

、

に
作
り
、
息
は

に
作
る
。
心
形
は
大
体
以

下
の
形
状
に
分
け
ら
れ
る
。「

、

、

、

、

」
な
ど
で
、『
説
文
』

は
「

」
に
作
る
。
上
部
の
「

」
の
形
が
余
分
で
あ
り
、
基
本
の
形

状
は
『
瓦
書
』
及
び
秦
簡
等
の
字
例
と
共
通
し
て
い
る
が
、
す
で
に
規
整
化

の
現
象
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

3.
小
結 
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「
秦
封
宗
邑
瓦
書
」
の
形
状
の
分
析
を
め
ぐ
っ
て
、
分
類
を
通
し
て
次
の

よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
た
。 

文
物
自
体
を
検
討
す
る
と
、『
瓦
書
』
が
作
ら
れ
、
こ
れ
に
関
連
す
る
儀
式

が
行
わ
れ
た
後
、
地
下
に
埋
め
ら
れ
る
が
、
製
作
者
と
儀
式
の
参
加
者
が
こ

れ
を
見
る
以
外
は
、
出
土
す
る
ま
で
他
の
人
が
見
る
機
会
は
な
い
。
こ
の
状

況
は
多
く
の
出
土
し
た
青
銅
器
や
文
物
と
同
じ
で
あ
る
。 

「
簡
牘
」
は
こ
れ
と
大
き
く
異
な
り
、
当
時
の
基
本
的
な
文
字
記
録
の
媒

体
と
し
て
の
各
種
文
書
等
が
、
政
府
や
民
間
で
応
用
さ
れ
、
そ
の
流
布
に
よ

る
影
響
力
は
他
の
材
質
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
文
字
よ
り
も
絶
大
で
あ
る
。
な

ぜ
、
字
例
を
考
察
し
た
時
、『
瓦
書
』
と
秦
簡
の
形
状
の
多
く
が
共
通
一
致
し

た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
簡
帛
、
簡
牘
が
一
貫
し
て
古
文
字
を
受
け
持
つ
主

体
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
形
状
と
前
後
の
時
代
が
共
通
す
る
或
い
は
類

似
す
る
事
は
当
然
の
事
だ
か
ら
で
あ
る
。 

『
瓦
書
』
は
秦
国
が
六
国
を
統
一
す
る
以
前
の
文
字
で
、
こ
の
研
究
で
も

統
一
前
後
の
秦
文
字
の
差
異
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
と
証
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
『
瓦
書
』
、
秦
簡
文
字
の
前
後
の
時
代
の
文
字
の
詳
細
な
字
形
の
比
較
、

解
析
を
通
し
て
、
秦
簡
文
字
は
後
代
に
伝
わ
っ
た
『
説
文
』
に
比
べ
、
よ
り

文
字
の
伝
承
の
形
状
が
遺
っ
て
お
り
、
そ
の
形
状
の
信
憑
性
は
比
較
的
高
い

と
言
え
る
事
が
『
瓦
書
』
か
ら
も
証
明
で
き
た
。 

 

三
、
青
川
木
牘
（B

C
3
0
9

） 

戦
国
時
代
中
期
の
『
青
川
木
牘
』（
紀
元
前
三
〇
九
年
）
は
、
一
九
八
〇
年

に
四
川
省
青
川
県
郝
家
坪
の
戦
国
墓
よ
り
発
掘
さ
れ
た
。
長
さ
四
十
六
セ
ン

チ
、
幅
二
・
五
セ
ン
チ
、
厚
み
〇
・
四
セ
ン
チ
。
内
容
は
田
律
で
あ
る
。
こ

の
文
物
は
、
秦
文
字
で
最
も
早
い
筆
跡
文
字
で
あ
り
、
内
容
は
官
庁
が
頒
布

し
た
法
律
条
文
で
あ
り
、
秦
時
代
の
文
字
形
体
の
変
遷
の
研
究
価
値
が
極
め

て
高
い
も
の
で
あ
る
。 

 
1.
『
青
川
木
牘
』
訳
文 

『
青
川
木
牘
』
表
面
が
計
一
一
九
字
、
裏
面
は
筆
跡
が
不
鮮
明
な
た
め
識
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別
不
能
の
た
め
、
再
現
で
き
た
単
独
字
は
七
十
七
文
字
で
あ
る
。
訳
文
は
「
二

年
十
一
月
己
酉
朔
朔
日
、
王
命
丞
相
戊
（
茂
）
、
内
史
匽
氏
臂
更
脩
（
修
）
為

『
田
律
』
田
廣
一
步
、
袤
八
則
、
為
畛
。

（
畝
）
二
畛
、
一
百
（
陌
）
道
。

百

（
畝
）
為
頃
、
一
千
（
阡
）
道
、
道
廣
三
步
。
封
高
四
尺
、
大
稱
其
高
。

捋
（
埒
）
高
尺
、
下
厚
二
尺
。
以
秋
八
月
、
脩
（
修
）
封
、
捋
（
埒
）、
正
疆

畔
、
及

千
（
阡
）
百
（
陌
）
之
大
草
。
九
月
、
大
除
道
及
阪
險
。
十
月
為

橋
、
脩
（
修
）
波
堤
、
利
津
粱
（
梁
）
鮮
草
。
雖
非
除
道
之
時
、
而
有
陷
敗

不
可
行
、
輒
為
之
。
章
手
。
」
で
あ
る
。 

『
青
川
木
牘
』
文
字
の
一
部
の
筆
跡
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
稿
者
は

よ
り
完
全
な
デ
ジ
タ
ル
模
本
の
作
製
を
試
み
た
。
字
例
に
つ
い
て
形
状
分
析

す
る
た
め
、『
張
家
山
漢
簡
、
二
年
律
令
、
田
律
』
の
三
枚
の
簡
牘
（
以
下
『
張

家
山
漢
簡
』
と
言
う
）
と
字
形
の
照
合
分
析
を
試
み
た
。
二
種
は
内
容
に
大

差
は
な
く
、
し
か
も
同
じ
官
庁
の
法
文
書
で
あ
る
。
年
代
が
お
よ
そ
百
二
十

八
年
離
れ
て
い
て
、
秦
国
と
漢
帝
国
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
照
合

す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
秦
国
が
六
国
を
滅
ぼ
し
た
後
、
文
字
を
統
一
し
た
実
態

を
明
確
に
把
握
で
き
る
。 

 

青
川
木
牘 

 

 

 

2.
『
張
家
山
漢
簡
・
二
年
律
令
・
田
律
』
に
つ
い
て 

『
張
家
山
漢
簡
、
二
年
律
令
』
は
、
合
計
五
百
二
十
六
枚
あ
り
、
呂
后
二

年
に
施
行
さ
れ
た
法
律
で
、
内
容
に
は
漢
律
の
主
な
部
分
を
含
ん
で
お
り
、

範
囲
は
幅
広
く
、
前
漢
の
社
会
、
政
治
、
軍
事
、
経
済
、
地
理
な
ど
の
分
野

を
網
羅
し
て
い
る
。 

二
年
律
令
の
う
ち
、「
田
律
」
三
枚
の
簡
牘
を
比
較
対
象
に
し
た
。
訳
文
は

「
田
廣
一
步
、
袤
二

步
、
為
畛
、
畝
二
畛
、
一
佰
（
陌
）
道
、
百
畝
為
頃
、
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十
頃
一
千
（
阡
）
道
、
道
廣
二
丈
。
恒
以
秋
七
月
除
千
（
阡
）
佰
（
陌
）
之

大
草
、
九
月
大
除
道□

阪
險
、
十
月
為
橋
、
脩
波
（
陂
）
堤
、
利
津
梁
。
雖

非
除
道
之
時
而
有
陷
敗
不
可
行
、
輒
為
之
。

部
主
邑
中
道
、
田
主
田
道
。

道
有
陷
敗
不
可
行
者
、
罰
其
嗇
夫
、
吏
主
者
黃
金
各
二
兩
。□

□
□

□
□

□

及□

土
、
罰
金
二
兩
。」
で
あ
る
。 

『
青
川
木
牘
』
と
『
張
家
山
漢
簡
、
二
年
律
令
、
田
律
』
両
者
の
内
容
が
、

同
一
ま
た
は
近
似
す
る
箇
所
を
網
掛
け
で
示
し
た
。 

 

 

 

 



172 

3.
文
字
の
形
状
分
析 

『
張
家
山
漢
簡
、
二
年
律
令
』
札
番
号
二
四
六
号
・
二
四
八
号
の
簡
牘
に

つ
い
て
、
重
複
す
る
字
、
欠
損
す
る
字
は
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
た
（
例
え

ば
、
二
四
七
号
の
第
一
文
字
「
道
（

）
」
の
筆
跡
は
完
全
に
識
別
で
き
な
い
）
。 

字
形
の
変
遷
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
、
『
青
川
木
牘
』
と
『
張
家
山
漢
簡
、

二
年
律
令
』
と
同
じ
内
容
を
並
べ
た
比
較
図
を
示
す
。 

  

 

卷
二
下
行
部
「
行
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、『
青
川
木
牘
』
は

に
作
り
、『
張
家
山
漢
簡
』
は

、

に
作
り
、『
杜
虎
符
』
は

に
作
り
、

秦
簡
は

、

に
作
る
。『
張
家
山
漢
簡
』
の
右
側
が
「
亍
」
形
を
表
示
し
、

隷
書
化
の
形
跡
が
伺
え
る
。
戦
国
時
代
晩
期
の
『
睡
虎
地
秦
簡
』
の
字
例
か

ら
そ
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
。
は
じ
め
に
上
方
の
「
八
」
形
の
屈
折
が
消

え
、
次
に
右
下
コ
ー
ナ
ー
部
「

」
形
が
「
丅
」
形
に
変
わ
り
、
最
後
に
右

半
分
の
「

」
形
が
「
彳
」
に
変
わ
る
。
篆
書
か
ら
楷
書
へ
、
ほ
ぼ
こ
の

よ
う
な
発
展
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
て
い
る
「

」
。 

卷
三
下
爪
部
「
為
」
で
は
、『
説
文
』
は

に
作
り
、『
青
川
木
牘
』
は

、

、

、

、

に
作
り
、『
張
家
山
漢
簡
』
は

、

、

、

に
作
る
。
西
周
中
期
の
『
六
年
琱
生
簋
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、
『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
張
家
山
漢
簡
』
の
形

状
は
も
は
や
篆
書
で
は
な
く
な
り
、
隷
書
の
様
相
に
近
い
。
一
方
、『
張
家
山

漢
簡
・
奏
讞
書
』
に
お
い
て
、「
為
」
と
い
う
字
が
「

」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
じ
場
所
で
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
書
き
方
と
、
抄
本
の
内

容
が
異
な
れ
ば
、
字
形
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
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左
図
の
「
為
」
字
を
挙
げ
る
。
A
か
ら
f
へ
の
字
形
の
変
遷
過
程
中
、
『
青

川
木
牘
』
で
は
、
ほ
ぼ
「
e
」
の
間
の
位
置
に
あ
る
。 

 

 

卷
六
上
木
部
「
橋
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、『
青
川
木
牘
』
は

に
作
り
、
『
張
家
山
漢
簡
』
は

に
作
る
。
両
者
は
右
側
の
「
喬
」
形
の
部

分
の
差
が
明
ら
か
、
こ
こ
で
は
関
連
の
文
字
サ
ン
プ
ル
を
考
察
す
る
。
秦
印

の
橋
字
は

、

、

、

、

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。

秦
印
の
撟
字
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。
戦
国

璽
印
の
驕
字
は

に
作
る
。
秦
簡
の
驕
は

、

に
作
る
。
秦
簡
の

矯
字
は

に
作
る
。 

更
に
、
戦
国
時
期
以
前
の
字
例
を
探
す
と
、
「
喬
」
、
西
周
中
期
の
『
伯
喬

父
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
郘

鐘
』
は

に
作
り
、
春

秋
晚
期
の
『
喬
君
鉦
鋮
』
は

に
作
る
。「
鐈
」
、
西
周
晚
期
の
『
多
友
鼎
』

は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
伯
公
父

』
は

に
作
る
。「
趫
」
、
春
秋

早
期
の
『
齊
趫
父
鬲
』
は

に
作
る
。
も
と
も
と
「
喬
」
の
構
造
形
「
又

+

高
」
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。 

前
記
し
た
「
喬
、
橋
、
撟
、
驕
、
矯
、
鐈
、
趫
」
の
字
例
か
ら
、「
喬
」
に

「

」
、「

」
、「

」
、「

」
な
ど
の
構
造
が
残
っ
て
い
る
が
、
た

だ
し
、「

」（
又
與
高
）
こ
の
う
に
、
比
較
的
古
い
書
き
方
は
、
春
秋
時
代

以
降
の
例
は
少
な
く
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。 

卷
十
一
下
非
部
「
非
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、『
青
川
木
牘
』
は

に
作
り
、
『
張
家
山
漢
簡
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
班
簋
』
は

に

作
り
、
西
周
晚
期
の
『
毛
公
鼎
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。
此

こ
の
字
形
は
こ
の
文
前
後
の
章
節
す
で
に
考
察
し
て
お
り
、
こ
こ
で
再
び
『
説

文
』
構
造
の
錯
誤
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 4.
小
結 

こ
こ
で
は
、
時
代
が
約
百
年
余
の
隔
た
り
が
あ
る
、
性
質
と
内
容
の
近
い
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法
律
文
書
よ
り
共
通
の
文
字
を
選
択
し
て
、
字
形
の
変
遷
を
考
察
し
た
。 

一
部
の
文
字
は
昔
か
ら
今
日
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
改
変
し
て
い
な
い
た
め
、

文
字
変
遷
の
字
例
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
二
（

）
、
田
（

）
、

廣
（

）
、
十
（

）
な
ど
の
字
が
そ
う
で
あ
る
。 

一
方
、
稿
者
が
選
択
し
た
字
例
、
（

）
、
為
（

）
、
橋
（

）
、
非

（

）
な
ど
の
字
は
、
変
遷
過
程
を
推
察
し
た
。
（
表
３
・
２
・
５
） 

 

四
、
秦
虎
符
（B

C
3
3
7

～22
1

） 

「
虎
符
」
と
は
、
文
字
通
り
虎
の
形
に
つ
く
っ
た
も
の
で
、
参
戦
す
る
将

軍
が
徴
兵
す
る
時
の
証
明
と
し
て
、
帝
王
か
ら
与
え
ら
れ
た
割
符
で
あ
る
。

虎
符
の
背
中
に
は
二
つ
に
分
け
て
銘
文
が
刻
ま
れ
、
右
半
分
は
朝
廷
に
残
し
、

左
半
分
を
地
方
の
官
吏
や
兵
将
を
統
率
す
る
者
に
発
給
し
た
。
朝
廷
の
官
吏

は
兵
を
動
か
す
時
、
二
つ
の
符
を
合
わ
せ
て
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
つ
の
符
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
か
ら
兵
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
制

度
は
戦
国
か
ら
秦
、
漢
、
隋
代
ま
で
普
及
し
、
唐
代
か
ら
魚
符
の
使
用
を
開

始
し
た
。 

よ
く
知
ら
れ
た
秦
虎
符
は
、
『
杜
虎
符
』
、
『
新

虎
符
』
、
『
陽
陵
虎

符
』
、
『
櫟
陽
虎
符
』
の
四
件
あ
り
、
多
く
は
戦
国
の
中
期
と
後
期
の
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
虎
符
を
釈
読
し
て
か
ら
字
形
を
分
析
す
る
。 

 

杜虎符（前 337年～前 325年） 
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新郪虎符（約前 251年～前 221年） 

 

 

1.
秦
虎
符
の
内
容 

『
杜
虎
符
』
、
秦
惠
文
君
元
の
十
三
年
の
間
（
前
三
三
七
〜
前
三
二
五
）
で
、

銘
文
四
十
字
が
あ
る
。
釈
文
は
「
兵
甲
之
符
、
右
在
君
、
左
在
杜
。
凡
興
士

被
甲
、
用
兵
五
十
人
以
上
、
必
會
君
符
、
乃
敢
行
之
。
燔
燧
之
事
、
雖
毋
會

符
、
行
殹
」
で
あ
る
。（
こ
の
文
物
は
、
拓
本
に
関
す
る
刊
行
物
が
見
つ
か
ら

ず
、
写
真
図
版
を
文
字
の
出
処
と
す
る
と
、
一
部
の
文
字
が
レ
ン
ズ
角
度
に

よ
る
歪
み
が
生
じ
る
た
め
考
察
し
な
い
。
） 

『
新
郪
虎
符
』
は
銘
文
が
四
十
字
あ
る
。
釈
文
は
「
甲
兵
之
符
、
右
在
王
、

左
在
新
郪
。
凡
興
士
被
甲
、
用
兵
五
十
人
以
上
、[

必]

會
王
符
、
乃
敢
行
之
。

燔
燧
事
、
雖
毋
會
符
、
行
殹
（
也
）
」
。
で
あ
る
。 

 

 

陽陵虎符（前 221年～前 206年）（摹本） 
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櫟陽虎符摹本（約前 221年～206年） 

『
陽
陵
虎
符
』
の
釈
文
は
「
甲
兵
之
符
、
右
在
皇
帝
、
左
在
陽
陵
」
で
あ

る
。
摹
本
は
十
二
字
あ
り
、
文
字
構
造
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
識
別
可
能

で
あ
る
。 

   

 

    

『
櫟
陽
虎
符
』
の
虎
背
に
は
錯
金
の
銘
文
十
二
字
の
う
ち
、
現
存
六
字
が

あ
る
。
釈
文
は
「
甲
兵
之
符
、
右
在
皇
帝
、
左
在
櫟
陽
」
。
こ
の
虎
符
は
拓
本

が
な
く
、
六
字
の
摹
本
し
か
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
分
析
し
な
い
。 

 

2.
字
例
比
較
分
類 

『
新

虎
符
』
は
拓
本
も
銘
文
も
完
全
で
あ
る
た
め
、
頭
文
字
の
底
本
と

し
、
重
複
す
る
文
字
を
差
し
引
き
、
「
甲
、
兵
、
之
、
符
、
右
、
才
（
在
）
、

王
、
左
、
才
（
在
）
、
新
、

、
凡
、
興
、
士
、
被
（
披
）
、
甲
、
用
、
兵
、

五
、
十
、
人
、
以
、
上
、
必
、
會
、
王
、
符
、
乃
、
敢
、
行
、
之
、
燔
、
隊

（

）
、
事
、
雖
、
母
（
毋
）、
會
、
符
、
行
、
殹
（
也
）」
な
ど
の
計
三
十
一

字
を
検
討
す
る
。
ま
た
『
杜
虎
符
』
の
文
字
例
「
杜
、
君
」
二
字
、
『
陽
陵

虎
符
』
の
文
字
例
「
皇
、
帝
、
陽
、
陵
」
四
字
も
検
討
す
る
。
前
述
の
通
り

『
櫟
陽
虎
符
』
は
、
摹
本
の
た
め
検
討
し
な
い
。 

三
種
類
の
虎
符
か
ら
計
三
十
七
字
を
取
得
し
た
。
以
下
、
字
例
を
「
規
整

化
の
篆
書
体
」
と
「
原
始
の
篆
書
体
」
に
分
け
て
検
討
を
行
う
。 

 
a. 
原
始
の
篆
書
体
（
二
十
九
例
） 

原
始
の
篆
書
体
の
字
例
は
、
「
符
、
右
、
才
（
在
）
、
王
、
左
、
凡
、
興
、
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士
、
被
（
披
）
、
用
、
五
、
十
、
人
、
以
、
必
、
敢
、
行
、
燔
、
隊
（

）
、

事
、
雖
、
母
（
毋
）
、
殹
（
也
）
、
杜
、
君
、
皇
、
帝
、
陽
、
陵
」
な
ど
二
十

九
字
あ
る
。 

以
下
に
、
摘
録
し
た
字
例
を
解
析
す
る
。
残
り
の
字
例
は
、
本
章
の
最
後

に
付
し
て
あ
る
。
（
表
３
・
２
・
１
） 

卷
六
上
才
部
「
才
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
班
簋
』

は

に
作
り
、
西
周
中
晚
期
『

狄
鐘
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の

『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、

『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
魯
峻
碑
』
は

に

作
る
。
虎
符
、
秦
簡
な
ど
の
字
例
の
全
て
は
、
規
整
化
の
現
象
が
な
く
、
原

始
の
篆
書
体
で
あ
る
。 

卷
五
上
上
左
部
「
左
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
師

簋
』
は

」
に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鐘
』
は

に
作
り
、『
杜

虎
符
』
作
は

に
作
り
、『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、『
陽
陵
虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。
虎
符
、
秦
簡
な

ど
の
字
例
の
全
て
は
、
規
整
化
の
現
象
が
な
く
、
原
始
の
篆
書
体
で
あ
る
。 

卷
十
三
下
二
部
「
凡
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
凡

尊
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
散
氏
盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚

期
の
『
怡
父
鼎
』
は

に
作
り
、『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、
『
史
晨
後
碑
』
は

に
作
る
。
以
上
の
字
例
の
全
て
は
、

規
整
化
の
現
象
が
な
く
、
原
始
の
篆
書
体
で
あ
る
。 

卷
三
上
舁
部
「
興
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
鬲
弔

興
父
盨
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
侯
馬
盟
書
』
は

に
作
り
、『
杜

虎
符
』
は

に
作
り
、
『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作

り
、『
乙
瑛
碑
』
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、
虎
符
と
秦
簡
に
は
篆
形
の
間
違
い

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

卷
八
上
衣
部
「
被
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
る
。「
皮
」、
西
周
中
期
の

『
九
年
衛
鼎
』
は

に
作
り
、
、『
石
鼓
文
』
は

に
作
る
。「
被
」
、『
杜

虎
符
』
は

に
作
り
、
『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、

『
小
子
殘
碑
』
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、
虎
符
は
規
整
化
の
現
象
が
な
い
と
考
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え
る
。 

卷
三
下
用
部
「
用
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
頌
鼎
』

は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
簋
』
は

」
に
作
り
、『
石
鼓
文
』

は

に
作
り
、『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
華
山

廟
碑
』
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、
虎
符
と
秦
簡
に
は
篆
形
の
間
違
い
は
な
い
と

考
え
る
。 

卷
八
上
人
部
「
人
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
毛
公

鼎
』
は

に
作
り
、
『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
『
杜
虎
符
』
は

に

作
り
、『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。
秦
簡
文
字
と
漢
碑
の
形
状
は
似
て
い
る
の
が
、
用
筆
と
線
質
が
全

然
違
う
と
思
わ
れ
る
。
秦
簡
の
人
は
「

」
に
作
り
、
他
の
字
例
に
、
傳
（

）
、

佐
（

）
な
ど
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
『
説
文
』
の
「
人
」
字
に
は
規
整
化
の

現
象
が
あ
り
、
虎
符
は
に
規
整
化
の
現
象
が
な
い
と
思
う
。 

卷
二
上
八
部
「
必
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『

盤
』

は

に
作
り
、
『
杜
虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
石
門

頌
』
は

に
作
る
。
虎
符
、
秦
簡
、
『
説
文
』
な
ど
の
字
例
の
形
状
と
共
通
し

て
い
る
。 

卷
二
下
行
部
「
行
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
史
墻

盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
黃
君
孟

』
は

に
作
り
、
『
杜
虎

符
』
は

、

に
作
り
、『
新

虎
符
』
は

、

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
乙
瑛
碑
』
は

に
作
る
。
『
説
文
』
は
規
整
化
の
現
象
が
あ
り
、

虎
符
は
規
整
化
の
現
象
が
な
い
と
考
え
る
。 

卷
三
下
史
部
「
事
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
頌
簋

蓋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鎛
』
は

に
作
り
、『
杜

虎
符
』
は

に
作
り
、『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。
虎
符
、
秦
簡
な
ど
の
字
例
の
全
て
は
、

規
整
化
の
現
象
が
な
く
、
原
始
の
篆
書
体
で
あ
る
。 

卷
十
二
下
女
部
「
母
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
毛

公
旅
方
鼎
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
毳
簋
』
は

に
作
り
、『
杜

虎
符
』
は

に
作
り
、
『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

」
、
『
史
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晨
前
碑
』
は

に
作
る
。
虎
符
、
秦
簡
の
字
例
は
、
規
整
化
の
現
象
が
な
く
、

原
始
の
篆
書
体
で
あ
る
。 

卷
三
下
殳
部
「
殹
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
倗
生

簋
』
は

に
作
り
、『
石
鼓
文
』
は

、

に
作
り
、『
杜
虎
符
』
は

に

作
り
、
『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。
二
種
の
虎
符
の

銘
文
に
は
規
整
化
の
現
象
が
な
く
、
原
始
の
篆
書
体
で
あ
る
。 

卷
六
上
木
部
「
杜
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
杜
伯

盨
』
は

に
作
り
、
『
杜
虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦

印
は

に
作
り
、『
廣
武
將
軍
碑
』
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、
虎
符
の
銘
文
に

は
規
整
化
の
現
象
が
な
い
と
考
え
る
。 

卷
二
上
口
部
「
君
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
天
君

簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
黃
君
孟

』
は

に
作
り
、『
杜
虎
符
』

は

に
作
り
、
戦
国
の
『
王
后
中
官
錡
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、

『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。
虎
符
、
秦
簡
、
『
説
文
』
の
字
例
の
形
状
は
共
通

し
て
お
り
、
規
整
化
の
現
象
が
な
い
と
考
え
る
。 

卷
一
上
王
部
「
皇
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
杜
柏

盨
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、『
陽
陵

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。

虎
符
、
秦
簡
の
字
例
の
形
状
は
共
通
し
て
お
り
、
規
整
化
の
現
象
が
な
い
と

考
え
る
。 

卷
一
上
丄
部
「
帝
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
寡
子

卣
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
仲
師
父
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋

中
期
の
『
秦
景
公
石
磬
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』
は

に
作
り
、『
陽
陵
虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
史
晨
前
碑
』

は

に
作
る
。
虎
符
、
秦
簡
な
ど
の
字
例
の
全
て
は
、
規
整
化
の
現
象
が
な

く
、
原
始
の
篆
書
体
で
あ
る
。 

卷
十
四
下
阜
部
「
陽
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
師

艅
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
倗
戈
』
は

に
作
り
、
戦
国
晚

期
の
『
四
年
相
邦
樛
斿
戈
』
は

に
作
り
、『
陽
陵
虎
符
』
は

に
作
り
、

秦
簡
は

に
作
り
、『
華
山
廟
碑
』
は

に
作
る
。『
説
文
』
の
「
阜
」
形
に
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は
規
整
化
の
現
象
が
あ
り
、
虎
符
は
規
整
化
の
現
象
が
な
い
と
考
え
る
。 

卷
十
四
下
阜
部
「
陵
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
散

氏
盤
』
は

に
作
り
、
戦
国
晚
期
の
『
長
陵
盉
』
は

に
作
り
、
『
陽
陵

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。

よ
っ
て
、『
説
文
』
の
「
阜
」
形
に
は
規
整
化
の
現
象
が
あ
り
、
虎
符
は
規
整

化
の
現
象
が
な
い
と
考
え
る
。 

 

b.
規
整
化
の
篆
書
体
（
八
例
） 

規
整
化
の
現
象
が
あ
る
字
例
は
、「
甲
、
兵
、
之
、
新
、

、
上
、
會
、
乃
」

な
ど
で
あ
る
。
以
下
、
文
字
の
解
析
を
摘
録
す
る
。 

卷
十
四
下
甲
部
「
甲
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『

方
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
期
の
『
叔
師
父
壺
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚

期
の
『
侯
馬
盟
書
』
は

に
作
り
、『
杜
虎
符
』
は

、

に
作
り
、『
新

虎
符
』
は

、

に
作
り
、『
陽
陵
虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
乙
瑛
碑
』
は

に
作
る
。
『
説
文
』
と
虎
符
に
は
規
整
化
の
現
象

が
あ
る
。 

卷
三
上

部
「
兵
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
輔
伯

戈
』
は

に
作
り
、
『
杜
虎
符
』
は

に
作
り
、
『
新

虎
符
』
は

、

に
作
り
、
『
陽
陵
虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
孔

宙
碑
』
は

に
作
る
。
兵
字
の
上
部
「
斤
」
か
ら
見
る
と
、
『
説
文
』
と
虎
符

に
は
規
整
化
の
現
象
が
あ
る
。 

卷
六
下
之
部
「
之
」
字
『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『

孟

姜
匜
』
は

に
作
り
、『
石
鼓
文
』
は

」
、『
杜
虎
符
』
は

、

、

に
作
り
、
『
新

虎
符
』
は

、

に
作
り
、
『
陽
陵
虎
符
』
は

に

作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
乙
瑛
碑
』
は

に
作
る
。
「

、

」
は
一

般
の
篆
形
で
あ
り
、
規
整
化
の
現
象
が
な
く
、
「

」
は
規
整
化
の
現
象
が

あ
る
。
よ
っ
て
、『
説
文
』、『
新

虎
符
』
、『
陽
陵
虎
符
』
に
は
規
整
化
の
現

象
が
あ
り
、
『
杜
虎
符
』
に
は
規
整
化
の
現
象
が
な
い
と
考
え
る
。 

卷
十
四
上
斤
部
「
新
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
頌

壺
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
頌
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
『
郘
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大
叔
斧
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
侯
馬
盟
書
』
は

に
作
り
、『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
張
遷
碑
』
は

に

作
る
。「
斤
」
か
ら
見
る
と
、『
説
文
』
と
虎
符
に
は
規
整
化
の
現
象
が
あ
る
。 

卷
六
下
邑
部
「

」
字
、『
説
文
』
は

に
作
る
。「
邑
」、
西
周
晚
期
の

『
散
氏
盤
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
陳
冢
邑
戈
』
は

に
作

り
、
戦
国
晚
期
の
『
安
邑
下
官
壺
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。

「

」
、『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
の
で
、「

」

形
に
は
規
整
化
の
現
象
が
あ
る
。「
邑
」
字
形
は
、
秦
印
、「
郎
」
は

に
作

り
、
「
郭
」
は

に
作
る
こ
と
か
ら
、
規
整
化
を
證
明
で
き
る
。 

卷
一
上
丄
部
「
上
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
毛
公

鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
秦
公
鐘
』
は

に
作
り
、
『
新

虎
符
』

は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。『
説
文
』
と
虎
符
の
「

」
形
は
規
整
化
の
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

卷
五
下
會
部
「
會
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
會

鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
の
『
蔡
子
匜
』
は

」
、『
杜
虎
符
』
は

、

に
作
り
、『
新

虎
符
』
は

、

に
作
り
、
秦
印
は

、

に

作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、
史
晨
後
碑
』
は

に
作
る
。「

」
、
春

秋
の
『

子
仲
瀕
而
匜
』
は

に
作
る
。「

」
、
戦
国
『

頃
戈
』
は

に
作
る
。
上
記
か
ら
見
れ
ば
、
会
字
篆
書
体
は
基
本
的
に
「
亼
、
田
、
曰
」

と
三
種
類
の
構
成
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
更
に
、
隷
書

も
そ
の
よ
う
う
で
あ
る
。虎
符
の
よ
う
な
「

」と
い
う
構
成
が
多
少
あ
る
が
、

規
整
化
の
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

卷
五
上
乃
部
「
乃
」
字
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
豆
閉

簋
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
不

簋
蓋
』
は

に
作
り
、
春
秋

晚
期
の
『
呉
王
光
鑑
』
は

に
作
り
、『
新

虎
符
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
り
、
『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。
『
説
文
』
と
虎
符
の
「

」

形
は
規
整
化
の
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

以
上
は
『
杜
虎
符
』
、
『
新

虎
符
』
、
『
陽
陵
虎
符
』
と
三
つ
の
虎
符

の
銘
文
を
採
用
し
て
字
形
の
分
析
・
比
較
を
行
っ
た
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
以
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外
の
解
析
を
し
て
い
な
い
字
例
は
、
「
商
周
」
（
商
周
文
字
）
、
「
秦
簡
」
、

「
説
文
」
な
ど
の
欄
を
作
っ
た
字
形
表
で
、
以
下
に
ま
と
め
る
。 

 

第
三
節 

戦
国
時
代
の
秦
簡
墨
跡
の
篆
書
体
考
察 

『
睡
虎
地
秦
簡
』
、『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』
、『
里
耶
秦
簡
』
な
ど
の
秦
簡
と
、

前
漢
初
期
の
漢
簡
を
考
察
の
対
象
と
し
、「
奪
」
、「
奮
」、「
安
」
、「
北
」
、「
獲
」
、

「
水
」
な
ど
の
字
例
を
通
じ
て
、
秦
簡
文
字
の
多
く
が
篆
書
形
の
形
状
を
裏

付
け
る
と
と
も
に
、
例
え
ば
、「
帝
、
下
、
皇
、
分
、
咸
、
登
、
遠
、
道
、
德
、

後
、
御
、
建
、
行
…
…
」
な
ど
六
十
九
字
。
、
（
第
四
章
第
一
節
、
三
、
秦
代

刻
石
秦
簡
文
字
を
参
照
） 

 

1.
「
奪
」
字 

西
周
早
期
の
『
奪
作
父
丁
卣
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
奪
作
寶

簋
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
多
友
鼎
』
は

に
作
り
、
睡
虎
地

秦
簡
』
は

に
作
り
、『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』
は

に
作
り
、『
馬
王

堆
簡
帛
』
は

、

に
作
り
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
後
漢
晚
期
『
北
海
相
景
君
碑
』
は

に

作
る
。
『
説
文
』
と
秦
簡
文
字
の
形
状
「

」
を
見
る
と
、
秦
簡

の
形
状
が
篆
書
形
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

2.
「
奮
」
字 

西
周
早
期
の
『
令
鼎
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、
『
睡
虎
地

秦
簡
』
は

に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

に
作
り
、
北

大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。
秦

簡
文
字
形
状
と
の
違
い
は
、

」
に
よ
っ
て
、
秦
簡
と
前
漢
初
期

の
漢
簡
と
も
篆
書
形
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

3.
「
安
」
字 

西
周
早
期
の
『
安
父
簋
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
公
貿
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
期
の
『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
侯
馬
盟
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書
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
哀
成
弔
鼎
』
は

に
作
り
、
戦
国

の
『
宜
安
戈
』
は

に
作
り
、『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

、

に
作
り
、『
里
耶
秦
簡
』
は

に
作
り
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
る
。「
按
」
は
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼

頡
篇
』
は

に
作
る
。
後
漢
晚
期
の
『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。 

『
説
文
』
以
外
の
秦
簡
な
ど
の
字
例
の
全
て
は
、
規
整
化
の
現
象
が
な
く
、

原
始
の
篆
書
体
で
あ
る
。 

 

4.
「
北
」
字 

西
周
中
期
の
『
同
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
期
の
『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
戦
国
中
期
の
『
秦
封
宗
邑
瓦
書
』
は

に
作
り
、
戦
国
の
『
北
鏃
』

は

に
作
り
、
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡

篇
』
は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、
後
漢
晚
期
の
『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、
秦
簡
の
北
字
が
篆
書
形
体
の
事
實
は
は
っ
き
り
見
え
る
。 

 

5.
「
獲
」
字 

西
周
早
期
の
『
柞
伯
簋
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

に

作
り
、
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

、

に
作
り
、
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』

は

、

に
作
り
、『
里
耶
秦
簡
』
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に

作
り
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

、

に
作
る
。
「
獲
」
字
の
艸
と
隹
と
の
間
の
「

」
形

の
有
無
、
ま
た
は
上
部
艸
形
の
有
無
は
重
要
で
な
い
。
重
要
な
の
は
、
下
部

の
「
又
」
形
「

」
が
、
「

」
よ
り
古
い
構
造
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
秦
漢
簡
の
筆
跡
や
字
例
が
「

」
よ
り
古
い
の
で
あ
る
。
次
図

の
配
列
に
よ
り
、
は
っ
き
り
看
取
で
き
る
。 
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6.
「
水
」
字 

西
周
早
期
の
『
啓
作
且
丁
尊
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『
同
簋
蓋
』

は

」
に
作
り
、
春
秋
中
期
の
『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
戦
国
中
期

の
『
秦
封
宗
邑
瓦
書
』
は

に
作
り
、
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、

秦
印
は

、

に
作
り
、
北
大
藏
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、

『
説
文
』
は

に
作
り
、
後
漢
晚
期
の
『
禮
器
碑
』
は

に
作
る
。
以
上

か
ら
、
秦
簡
が
篆
書
形
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。 

 

7.
小
結 

前
節
で
述
べ
た
、『
瓦
書
』
と
秦
簡
の
形
状
の
多
く
が
一
致
す
る
そ
の
要
因

は
、
簡
帛
、
簡
牘
が
一
貫
し
て
古
文
字
を
受
け
持
つ
主
体
で
あ
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
形
状
と
前
後
の
時
代
が
一
致
す
る
或
い
は
類
似
す
る
の
は
、
当
然

の
事
で
あ
る
。
秦
簡
文
字
が
小
篆
書
体
に
一
致
す
る
字
例
は
、
こ
の
他
に
も

た
く
さ
ん
あ
る
。 

前
の
時
期
は
秦
簡
で
あ
り
、
後
の
時
期
は
小
篆
で
あ
る
。 

以
下
に
摘
録
し
た
字
例
、「
初
（

・

）
、
在
（

・

）
、
杜
（

・

）
、
東
（

・

）
、
于
（

・

）
、
來
（

・

）
、

夫
（

・

）
、
心
（

・

）
、
壺
（

・

）
、
自
（

・

）
」
な
ど
。 

以
上
、
多
く
の
字
例
を
考
察
し
た
結
果
か
ら
、
戦
国
時
代
か
ら
秦
時
代
の

秦
系
簡
牘
の
筆
跡
文
字
が
篆
書
形
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い

事
実
で
あ
ろ
う
。 
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表
3.
2.

1
説
文
と
瓦
書
の
形
状
の
一
致
の
字
形
表 
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表
3.
2.

2
説
文
と
瓦
書
の
形
状
の
違
い
の
字
形
表 
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表
3.
2.

3
説
文
筆
跡
の
伝
承
に
お
け
る
小
異
の
字
形
表 

 

 

 

表
3.

2.

4
『
青
川
木
牘
』
と
『
張
家
山
漢
簡
』
の
字
形
表  
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図
3.
2.

1
青
川
木
牘 

デ
ジ
タ
ル
模
本 
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表
3.
2.

5
虎
符
の
字
形
表 
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199 
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第
四
章 

秦
文
字
の
篆
書
体
考
察 

 第
一
節 

功
績
を
称
賛
す
る
秦
代
刻
石
篆
書 

 

一
、
秦
代
の
刻
石
と
拓
本 

 

容
庚
氏
は
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』
に
い
う
。 

 

始
皇
刻
石
之
文
、
載
於
『
史
記
』
者
凡
六
、
今
石
之
傳
者
惟
一

「
琅
邪
臺
」
。
「
泰
山
」
所
存
十
字
、
疑
是
覆
刻
。
「
之
罘
」
、
「
碣

石
」
、
「
會
稽
》
皆
屬
仿
寫
。
『
東
觀
』
獨
不
傳
。
今
傳
「
嶧
山
」

之
文
、
又
為
『
史
記
』
所
不
載
３
３

。
（ 

始
皇
刻
石
の
文
は
『
史
記
』
に
載
っ
て
い
る
も
の
で
全
て
六

つ
で
あ
る
。
現
在
の
石
で
伝
来
す
る
も
の
は
唯
一
「
瑯
邪
台
」

で
あ
る
。「
泰
山
」
は
十
文
字
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
重
刻
で
あ

る
事
が
疑
わ
し
い
。
「
之
罘
」
、
「
碣
石
」
、
「
會
稽
」
は
ど
れ
も
写

し
書
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
東
觀
』
の
み
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

今
日
伝
っ
て
い
る
「
嶧
山
」
の
文
は
、
『
史
記
』
に
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
」 

 

叙
述
の
都
合
上
、
秦
刻
石
の
資
料
も
こ
こ
で
一
緒
に
紹
介
す
る

こ
と
に
す
る
。 

 

『
嶧
山
刻
石‧

長
安
本
』
乃
宋
鄭
文
寶
據
徐
鉉
所
授
摹
本
刊

石
於
長
安
者
。
碑
明
代
中
斷
、
以
塼
嵌
之
。
今
存
陝
西
西
安
碑

林
。
文
十
五
行
、
行
十
五
字
３
４

。
（
『
嶧
山
刻
石
・
長
安
本
』
は

宋
の
鄭
文
寶
が
徐
鉉
の
長
安
で
刻
さ
れ
た
拓
本
を
基
に
し
て
模

写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
は
明
代
で
割
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

磚
を
は
め
込
ん
で
い
る
。
現
在
は
陝
西
省
西
安
碑
林
に
保
存
さ

れ
て
い
る
。
文
は
十
五
行
で
、
行
に
十
五
文
字
あ
る
。
） 
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成
田
年
樹
氏
は
「
長
安
本
は
、
宋
の
淳
化
四
年
（
九
九
三
）
徐

鉉
蔵
の
唐
拓
を
も
と
に
、
鄭
文
宝
が
模
刻
し
て
得
た
も
の
で
あ

る
。
」
３
５

と
い
う
。 

容
庚
氏
は
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』
に
い
う
。 

 

『
泰
山
刻
石
・
安
国
本
』
明
安
国
舊
藏
、
今
由
藝
苑
真
賞
社

印
行
。
合
殘
泐
之
字
計
之
、
得
一
百
六
十
五
字
、
視
『
秦
篆
譜
』

為
多
。
取
『
絳
帖
』
本
校
之
、
其
多
於
『
絳
帖
』
者
、
大
抵
皆
半

泐
之
字
３
６

。 

（
『
泰
山
刻
石
・
安
国
本
』
は
明
の
安
国
の
旧
蔵
で
、
現
在
は

芸
苑
真
賞
社
が
印
行
し
て
い
る
。
残
存
ま
た
は
磨
滅
し
た
文
字

を
含
め
る
と
、
合
計
百
六
十
五
字
で
、『
秦
篆
譜
』
よ
り
字
數
が

多
く
見
え
る
。『
絳
帖
』
の
版
本
を
元
に
校
正
し
、
こ
の
版
本
の

文
字
は
『
絳
帖
』
に
比
べ
、
多
く
字
が
大
体
の
文
字
は
ど
れ
も

半
分
破
損
し
て
い
る
。
） 

 ま
た
、
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』
に
い
う
。 

 『
琅
邪
臺
刻
石
・
原
石
本
』
清
初
所
傳
拓
本
、
祇
二
世
詔
十
二
行
、

凡
八
十
四
字
。
阮
元
遣
書
佐
至
其
地
、
剔
秦
篆
於
榛
莽
中
、
拓
之

多
得
首
行
「
五
夫
」
二
字
、
凡
十
三
行
、
八
十
六
字
３
７

。
（
『
琅
邪

臺
刻
石
・
原
石
本
』
は
清
初
に
伝
え
ら
れ
た
拓
本
で
二
世
詔
十
二

行
の
み
で
、
全
部
で
八
十
四
文
字
あ
る
。
阮
元
は
書
佐
を
そ
の
地

に
派
遣
し
、
秦
篆
を
厳
選
し
、
乱
雑
し
た
内
容
を
整
理
さ
せ
た
。

拓
本
を
取
っ
た
時
に
行
頭
に
「
五
夫
」
の
二
文
字
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
全
て
で
十
三
行
、
八
十
六
字
で
あ
る
。
」 

 

成
田
年
樹
氏
は
「
清
代
の
初
め
に
伝
え
ら
れ
た
拓
本
は
、
二
世

詔
書
十
二
行
八
十
四
字
で
あ
っ
た
が
、
阮
元
が
精
拓
し
、
始
皇
詔
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の
一
行
を
加
え
て
十
三
行
八
十
六
字
を
得
た
と
い
う
（

1
原
石

本
）
。
屋
漏
痕
の
如
き
直
裂
な
ど
に
よ
り
全
体
は
模
糊
と
し
た
も
の

だ
が
、
文
勛
本
や
厳
可
均
写
本
に
は
な
い
原
石
の
味
が
感
得
で
き

る
。
現
在
、
北
京
の
中
国
革
命
歴
史
博
物
館
に
安
置
さ
れ
て
い

る
。
」
３
８

と
い
う
。 

容
庚
氏
は
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』
に
い
う
。 

『
會
稽
刻
石
・
申
屠
駉
本
』
元
至
正
元
年
、
以
家
藏
舊
本
摹

勒
置
於
會
稽
黌
舍
、
與
『
嶧
山
』
表
裹
一
石
。
清
康
熙
中
、
為

石
工
磨
去
。
今
所
見
『
秦
金
石
刻
辭
』
本
及
真
賞
社
影
印
明
安

国
藏
本
、
以
安
国
本
為
初
拓
、
皆
無
申
屠
氏
跋
。
其
跋
載
於
『
金

薤
琳
琅
》
、
而
『
兩
浙
金
石
志
』
亦
從
仁
和
趙
魏
家
藏
舊
本
補

錄
３
９

。 

（
『
会
稽
刻
石 

申
屠
駉
本
』
は
元
の
至
正
元
年
に
、
民
間
で

収
蔵
さ
れ
旧
本
は
模
写
さ
れ
会
稽
の
黌
舎
に
安
置
さ
れ
た
。『
嶧

山
』
と
表
裏
一
石
に
な
っ
て
い
る
。
清
の
康
熙
期
に
、
石
工
職

人
に
よ
っ
て
磨
か
れ
た
。
今
日
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、『
秦

金
石
刻
辭
』
本
及
び
真
賞
社
影
印
明
安
国
蔵
本
で
あ
り
、
安
国

本
を
初
拓
と
し
て
い
る
が
申
屠
氏
に
よ
る
跋
は
皆
無
で
あ
る
。

そ
の
跋
は
『
金
薤
琳
琅
』
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、『
両
浙
金
石
志
』

も
仁
和
趙
魏
家
収
蔵
旧
本
に
よ
り
補
録
さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ

て
い
る
。
） 

 

呉
福
助
氏
は
『
秦
始
皇
刻
石
考
』
で
「
会
稽
刻
石
の
後
世
に
伝

わ
っ
た
拓
本
の
中
で
、
申
屠
駉
本
を
最
も
重
要
と
す
る
。
」
４
０

と

い
い
う
。 

冨
谷
至
氏
は
「
統
一
秦
以
後
に
刻
さ
れ
た
秦
刻
石
、
そ
れ
は
始

皇
帝
が
統
一
を
完
成
し
た
の
を
記
し
て
各
地
に
立
て
た
石
碑
だ
が
、

わ
ず
か
に
跡
を
留
め
る
残
石
の
文
字
、
伝
世
の
拓
本
は
、
篆
書
体

に
分
類
さ
れ
る
書
体
で
あ
り
、
統
一
さ
れ
た
度
量
衡
の
上
に
押
さ

れ
た
印
面
の
書
体
も
や
は
り
こ
の
篆
書
で
あ
っ
た
。
」
４
１

と
い
う
。 
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稲
葉
一
郎
氏
『
秦
始
皇
の
巡
狩
と
刻
石
』
は
「
刻
石
文
の
叙
述

形
式
は
、
個
々
の
碑
文
で
小
異
は
あ
る
が
、
大
体
を
い
え
ば
、
某

年
に
皇
帝
が
某
地
を
訪
れ
て
国
見
し
、
そ
こ
で
自
ら
の
事
業
を
回

顧
し
、
或
い
は
い
わ
ゆ
る
統
一
政
策
の
理
念
を
説
明
す
る
。
」
４
２

と

い
う
。 

秦
刻
石
は
多
く
の
臣
下
が
秦
王
の
徳
行
と
功
績
を
称
え
る
為
に

製
作
し
た
石
刻
文
字
で
、
秦
宰
相
李
斯
の
撰
文
し
た
も
の
が
、
全

部
で
七
ヶ
所
有
る
と
伝
え
ら
れ
、
秦
代
の
原
刻
は
「
泰
山
」
と
「
琅

邪
」
の
刻
石
の
残
石
の
み
有
る
。
こ
れ
は
学
界
で
普
遍
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
秦
篆
の
実
体
で
有
る
。
研
究
の
参
考
資
料
が
揃
っ
て

い
な
い
事
や
、
後
人
の
翻
刻
の
問
題
な
ど
が
有
る
も
の
の
、
少
な

か
ら
ず
秦
代
文
字
の
原
始
の
結
構
を
反
映
さ
せ
て
お
り
、
稿
者
は

全
般
の
各
時
期
の
文
字
と
『
説
文
』
、
秦
漢
文
字
と
の
比
較
分
析
を

す
る
事
で
、『
説
文
』
の
字
形
の
錯
誤
原
因
と
秦
文
字
の
形
状
の
問

題
を
解
明
で
き
る
と
考
え
る
。 

 二
、
秦
代
刻
石
文
字
書
体
の
考
察 

こ
こ
で
は
秦
刻
石
、
『
説
文
』
、
秦
簡
文
字
の
三
つ
の
図
版
を
並

列
さ
せ
、
近
年
大
量
に
出
土
し
て
い
る
秦
漢
墨
跡
文
字
を
補
助
資

料
と
し
、『
説
文
』
の
字
形
と
秦
刻
石
文
字
の
共
通
点
と
相
違
点
の

原
因
を
解
析
す
る
。
表
の
整
理
に
、
い
く
つ
か
の
親
字
の
字
形
を

用
い
て
分
析
を
行
っ
た
。 

①
『
泰
山
刻
石
』
（
安
国
本
） 

②
『
嶧
山
刻
石
（
復
刻
）
』
（
長
安
本
） 

③
『
会
稽
刻
石
（
復
刻
）
』
（
申
屠
駉
本
） 

④
『
琅
邪
臺
刻
石
』 

容
庚
な
ど
の
学
者
の
考
え
に
拠
り
、
稿
者
は
良
い
拓
本
を
対
照

し
、
秦
篆
の
字
形
を
探
究
す
る
た
め
に
、『
秦
篆
書
刻
石
四
種
解
析

字
帖
』
を
考
案
し
た
４
３

。
文
字
の
結
構
と
の
対
比
を
精
確
に
行
う

為
に
、
秦
刻
石
の
図
版
は
修
復
の
版
本
を
採
用
し
、
各
刻
石
の
親
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字
の
数
量
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。『
泰
山
刻
石
』
原
拓
修
整
本
百

六
十
五
字
、『
嶧
山
刻
石
復
刻
）
』
原
拓
修
整
本
二
百
二
十
二
字
（
そ

の
他
九
字
）
、『
会
稽
刻
石
（
復
刻
）
』
原
拓
修
整
本
二
百
八
十
八
字

（
そ
の
他

10
字
）
、
『
琅
邪
臺
刻
石
』
全
文
書
き
直
し
の
あ
る
文
字

を
補
い
五
百
七
十
二
字
、
四
種
石
刻
の
字
数
と
合
わ
せ
る
と
千
二

百
二
十
六
字
で
あ
る
。 

秦
刻
石
の
図
版
の
右
側
に
字
例
と
数
量
の
注
釈
を
記
し
た
。
表

の
親
字
は
『
説
文
』
の
順
番
に
従
っ
て
配
列
し
た
。
合
計
で
三
十

字
の
字
例
が
無
く
（
二
例
は
説
文
に
字
例
が
な
い
）
、
そ
の
他
唯
一
、

一
字
で
「
七
八
〇
〇
」
の
字
例
が
あ
り
、
秦
印
の
図
録
を
用
い
て

列
挙
し
た
。 

表
中
の
「
秦
簡
」
は
『
睡
虎
地
秦
簡
』
、
『
関
沮
秦
簡
』
、
『
龍
崗

秦
簡
』
、
『
放
馬
灘
秦
簡
』
、
『
嶽
麓
秦
簡
』
、
『
里
耶
秦
簡
』
等
の
簡

牘
文
字
を
主
と
し
て
採
用
し
た
。
仮
に
字
例
が
な
い
場
合
や
不
足

す
る
場
合
、
前
漢
早
期
の
簡
牘
を
使
う
事
に
す
る
、
例
え
ば
『
馬

王
堆
漢
簡
』
、
『
張
家
山
漢
簡
』
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』
等
で
あ
る
。
図

例
は
収
録
し
て
い
る
簡
牘
文
字
の
親
字
の
後
ろ
に
「*

」
を
記
し
た
。 

四
種
の
石
刻
の
訳
文
と
重
複
し
な
い
親
字
は
合
計

478
字
、
216
種

の
部
首
を
含
ん
で
い
る
。
稿
者
は
「

8740
率
」
と
「

1275

」
、「

9711
辤
」

と
「

9712
辭
」
を
、
ど
ち
ら
も
同
一
の
文
字
と
み
な
し
、
『
説
文
』

で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
慠
」
、「

」
の

2
字
、
半
、
虍
、

、

見
、
豕
部
五
種
の
部
首
の
中
の
「
判
」「
虐
」
等
の
字
を
除
き
、
漢

簡
牘
文
字
の
字
例
の
無
い
も
の
を
さ
ら
に
取
り
除
く
と
、
考
察
し

た
の
は
二
百
二
十
一
種
の
部
首
に
な
る
。 

次
に
『
説
文
』
小
篆
は
陳
昌
治
本
説
文
小
篆
の
形
体
を
主
と
す

る
。
同
時
に
三
種
類
の
『
説
文
』
版
本
、
北
師
大
説
文
、
宋
本
（
續

古
逸
本
）
、
日
本
早
稲
田
大
学
収
蔵
の
文
政
九
年
本
を
使
用
す
る
。

五
百
四
十
部
首
を
分
析
し
、
小
篆
の
形
の
微
妙
な
変
化
を
照
合
し

た
。
考
察
の
結
果
、
同
じ
版
本
だ
と
し
て
も
、
前
後
の
部
首
の
形
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状
に
も
大
き
な
差
異
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
ば

豸
字
は
文
政
九
年
本
の
本
文
前
後
で
「

」
、
「

」
、
と
な
っ

て
お
り
、
陳
昌
治
本
の
泉
字
は
前
後
で
「

」
、「

」
と
な
っ

て
い
る
。
字
形
を
引
用
す
る
際
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
三
種
の
『
説
文
』
の
版
本
、
北
師
大
説
文
は
小
篆
の
整
理
で
、

全
て
の
資
料
は
す
で
に
「
引
得
市
」
の
説
文
の
項
目
中
に
収
録
さ

れ
て
お
り
４
４

、
考
察
の
比
率
か
ら
見
る
と
、
二
割
に
満
た
な
い
比

率
で
、
部
首
の
あ
る
形
状
に
差
異
が
現
れ
て
お
り
、
多
く
の
形
状

は
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
僅
か
に

7
種
と

6
種
の
形
状
の
字

例
の
図
版
を
下
に
表
し
た
。 

説
文
部
首
比
較
表 

 

 
形
状
の
比
較
は
、
稿
者
は
過
去
の
考
察
の
経
験
及
び
あ
る
絶
対

的
な
分
類
の
方
式
を
用
い
た
同
じ
形
状
の
物
は
例
え
ば
、
牛
「

」
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と
「

」
の
違
い
は
な
く
、
共
（

）
、
舁
（

）
な
ど
の
字

の
下
部
は
長
く
伸
ば
し
曲
が
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
水
形
は
「

、

」
と
「

」
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
字
例
は
次
の

図
に
表
し
た
。 

秦
簡
構
形
比
較
表
1 

 

秦
簡
構
形
比
較
表
2 
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こ
の
他
に
、
古
文
字
の
形
状
中
に
文
字
を
書
く
上
で
不
必
要
な

筆
画
や
湾
曲
が
あ
る
場
合
、
商
周
文
字
な
ど
の
変
遷
履
歴
を
参
考

に
し
た
後
、
異
な
る
形
状
の
も
の
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
例

え
ば
、
戈
字
の
右
上
の
屈
折
は
不
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
刀
、
斤

の
上
部
の
湾
曲
も
不
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
字
例
を
前
表
に
表
し

た
。
（
説
文
と
秦
簡
構
形
比
較
表
2
） 

稿
者
の
厳
密
な
分
類
の
下
、
比
較
後
、
同
じ
形
状
の
割
合
が
一

定
の
数
量
あ
り
、
秦
簡
文
字
は
学
界
で
伝
わ
っ
て
き
た
多
く
の
間

違
っ
た
変
遷
の
後
の
結
果
で
は
な
く
、
そ
の
形
状
に
古
い
形
状
が

残
っ
て
い
る
割
合
も
更
に
深
く
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
。
三
種
の

文
字
の
材
質
と
製
作
年
代
が
共
通
し
て
い
な
い
が
、
一
定
し
た
字

例
の
数
量
の
対
比
と
部
分
ご
と
、
偏
旁
の
分
析
の
後
に
、『
説
文
解

字
』
の
字
形
の
識
別
及
び
、
秦
簡
文
字
の
変
遷
の
研
究
の
ど
ち
ら

に
も
大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
る
事
を
期
待
し
た
い
。
こ
れ
は
五
章

に
お
い
て
論
述
す
る
。 

詳
し
く
は
本
章
最
後
に
付
し
た
「
4.

1.

1
秦
刻
石
と
『
説
文
』
、

商
周
、
春
秋
戦
国
、
秦
漢
文
字
比
較
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
秦
簡
帛

文
字
は
二
一
一
二
個
の
図
版
を
収
録
し
、
字
例
の
無
い
も
の
を
除

い
て
、
平
均
し
て
各
親
字
は
約
四
個
の
字
例
が
あ
り
、
最
後
に
そ

の
中
か
ら
二
、
三
の
字
例
を
選
び
表
に
入
れ
参
照
と
し
た
。 

 

劉
釗
氏
・
葉
玉
英
氏
は
『
林
義
光
及
其
『
文
源
』
』
に
い
う
。 

伝
統
的
な
「
説
文
学
」
が
研
究
を
進
め
辛
く
、
新
発
見
を
見
出

す
事
が
難
し
い
理
由
と
し
て
最
も
根
本
的
な
原
因
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
は
許
の
思
想
を
崇
め
過
ぎ
る
あ
ま
り
、
終
始
許
慎
の
束
縛
か

ら
離
れ
る
事
が
出
来
な
い
。
二
つ
目
は
古
文
字
材
料
を
有
効
活
用

出
来
て
い
な
い
、
特
に
清
代
の
金
文
材
料
は
既
に
豊
富
な
状
況
下

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
金
文
が
古
文
字
研
究
に
及
ぼ
す

意
義
に
気
づ
け
て
い
な
い
４
５

。 
現
在
我
々
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
あ
る
時
代
の
古
文
字
は
、
ど
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れ
も
何
千
年
の
膨
大
な
体
系
の
中
の
ひ
と
か
け
ら
で
し
か
な
く
、

字
と
字
と
の
間
の
関
係
と
過
度
の
解
釈
に
よ
る
影
響
を
避
け
る
事

に
必
ず
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

裘
錫
圭
氏
は
『
裘
錫
圭
學
術
文
集
』
に
い
う
。 

あ
る
人
は
古
文
字
が
資
料
に
あ
る
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
状

況
を
無
視
し
た
り
、
古
文
字
の
字
形
の
本
当
の
変
遷
の
歴
史
に
目

を
向
け
ず
に
、
只
々
字
を
論
じ
孤
立
し
静
止
し
た
古
文
字
の
研
究

を
し
て
い
る
。
…
そ
の
結
論
は
信
憑
性
に
か
け
る
４
６

。 

稿
者
の
研
究
の
方
式
は
先
に
収
録
し
、
大
量
の
古
文
字
の
材
料

を
整
理
し
、
徹
底
的
に
文
字
変
遷
の
過
程
を
理
解
し
た
後
に
、
更

に
文
字
は
各
時
代
で
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
分
析
す
る
。 

近
年
出
土
し
て
い
る
墨
跡
文
字
の
多
く
は
公
文
書
ま
た
は
典
籍

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書
は
既
に
当
時
の
人
々
に
よ
っ
て
芸
術
表
現

の
一
環
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
個
別
の
詳
細
な
考
察
、

実
証
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
、
し
か
し
そ
の
「
実
用
」
の
性
質
は

絶
対
に
疑
う
事
を
許
さ
ず
、
文
字
を
書
く
事
は
昔
か
ら
速
度
が
重

視
さ
れ
て
お
り
、
実
用
の
性
質
を
備
え
る
文
字
は
更
に
効
率
を
求

め
ら
れ
る
。
多
く
人
が
知
っ
て
い
る
「
隷
書
」
は
実
は
既
に
後
漢

中
期
か
ら
後
期
ま
で
で
あ
る
が
、
当
時
の
人
々
が
皆
石
刻
上
の
文

字
の
よ
う
に
完
璧
に
か
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
真
相
を
追
求
す
る

に
は
や
は
り
原
点
の
出
土
し
た
墨
跡
文
字
に
戻
る
事
で
あ
り
、
そ

れ
こ
そ
が
人
々
の
元
々
の
文
字
の
様
子
で
あ
る
。
図
中
に
列
挙
し

た
後
漢
中
晩
期
の
碑
刻
の
字
例
は
非
墨
跡
文
字
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
非
墨
跡
文
字
に
よ
っ
て
文
字
の
変
遷
過
程
を
解
析
す
る
事
は
決

し
て
出
来
な
い
。
墨
跡
の
字
例
が
な
い
際
、
注
と
し
て
説
明
に
使

う
し
か
な
い
。 

後
漢
の
後
の
多
く
の
人
々
は
既
に
篆
書
を
読
む
事
が
出
来
な
く

な
っ
て
お
り
、
字
形
に
対
す
る
誤
認
識
を
産
ん
だ
。
よ
っ
て
、
許

慎
等
が
文
字
の
整
理
、
解
釈
を
行
っ
た
、
し
か
し
、
我
々
が
今
見

て
い
る
『
説
文
解
字
』
（
宋
刻
本
）
は
、
果
た
し
て
「
原
版
」
と
ど
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こ
ま
で
差
が
あ
る
の
か
、
詳
細
な
考
察
、
分
析
等
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。 

『
説
文
解
字
』
の
中
で
は
秦
刻
石
に
言
及
す
る
、
「
及
」
「
攸
」

「
歺
」
「
也
」
「
強
」
五
字
が
あ
る
。
「
及
」
は

（
説
文
小
篆
）

に
作
り
、
秦
簡
文
字
は

（
睡
虎
地
秦
簡
）
に
作
る
。「
攸
」
は

（
説
文
小
篆
）
に
作
り
、
漢
簡
文
字
は

（
馬
王
堆
簡
帛
）
に
作

る
。
「
歺
」
は

（
説
文
小
篆
）
に
作
り
、
「
死
」
は

（
睡
虎

地
秦
簡
）
に
作
る
。
「
也
」
は

（
説
文
小
篆
）
に
作
り
、
秦
簡

文
字
は

 

（
睡
虎
地
秦
簡
）
に
作
る
。
「
強
」
は

（
説
文
小

篆
）
に
作
り
、
秦
簡
文
字
は

（
睡
虎
地
秦
簡
）
に
作
る
。
以

上
の
い
く
つ
か
の
状
況
か
ら
、
許
慎
が
秦
刻
石
を
引
用
し
、
し
か

も
な
お
問
題
を
有
す
る
五
つ
の
資
料
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

    

 

個
人
的
に
は
字
と
字
句
の
内
容
上
の
誤
解
は
お
そ
ら
く
「
字
形
」

か
ら
来
る
も
の
は
少
な
く
、
現
在
の
『
説
文
解
字
』
中
の
「
字
形
」

は
許
慎
が
著
録
し
た
篆
字
で
、
さ
ら
に
は
所
謂
「
篆
書
」
で
あ
る
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と
い
う
事
は
実
際
疑
わ
し
い
。 

文
字
を
二
つ
の
字
体
（
篆
又
は
隷
）
に
区
別
し
、
文
字
の
変
遷

の
分
析
上
、
先
に
墨
跡
文
字
を
時
間
に
従
っ
て
細
か
く
配
列
す
る

事
で
、
文
字
の
変
遷
の
真
実
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
仮
に
秦
漢

の
各
種
文
字
を
間
違
い
な
く
一
通
り
考
察
す
る
事
で
、「
臼
田
」
が

変
遷
し
て
「
曲
」
の
形
に
な
る
の
で
、「
農
」
の
篆
字
は
ど
の
よ
う

に
「
書
く
」
の
か
、
自
然
と
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
絶
対
に
「
楷
」

か
ら
押
し
戻
す
事
は
で
き
な
い
。「
篆
書
」
は
そ
の
様
だ
と
思
っ
て

い
た
と
し
た
ら
、
例
え
ば
、
「
願
」
字
は
も
し
「
原
」
と
「
頁
」
の

篆
形
だ
と
し
た
ら
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
。 

秦
漢
時
代
、「
臼
田
」
の
様
な
字
は
他
に
も
「
要
」
、「
釁
」
、「
爨
」

等
の
字
が
あ
り
、
当
時
の
元
々
の
形
態
は
な
ぜ
結
果
的
に
違
う
形

体
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
文
字
変
遷
に
お
い
て

様
々
な
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
着

実
に
一
文
字
一
文
字
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
章
」
字

の
「
十
」
は
「
音
」
を
突
き
抜
い
て
い
る
か
、
ま
た
、「
徳
」（
德
）

字
の
「
心
」
の
上
に
は
「
一
」
が
有
る
の
か
、
こ
れ
ら
の
問
題
は

こ
の
後
に
解
答
し
て
い
る
。 

本
節
の
研
究
の
内
容
は
四
種
の
秦
刻
石
の
釈
文
「
具
、
與
、
鬼
、

于
、
平
、
戎
、
并
、
制
、
達
（

）
、
邊
、
章
、
審
、
貴
、
遺
、

、

德
、
農
、
專
（
専
）
、
惠
、
數
、
受
、
無
、
量
、
臨
」
の
二
十
二
字

と
『
説
文
』
、
甲
骨
、
金
文
、
秦
漢
等
の
墨
跡
文
字
等
か
ら
字
形
の

比
較
分
析
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
出
来
る
だ
け
、
詳
細
に
編
集
さ

れ
た
図
版
の
字
例
で
、
文
字
の
本
意
と
構
成
か
ら
秦
刻
石
と
『
説

文
』
文
字
の
字
形
の
考
察
を
試
み
、
臨
時
的
に
文
字
の
材
料
か
ら

文
字
が
生
ま
れ
る
差
異
等
の
書
の
問
題
の
検
討
と
、
文
字
の
基
本

的
な
構
成
に
重
き
を
置
き
、
そ
こ
か
ら
、『
説
文
』
秦
刻
石
の
字
形

の
信
頼
度
を
検
討
判
断
す
る
の
で
あ
る
。 

古
文
字
の
声
系
及
び
造
字
は
も
と
も
と
『
戦
国
古
文
字
典
』
ま

た
は
『
古
文
字
譜
系
疏
證
』
の
二
書
を
参
考
に
し
、
一
一
注
は
つ
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け
て
い
な
い
。
字
例
は
番
号
に
基
づ
い
て
以
下
に
叙
述
し
た
。（
説

文

1
は
北
師
大
、
説
文

2
は
陳
昌
治
本
） 

 

（
一
）
「
具
」
字 

具
の
甲
骨
文
字
は
（

）（
合

2
2
1
5
3

）
に
作
り
、
西
周
金
文

は
（

）
（

攸
比
鼎
）
に
作
り
、
春
秋
早
期
金
文
は
（

）

（
孫
弔
師
父
壺
）
に
作
る
。
『
石
鼓
文
』
は

に
作
る
。
貝
と
収

と
に
従
う
。
両
手
を
も
っ
て
貝
を
奉
ず
る
形
。
収
亦
は
声
。『
説
文
』

「
具
、
共
置
也
。
从
収
、
从
貝
省
。
古
以
貝
為
貨
。
」
商
晩
甲
骨
か

ら
春
秋
等
の
字
か
ら
見
る
と
、
上
半
部
の
貝
形
は
明
瞭
に
「

→

→

」
の
様
な
変
遷
の
関
係
を
表
し
て
お
り
、
下
半
部
は
「

→

→
→

」
の
よ
う
に
表
し
て
い
る
。 

季
旭
昇
は
『
説
文
新
證
』
に
い
う
。 

「
「
具
」
字
は
お
そ
ら
く
廾
持
鼎
に
従
い
、「
食
べ
物
を
準
備
し
、

客
に
供
給
す
る
」
の
意
で
あ
り
、
西
周
中
晩
期
以
後
或
い
は
誤
っ

て
「
貝
」
に
従
い
、
後
に
ま
た
誤
っ
て
「
目
」
に
従
う
。
甲
金
文

の
早
期
に
至
っ
て
は
廾
持
貝
に
従
う
字
で
、「
具
」
字
で
は
な
い
可

能
性
も
あ
る
４
７

。 

文
字
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
先
に
基
本
的
な

概
念
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
最
古
の
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
は
必

然
的
に
簡
帛
の
材
質
を
用
い
て
、
こ
の
様
な
材
質
の
上
に
書
か
れ

て
い
る
文
字
を
「
簡
帛
文
字
」
と
言
う
。
許
慎
と
時
代
の
近
い
、

『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
の
「
具
」
字
に
は
次
の
様
な
字
例
が
あ
る
。

「

」
こ
れ
ら
は
こ
の
時
代
の
「
具
」
字
で
、「
目
」
と
「
廾
」

形
の
筆
画
は
既
に
重
な
り
あ
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
（

）
。
よ
っ

て
、
稿
者
は

と

形
は
当
時
区
別
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
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る
。 『

説
文
』
を
編
纂
す
る
時
、
秦
代
と
三
百
年
ほ
ど
の
開
き
が
あ

り
、
大
量
の
資
料
等
を
集
め
る
な
ど
の
煩
雑
な
作
業
で
あ
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
更
に
篆
、
隷
の
二
種
の
字
体
に
分
別
す

る
こ
と
も
要
さ
れ
た
。
そ
れ
を
確
実
に
達
成
す
る
事
が
で
き
た
の

か
ど
う
か
、
稿
者
は
疑
わ
し
い
と
考
え
る
。
現
代
最
も
効
率
が
良

く
、
正
確
な
考
察
の
仕
方
の
観
点
か
ら
言
う
と
、
先
に
各
地
で
出

土
し
た
秦
漢
の
文
字
資
料
を
収
集
整
理
し
た
後
、
時
間
の
順
序
に

従
い
配
列
し
検
索
可
能
な
ベ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
制
作
す
る
。
こ
の
様

な
ス
ピ
ィ
ー
デ
ィ
な
検
索
機
能
を
使
用
す
る
事
で
、
は
じ
め
て
詳

細
な
対
比
が
可
能
に
な
り
、
前
後
の
文
字
の
差
異
を
見
分
け
る
事

が
で
き
る
。
千
年
以
上
前
の
許
慎
が
こ
の
様
な
レ
ベ
ル
に
到
達
す

る
事
が
で
き
た
か
と
言
う
と
、
そ
れ
は
考
え
難
い
。
表
中
の
刻
石

文
字
の
例
と
『
説
文
』
及
春
秋
時
期
の
金
文
の
形
体
が
近
い
が
、

稿
者
は
表
中
の
「
秦
漢
」
は
や
は
り
元
々
の
『
説
文
』
の
版
本
の

姿
に
近
い
と
考
え
る
。 

 

（
二
）
「
與
」
字 

 

與
の
金
文
は 

（
湋
伯
簋
）
に
作
り
、
舁
に
従
い
、
牙
は
音

符
を
重
ね
る
。
春
秋
金
文
は

に
作
る
。
字
間
の
牙
の
部
分
を

に
作
る
。
『
説
文
』
「
與
、
黨
與
也
。
从
舁
从
与
。
」
最
も
古
く

の
墨
跡
文
字
『
侯
馬
盟
書
』
で
は

に
作
る
。
下
方
の
廾
形
の
漢
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簡
中
に
は
、

の
形
を
し
て
い
る
。
戦
国
晚
期
『
睡
虎
地
秦
簡
』

の
下
部
は
已
に
左
右
に
開
い
て
い
る
も
の
が
出
始
め
た
。
前
漢
早

期
の
漢
簡
は

の
形
に
近
く
、
ひ
い
て
は
下
方
の
二
つ
の
払
い
が

交
差
し
て
「
大
」
の
様
な
字
の
型
体
を
し
て
い
る
。『
説
文
』
は
秦

の
文
字
の
字
書
を
採
用
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
秦
簡
の
文
字
に
近

い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
字
形
は
却
っ
て
戦
国
晩
期
の
様
な
姿

を
し
て
お
り
、
『
琅
邪
臺
刻
石
』
も
亦
、
同
じ
様
な
問
題
が
あ
る
。

「
與
」
字
と
「
具
」
字
は
共
通
し
て
お
り
、「
廾
」
形
の
変
遷
も
ま

た
「

→
→

→

」
の
様
に
共
通
し
て
い
る
。 

『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
牙
形
は

に
作
る
、
前
漢

中
晩
期
『
肩
水
金
關
漢
簡
』
は

に
作
り
、
牙
形
は

に
作
る
。

後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

、

、

に
作
り
、

牙
形
は

に
作
る
。
『
説
文
』
は

に
作
り
、
中
間
は
牙
に
作

ら
ず
、
与

に
作
る
。
『
琅
邪
臺
刻
石
』
は

に
作
り
、
牙
形

は

に
作
り
、「
牙
」
の
形
は
正
確
で
あ
る
。「
與
」
字
は
季
旭

昇
『
説
文
新
證
』
一
八
〇
頁
に
収
載
す
る
。
た
だ
、『
説
文
』「

」

形
の
特
別
な
説
明
し
な
か
っ
た
。 

考
察
を
通
し
て
、
与
形
は
後
漢
中
晩
期
前
後
に
形
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
、
例
え
ば
『
礼
器
碑
』
は
与
を

の
様
に
作
っ
て
い

る
。
與
字
の
牙
か
ら
与
形
に
至
る
ま
で
の
変
化
、

→
→

→
→

か
ら
、『
説
文
』
は
違
っ
た
字
形
を
用
い
て
い

る
と
判
断
で
き
る
主
要
な
根
拠
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
三
）
「
鬼
」
字 
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杜忠誥氏『説文篆文訛形釋例』 

鬼
の
甲
骨
文
字
は

（
甲
骨
文
字
合
集
第

137
片
）
に
作
る
。

人
、
囟
に
従
い
、
人
が
亡
く
な
っ
た
後
に
魂
が
泉
門
か
ら
出
て
く

る
、
の
意
味
で
あ
る
。
『
爾
雅
・
釋
言
』
「
鬼
之
為
言
歸
也
。
」
『
禮

記
・
郊
特
牲
』
「
魂
氣
歸
於
天
、
形
魂
歸
於
地
。
」 

西
周
金
文
は

（
鬼
は
父
丙
壺
に
作
る
）
に
作
る
。
戦
国
文

字
は
両
周
金
文
を
踏
襲
し
て
い
る
。『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』
は

に
作
り
、『
馬
王
堆
漢
簡
』
は

に
作
り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作
る
。
ど
れ
も
戦
国
晩
期
の
『
六
年
上
郡
守
間
戈
』
の
形
体
と

等
し
い
。
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

に
作
り
、
字
形

も
改
変
さ
れ
て
い
た
。
『
説
文
』
は
「
鬼
、
人
所
歸
為
鬼
。
从
人
、

象
鬼
頭
。
鬼
陰
气
賊
害
、
从
厶
。
」
で
あ
る
。
「
厶
」
の
形
は
我
々

が
関
心
を
寄
せ
る
焦
点
で
あ
る
。 

杜
忠
誥
氏
は
『
説
文
篆
文
訛
形
釋
例
』
に
い
う
。 

「
鬼
」
字
の
偏
旁
は
、
や
は
り
「
ム
」
形
の
下
に
「
夊
」
形
が

付
け
ら
れ
て
お
り
、
次
第
に
誤
変
し
て
き
た
事
か
ら
考
え
る
と
、

「
背
公
為
厶
」
の
「
ム
」
は
形
態
が
偶
然
に
近
い
だ
け
で
あ
っ
て
、

音
と
意
味
は
一
切
関
係
が
な
い
４
８

。 

こ
の
見
解
は
参
考
に
す
る
価
値
が
あ
る
。 

 

「
鬼
」
字
の
右
側
「
厶
」
形
の
変
遷
は
、
上
図
「

」

に
示
し
て
い
る
。
も
と
も
と
右
側
の
最
後
の
一
筆
は
上
か
ら
下
に
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向
け
て
時
計
回
り
に
覆
っ
て
お
り
、
最
後
か
ら
二
画
目
は
元
々
上

下
垂
直
の
筆
勢
か
ら
中
段
の
右
方
向
に
水
平
に
変
化
し
て
、
次
の

筆
勢
が
先
に
上
に
行
き
下
に
向
け
て
逆
時
計
回
り
の
三
角
形
を
形

成
し
た
。
三
角
形
に
な
っ
た
後
、
完
全
に
覆
っ
て
な
い
欠
け
た
部

分
が
徐
々
に
「
厶
」
の
形
を
形
成
し
た
。
後
漢
の
『
曹
全
碑
』（

A.C

185
）
鬼
字
「

」
の
形
を
し
て
お
り
、
右
側
は
完
全
な
三
角
形
の

形
を
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

更
に
鬼
部
首
の
使
わ
れ
て
い
る
文
字
の
範
囲
を
拡
大
す
る
。
例

え
ば
傀
、
塊
、
媿
（
愧
）
、
嵬
、
巍
（
魏
）
（

）
、
廆
、
槐
、
瑰
、

瘣
、
聭
、
蒐
、

、

、

、
醜
（

）
、
隗
、

、

、

、

、

、

、

 

、

な
ど
の
三
十
四
文
字
が
あ
る
。
詳
細
な
字
例
は

以
下
に
列
挙
し
た
。 

傀
、
漢
印
は

に
作
り
、
『
肩
水
金
關
漢
簡
』
は

に
作
る
。

塊
、
戦
国
璽
印
は

に
作
る
。『
居
延
舊
簡
』
は

、

に
作
る
。

媿
（
愧
）
、
戦
国
璽
印
は

、

に
作
り
、『
包
山
楚
簡
』
は

に
作
り
、『
郭
店
楚
簡
』

に
作
り
、『
三
国
呉
簡
』
は

、

に
作
る
。
嵬
、
漢
陶
文
は

に
作
る
。
巍
（
魏
）
（

）
、
秦
簡
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、『
居
延
新
簡
』
は

、

、

に
作
る
。
廆
、
漢
印
は

、

に
作
り
、
『
肩
水
金
關
漢
簡
』

は

、

に
作
る
。
愧
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。
槐
、

秦
金
文
は

、

に
作
り
、
『
里
耶
秦
簡
』
は

に
作
る
。
瘣
、

秦
印
は

に
作
り
、
漢
印
は

、

、

に
作
る
。
聭
、
『
馬

王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。
『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作
る
。 

蒐
、
『
侯
馬
盟
書
』
は

に
作
り
、
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に

作
り
、『
居
延
舊
簡
』
は

に
作
る
。

、
戦
国
璽
印
は

に
作

り
、
秦
印
は

、

、

、

に
作
り
、
漢
印
は

に
作
る
。

醜
（

）
、
『
侯
馬
盟
書
』
は

、

、

、

に
作
り
、
『
睡
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虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

、

に
作
り
、
漢

印
は

に
作
る
。
隗
秦
印
は

、

に
作
り
、
漢
印
は

、

、

、

に
作
る
。
餽
、
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、

『
張
家
山
漢
簡
』
は

に
作
る
。

、
『
大

銅
權
』
は

に

作
る
。

、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

に
作
る
。
漢
印
は

、

に
作
る
。

、
漢
印
は

に
作
る
。
魁
、
秦
印
は

、

、

に
作
る
。
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。
『
北
大
漢
竹
書
』
は

に
作
る
。
魄
、
『
北
大
漢
竹
書
』
は

に
作
る
。
魋
、
『
里
耶
秦

簡
』
は

に
作
る
。
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。

、
『
肩

水
金
關
漢
簡
』
は

に
作
る
。

、
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作

る
。

、
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』
は

に
作
る
。

、
『
里
耶
秦

簡
』
は

、

に
作
る
。

、
『
侯
馬
盟
書
』
は

、

に
作

る
。
隗
、
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

に
作
る
。 

以
上
が
鬼
及
び
そ
の
部
首
に
関
連
す
る
字
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

鬼
頭
「
甶
」
形
は
、
商
周
か
ら
唐
宋
に
至
る
ま
で
は
全
て
「
田
」

形
で
表
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
説
文
』
「

」
ま
た
は
秦
刻
石

「

」
は
中
間
を
貫
い
て
「
由
」
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
ほ

と
ん
ど
例
が
無
い
。
字
例
の
考
察
か
ら
、
鬼
の
右
側
の
「
ム
」
の

形
（
欠
け
て
い
る
口
の
三
角
形
）
が
形
成
さ
れ
た
の
は
後
漢
中
晩

期
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
稿
者
は
『
説
文
』
と
『
琅
邪
臺
刻
石
』
の

形
状
は
ど
ち
ら
も
間
違
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。  
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（
四
）
「
于
」
字 

于
の
甲
骨
文
字
は

（
合

2
7
1
4
2

）
に
作
り
、
形
状
は
不
明

で
あ
る
。
西
周
金
文
は

（
大
簋
）
に
作
る
。
春
秋
戦
国
文
字
は

文
字
の
形
状
を
踏
襲
し
て
お
り
、『

于
公
戈
』
は

に
作
る
。『
中

山
王

壺
』
は

に
作
る
。
『
石
鼓
文
』
は
最
終
画
を
少
し
右

に
曲
が
り
左
に
払
っ
て
い
る
形
で
、

に
作
り
、
『
詛
楚
文
』
は

に
作
る
。
秦
金
文
は
コ
ピ
ー
な
ど
の
異
な
る
湾
曲
の
型
態
を

取
っ
て
い
る
。 

『
説
文
』「
于
、
气
の
舒
ろ
に
亏
る
象
る
。
丂
に
従
ひ
、
一
に
従

ふ
。
一
と
は
、
そ
の
气
の
平
ら
か
な
る
な
り
」
と
い
う
。
」

に

作
る
。
春
秋
晩
期
墨
跡
文
字
『
侯
馬
盟
書
』
は

、

に
作
る
。

『
包
山
楚
簡
』
は

に
作
る
。
于
字
は
一
度
湾
曲
し
て
か
ら
左
に

払
う
例
は
多
く
な
く
、
む
し
ろ
偏
旁
の
字
例
が
多
く
あ
る
。
例
え

ば
『
包
山
楚
簡
』
の
竽
は

に
作
り
、『
上
博
簡
』
は

、

、

に
作
る
。
秦
印
は

、

に
作
る
。
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

、

に
つ
く
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

、

に
作
る
。
細

か
く
注
目
し
た
い
の
は
後
の
二
例
で
あ
る
が
、
形
状
は
「

」
に

近
く
、
一
度
屈
折
し
て
か
ら
左
払
い
を
し
て
い
る
。「
于
」
字
は
季

旭
昇
『
説
文
新
證
』
三
九
五
頁
に
収
載
さ
れ
る
。
た
だ
、
『
説
文
』

「

」
形
の
特
別
な
説
明
を
し
て
い
な
い
。 

殷
周
か
ら
秦
に
か
け
て
の
字
例
か
ら
見
る
と
、
多
く
の
形
状
は

左
払
い
が
二
本
の
横
線
を
貫
通
し
て
い
る
。「
于
」
部
に
近
い
字
例

は
、
お
そ
ら
く
戦
国
斉
陶
文
の

字
の
み
で
あ
り
、

、

、

、

な
ど
。
縦
画
の
湾
曲
部
に
関
し
て
は
、
戦
国
か
ら
秦
ま

で
多
く
の
例
が
こ
の
特
質
を
持
っ
て
お
り
、
墨
跡
方
面
は
『
居
延

舊
簡
』
「

、

」
ま
た
は
『
居
延
新
簡
』
「

」
な
ど
の
字
例
が

あ
る
。
石
刻
は
一
部
の
漢
碑
の
字
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
西
狭
頌
』

は

に
作
る
。
よ
っ
て
、『
説
文
』
の
「
于
」
字
は
二
本
の
横
画
を

貫
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
形
状
は
間
違
っ
て
い
る
。
そ
の
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他
の
三
種
類
の
秦
石
刻
は

、

、

に
作
り
、
形
状
は
比
較

的
問
題
は
な
い
。 

 

 

 

（
五
）
「
平
」
字 

平
の
金
文
は

（
鄀
公
平
侯
鼎
）
に
作
り
、
形
状
は
不
明
で
あ

る
。『
侯
馬
盟
書
』
は

、

に
作
り
、『
包
山
楚
簡
』
は

（
坪
）

に
作
る
。『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、『
張
家
山
漢
簡
』
は

に
作
、
『
額
濟
納
漢
簡
』
は

に
作
り
、
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後

漢
簡
』
は

、

、

な
ど
に
作
る
。 

『
説
文
』「
語
、
平
ら
か
に
舒
ぶ
る
な
り
。

に
從
ひ
、
八
に
從

ふ
。
八
は
分
な
り
」
と
あ
り
、
「
爰
礼
の
説
な
り
」
と
い
う
。
」
各

時
代
の
字
例
か
ら
見
る
と
、「
于
」
字
は
一
般
的
に
「
丿
」
の
縦
画

は
二
本
の
横
画
を
貫
い
て
お
り
、『
説
文
』
の
よ
う
な

（
兀+

）

完
全
に
貫
い
て
な
い
書
き
方
は
、
唐
代
『
謙
卦
碑
』
に
の
み
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
稿
者
は
『
説
文
』
と
『
泰
山
刻
石
』
、

『
會
稽
刻
石
』
、
『
琅
邪
臺
刻
石
』
の
「
平
」
の
字
形
は
問
題
が
あ

る
と
考
え
る
。
も
し
、「
平
」
の
字
形
に
間
違
い
が
あ
る
と
し
た
ら
、

考
察
の
範
囲
を
押
し
広
げ
『
説
文
』
の
「
平
」
に
関
係
の
あ
る
「
坪
、

平
、
抨
、
枰
、
泙
、
秤
、
苹
、
萍
、

、

、

」
以
上
の

11
字

も
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 
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（
六
）
「
戎
」
字 

「
戎
」
字
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、「
甲
」
字
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
に
す
る
、
甲
は
甲
骨
文
字
で

（
合

7
8
3
8

）
に
作
り
、
形

状
は
不
明
で
、
七
字
と
同
形
で
あ
る
。
西
周
金
文
は

（
甲
簋
）

又
は

（
甲
盉
）
「

」
の
形
に
な
っ
た
。
春
秋
戦
国
文
字
は
こ

の
形
状
を
受
け
継
い
で
お
り
、
『
侯
馬
盟
書
』
は

に
作
り
、
『
詛

楚
文
』
は

に
作
り
、
「

」
の
形
に
な
る
。
『
説
文
』
「
甲
は
東

方
の
孟
な
り
。
昜
（
陽
）
气
萌
動
す
。
木
の
孚
甲
（
若
芽
）
を
戴

く
の
象
に
従
ふ
」
と
す
る
が
、
全
く
字
形
に
合
わ
ぬ
説
で
あ
る
。
」

に
作
る
。『
大
墓
殘
罄
』
は

に
作
り
、『
杜
虎
符
』

に
作
る
。

戦
国
楚
簡
に
は
、
甲
字
の
外
側
の
囲
い
は
左
下
か
ら
右
上
に
向
か

っ
て
旋
回
し
て
十
の
字
を
覆
う
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。
左

側
は

（
望
山
楚
簡
）
、
右
側
は

（
曾
侯
乙
楚
簡
）
そ
の
他
に

（
包
山
楚
簡
）
の
例
が
あ
る
。 

秦
文
字
は
戦
国
晩
期
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
秦
代
『
嶽

麓
書
院
藏
秦
簡
』
は

に
作
り
、
前
漢
早
期
『
銀
雀
山
漢
簡
』

は

に
作
り
、
中
晩
期
の
『
居
延
新
簡
』
は

に
作
る
。
数
千
年
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後
の
現
在
、
甲
の
形
状
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。
考
察
中
に
、

秦
漢
の
間
の
璽
印
ま
た
は
簡
帛
石
刻
文
字
は
ほ
と
ん
ど
十
字
に
重

な
っ
て
い
る
形
状
を
し
て
お
り
、
僅
か
に
魏
の
『
正
始
石
経
』
は

の
よ
う
に
作
り
比
較
的
特
殊
な
例
で
あ
り
、
こ
の
形
状
は
『
説

文
』
の

と
最
も
近
い
形
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
字
例
は

許
慎
の
後
の
も
の
で
あ
る
。
三
国
の
璽
印
の
中
に
も

（
左
甲
僕

射
）
に
作
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
漢
印
は
次
の
よ
う
に
作
っ
て
い

る
。

（
王
甲
私
印
）
、

（
段
甲
私
璽
）
、

（
新
成
甲
）
ど

れ
も
上
部
は
十
字
「

」
の
形
を
し
て
お
り
、
「

」
の
形
で
は

な
い
。 

仮
に
秦
代
に

の
字
形
が
あ
る
と
し
た
ら
、
許
慎
は
多
く
見
か

け
る
字
例
を
採
用
せ
ず
、
却
っ
て
特
殊
な
形
体
を
用
い
て
お
り
、

更
に
こ
の
字
は
現
存
す
る
字
跡
を
転
写
し
た
も
の
は
無
く
、
こ
の

よ
う
な
二
つ
の
字
例
が
同
時
に
存
在
す
る
こ
と
は
確
率
的
に
低
い

で
あ
ろ
う
。
以
上
の
字
例
か
ら
分
か
る
通
り
、
秦
楚
文
字
、
青
銅
、

簡
帛
等
の
各
種
材
質
、
方
形
ま
た
は
円
弧
、
は
ど
れ
も
十
字
を
包

囲
す
る
形
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
甲
字
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
考
察
を
総
合
す
る
と
、『
説
文
』
と
『
會
稽
刻
石
』
の
形
状

は
ど
れ
も
間
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
続
け
て
戎
字
の
考
察

に
移
る
。 

戎
、
甲
骨
文
字
は

（
合

2
7
9
9
7

）
に
作
り
、
戈
と
干
と
に

従
う
。
干
は
盾
。
攻
防
の
武
器
を
合
せ
て
、
兵
器
・
軍
事
を
示
す
。

西
周
金
文
は

（
班
簋
）
に
作
り
、
春
秋
戦
国
文
字
は
西
周
金

文
を
踏
襲
し
て
お
り
、
も
と
も
と
は
肉
厚
な

（
甲
）
の
十
形
で

あ
る
。
例
え
ば
、
『

伯
御
戎
鼎
』
は

に
作
り
、
『
七
年
邦
司
寇

矛
』
は

に
作
る
。 

『
説
文
』
は
「
戎
（

）

、
兵
な
り
。
戈
甲
に
従
ふ
」
と
す
る

が
、
卜
文
・
金
文
の
字
形
と
異
な
る
。
秦
印
は

に
作
り
、
『
關

沮
周
家
台
秦
簡
』
は

に
作
り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作
り
、
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後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

、

な
ど
に
作
る
。

殷
周
甲
骨
金
文
又
は
秦
印
か
ら
、
秦
漢
簡
帛
文
字
は
ど
れ
も
『
説

文
』
の
よ
う
な
小
篆
の

（
甲
）
の
書
き
方
を
し
て
い
る
も
の

は
な
い
。
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
変
遷
の
規
律
に
合
致
し

て
い
る
。
許
慎
が
生
存
す
る
前
後
の
戎
字
は
「
从
戈
从

」
の
よ

う
な
形
体
は
出
現
し
て
お
ら
ず
、
僅
か
に
近
代
、
清
代
の
一
部
の

書
法
名
家
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
戎
字
の
『
説
文
』
の
字

形
は
間
違
っ
て
お
り
、『
嶧
山
刻
石
』
は
正
確
で
あ
る
事
が
分
か
る

だ
ろ
う
。 

 

（
七
）
「
并
」
字 

并
、
甲
骨
文
字
は

（
合

3
3
5
7
0

）
、
从
从
＝
並
列
を
意
味

す
る
。
ま
た
は

に
作
る
。
西
周
金
文
は

（
并
伯
甗
）
に
作

り
、
戦
国
文
字
は
形
状
を
受
け
継
い
で
い
る
。
『
中
山
王
鼎
』
は

に
作
り
、
戦
国
燕
系
璽
印
は

（
并
懐
）
に
作
り
、
斉

系
璽
印
は

（
朱
并
信
璽
）
に
作
る
。『
望
山
楚
簡
』
は

に
作

る
。『
説
文
』
は
「
并
、
相
從
也
。
从
从
幵
聲
。
一
曰
从
持
二
為
幷
。
」 

戦
国
晩
期
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
秦
代
『
嶽
麓
書
院

藏
秦
簡
』
は

に
作
り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作
る
。
前
漢

中
晩
期
『
居
延
新
簡
』
は

に
作
る
。
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後

漢
簡
』
は

に
作
る
。
并
字
の
形
体
に
於
い
て
強
い
関
心
を
抱
く

重
要
な
点
は
文
字
の
中
心
に
あ
る
二
本
の
横
画
は
果
た
し
て
途
中

で
切
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
事
で
あ
る
。 

『
秦
漢
金
文
彙
編
』
に
『0

1
3

廿
六
年
詔
十
六
斤
權
』
は

に
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作
る
。
全
て
十
三
種
秦
詔
權
を
考
察
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
「

」

形
を
見
ら
れ
な
い
。
４
９

『
説
文
新
證
』
六
五
〇
ペ
ー
ジ
の
秦
詔
權

に
図
版
出
典
は
『
秦
漢
魏
晉
篆
隸
字
形
表
』
五
八
三
ペ
ー
ジ
。「

」

よ
り
み
れ
ば
、
模
本
で
あ
る
。
青
銅
器
の
拓
本
に
つ
い
て
は
、
画

像
濃
度
反
転
や
変
換
と
文
字
周
囲
の
黒
点
な
ど
を
処
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
、
模
本
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ

ど
再
現
度
が
高
い
。
拓
本
を
見
る
な
ど
し
て
、
人
間
が
描
い
た
も

の
は
、
そ
の
精
確
度
に
欠
け
、
大
い
に
問
題
で
あ
っ
た
。
５
０

實
物

と
拓
本
中
で
特
例
の
可
能
性
が
低
い
、
字
形
に
間
違
い
が
あ
る
と

思
う
。 

考
察
し
た
字
例
か
ら
見
る
と
、
并
字
は
「
从
」
形
が

、

、

、

な
ど
の
よ
う
に
作
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
段
の
横

画
は
必
ず
繋
が
っ
て
い
て
切
れ
て
い
る
も
の
は
無
く
、
秦
の
陶
文

、
秦
の
金
文
「

、

」
ま
た
は
漢
の
金
文
「

、

」

等
に
関
わ
ら
ず
各
種
材
質
の
秦
漢
文
字
か
ら
見
る
と
ど
れ
も
こ
の

様
な
形
を
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
深
い
研
究
を
す
る
為
に
、『
説
文
』
の
中
に
含
ま
れ
る
文

字
が
「
并
」
の
パ
ー
ツ
の
あ
る
、
「
併
（
倂
）
、

（

）
、

、
屏

（
屛
）
、
并
（
幷
）
、

、
栟
、
瓶
（
甁
）
、
絣
、
缾
、
胼
（

）
、

、

荓
、
蓱
、

、

（
輧
）
、
迸
（
逬
）
、

、
餅
（
餠
）
、
駢
（

）
、

骿
、

（

）（

）
計

22
字
有
る
。
我
々
も
考
察
を
進
め
た
。
屏
、

『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作

り
、
秦
漢
印
は

、

に
つ
く
る
。

、
戦
国
璽
印
は

に

作
る
。
胼
、『
包
山
楚
簡
』
は

に
作
る
。
迸
、『
上
博
簡
』
は

ま
た
は

に
作
る
。
缾
、
『
包
山
楚
簡
』
は

に
作
り
、
駢
、
秦

印
は

に
作
る
。 

よ
っ
て
稿
者
は
『
説
文
』
と
そ
の
他
の
秦
刻
石
の
形
状
は
ど
れ

も
間
違
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
上
述
「
戎
」
字
と
同
じ
く
、『
説
文
』

并
（

）
の
様
に
中
間
が
分
裂
し
た
字
例
で
あ
り
、
こ
れ
も
清
代
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の
書
法
名
家
の
作
品
中
に
の
み
見
る
事
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

 

 

（
八
）
「
制
」
字 

甲
骨
文
の
「
制
」
字
は
あ
ま
り
見
る
事
が
で
き
な
い
。
刀
、
木

に
従
い
、
刀
で
木
を
断
つ
の
意
で
あ
る
。（
析
の
形
状
と
一
致
す
る
）

（N
0
0
7

）
５
１

に
作
る
。
『
淮
南
子
・
主
術
訓
』
「
巧
工
之
制
木

也
。
」 

 

季
旭
昇
は
『
説
文
新
證
』
に
い
う
。 

戦
国
以
後
の
「
木
」
の
形
は
複
雑
化
し
「
未
」
の
形
に
な
り
、

秦
文
字
は
木
が
折
れ
る
意
味
を
強
調
し
て
お
り
、「
未
」
字
を
二

つ
か
ら
三
つ
に
分
け
て
い
る
。『
老
子
甲
後
』
の
形
は
ま
た
切
断

さ
れ
た
「
未
」
の
下
部
を
全
体
の
字
の
真
下
に
配
置
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
よ
り
「
巾
」
字
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、

衣
折
に
従
う
「

」
字
と
非
常
に
近
い
、
更
に
「
折
」
、
「
制
」

は
ど
ち
ら
も
祭
部
で
、
声
調
は
近
く
、
韻
は
同
じ
で
あ
る
、
よ

っ
て
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
・
為
吏
之
道
』「
吏
有
五
失
」
中
の
三

失
は
「
擅

割
」
で
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
注
に
「

字

は
事
実
上
は
製
字
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
案
、
裝
、
制

の
二
字
の
音
と
意
味
は
ど
ち
ら
も
近
い
が
、
文
字
の
起
源
か
ら

い
う
と
、
二
者
は
や
は
り
異
な
る
文
字
で
あ
る
。
前
漢
馬
王
堆

『
十
間
』
は
「
巾
」
の
旁
を
「
衣
」
旁
に
変
え
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
一
つ
の
「
制
」
、
「

」
が
合
併
し
た
字
に
な
っ
て
い

る
。
釈
文
は
「
製
（
制
）
」
に
作
る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
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（
裘
錫
圭
『
説
字
小
記
・
制
）
王
莽
時
の
新
鈞
權
、
後
漢
禮
器

碑
の
「
制
」
字
の
左
旁
は
や
は
り
元
々
の
分
断
さ
れ
た
形
が
残

っ
て
お
り
、
当
時
の
人
の
「
制
」
字
に
対
す
る
認
識
を
伺
う
こ

と
が
で
き
る
。
５
２ 

『
説
文
』「
制
、
未
は
物
の
成
り
て
滋
味
あ
る
も
の
、
裁
断
す
べ

し
」
と
い
う
が
、
そ
の
枝
葉
を
切
り
そ
ろ
え
る
意
。
『
里
耶
秦
簡
』

は

、

に
作
り
、
『
馬
王
堆
漢
簡
』
は

に
作
り
、
一
部

の
物
の
下
半
を
「
巾
」
の
形
に
分
離
さ
せ
て
作
る
も
の
も
あ
る
。

例
え
ば
『
張
家
山
漢
簡
』
は

に
作
る
。 

「
未
＋
刀
」
の
形
体
は
秦
漢
簡
中
に
は
っ
き
り
と
見
分
け
る
事
が

で
き
、
ま
た
秦
の
權
量
銘
及
び
そ
の
他
の
秦
刻
石
と
、『
説
文
』
の

小
篆
と
が
共
通
し
て
い
る
事
が
分
か
る
。
あ
ら
ゆ
る
材
質
の
文
字

形
状
を
比
較
し
た
後
に
、
左
半
分
の
形
状
に
間
違
い
は
無
く
、
右

半
分
の
刀
は

に
作
り
、
稿
者
が
認
め
て
い
る
刀
の
形
（

）

で
は
無
い
。
よ
っ
て
、『
説
文
』
及
び
秦
刻
石
の
こ
の
字
は
正
確
な

字
形
に
近
い
と
言
う
こ
と
し
か
出
来
ず
、
厳
し
く
区
分
す
る
と
、

誤
字
の
範
囲
に
分
類
す
る
事
が
で
き
る
。
前
漢
中
晩
期
以
降
、
左

側
「
未
」
上
半
部
の
起
筆
が
徐
々
に
「
牛
」
の
様
な
形
体
に
変
化

し
て
お
り
、
更
に
後
の
後
漢
碑
刻
の
中
に
も
改
変
後
の
形
体
の
字

例
を
見
る
事
が
で
き
る
。 

 

（
九
）
「
達
」
字 

 

達
（

）
、
金
文
は

（
史
牆
盤
）
に
作
り
、
声
符
は
羍
。
『
説

文
』
「
達
、
行
き
て
相
遇
は
ざ
る
な
り
。
」
秦
印
は

に
作
り
、

『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
右
側
は
ど
れ
も
「

」
の
様
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に
書
く
が
、
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』
は
「

」
に
作
る
。

形
の

下
部
は

ま
た
は
羊
に
作
る
。
秦
、
前
漢
早
期
の
二
種
の
書
き
方

が
ど
ち
ら
も
存
在
す
る
。
約
前
漢
中
晩
期
後
の
上
半
部
は
「

」

か
ら
「

」
に
変
化
し
「
大
ま
た
は
土
」
に
近
い
形
に
な
っ
て
い

る
。
許
慎
の
時
代
は
、
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

、

な
ど
に
作
る
。 

筆

順

の

原

理

に

従

っ

て

、

変

遷

を

次

の

様

に

推

測

し

た

。

「

↓

」
。「
个
」
形
の
三
つ
の
線
は
先
に
中
間
の
縦
画

を
書
き
、
そ
の
後
に
左
右
の
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
払
う
。

2
、

3
と

連
続
し
て
右
上
か
ら
弧
を
描
く
様
に
書
き
、
そ
の
勢
い
で
上
か
ら

下
に
向
か
い
、
す
ぐ
に
右
に
引
い
て
二
画
目
が
完
成
す
る
。
「
土
」

の
様
な
書
き
方
で
あ
る
。 

稿
者
は
、
こ
れ
は
、
縦
画
を
下
に
向
か
っ
て
引
い
た
後
に
そ
の

ま
ま
右
に
向
か
っ
て
引
き
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
勢
い
に
乗
っ
て
書
い

た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
変
遷
で
「
遠
」
字

の

右

上

は

「

火

」

の

様

な

形

か

ら

「

土

」

の

形

に

変

化

し

た

。

「

」
。 

考
察
の
結
果
、
達
字
は
、『
説
文
』
と
泰
山
刻
石
の
字
例
中
の
書

き
方
は
比
較
的
後
の
時
代
の
書
き
方
を
し
て
お
り
、
秦
の
時
期
の

形
体
で
は
な
い
。 

 

（
十
）
「
邊
」
字 

 

旁
は
、
甲
骨
文
字
は

（
合

6
6
6
6

）
に
作
り
、

に
从
い
方

の
声
。
ま
た

（
英

634
）
に
作
り
、
音
を
凡
で
読
む
、
横
画
の
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両
端
に
身
近
な
縦
画
を
加
え
て

の
形
に
作
っ
た
。
西
周
金
文

は

（
周
免
旁
父
丁
尊
）
に
作
り
、
春
秋
金
文
は

（
泰
政

伯
喪
戈
）
に
作
り
、
戦
国
金
文
は

（
梁
十
九
年
王
智
鼎
）
に

作
り
、

の
形
に
近
い
。
墨
跡
で
は
『
楚
帛
書
』
は

に
作
り
、

『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

、

に
作
り
、『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
（
伍
）
』

は

、

に
作
る
。『
説
文
』
は

に
作
る
。『
説
文
』「
旁
、

溥
き
な
り
。
二
に
従
ふ
。
闕
。
方
聲
。
」
『
爾
雅
・
釈
詁
』
に
「
垂

な
り
」
、
『
広
雅
・
釈
詁
』
に
「
方
な
り
」
と
あ
っ
て
、
辺
境
・
辺

陲
を
い
う
。 

臱
字
は
自
に
従
い
、
丙
の
聲
。
邊
の
初
期
の
書
き
方
。
『
玉
篇
』

「
邊
、
辺
境
・
辺
陲
を
い
う
。
」
邊
は
、
甲
骨
文
は

（
合

2
8
0
5
8

）
に
作
り
、
金
文
は

（
大
盂
鼎
）
に
作
り
『
詛
楚
文
』

は

に
作
る
。
『
説
文
』
「
邊
、
垂
崖
を
行
く
な
り
。
」
「
邊
」
の

字
例
は
決
し
て
多
く
な
く
、
仮
に
「

、
臱
」
の
形
を
更
に
深
く

考
察
す
る
と
、「

」
字
を
参
照
す
る
と
、
春
秋
晩
期
、
戦
国
中
期

の
『

子

鼎
』
、
『
越
王
差
徐
戈
』
等
の
字
例
が
あ
る
。
し
か

し
筆
跡
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
楚
簡
の
邊
字
は
「

」
に
作

り
、
邑
に
従
う
。『
上
博
簡
』
の
『
曹
沫
之
陳
』
、『
鄭
子
家
喪
甲
』
、

『
鄭
子
家
喪
乙
』
等
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。「
邊
、
帝
」
の
二

字
は
直
接
的
な
関
係
は
無
い
が
、
『
九
店
楚
簡
』
の

（
帝
）
と

『
上
博
簡
』

邊
字
の
右
下
の
角
の
形
状
が
似
通
っ
て
い
る
。 

邊
は
、『
詛
楚
文
』
は

ま
た
は

に
作
り
、
臱
の
形
は

で

あ
る
。
許
容
範
囲
を
広
げ
、
仮
に

a1
、

a2
の
形
状
だ
と
し
た
ら
、

現
在
の
『
詛
楚
文
』
の
姿
に
書
く
事
が
出
来
る
が
、『
説
文
』
の

の
形
に
書
く
の
は
容
易
で
は
無
い
。『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』
は

に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。
秦
漢
、
前
漢
早
期
漢

簡
か
ら
見
る
と
、
「
邊
」
字
の
右
半
分
の
「

、
臱
」
の
形
は
大
き

く
分
け
て
三
種
類
に
分
け
る
事
が
で
き
る
。
a
と

b
の
差
異
は
上

部
の
「

」
と
「

」
の
形
で
、
a
と

c
の
差
異
は
下
部
の
「

」

の
形
で
、

b
と

c
の
差
異
は
上
部
の
「

」
、
「

」
と
「

」
の
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形
で
あ
る
。
以
降
の
字
例
か
ら
見
る
と
、
お
お
よ
そ
、

b
類
が
変

遷
の
主
流
を
な
し
て
い
る
。 

旁
、
臱
、
邊
の
字
形
の
考
察
の
結
果
、『
説
文
』
の
形
状
に
近
い

も
の
は
『
説
性
亭
銘
』
５
３

と
『
邊
達
碑
』
（
下
の
図
表
に
記
す
）

だ
け
で
あ
る
が
、『
邊
達
碑
』
は
偽
刻
で
あ
り
、
参
考
に
す
る
事
は

出
来
な
い
５
４

。
ま
と
め
る
と
、
邊
の
字
は
『
説
文
』
と
『
會
稽
刻

石
』
の
形
状
は
間
違
い
で
あ
る
、
も
し
く
は
秦
漢
時
代
の
形
状
に

は
合
致
し
な
い
と
言
う
事
が
で
き
る
。 

 

（
十
一
）「
章
」
字 

 

章
は
、
商
代
金
文
は

（
亞

作
且
丁
簋
）
に
作
る
。
西
周

金
文
は

（
裘
衛
盉
）
に
作
る
。
春
秋
晩
期
『
侯
馬
盟
書
』
は

に
作
る
。
春
秋
戦
国
文
字
は
中
央
の
縦
画
ま
た
は
斜
画
上
に

円
点
を
加
え
、
横
画
を
飾
り
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ま
た
は

。
漢
金
文
は

ま
た
は

に
作
る
。
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場

後
漢
簡
』
は

、

な
ど
に
作
る
。 

商
か
ら
漢
代
の
各
種
材
料
の
文
字
で
は
、
形
体
の
差
異
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
基
本
的
に
辛
、
田
に
合
致
す
る
。
『
説
文
』
「
章
、

樂
の
竟
る
を
一
章
と
爲
す
。
音
と
十
と
に
従
ふ
。
十
は
數
の
終
な

り
。
」
形
は

に
作
り
下
部
の
十
字
は
突
き
抜
け
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。 

考
察
の
結
果
、
章
字
は
唐
以
前
、
下
部
の
「
十
」
形
の
縦
画
は
ど
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れ
も
突
き
抜
け
て
い
る
。
こ
の
様
な
形
状
は
偏
旁
に
「
章
」
が
含

ま
れ
る
文
字
の
中
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
秦
印
「
鄣
」

（

）
、
秦
簡
の
「
鄣
（
障
）
」
（

）
、
贛
（

）
等
の
字

が
あ
る
。
よ
っ
て
『
説
文
』
、
『
會
稽
刻
石
』
の
章
字
の
字
形
を
検

討
す
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

（
十
二
）「
審
」
字 

 

釆
字
は
、
甲
骨
文
は

（
合

1
8
3
4
6

）
、

（
合

3
5
2
4
6

）

に
作
る
。
又
に
従
う
（
ま
た
は
丑
）
、
少
に
従
う
（
沙
字
は
初
文
）

が
あ
り
、
沙
の
中
を
手
探
り
で
識
別
す
る
の
意
。
商
金
文
は
、

釆
は
父
乙
酉
に
作
る
）
、
西
周
金
文
は

（
井
弔
釆
鐘
）
に
作
る
。

『
説
文
』「
釆
、
辨
別
す
る
な
り
」
と
し
、「
讀
み
て
耕
の
若
く
す
」

と
い
う
。 

番
、
田
に
従
う
、
釆
声
。
西
周
金
文
は

（
番
匊
生
壺
）
に

作
り
、
春
秋
戦
国
文
字
は
文
字
の
形
状
を
踏
襲
し
、『
番
君
召

蓋
』

は

に
作
る
。
戦
国
璽
印
は

ま
た
は

に
作
る
。『
上

博
簡
』
は

、

に
作
る
。
『
説
文
』
「
番
、
獣
足
こ
れ
を
番

と
謂
ふ
。
釆
に
従
ふ
。
田
は
そ
の
掌
に
象
る
」
と
い
う
。『
馬
王
堆

簡
帛
』
は

に
作
り
、
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

な
ど
に
作
る
。 

悉
は
、
釆
、
心
に
従
い
、
考
え
を
詳
細
に
識
別
す
る
の
意
。『
説

文
』「
悉
、
詳
盡
な
り
。
」
戦
国
璽
印
は

に
作
り
、『
詛
楚
文
』

は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

ま
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た
は

に
作
る
。 

審
、
甲
骨
文
字
は

（
合

1
0
6
7
8

）
に
作
り
、
西
周
金
文

（
五

祀
衛
鼎
）
に
作
る
。
宀
、
米
に
従
い
。
下
の
「
口
」
は
装
飾
で
あ

り
、
中
心
ま
た
は
装
飾
で
あ
る
。
春
秋
戦
国
以
降
、
下
部
は
日
形

に
な
り
、
例
え
ば
、
戦
国
璽
印
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作

る
。
秦
簡
は

に
作
る
。
『
説
文
』
「
宷
、
悉
す
な
り
。
知
る
こ

と
寒
諦
（
つ
ま
び
ら
か
）
な
る
な
り
」
と
し
、
宀
釆
の
会
意
と
す

る
。
釆
を
悉
の
意
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
釆
に
は
悉
の
意
を
含

ま
な
い
。
『
説
文
』
「
審
、
篆
文
は
審
に
作
り
、
番
に
従
う
字
と
す

る
。
」 

審
字
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
部
分
が
二
箇
所
あ
り
、
「
米/

釆
」

と
「
日/

田
」
こ
の
二
つ
の
部
位
が
変
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。

審
字
は
、
秦
簡
ま
た
は
前
漢
早
期
の
『
銀
雀
山
漢
簡
』
と
『
張
家

山
漢
簡
』
等
簡
牘
文
字
で
は
、
ど
れ
も
「
宀
＋
米
＋
日
」
の
形
体

を
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
前
漢
中
晩
期
『
居
延
漢
簡
』
に
至
る
ま

で
下
部
の
「
日
」
形
は
「
田
」
形
に
作
っ
て
い
る
。
な
お
、
後
漢

中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

な
ど
に
作
る
。 

漢
印
中
に
も
「
日
」
、「
田
」
形
が
並
存
し
て
い
る
、
そ
の
例
が
、

『
審
奉
徳
印
』

、『
審
逢
時
印
』

で
、『
光
和
七
年
洗
』
は

に
作
る
。
審
字
下
部
の
「
田
」
形
が
形
成
さ
れ
た
の
は
前
漢
中
期

ま
た
は
更
に
そ
の
後
で
あ
り
、
秦
以
前
は
お
そ
ら
く
形
成
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
米/

釆
」
形
の
改
変
が
起
き
た
の

は
更
に
後
の
時
期
で
あ
る
。 

し
か
し
、「
番
」
字
は
比
較
的
早
く
か
ら
起
筆
が
湾
曲
し
て
い
る

形
状
で
あ
り
、
西
周
早
期
『
番
匊
生
壺
』
の
上
部
の
米
形
は

の

よ
う
に
湾
曲
し
て
い
る
。
戦
国
璽
印
は
ど
れ
も

で
あ
る
。「
悉
」

字
『
詛
楚
文
』
の
上
部
は
「

」
の
形
に
作
り
、
こ
れ
も
湾
曲
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
審
字
以
外
で
、
比
較
的
早
期
の
変
化
に
関
連

す
る
字
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
改
変
は
、
段
階
の
影
響
も
大
き
く
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な
く
、
傾
向
の
形
成
も
な
い
、
例
え
ば
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に

作
り
、
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

な
ど
に
作
り
、

ま
た
、
漢
金
文
『
常
宜
子
孫
鏡
』
は
や
は
り

に
作
り
、
上
部

は
「
米
」
形
を
形
成
し
て
い
る
。 

審
字
の
変
遷
に
関
し
て
、
趙
平
安
は
次
の
よ
う
に
い
う
。 

「
『
侯
馬
盟
書
』

1 6・ 3
中
、
一
つ
の
字
は

に
作
り
、
隷
は

に

作
る
。
こ
の
字
は
思
に
従
い
宷
声
で
あ
る
と
理
解
す
る
必
要
が
あ

り
、
審
の
異
体
字
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
篆
の
「
審
」
の
出
現
に

よ
り
、
二
つ
の
道
を
辿
っ
た
、
一
つ
は
日
を
改
め
、
田
に
し
、
一

つ
は

中
の
心
を
省
い
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
道
を

辿

っ

た

と

し

て

も

、

ど

ち

ら

も

同

化

さ

れ

る

過

程

を

経

て

い

る
。
５
５

」
こ
の
意
見
は
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
上
博
簡
』

の
番
は

に
作
り
、
こ
れ
ら
の
「
米
」
形
の
湾
曲
は
、
な
ぜ
楚

系
の
簡
牘
文
字
中
に
比
較
的
よ
く
見
か
け
る
の
か
、
ま
た
、
秦
系

墨
跡
文
字
に
は
少
な
い
の
か
。
文
字
中
に
十
字
形
が
あ
る
時
、
楚

簡
は
多
く
「

」
に
作
る
。
例
え
ば
、
鄱

（
新
蔡
葛
陵
楚
簡
）
、

橎

（
新
蔡
葛
陵
楚
簡
）
、
膰

（
上
博
簡
）
、
繙

（
包
山
楚

簡
）
な
ど
で
あ
る
。
秦
簡
の
多
く
は
「

」
に
作
る
。
例
え
ば
、

審

（
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
）
、

（
睡
虎
地
秦
簡
）
、
橎

（
龍

崗
秦
簡
）
で
あ
る
。 

数
十
年
の
秦
楚
簡
牘
の
臨
模
創
作
の
経
験
と
出
土
文
字
の
考
察

か
ら
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
楚
筆
は
細
く
尖
っ
た
比
較
的
弾
力

の
あ
る
筆
で
書
い
て
い
る
。
楚
文
の
書
写
方
式
の
多
く
は
振
り
回

す
、
弧
を
描
く
よ
う
な
運
筆
で
、
上
下
の
縦
画
の
起
筆
は
筆
先
が

12
時
の
方
向
を
向
き
、
線
を
引
い
た
後
、
瞬
時
に
筆
を
旋
回
さ
せ

る
書
き
方
で
あ
る
。
秦
筆
の
筆
先
は
尖
っ
て
お
ら
ず
、
縦
画
の
用

筆
は
、
筆
頭
を

6
時
の
方
向
に
向
け
、
線
を
引
き
、
筆
を
更
に
回

す
動
作
は
な
い
。 

審
字
の
「
米
」
形
は
唐
宋
の
間
、
左
払
い
の
一
画
が
多
い
差
異
を
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始
め
て
目
に
す
る
、『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
の
字
例
に
よ
れ
ば
、
後

漢
中
晩
期
の
許
慎
で
さ
え
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
事
が
わ
か
る
。
番
字
の
湾
曲
の
形
状
は
早
く
か
ら
あ
る
が
、
文

字
間
の
あ
る
部
分
に
は
近
い
形
の
物
が
あ
る
も
の
の
、
変
遷
の
形

ま
た
は
速
度
は
必
ず
し
も
同
時
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、「
審
」
字
は
、

現
在
の
『
説
文
』
ま
た
は
『
會
稽
刻
石
』
の
字
形
は
お
そ
ら
く
ど

ち
ら
も
間
違
い
で
あ
る
。 

 

（
十
三
）「
貴
、
遺
」
字 

 

 

（
貴
）
、
西
周
金
文
『
孟
貴
鼎
』
は

に
作
る
。
貝
を
両
手

で
攜
え
る
形
で
、
貴
重
な
も
の
を
言
う
。「
遺
贈
」
遺
の
初
文
。『
廣

韻
・
至
韻
』
に
「
遺
は
以
醉
の
切
、
贈
な
り
。
」
と
あ
る
。
春
秋
中

期
金
文
は

（

子
仲
瀕
兒
盤
）
に
作
り
、
貝
、
廾
に
従
わ
な

い
。
戦
国
文
字
は

（
鳥
書
箴
銘
帶
鉤
）
に
作
る
。『
説
文
』「
貴
、

物
賎
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
し
、
貝
と
臾
と
に
従
う
字
で
、
臾
は
蕢
、
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す
な
わ
ち
草
器
で
あ
る
と
す
る
が
、
貝
を
草
器
で
荷
な
う
こ
と
は

な
い
。
許
慎
は
臾
を
蕢
の
古
文
と
考
え
い
る
が
、
実
際
は
假
借
で

あ
る
。
『
信
陽
楚
簡
』
は

に
作
り
、
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
る
。
秦
印
は

に
作
る
。
秦
漢
金
文
の
貴
字
の
上
端
は
「

」

（

、

、

、

、

、

）
の
よ
う
に
多
種
の
形
状
が
あ
る
。

例
え
ば
、『
富
貴
方
壺
』
は

に
作
り
、『
富
貴
昌
宜
侯
王
洗
十
』

は

に
作
り
、
『
富
貴
昌
宜
侯
王
傳
子
洗
』
は

に
作
る
。 

遺
、
西
周
金
文
は

（
旂
鼎
）
に
作
り
、
春
秋
晩
期
（
王
孫

遺
者
鐘
）
は

に
作
る
。
声
符
は
貴
。
貴
は
貝
貨
を
両
手
で
も

ち
、
人
に
遺
贈
す
る
形
の
字
で
あ
る
。
金
文
は
彳
に
従
う
。『
説
文
』

「
遺
、
亡
な
り
」
と
亡
失
の
義
に
解
す
る
が
、
遺
贈
が
字
の
本
義

で
あ
る
。
食
を
お
く
る
と
き
に
は
饋
と
い
う
。
秦
印
は

ま
た
は

に
作
り
、
漢
印
は

ま
た
は

に
作
る
。
秦
簡
間
は
、
墨
跡

文
字
、
非
墨
跡
文
字
に
関
わ
ら
ず
、
形
状
は
皆
同
じ
で
あ
る
。 

後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

、

な
ど

に
作
り
、「
貴
」
、「
遺
」
の
二
字
を
深
く
考
察
す
る
必
要
の
あ
る
の

は
、
秦
簡
の
字
形
に
基
づ
き
、
稿
者
は
推
測
し
て

a
〜

e
の
変
遷

図
に
示
し
た
。「
貴
」
字
の
上
部
の
「

」
形
の
下
部
は
も
と
も
と

八
の
字
に
開
く
二
点
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
一
筆
で
書
か

れ
、
U
形
と
横
画
が
重
な
り
、
c
の
状
態
の
時
に
は
す
で
に
「

U
」

形
の
筆
順
で
書
い
て
お
ら
ず
、

b
の
状
態
に
は
す
で
に
横
画
と
分

離
し
、
筆
順
が
変
化
し
、
そ
れ
に
連
れ
て
字
形
も
一
緒
に
変
化
し

た
。「

e
類
」
の
段
階
で
は
す
で
に
楷
書
の
よ
う
な
筆
順
で
「
中
」
、

「
一
」
の
様
に
書
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
類
似
の
も
の
で
、

U
形
と
下
方
の
横
画
の
重
な
り
が
、
最
後
に
切
り
離
さ
れ
た
後
の

変
遷
の
字
例
が
あ
り
、「
高
」
、「
京
」
な
ど
は
五
章
六
節
に
詳
細
に

説
明
す
る
。 

貴
字
の
上
半
部
と
『
説
文
』
小
篆
と
泰
山
、
会
稽
刻
石
の
形
状

に
や
や
近
く
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作
り
、
筆
順
は
次
の
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様
に
推
測
で
き
る
。
「

↓

↓

↓

↓

」
。
こ
の
考
察

の
結
果
か
ら
見
る
と
、
「
貴
」
字
の
上
部
「

」
は
多
く
は
や
は
り

上
の
表
の

a
類
が
主
を
な
し
て
お
り
、
更
に
下
表
の
多
く
の
秦
印

の
「
遺
」
字
か
ら
見
る
と
、
秦
漢
簡
の
「

」
の
形
に
に
近
く
、

『
説
文
』
等
の
秦
刻
石
に
あ
る
よ
う
な
「

」
の
形
は
、
も
し
か

す
る
と
字
を
書
く
際
に
、
筆
順
の
前
後
の
順
番
の
認
識
に
お
け
る

差
異
が
引
き
起
こ
し
た
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

（
十
四
）「
悳
、
德
」 

 

悳
（

）
（

）
、
金
文
は

（
寄
蠃

盤
）
で
、
直
と
心
と
に

従
う
。『
説
文
』「

、
外
に
は
人
に
得
、
内
に
は
己
に
得
る
な
り
」

と
い
う
。
『
中
山
王

壷
』
は

に
作
り
、
「
徳
行
」
と
読
む
。

『
詩
・
大
雅
・
抑
』
に
「
有
覺
德
行
。
」
と
あ
る
。
戦
国
晩
期
『
郭

店
楚
簡
』
は

ま
た
は

に
作
り
、
多
数
の
字
例
は

に

作
る
が
、
僅
か
に
残
さ
れ
た
部
分
の
字
例
は

の
形
を
保
っ
て

い
る
。
秦
漢
簡
で
は
、
秦
漢
の
字
例
は
未
だ
見
ら
れ
な
い
。『
馬
王

堆
簡
帛
』
は

に
作
り
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作
り
、

ど
れ
も
一
画
多
い
形
で
は
な
く
、「

＋

」
の
組
み
合
わ
せ
で

あ
る
。 

德
は
、
金
文
は

（
嬴
霝
德
鼎
）
に
作
り
、
『
説
文
』
「
德
、

升
る
な
り
。
」
彳
と
省
と
心
と
に
従
う
。
篆
文
の
字
形
は

に
従
い
、

の
声
。
す
な
わ
ち
徳
は
「
道
徳
」
の
徳
を
借
用
し
、
実
際
は
悳

に
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
詛
楚
文
』
は

ま
た
は

に
作

る
。
「
德
賜
」
、
恩
徳
を
賜
る
。
『
管
子
・
四
時
』
「
德
賜
布
施
。
」
秦
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印
は

に
作
り
、
『
里
耶
秦
簡
』
は

に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡

帛
』
は

に
作
る
。
秦
権
量
銘
は

（
大

権
）
、

（
大

権
）
に
作
る
。『
肩
水
金
関
漢
簡
』
は

に
作
り
、
後
漢
中
期
『
五

一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

、

、
な
ど
に
作
り
、『
三
国
呉
簡
』

は

に
作
る
。
徳
字
は
秦
漢
の
時
期
で
は
、
一
画
多
い
書
き
方
は

ま
だ
な
い
事
が
わ
か
り
、
後
漢
の
後
、
一
部
の
石
刻
は
「

」
形

に
作
る
が
、
大
多
数
は
「
徳
」
の
様
に
一
画
が
な
い
書
き
方
で
あ

る
。
唐
代
ま
で
こ
の
様
な
書
き
方
が
主
流
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
泰
山
等
の
石
刻
の
形
状
は
正
確
で
あ
る
が
、
『
説
文
』

は
却
っ
て

に
作
っ
て
い
る
。「

、

」
の
間
に
一
画
多
く
、

確
実
に
秦
代
の
書
き
方
で
は
な
い
。『
説
文
』
中
に
含
ま
れ
る
「

𢛳𢛳

」

部
の
三
つ
の
字
「
德
、
聽
、

𢛳𢛳

」
等
の
字
形
は
お
そ
ら
く
ど
れ
も

修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
稿
者
が
整
理
し
て
表
に
し
た
「
悳
」
、

「
德
」
の
各
種
字
例
は
、
考
察
の
際
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
あ
り
、

文
字
の
変
遷
の
脈
略
を
整
理
す
る
と
、
こ
の
様
な
方
法
で
も
実
証

を
得
ら
れ
る
事
を
実
証
し
て
い
る
。 

 

（
十
五
）「
農
」
字 

 

農
、
甲
骨
文
は

（
合

5
8
3

反
）
に
作
り
、
林
、
辰
に
従
う
（
蜄

の
初
文
）
、
卜
文
に
艸
に
従
う
も
の
が
あ
り
、
草
萊
（
草
は
ら
）
を

辟
く
意
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
西
周
金
文
は

（
史
牆
盤
）

ま
た
は

（
散
氏
盤
）
に
作
り
、
辰
上
部
の
形
は

に
な
る
、

ま
た
「

」
の
形
に
も
あ
る
。
例
え
ば
「

𨑋𨑋

」

（

其
鐘
）
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は
、
戦
国
晩
期
楚
漢
は
「
辳
」
に
作
る
。

（
上
博
楚
簡
）
は
、

楚
漢
は
多
く
「
戎
」
を
農
字
に
用
い
て
い
る
、
例
え
ば
『
郭
店
楚

簡
・
成
之
聞
之
』
に
「
戎
（
農
）
夫
、
食
に
務
め
、
強
い
て
耕
や

さ
ざ
れ
ば
」
、
『
説
文
』
に
「
農
は
、
耕
す
人
な
り
」
と
あ
り
、

ま
た
は

に
作
る
。 

秦
文
字
に
関
し
て
は
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
『
關
沮

秦
簡
』
中
の
字
例
は
少
な
く
な
く
、
例
え
ば

等
に
作
る
。
辰

の
上
部
は
「

」
に
作
る
。『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
り
、
『
張

家
山
漢
簡
』
は

ま
た
は

に
作
る
。『
張
家
山
漢
簡
』
に
は
上

部
の
形
を
「

」
に
作
る
字
例
は
あ
る
が
、
前
漢
早
期
時
の
農
字

の
形
状
の
差
異
は
大
き
く
な
い
。
前
漢
中
晩
期
以
後
、
こ
の
様
に

書
か
れ
る
字
例
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
な
お
、
後
漢
中

期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

、

、

な
ど
に
作
る
。 

 

秦
漢
の
字
例
の
中
か
ら
、
な
ぜ
「

」
の
形
か
ら
「

」
の
形

に
変
遷
し
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
も
と
楕
円

の
中
心
に
あ
る
交
差
は
、
す
で
に
「
田
」
の
形
を
成
し
、
字
を
書

く
際
の
斜
度
ま
た
は
筆
順
が
、
左
右
の
爪
形
と
田
形
と
が
接
近
し

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
古
人
は

1
セ
ン
チ
に
も
満
た
な
い
範
囲

の
中
に
文
字
を
書
い
て
お
り
、
筆
画
に
良
く
重
な
り
が
発
生
す
る
。

字
を
書
く
際
は
「
筆
順
」
か
ら
逃
げ
る
事
は
で
き
な
い
が
、
筆
順

は
「
絶
対
な
規
則
」
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
人
そ
れ
ぞ
れ
字
形

の
理
解
に
基
づ
き
、
自
ら
そ
の
字
に
ふ
さ
わ
し
い
筆
順
を
導
き
出

し
て
、
後
の
字
形
を
生
ん
だ
。
必
ず
や
あ
る
書
き
方
は
多
く
の
人

の
習
慣
で
あ
る
事
を
示
し
、
多
く
の
人
が
字
を
見
、
書
く
上
で
の

理
解
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 
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考
察
結
果
を
整
理
す
る
と
、
農
字
の
上
部
は
「
曲
」
形
で
あ
り
、

漢
印
中
に
以
下
の
様
な
約
六
種
の
形
状
が
あ
る
「

、

、

、

、

、

」
。
其
の
他
の
秦
漢
の
金
文
中
に
は

（
大
司
農
平
斛
） 

、

（
永
平
平
合
）
、

（
建
武
平
合
）
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
形

状
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
非
墨
跡
文
字
の
字
例
の

中
か
ら
、
本
当
の
文
字
の
変
遷
の
軌
跡
を
見
る
事
は
不
可
能
で
あ

り
、「
墨
跡
文
字
」
に
よ
っ
て
始
め
て
実
際
の
変
遷
の
状
況
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。 

上
述
の
考
察
と
解
釈
か
ら
、『
説
文
』
の
農
字
の
形
状
は
正
確
で

あ
り
信
用
で
き
る
と
判
断
す
る
が
、『
琅
邪
臺
刻
石
』
の
形
状
は
秦

漢
の
字
例
に
見
る
事
は
出
来
ず
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
稿
者
は

字
形
の
考
察
の
過
程
で
、「
訛
変
」
の
と
い
う
文
字
を
使
う
こ
と
は

少
な
い
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、「
標
準
の
字
形
」
を
定
義
す
る
事

が
非
常
に
難
し
か
ら
で
あ
る
。
「
定
義
」
出
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

「
標
準
の
字
形
」
と
い
う
も
の
は
根
本
的
に
な
く
、
「
訛
誤
変
易
」

や
「
誤
り
」
に
は
常
に
比
較
対
象
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
対
象
が

何
が
標
準
な
の
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
農
」
字
の
下
方
「
辰
」
形

は
、
二
つ
の
払
い
か
ら
形
成
さ
れ
る
「
人
」
か
ら
「
一
」
の
形
に

な
る
が
、
こ
れ
を
「
訛
誤
変
易
」
と
解
釈
す
る
と
問
題
が
あ
る
。

稿
者
は
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
に
、「
筆
順
」
が
文
字
の
変
遷
の
重

要
な
鍵
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

 

（
十
六
）「
專
（
専
）」
字 

專
は
、
甲
骨
文
字
は

（
合

1
9
4
8
8

）
、

（
合

3
7
5
0

）
に
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作
り
、
又
と
叀
に
従
う
。
手
で
紡
専
を
回
す
意
。
叀
亦
声
。
摶
の

初
文
。
『
説
文
』
「
專
、
六
寸
の
簿
な
り 

」
と
あ
っ
て
、
メ
モ
用

の
手
版
の
意
と
し
、
ま
た
二
に
曰
く
、
専
は
紡
専
な
り
」
と
い
う
。

こ
の
字
を
探
求
す
る
上
で
重
要
な
の
は
秦
刻
石
と
『
説
文
』
小
篆

の
「

」
形
の
問
題
で
あ
る
。
『
古
璽
彙
編
』
編
号

228
と

229
『
專

（
傳
）
室
之
璽
』
５
６

は
、
こ
の
二
つ
の
円
形
の
印
章
の
中
に
戦
国

時
代
の
姿
を
示
し
て
い
る
。 

『
説
文
新
證
』
５
７

で
は
、「

 

」
形
を
特
に
説
明
し
て
い
な
い
。

專
字
は
、
秦
簡
の
字
例
を
見
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
上
の

表
の
字
頭
に
「
＊
」
の
注
を
付
け
た
。
前
漢
早
期
の
漢
簡
（
馬
王

堆
簡
帛
）
を
秦
簡
の
代
わ
り
に
使
っ
た
。
戦
国
か
ら
前
漢
、
三
国

時
代
を
跨
い
で
許
慎
前
後
の
時
代
ま
で
、
「

」
形
の
字
例
は
な

か
っ
た
。
よ
っ
て
、
稿
者
は
戦
国
以
後
の
專
字
「
田
」
形
の
下
は
、

す
で
に
「
ム
」
形
で
は
無
く
な
っ
て
い
た
と
判
断
し
た
。 

石
刻
が
偽
刻
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
原
石
が
す
で
に
破
壊
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
後
人
の
翻
刻
、
彫
り
直
し
等
、
ど
れ
も

引
用
す
る
材
料
を
考
察
す
る
際
に
注
意
す
る
点
で
あ
る
５
８

。
例
え

ば
『
孔
子
廟
堂
碑
』
は
宋
の
重
刻
本
で
あ
り
、
唐
代
に
実
際
に
使

わ
れ
た
字
の
状
況
を
表
す
に
は
不
適
切
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
偽
刻

も
し
く
は
再
刻
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
も
そ
の
時
代
の
文
字
を

代
表
す
る
事
は
出
来
な
い
。 

北
魏
時
期
の
『
司
馬
顯
姿
墓
誌
』
に
「

」
の
字
例
が
現
れ
、

隋
唐
時
期
の
碑
刻
に
も
い
く
つ
か
の
字
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
実

際
に
普
遍
的
に
使
わ
れ
た
の
は
宋
代
以
後
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
專
」

字
は
、
『
説
文
』
小
篆
、
『
會
稽
刻
石
』
、
『
琅
邪
臺
刻
石
』
の
字
形

に
は
間
違
い
が
あ
る
。
考
察
対
照
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
、
『
説
文
』

の
「
專
」
の
部
首
「
傳
、
剸
、
團
、
嫥
、
專
、
摶
、

、
塼
、

、

縳
、
膞
、
蓴
、
轉
、
鱄
、

」
な
ど

15
の
字
形
は
ど
れ
も
研
究
の

価
値
が
あ
る
。 
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（
十
七
）「
惠
」
字 

 

叀
は
、
甲
骨
文
字
は

（
合

3
4
1
0
3

）
に
作
り
、
紡
專
の
形
。

西
周
金
文
は

（
史
牆
盤
）
に
作
る
。『
四
十
二
年
逑
鼎
乙
作
』

は

に
作
る
。
春
秋
金
文
は

（
哀
成
弔
鼎
）
に
作
り
、『
王

孫
遺
巤
鐘
』
は

（
惠
）
に
作
り
『
郭
店
楚
簡
』
は

に
作

る
。
秦
陶
は

ま
た
は

に
作
り
、
残
念
な
が
ら
形
状
は
不
鮮

明
で
あ
る
。
ま
た
秦
簡
以
後
は
他
の
字
例
が
な
く
、
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

『
説
文
新
證
』
５
９

「

 

」
形
は
特
に
説
明
が
な
い
。
惠
、
西
周

金
文
は

（
裘
衛
盉
）
に
作
り
、
心
と
叀
に
従
い
、
篤
仁
の
意

で
あ
る
。
春
秋
金
文
は

（

大
宰

）
に
作
り
、
戦
国
文
字

は
西
周
金
文
を
踏
襲
し
て
お
り
、

（
王
孫
遺
者
鐘
）
ま
た

は

（
中
山
方
壺
）
に
作
り
、
田
形
の
下
部
は
「
ム
」
形
の

字
例
は
少
な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
墨
跡
文
字
に
は
ほ
と

ん
ど
例
が
な
く
、
例
え
ば
『
楚
帛
書
』
は

に
作
り
、
『
郭
店
楚

簡
』
は

に
作
り
、
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
る
。
後
漢
中

期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

に
作
る
。
戦
国
晩
期
か
ら
、
後

漢
中
期
の
墨
跡
文
字
は
ど
れ
も
「
恵
」
で
書
い
て
お
り
、
漢
印
も

こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
惠
子
私
印
』

、
『
鼎
子
惠
』

等
。
『
説
文
』
「
惠
、
仁
な
り
。
」
小
篆
は

作
る
。
『
嶧
山
刻

石
』
は

に
作
り
、『
會
稽
刻
石
』
は

に
作
り
、
ど
れ
も
「
ム
」

の
形
に
作
っ
て
い
る
。
惠
字
以
外
、
秦
漢
時
代
の
各
種
材
質
の
文

字
の
中
に
、
ほ
と
ん
ど
「

」
の
様
な
字
例
は
現
れ
て
お
ら
ず
、
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ま
た
前
の
叀
字
と
專
字
の
考
察
か
ら
、
稿
者
は
『
説
文
』
と
秦
刻

石
の
形
状
も
間
違
い
で
あ
り
、「
恵
」
の
書
き
方
で
「
ム
」
形
が
無

い
も
の
が
正
確
で
あ
る
と
判
断
し
た
。 

 

（
十
八
）「
數
」
字 

 

婁
は
、
女

声
に
従
い
、
甲
骨
文
字
は

（
後
下
二
一
・
五
）

に
作
る
。

は
牛
、
臼
、
角
に
従
い
、

（
乙

4
0
6
2

）
に
も
作

る
。
両
手
で
牛
の
角
を
引
き
ず
る
意
で
、
角
は
ま
た
声
符
で
あ
る
。

『
公
羊
傳
・
昭
公
二
十
五
年
』「
夫
牛
馬
維
婁
」
注
に
「
繫
馬
曰
維
、

繫
牛
曰
婁
。
」
と
あ
る
。『
説
文
』「
摟
、
曳
き
聚
む
る
な
り
」
と
あ

っ
て
、
た
ぐ
り
ょ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
西
周
金
文
は

（
伯
婁
簋
）

ま
た
は

（
是
婁
簋
）
に
作
り
、

の
下
部
は
女
に
従
う
。
意

味
は
不
明
で
あ
る
。 

『
説
文
』「
婁
、
空
な
り
。
毌
に
従
ひ
、
中
女
に
従
ふ
。
婁
空
の

意
な
り
」
と
す
る
が
、
ど
う
し
て
婁
空
の
象
と
な
る
か
を
、
説
く

こ
と
が
な
い
。
婁
空
と
は
、
髪
を
巻
き
重
ね
て
、
軽
く
透
か
し
て

い
る
意
で
あ
る
。
」
『
繋
伝
』
に
「
一
に
曰
く
、
婁
務
は
愚
な
り
」

と
あ
り
、
疊
韻
の
連
語
。
紛
乱
の
意
よ
り
、
愚
昧
の
義
と
な
ろ
う
。

小
篆
の
形
は

に
作
る
。
戦
国
晩
期
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

ま

た
は

に
作
る
。
前
者
の
字
例
は
比
較
的
早
期
の
書
き
方
で
、「
臾
」

を
書
く
際
の
筆
順
を
残
し
て
お
り
、
後
者
は
縦
画
の
あ
と
、
左
右

の
二
点
を
分
け
て
「

」
の
形
で
書
い
て
い
る
。
細
か
な
違
い
は

「
數
字
の
変
遷
の
過
程
図
」
参
考
に
婁
の

e
、

f
の
状
態
の
筆
順

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
書
き
方
は
前
漢
早
期
に
見
る
こ
と
が

で
き
、
例
え
ば

（
馬
王
堆
簡
帛
）
び
、

（
飲
雀
山
漢
簡
）
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な
ど
が
あ
る
。
漢
印
は

ま
た
は

に
作
る
。『
三
国
呉
簡
』

は

に
作
り
「
中
安
」
の
形
で
構
成
し
、
ま
た
は
そ
の
間
に
一
画

横
画
の
多
い

の
書
き
方
で
表
し
て
い
る
。 

考
察
の
結
果
を
変
遷
表
に
示
す
。
角
形
が
変
遷
し
て
口
形
に
な

る
時
、
例
え
ば
次
の
図
の
様
に

、
角
形
か

ら
分
離
し
て
で
た
人
形
と
臼
形
が
結
合
し
て

→

の
様
に
な

る
。

b
、

c
、

d
の
段
階
に
は
実
際
の
字
例
が
な
か
っ
た
が
、
筆

順
と
形
状
の
規
律
か
ら
、
こ
の
字
を
補
う
事
が
可
能
で
あ
り
、「
婁
」

字
の
変
遷
の
過
程
を
表
す
こ
と
が
出
来
る
。 

続
け
て
、
數
字
に
つ
い
て
、
『
詛
楚
文
』
は

に
作
り
、
戦
国

晩
期
『
中
山
王

鼎
』
は

（

）
に
作
る
。『
説
文
』「
數
、

計
る
な
り
」
と
し
て
婁
声
と
す
る
が
、
婁
に
数
の
声
は
な
い
。『
睡

虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、
「

」

の
婁
形
か
ら
見
る
と
、
比
較
的
早
期
の
書
き
方
を
残
し
て
い
る
。

『
關
沮
秦
簡
』
は

に
作
り
、
隷
定
す
る
と

に
な
る
。
數
は

秦
漢
簡
牘
文
字
の
字
例
が
比
較
的
多
く
、
書
き
方
も
多
様
で
あ
る
、

例
え
ば
『
張
家
山
漢
簡
』
は

、

、

に
作
り
、

の
様

に
女
偏
が
な
い
字
例
も
あ
る
。
ま
た
『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

、

、

に
作
る
。
多
く
の
書
き
方
が
あ
る
た
め
、
更
に
後
の
時
代
に

な
る
と
各
種
の
字
形
が
派
生
す
る
、
例
え
ば
前
漢
中
晩
期
『
居
延

新
簡
』
は

、

、

な
ど
に
作
る
。
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後

漢
簡
』
は

、

、

、

、

、

な
ど
に
作
る
。 

數
字
の
左
下
の
「
角
」
の
書
き
方
は
「
用
」
形
の
最
終
形
の
「
田
」

形
を
残
し
て
い
る
。
稿
者
は

a
〜

f
合
計
六
段
階
の
変
遷
の
過
程

を
次
図
に
示
し
た
。 
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a
は
戦
国
晩
期
秦
の
段
階
、
f
は
前
漢
中
晩
期
ま
た
は
更
に
後

の
時
代
で
、
こ
の
変
遷
図
の
様
な
変
遷
に
な
る
。
秦
漢
の
間
の
文

字
の
発
展
を
整
理
し
、『
説
文
』
本
体
に
ま
た
戻
る
と
、
婁
字
は

に
作
り
、
數
字
は

に
作
り
、
婁
の
左
上
の
角
は
ど
れ
も
「

」

形
で
あ
り
、
ま
た
「

」
等
の
形
状
に
作
る
が
、
秦
漢
時
期
に
こ

の
様
な
形
の
例
は
見
な
い
。『
嶧
山
刻
石
』

と
『
會
稽
刻
石
』

、

の
上
部
は
「

」
に
作
り
、

e
時
期
の
筆
順
と
僅
か
に
違
う
が
、

基
本
的
に
は
秦
の
文
字
に
近
い
。 

『
説
文
』
の
「
婁
」
部
首
の
形
状
に
疑
問
点
が
あ
る
。
他
の
字

例
、「
僂
、
塿
、
婁
、
寠
、
屢
、
屨
、
廔
、
摟
、
數
、
樓
、
漊
、
瘻
、

簍
、
籔
、
縷
、
膢
、
蔞
、
藪
、
螻
、
褸
、

、

、
鏤
、
髏
、

、

、

、

」
な
ど
の
二
十
八
字
も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。 

 

（
十
九
）「
受
」
字 

 

受
は
、
甲
骨
文
は

（
合

6
4
7
8

正
）
に
作
る
。

に
従
い
、

舟
声
。
金
文
は

（
大
盂
鼎
）
に
作
る
。
春
秋
戦
国
時
期
の
文

字
ま
で
、
下
の
「
爪
」
形
を
残
し
て
お
り
、
中
心
の
「
舟
」
形
は
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ま
だ
識
別
で
き
る
。
例
え
ば
『
秦
公
簋
』
は

に
作
る
。 

季
旭
昇
氏
は
『
説
文
新
證
』
に
い
う
。 

甲
骨
文
の
舟
、
凡
の
二
字
の
使
い
方
は
厳
格
で
、
混
同
す
る

こ
と
は
少
な
い
。
甲
骨
文
の
「
受
」
字
は
舟
に
従
い
、
凡
に
は

従
わ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
と
も
と
「
受
」
字
は
舟

に
乗
る
際
に
手
を
授
け
、
人
が
舟
に
乗
る
と
き
は
重
心
が
不
安

定
で
あ
る
た
め
、
他
の
人
が
手
を
差
し
伸
べ
体
を
支
え
る
意
味

で
あ
っ
た
が
、
後
に
物
品
の
授
受
の
意
味
に
派
生
し
た
。 

仮
に
こ
の
説
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
字
は
舟
、
受
に
従
い
、

舟
声
で
あ
る
。
秦
か
ら
前
漢
に
か
け
て
、「
受
」
字
は
「
舟
」
の
部

分
を
用
い
て
、
少
な
く
と
も
二
本
の
横
画
で
書
い
て
お
り
、
王
莽

の
時
代
の
『
武
威
儀
禮
』
で
始
め
て
『
説
文
』
小
篆
の
様
な
「
冂
」

形
に
従
う
「
受
」
字
が
出
現
し
た
。
よ
っ
て
、『
説
文
』
の
小
篆
の

「
受
」
字
の
字
形
は
お
そ
ら
く
後
漢
の
誤
っ
た
字
体
か
ら
影
響
を

受
け
て
生
ま
れ
た
字
で
標
準
の
秦
篆
の
「
受
」
字
で
は
な
い
。
６
０

考
察
す
る
と
、
後
漢
時
期
に
は
「

」
の
よ
う
な
字
形
は
な
く
、

季
氏
の
言
葉
は
正
し
く
な
い
と
考
え
る
。 

『
説
文
』
「
受
、
相
付
な
り
。

に
従
ひ
、
舟
の
省
聲
」
と
す
る

が
、
舟
は
盤
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
声
を
用
い
る
は
ず
は
な
い
。
戦

国
晩
期
か
ら
秦
の
簡
牘
の
字
例
を
見
る
と
、
上
部
は
「
爪
」
の
様

な
形
で
は
な
く
、
比
較
的
、
円
弧
形
の
様
な
「
日
」
形
を
し
て
い

る
。
更
に
上
部
、
中
部
の
間
を
繋
げ
て
「
目
」
形
を
成
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
類
似
の
「
爪
」
形
は
「
日
」
形
で
表
し
て
お
り
、

同
時
期
の
「
爭
」
字
も
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
「

」
、「

」

が
あ
る
。 

受
字
は
「

＋

」
の
組
み
合
わ
せ
で
比
較
的
画
数
が
少
な
い

が
、
基
本
的
に
上
の
字
形
の
構
成
は
や
は
り
上
下
爪
形
「

」
、「

」

と
「

」
で
中
間
に
器
形
が
あ
る
、
例
え
ば
「

」
ま
た
は
「

」
。

ま
た
前
漢
早
期
の
漢
簡
か
ら
観
察
す
る
と
、「
受
」
字
の
上
部
は
「
日
」

形
と
「
爪
（
爫
）
」
形
で
既
に
は
っ
き
り
と
差
が
出
て
い
る
、
『
居
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延
漢
簡
』
、
『
武
威
漢
簡
』
、
『
敦
煌
漢
簡
』
な
ど
の
字
例
は
更
に
わ

か
り
や
す
く
変
遷
過
程
を
見
る
事
が
で
き
、
例
え
ば
上
部
の
「

」

形
は
「

」
形
に
な
り
、
元
々
の
「
日
」
形
は
す
で
に
字
例
に
な

い
。 後

漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

、

、

に
作

り
、
後
漢
晩
期
の
石
刻
文
字
は
上
部
の
「
爫
」
形
で
、
す
で
に
大

き
な
変
化
は
無
く
な
り
、「
冖
」
形
も
既
に
定
形
と
な
っ
て
、
下
部

の
「
一
」
、
「
乂
」
形
の
み
変
遷
途
中
で
あ
る
。
最
後
に
、
唐
代
の

字
例
で
は
、
「
一
」
と
「
乂
」
形
が
既
に
合
併
し
て
、
「
又
」
形
と

な
っ
て
い
る
。 

考
察
の
結
果
か
ら
、
受
字
の
「
爪
形
」
の
変
遷
は
「

、

→

→

」
と
な
る
事
が
わ
か
り
、
中
間
の
「
器
形
」
の
変
遷
は
「

、

→
→

→

」
と
な
る
。
表
に
表
し
た
『
琅
邪
臺
刻
石
』
及

び
『
説
文
』
小
篆
の
形
状
と
実
際
の
秦
代
の
文
字
と
で
は
極
端
な

差
異
が
あ
り
、
後
漢
晩
期
以
後
の
字
形
の
形
状
構
あ
る
と
考
え
る
。 

 

 

（
二
十
）「
無
」
字 

無
は
、
甲
骨
文
字
は
「

」（
合

1
5
9
9
6

）
に
作
り
、
人
が
舞
具

を
用
い
て
踊
っ
て
い
る
様
子
の
形
。
舞
の
初
文
。
『
説
文
』
「
舞
、

樂
し
む
な
り
。
足
を
用
て
相
背
く
」
と
し
、
無
声
の
字
と
す
る
が
、

舞
は
無
の
繁
文
で
あ
る
。
周
金
文
は
「

」
（
小
克
鼎
）
に
作

る
。
春
秋
戦
国
文
字
は
西
周
金
文
を
踏
襲
し
、
春
秋
晩
期
の
『
侯

馬
盟
書
』
は

に
作
り
、
戦
国
早
期
の
『
曾
侯
乙
楚
簡
』
は

に
作
り
、
晩
期
の
『
新
蔡
葛
陵
楚
簡
』
は

ま
た
は

に
作
る
。

こ
の
事
か
ら
春
秋
戦
国
以
後
は
上
部
を
「

」
の
形
に
作
る
字
は
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な
く
、
徐
々
に
二
本
が
平
行
の
横
画
で
書
く
よ
う
に
な
る
。 

『
説
文
』「
無
、
豐
な
り
」
と
訓
し
、
字
を
林
に
従
う
形
と
す
る

が
、

、
或
い
は
説
ふ
、
規
模
の
字
な
り
。
大

に
従
ふ
は
、
數

の
積
な
り
。
林
な
る
も
の
は
木
の
多
き
な
り
」 

と
い
う
。
戦
国

晩
期
以
後
、
秦
、
楚
簡
の
字
例
の
多
く
は
「

」
形
が
無
い
。
秦

簡
文
字
は
特
に
顕
著
で
あ
り
、
多
く
の
秦
刻
石
と
『
説
文
』

の

中
心
は
ど
ち
ら
も
「

」
形
が
あ
る
。
秦
漢
の
間
を
考
察
す
る
と
、

一
部
の
璽
印
文
字
は
こ
の
様
な
形
状
を
残
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

事
が
わ
か
っ
た
。
よ
っ
て
、『
小
篆
』
と
秦
簡
文
字
の
形
状
と
は
異

な
る
が
、
許
容
の
範
囲
内
と
言
え
る
。 

稿
者
は
材
料
と
実
際
に
字
を
書
い
た
経
験
な
ど
を
通
し
て
、「
無
」

の
秦
簡
文
字
の
筆
順
を
推
測
し
、

a
〜

g
の
「
無
」
字
の
七
段
階

の
変
遷
表
を
作
成
し
た
。
a
類
と

b
類
の
改
変
の
差
異
は
元
々
の

5
、
6
画
目
と

11
、
12
画
目
の
四
筆
が
一
画
に
な
り
、
b
類
と

c

類
の
改
変
は

3
、
4
画
目
の
元
々
の

U
形
が
下
方
の
横
画
に
接
近

し
た
。
こ
の
様
な
線
の
重
な
り
は

b
類
が
顕
著
で
あ
り
、
書
き
手

は
す
で
に

U
形
の
書
き
方
を
使
わ
な
く
な
り
、
四
筆
の
縦
画
へ
変

わ
っ
た
。
下
方
は
も
と
も
と
「

」
形
で
あ
り
、
既
に
「

」
の
六

点
に
変
わ
っ
て
い
る
。

E
段
階
は
ま
だ
一
本
横
画
が
多
い
。
例
え

ば
「

」
は
、
こ
の
後
の
段
階
で
は
三
本
の
横
画
の
状
態
に
戻
っ

て
お
り
、
下
部
は
も
と
も
と
六
点
で
、
後
に
四
点
「

」
に
変
わ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

、

、

、

に

作
る
。
「
無
」
字
の
変
遷
の
最
後
は

g
段
階
で
、
起
筆
の
際
に
先

に
下
に
筆
圧
を
か
け
て
か
ら
右
に
移
動
し
、
着
地
点
は
元
々
の
中

心
の
一
か
ら
少
し
右
に
移
動
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
漢
晩
期
に

な
る
と
、
字
形
の
結
構
は
今
日
使
わ
れ
て
い
る
「
無
」
字
と
ほ
と

ん
ど
差
が
な
く
な
っ
て
い
る
。 
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（
二
十
一
）「
量
」
字 

 

量
は
、
甲
骨
文
は

（
合

1
8
5
0
4

）
に
作
る
。
東
に
従
う
、

昜
声
。
量
は
昜
声
の
準
声
で
あ
る
。
昜
と
東
は
一
画
縦
画
を
借
用

す
る
。
東
は
囊
橐
の
形
に
近
く
、
重
り
の
付
い
て
い
る
量
り
の
意
。

西
周
金
文
は

（
量
侯
簋
）
に
作
り
、
下
に
「
土
」
を
加
え
て

複
雑
化
さ
せ
て
い
る
。
戦
国
文
字
は
西
周
金
文
を
踏
襲
し
、『
廿
七

年
大

司
寇
鼎
』
は

に
作
る
。 

『
説
文
』「
量
、
軽
重
を
稱
る
な
り
。

の
省
に
従
ひ
、
曏
の
省

聲
」
と
す
る
が
、
重
の
形
に
従
う
も
の
は
の
ち
の
形
で
あ
り
、
ま

た
曏
の
字
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。

に
作
る
。
戦
国
楚
簡
は

ま
た
は

に
作
る
。
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作
り
、
形
状

は
同
じ
で
あ
る
。
『
琅
邪
臺
刻
石
』
は

に
作
る
。
量
字
は
『
説

文
』
と
秦
刻
石
の
ど
ち
ら
も
正
確
で
間
違
い
が
な
い
事
が
わ
か
り
、

十
分
信
用
で
き
る
。 

 

（
二
十
二
）「
臨
」
字 

 

臨
は
、
甲
骨
文
字
は

（
合

4
2
9
9

）
に
作
り
、
金
文
は

（

簋
蓋
）
に
作
る
、
見
に
従
い
、
参
声
。
臨
と
参
は
ど
ち
ら
も

侵
部
に
属
し
、
臨
は
参
の
準
声
首
を
な
す
。『
毛
公
鼎
』
は

に
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作
る
。 

『
説
文
』「
臨
、
監
臨
す
る
な
り
。
臥
に
従
ひ
、
品
聲
」
と
す
る
。

秦
封
泥
は

（
臨
菑
丞
印
）
に
作
り
、
秦
簡
は

（
睡
虎
地
秦

簡
）
に
作
る
。
基
本
的
な
形
状
は
、
稿
者
は
秦
封
泥
と
秦
簡
は
同

じ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
違
い
は
璽
印
の
製
作
で
、
文
字
を
粘

土
で
型
を
取
り
、
鋳
造
な
ど
の
工
法
に
よ
っ
て
文
字
が
生
ま
れ
る
。

直
接
、
簡
牘
上
に
文
字
を
素
早
く
書
く
の
と
は
異
な
り
、
あ
る
一

定
の
範
囲
に
固
定
さ
れ
る
。
枠
の
中
に
文
字
を
配
置
し
、
「

」

は
「

」
の
形
で
配
置
し
て
い
る
、
又
、
漢
印
の
臨
は
「

」

（
臨
邛
長
印
）
、

（
臨

右
尉
）
、

（
臨
沅
令
印
）
に
作
り
、

後
者
の
形
状
は
実
は
秦
簡
「

」
と
差
が
無
い
。 

ど
の
様
に
し
て
「

」
と
「

」
の
形
の
差
異
を
見
分
け
れ

ば
い
い
の
か
。
臨
字
の
臣
形
は
非
墨
跡
文
字
で
は
、
多
く
が

に

作
っ
て
い
る
、
そ
れ
に
対
し
て
多
く
の
墨
跡
文
字
は
縦
画
が
「

」

を
貫
い
て
、
二
段
に
分
け
て
二
筆
で
書
い
て
い
な
い
。
こ
れ
は
文

字
を
素
早
く
書
く
為
に
形
成
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

0.5
セ
ン
チ
に
も
満
た
な
い
範
囲
の
中
で
、
縦
画
を
頑
な
に
二
段
に

分
け
て
書
く
の
は
効
率
と
論
理
か
ら
考
え
て
合
致
し
な
い
。
こ
の

様
な
形
体
か
ら
、
秦
漢
墨
跡
の
文
字
は
皆
こ
の
様
な
姿
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
前
漢
晩
期
の
『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作
り
、『
居
延
漢
簡
』
は

に
作
り
、
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後

漢
簡
』
は

、

、

に
作
り
、
更
に
後
漢
晩
期
の
石
刻
文
字

は
「

」
の
形
で
表
し
て
い
る
、
僅
か
に
縦
画
が
貫
い
て
い
な

い
例
が
数
例
あ
る
。
例
え
ば
、

（
史
晨
前
碑
）
等
で
あ
る
。
ま

と
め
る
と
臨
字
は
『
説
文
』
と
秦
刻
石
の
形
状
は
問
題
が
な
い
。 

 

三
、
秦
代
刻
石
と
秦
簡
文
字 

秦
刻
石
と
『
説
文
』
、
商
周
、
春
秋
戦
国
、
秦
漢
文
字
を
、
比
較
表
を
用

い
て
分
析
を
行
っ
た
（
表
4.

1.

1
）
。
考
察
の
字
例
は
、「
帝
、
下
、
皇
、
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分
、
咸
、
登
、
遠
、
道
、
德
、
後
、
御
、
建
、
行
、
嗣
、
廿
、
言
、
詔
、
奉
、

丞
、
具
、
為
、 

及
、
書
、
臣
、
相
、
者
、
於
、
死
、
利
、
初
、
刻
、
制
、
其
、

曰
、
可
、
于
、
盡
、
去
、
既
、
矣
、
久
、
無
、
之
、
因
、
日
、
昧
、
明
、
年
、

稱
、
寴
、
疾
、
作
、
從
、
山
、
石
、
長
、
夫
、
立
、
思
、
不
、
始
、
也
、
義
、

經
、
金
、
斯
、
六
、
成
、
辭(
辤)

」
な
ど
六
十
九
字
。
（
嗣
、
奉
、
制
、
既
、

昧
、
立
、
思
、
始
、
經
、
斯
な
ど
十
字
。
一
部
は
前
漢
簡
牘
文
字
に
替
わ
る
。

寴
は
、
秦
簡
の
字
例
は
な
い
。
） 

帝
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

下
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

皇
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡

、

は
に
作
る
。 

分
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡

は
に
作
る
。 

咸
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

登
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

遠
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

道
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

德
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

後
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

御
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

建
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦
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簡
は

に
作
る
。 

行
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。 

嗣
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、

『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作
る
。 

廿
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡

は
に
作
る
。 

言
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡

は
に
作
る
。 

詔
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

奉
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
張

家
山
漢
簡
』
は

に
作
る
。 

丞
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

具
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

為
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

及
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

書
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

臣
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

相
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

者
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

於
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦
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簡
は

に
作
る
。 

死
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

利
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

初
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

刻
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

制
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
里

耶
秦
簡
』
は

に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。 

其
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

曰
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

可
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

于
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

盡
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

去
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

既
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。 

矣
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

久
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

無
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦
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簡
は

に
作
る
。 

之
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

因
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

日
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

昧
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
里

耶
秦
簡
』
は

に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。 

明
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡

は
に
作
る
。 

年
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

稱
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

寴
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
の
字
例
は
な
い
。 

疾
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

作
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

從
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

山
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

石
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

長
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

夫
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦
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簡
は

に
作
る
。 

立
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

思
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡

は
に
作
る
。 

不
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

始
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

也
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

義
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

經
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。 

金
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

斯
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

六
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

に
作
る
。 

成
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
秦

簡
は

、

に
作
る
。 

辭
（
辤
）
、
『
泰
山
刻
石
』
は

に
作
り
、
『
嶧
山
刻
石
』
は

に
作

り
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。 

 

『
泰
山
刻
石
』
、
『
嶧
山
刻
石
』
、
秦
簡
文
字
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

秦
系
簡
牘
の
筆
跡
文
字
が
篆
書
形
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
。 
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第
二
節 

秦
代
墨
跡
文
字
篆
書
体
の
比
較
検
証 

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
篆
隷
字
体
間
に
お
け
る
「
隷
変
」
が
、

秦
代
刻
石
（
宋
刻
本
の
『
説
文
』
小
篆
で
も
な
い
）
か
ら
直
接
「
飛

び
越
え
」
て
後
漢
の
漢
隷
（
「
通
称
」
八
分
）
の
字
形
に
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
隷
変
」
は
、
墨
跡
文
字
の
転
写
が

繰
り
返
さ
れ
る
際
に
、
文
字
の
基
礎
が
改
変
さ
れ
て
い
る
事
を
意

に
留
め
る
こ
と
な
く
発
生
し
た
文
字
の
変
化
で
あ
る
。
そ
の
鍵
と

な
る
の
は
、
文
字
を
書
く
時
の
「
筆
画
の
順
序
」
で
あ
る
。
あ
る

筆
画
の
前
後
の
改
変
が
字
の
形
状
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
、
墨

跡
文
字
以
外
で
「
誕
生
」
し
「
製
造
」
さ
れ
る
文
字
は
、
常
に
「
筆

順
」
が
無
い
か
分
か
り
づ
ら
い
事
が
多
い
。 

例
え
ば
、
「
無
」
字
の
隷
書
ま
た
は
楷
書
中
の
下
部
の
四
点
は
、

火
形
で
あ
る
が
、
実
は
二
つ
の
木
形
が
重
な
っ
て
い
る
も
の
が
変

化
し
て
で
き
て
お
り
、
中
に
は
二
本
の
木
（
林
形
）
に
変
化
し
た

も
の
も
あ
り
、
下
部
の
六
点
は
最
後
に
四
点
に
変
わ
っ
た
。
篆
、

隷
、
楷
の
変
遷
は
数
千
年
の
時
間
を
経
て
お
り
、
異
な
る
字
体
の

間
に
は
伝
承
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と
「
ど
の
時
代
」

ま
た
は
「
何
年
」
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
よ
う
に
分
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
考
察
の
結
果
を
整
理
し
「
表

4.

1.

1
秦
刻
石
と
『
説
文
』
、
商
周
、
春
秋
戦
国
、
秦
漢
文
字

比
較
表
」
を
作
成
し
た
。 

『
説
文
』
に
全
部
で
一
五
字
の
間
違
い
が
あ
り
、
完
全
に
正
確

な
も
の
は
六
字
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
デ
ー
タ
は
実
際
の
『
説
文
』

の
誤
字
の
比
率
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
数
字
は
今
回

の
考
察
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
。『
説
文
』
と
刻
石
両
方
が
完
全
に
正

確
な
の
は
具
、
制
、
臨
の
三
文
字
が
あ
っ
た
。
間
違
い
が
あ
る
も

の
は
一
五
の
字
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
字
頭
と
宋
代
石
刻
と
の
比

較
を
再
度
行
う
。
こ
れ
は
も
う
一
度
形
状
を
論
証
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
そ
の
中
か
ら
宋
人
の
あ
る
篆
字
に
対
す
る
理
解
が
正
確
で

あ
る
と
い
う
事
を
見
分
け
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
「
表

4.

2.
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1
『
説
文
』
と
宋
代
石
刻
比
較
表
」
を
本
章
の
最
後
に
付
し
た
。 

 許
慎
の
視
野
６
１ 

許
慎
の
生
き
た
時
代
、
漢
人
は
す
で
に
篆
書
を
読
む
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
、
特
に
文
字
の
結
構
の
理
解
に
お
い
て
認
識
で
き
な

か
っ
た
。
よ
っ
て
許
慎
は
『
説
文
』
を
事
実
の
訂
正
の
意
味
で
編

纂
し
た
。 

後
漢
中
晩
期
の
許
慎
の
生
活
や
、
伝
わ
っ
て
き
た
文
字
や
身
近

に
見
る
事
が
で
き
た
文
字
は
ど
の
様
な
姿
を
し
て
い
た
の
か
を
想

像
し
て
み
る
が
、
実
際
に
ど
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の
か
想
像
が
つ

か
な
い
。
し
か
し
、
近
年
出
土
し
た
各
時
代
の
墨
跡
文
字
は
、
左

図
「
許
慎
之
眼
」
に
表
し
た
「
角
度
の
高
低
」
に
拠
り
、
許
慎
の

古
文
字
の
認
識
の
深
さ
と
資
料
収
集
の
広
さ
を
知
る
事
が
で
き
る
。

こ
れ
が
彼
の
「
眼
界
角
度
」
で
あ
る
。 

 

現
在
の
『
説
文
解
字
』
の
版
本
か
ら
、
我
々
は

a
ま
た
は

b
ま

た
は

c
の
ど
の
角
度
な
の
か
、
ど
の
線
に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
水
平
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線
以
下
に
な
る
事
は
な
い
。 

後
漢
文
字
の
参
考
文
献
は
『
長
沙
五
一
廣
場
後
漢
簡
牘
選
釋
』
、

『
長
沙
五
一
廣
場
後
漢
簡
牘
（
壹
）
』
６
２

、
『
長
沙
五
一
廣
場
後
漢

簡
牘
（
貳
）
』
で
あ
る
。
後
漢
中
期
は
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
の
字

形
を
表
し
て
あ
る
。
德
は

、

、

 

な
ど
に
作
り
、
受
は

に

作
り
、
平
は

に
作
り
、
番
は

に
作
り
、
惠
は

に
作
り
、
達

は

に
作
る
（
以
上
字
例
は
本
章
第
一
節
を
参
照
）
。
な
お
、
習
は

に
作
り
、
在
は

、

な
ど
に
作
り
、
留
は

に
作
り
、
劉
は

、

、

 

な
ど
に
作
る
。 

啓
功
氏
は
『
古
代
字
體
論
稿
』
に
い
う
。 

「
古
代
か
ら
今
日
ま
で
の
各
種
の
字
体
の
変
遷
の
過
程
と
各

時
代
の
流
派
の
変
化
は
、
字
体
史
と

書
法
史
と

の
範
囲
で

あ

る
。
」
６
３

、
「
殷
代
の
書
は
甲
骨
文
字
の
刻
契
体
と
、
金
文
の
装

飾
体
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
甲
骨
や
玉
に
筆
写
さ
れ
た
文

字
が
あ
る
。
」
６
４

、
「
殷
代
の
文
字
か
ら
見
る
と
、
甲
骨‧

玉
片

‧

陶
片
上
に
朱
或
い
は
墨
を
用
い
て
書
か
れ
た
字
は
、
全
て
同

じ
状
況
を
有
し
て
い
る
。
即
ち
筆
画
は
弾
力
性
を
備
え
て
お
り
、

起
筆
部
分
と
終
筆
部
分
は
よ
り
尖
っ
て
い
て
、
中
間
の
前
寄
り

の
部
分
は
少
し
太
く
、
毛
筆
書
写
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
。
」
６
５ 

ま
た
橫
田
恭
三
氏
は
『
中
国
古
代
簡
牘
の
す
べ
て
』
に
い
う
。 

「
中
国
古
代
に
お
け
る
文
字
を
記
す
材
料
に
は
、
金
石
・
甲

骨
・
竹
木
・
縑
帛
・
紙
な
ど
複
数
の
種
類
が
あ
リ
、
そ
れ
ら
は

用
途
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
。
金
石
や
甲
骨
は
主
と

し
て
特
別
な
内
容
を
記
す
場
合
に
用
い
ら
れ
た
材
料
で
あ
り
、

縑
帛
は
高
価
な
た
め
、
こ
れ
ら
は
日
常
の
書
写
材
料
と
し
て
は

不
向
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
」
６
６ 

さ
ら
に
杉
村
邦
彦
氏
は
『
書
學
叢
考
』
に
い
う
。 

「
書
法
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
中
国
で
生
ま
れ
、
悠
久
な
歴

史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
独
特
の
芸
術
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
は

日
本
や
朝
鮮
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圈
に
も
波
及
し
、
そ
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れ
ぞ
れ
の
地
域
・
民
族
に
お
い
て
独
自
の
発
達
を
遂
げ
て
き
た
。

こ
れ
は
世
界
の
他
の
地
域
に
は
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
こ
と
で
、

漢
字
文
化
圏
に
特
有
の
重
要
な
文
化
の
一
つ
で
あ
る
と
言
っ
て

も
よ
い
。
」
６
７ 

あ
る
字
は
一
つ
の
書
き
方
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
同
じ
時
期

の
も
の
で
も
様
々
な
書
き
方
が
あ
り
、
偏
と
旁
も
規
則
な
ど
は
な

く
並
行
し
て
進
行
し
て
い
る
。
果
た
し
て
『
説
文
』
が
収
録
し
て

い
る
字
例
は
唐
宋
ま
た
は
近
代
の
常
用
字
と
ど
の
く
ら
い
差
異
が

あ
る
の
か
。
や
は
り
『
説
文
』
の
内
容
に
基
づ
く
必
要
が
あ
り
、

出
土
し
た
墨
跡
文
献
と
一
字
一
字
対
比
し
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
所
謂
「
対
比
」
と
は
過
去
の
研
究
者
が
『
説
文
』
の
篆
字

と
そ
の
他
の
字
例
を
集
め
て
、
前
後
の
変
遷
過
程
を
分
析
し
た
そ

れ
と
は
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
『
説
文
』
は
決
し
て
後
漢
の
許
慎
の

原
跡
の
版
本
（
仮
に
本
当
に
こ
の
資
料
が
あ
っ
て
も
、
保
留
す
る

必
要
が
あ
り
、
全
て
信
用
で
き
な
い
、
後
漢
と
秦
代
の
差
は
百
年

余
り
あ
る
か
ら
で
あ
る
）
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
説
文
』
は
完

全
に
秦
代
の
篆
字
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
字
形
」
の
問

題
に
留
ま
ら
な
い
。 

林
澐
氏
は
か
つ
て
『
古
文
字
研
究
簡
論
』
に
、「
今
本
当
に
危
険
な

の
は
古
文
字
を
研
究
す
る
も
の
の
知
識
が
少
な
い
と
言
う
こ
と
で

は
な
く
、
古
文
字
研
究
に
道
理
の
通
ら
な
い
方
法
を
用
い
た
り
そ

の
博
学
を
ひ
け
ら
か
す
事
で
、
研
究
の
手
段
や
方
法
の
根
本
的
な

間
違
い
と
古
文
字
学
そ
の
も
の
に
対
す
る
極
端
な
無
知
を
引
き
起

こ
し
、
古
文
字
研
究
が
大
衆
を
あ
っ
と
言
わ
せ
て
感
心
を
買
お
う

と
し
た
り
、
人
を
脅
か
す
た
め
の
曲
芸
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
６
８

。
」

こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

先
人
の
論
述
と
古
人
の
文
献
の
分
析
を
除
い
て
、
も
っ
と
も
根

本
と
な
る
基
礎
研
究
の
内
容
を
基
礎
と
し
、「
引
得
市
」
の
索
引
の

便
利
性
を
通
し
て
、
戦
国
か
ら
後
漢
の
間
の
文
字
の
変
遷
の
過
程

を
整
理
し
演
繹
す
る
必
要
が
あ
る
。 
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稿
者
は
か
つ
て
「
夢
」
、
「
書
」
、
「
愛
」
、
「
前
」
、
「
秊
（
年
）
」
、

「
受
」
、
「
無
」
、
「
洞
」
、
「
衣
」
、
「
被
」
、
「
行
」
６
９

の
字
を
用
い
て

変
遷
過
程
の
説
明
の
字
例
と
し
た
。
仮
に
「
筆
順
」
が
文
字
変
遷

の
論
述
の
基
礎
に
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
上
述
の
文
字
は
ど
れ
も

当
て
は
ま
ら
な
い
、
よ
っ
て
、
筆
順
が
合
致
す
る
か
ど
う
か
を
時

代
に
基
づ
い
て
配
列
す
れ
ば
、
必
ず
文
字
変
遷
の
過
程
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
問
題
が
な
い
だ
ろ
う
。 

「
古
文
字
変
遷
」
の
研
究
範
囲
と
字
例
は
、
秦
漢
が
主
で
あ
り
、

前
後
七
百
年
の
墨
跡
文
字
を
主
と
す
る
。
前
の
甲
骨
文
字
の
時
代

に
は
遡
ら
ず
、
南
北
朝
の
後
の
石
刻
文
字
に
も
下
ら
な
い
。
実
際

に
こ
の
期
間
の
文
字
を
用
い
、
ど
の
字
も
こ
の
方
法
で
分
類
配
列

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
秦
漢
の
間
の
「
漢
字
変
遷
史
」
が
明
瞭
化

す
る
だ
ろ
う
。 

 

第
三
節 

識
字
書
『
蒼
頡
篇
』
の
考
察 

 

一
、
前
言 

許
慎
『
説
文
・
敘
』
に
「
秦
の
始
皇
帝
が
初
め
て
天
下
を
統
一
す
る
と
、

丞
相
李
斯
は
そ
こ
で
こ
れ
ら
を
同
じ
よ
う
に
し
よ
う
と
奏
上
し
、
文
字
が
秦

の
も
の
に
合
致
し
な
い
も
の
を
廃
止
し
た
。
李
斯
は
『
蒼
頡
篇
』
を
作
り
、

中
車
府
令
趙
高
は
『
爰
歴
篇
』
を
作
り
、
大
史
令
胡
毋
敬
は
『
博
学
篇
』
を

作
っ
た
。
そ
れ
ら
は
み
な
史
籀
の
大
篆
か
ら
取
り
、
か
な
り
省
略
改
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。 

李
斯
が
整
理
し
た
『
蒼
頡
篇
』
は
「
小
篆
」
を
使
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、

識
字
教
授
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
当
然
文
字
を
書
く
材
質
は
当
時
入
手
し
や

す
い
「
簡
牘
」
を
用
い
た
。 

現
在
、
北
京
大
学
収
蔵
の
前
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
は
、
字
例
は
鮮
明
で
数

量
も
最
も
多
い
漢
代
の
教
育
の
識
字
書
で
あ
る
。
時
代
は
前
漢
早
期
で
、
北

京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
編
、
二
〇
一
五
年
に
公
開
出
版
さ
れ
た
。
簡
牘
整
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理
番
号
は
79
ま
で
で
、
各
簡
の
字
数
は
二
十
一
字
に
至
っ
て
い
る
。
『
張
家

山
漢
簡
』
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』
な
ど
の
簡
と
同
一
時
期
で
あ
る
が
、
学
者
は

『
張
家
山
漢
簡
』
よ
り
比
較
的
後
だ
と
考
え
て
い
る
。
一
部
の
字
形
は
隷
化

の
現
象
が
見
ら
れ
、
よ
っ
て
考
察
の
際
は
戦
国
文
字
と
合
わ
せ
て
参
照
す
る

必
要
が
あ
る
。 

稿
者
は
、
一
般
的
に
墨
跡
文
字
の
相
対
す
る
時
期
を
考
察
す
る
際
、
そ
の

字
例
の
前
後
五
十
年
を
用
い
て
判
読
す
る
。
よ
っ
て
字
例
は
百
年
か
ら
二
百

年
の
寛
容
期
と
な
っ
て
い
る
。
『
蒼
頡
篇
』
中
の
「
無
」
、
「
歩
」
な
ど
の

鍵
と
な
る
字
例
を
用
い
て
字
形
を
考
察
す
る
と
、
確
か
に
相
応
す
る
時
期
が

あ
る
。 

今
の
と
こ
ろ
ま
だ
秦
代
最
古
の
版
本
『
蒼
頡
篇
』
を
見
る
事
は
出
来
な
い

が
、
こ
の
版
本
の
『
蒼
頡
篇
』
と
秦
代
の
差
は
五
十
年
に
満
た
な
い
。
字
例

の
数
量
は
膨
大
で
あ
り
、
秦
漢
文
字
の
変
遷
と
『
説
文
解
字
』
の
篆
形
に
関

す
る
考
察
は
、
極
め
て
高
い
研
究
の
参
考
価
値
を
備
え
て
い
る
。 

 

   

 

 
 

識字書の傳抄 
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二
、
デ
ジ
タ
ル
模
本
の
応
用 

『
蒼
頡
篇
』
と
同
時
期
の
漢
簡
文
字
に
は
明
白
な
差
異
が
あ
る
。
或
い
は

そ
の
目
的
は
教
育
用
の
識
字
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
な
の
か
、
識
別
度
と
合
致

性
が
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
稿
者
は
、
こ
れ
は
き
っ
と
何
か
の
目
的
を
以
っ

て
設
計
、
配
置
さ
れ
た
文
字
の
書
き
方
（
印
面
の
配
置
に
似
て
い
る
）
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
多
く
の
文
字
が
幅
〇
・
九
セ
ン
チ
、
高
さ
約
〇
・
七
セ

ン
チ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
扁
平
な
字
塊
を
現
し
て
い
る
。
秦
漢
簡
牘

の
卒
意
性
の
あ
る
自
然
な
書
き
ぶ
り
の
特
色
に
は
欠
け
て
は
い
る
が
、
慎
重

で
沈
穆
な
落
ち
着
き
の
あ
る
風
貌
を
残
し
て
い
る
。 

本
研
究
で
は
、
簡
牘
の
図
版
を
使
用
し
た
以
外
に
、
「
デ
ジ
タ
ル
模
本
」

を
字
形
の
結
構
の
参
考
補
助
に
使
用
し
た
。
模
本
作
成
方
法
は
次
の
よ
う
に

し
た
。
稿
者
が
、
六
〇
〇dp

i

の
図
を
二
〇
〇
％
に
拡
大
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
上

の
視
覚
の
比
率
に
つ
い
て
は
、
元
々
の
〇
・
九
セ
ン
チ
幅
の
簡
牘
を
十
五
セ

ン
チ
近
く
の
大
き
さ
に
拡
大
し
た
。
透
明
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
用

い
て
直
接
書
籍
の
上
か
ら
図
版
を
模
写
す
る
事
が
で
き
、
正
確
さ
は
高
く
な

唐・説文木部残巻 
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い
か
も
知
れ
な
い
が
、
字
跡
の
筆
順
や
文
字
を
実
際
に
書
く
と
き
の
効
果
を

保
つ
事
が
出
来
る
。
パ
ソ
コ
ン
上
で
模
写
し
た
字
跡
は
、
直
接
様
々
な
用
途

に
使
う
事
が
出
来
る
。
例
え
ば
、
五
〇
％
に
縮
小
し
て
原
寸
の
大
き
さ
に
戻

し
た
り
、
拡
大
し
て
六
か
ら
九
セ
ン
チ
の
幅
に
し
て
毛
筆
書
写
用
の
手
本
と

す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

古
代
の
簡
牘
は
狭
く
小
さ
い
た
め
、
墨
跡
文
字
の
線
の
間
が
不
鮮
明
で
あ

り
、
現
代
科
学
の
赤
外
線
の
図
版
で
あ
っ
て
も
識
別
し
難
い
場
合
が
あ
る
が
、

「
デ
ジ
タ
ル
模
本
」
の
よ
う
な
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
で
あ
れ
ば
、
正
確
に
模
写

し
た
後
の
結
構
を
拡
大
す
る
事
が
で
き
、
補
助
参
考
に
用
い
る
事
が
で
き
る
。

こ
れ
も
研
究
者
が
経
験
に
基
づ
い
て
判
断
し
た
後
の
一
つ
の
研
究
成
果
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
よ
っ
て
、
「
デ
ジ
タ
ル
模
本
」
は
今
後
の
古
文
字
研
究
の

補
助
と
し
て
の
価
値
と
重
要
性
が
益
々
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。 
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三
、『
蒼
頡
篇
』
の
釈
文 

『
北
大
藏
前
漢
竹
書
蒼
頡
篇
』
の
略
称
は
『
蒼
頡
篇
』
で
あ
る
。『
蒼
頡
篇
』

の
重
複
す
る
字
を
除
く
と
、
実
際
の
字
数
は
一
三
〇
一
字
で
、
釈
文
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
一
枚
簡
牘
の
字
數
は
二
か
ら
二
十
二
字
の
間
、
簡
號
は
一

か
ら
七
十
九
ま
で
、
最
多
字
数
の
簡
牘
番
号
は
七
十
二
号
。 

『
蒼
頡
篇
』
の
訳
文
中
で
は
、
『
説
文
』
未
收
字
は
二
十
五
字
あ
り
、
『
説

文
』
未
收
字
を
除
く
と
、
実
際
の
字
数
は
一
二
七
七
字
、
で
二
百
九
十
六
種

部
首
を
含
む
。 

部
首
順
番
は
、
木
、
艸
、
女
、
水
、
糸
、
言
、
貝
、
疒
、
宀
、
阜
、
人
、

犬
、
竹
、
邑
、
火
、
辵
、
心
、
手
、
土
、
鳥
、
門
、
頁
、
广
、
黑
、
金
、
肉
、

目
、
衣
、
走
、
攴
、
白
、
隹
、
穴
、
虫
、
力
、
十
、
角
、
食
、
日
、
禾
、
巾
、

尸
、
馬
、
鹿
、
牛
、
口
、
欠
、
豸
、
雨
、
車
…
な
ど
で
あ
る
。 

部
首
の
数
量
の
順
番
は
、
木
部
（
68
）
、
艸
部
（
62
）
で
、
ト
ッ
プ
五
十

で
は
、
数
量
は
六
十
八
か
ら
八
ま
で
の
間
。(

表
４
．
３
．
３)

釈
文
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。 
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四
、『
蒼
頡
篇
』
の
字
形
分
析 

１.

隸
化
状
況
の
考
察 

『
蒼
頡
篇
』
に
み
る
隷
書
と
変
化
す
る
状
況
は
「
齒
、
言
、
禾
、
人
」
の

四
字
に
は
っ
き
り
見
え
る
。
他
の
字
例
は
、
お
お
よ
そ
篆
書
体
で
あ
る
。 

齒
部
の
字
例
は
、

（

）
、
齺
（

）
、
齞
（

）
、
齧
（

）
、
齮
（

）
、

（

）
、
齰
（

）
の
七
字
。
「
齒
」
は
、
西
晉
の
『
皇
帝
三
臨
辟
雍
碑
』

は

に
作
り
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

に
作
り
、

秦
簡
は

、

に
作
る
。「
齡
」
は
、
後
漢
晚
期
の
『
魯
峻
碑
』
は

に

作
る
。「
齰
」
、
秦
印
は

に
作
る
。「
齧
」
は
、
秦
印
は

（

）
に
作

る
。
『
蒼
頡
篇
』
の
齒
字
の
上
部
は
「

」
に
作
る
。 

『
蒼
頡
篇
』
の
「
止
、

、
疋
」
の
中
で
、
形
状
の
差
異
を

、

、

、

の
四
種
類
に
分
け
た
。
こ
の
「

」
に
関
す
る
字
例
は
、
步
（

）
、
雌
（

）
、

焉
（

）
、
柴
（

）
、
貲
（

）
、
鄢
（

）
、
糈
（

）
、
頾
（

）
、

瀕
（

）
、

（

、

）
、
媞
（

）
の
十
一
字
。
「

」
に
関
す
る
字

例
は
、

（

）
、
徙
（

）
、
延
（

）
、

（
蹴
）（

）
、
踐
（

）
、
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路
（

）
、
跂
（

）
、
疵
（

）
、
企
（

）
、
露
（

）
、
隄
（

）
、
疏
（

）

の
十
二
字
。「

」
に
関
す
る
字
例
は
、
踝
（

）
、
趯
（
躍
）（

）
、
賦
（

）
、

武
（

）
の
四
字
。
「

」
に
関
す
る
字
例
は
、
疑
（

）
の
一
字
。 

よ
っ
て
、
戦
国
晩
期
の
秦
簡
は
、
す
で
に
今
見
る
こ
と
の
で
き
る
形
体
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

さ
ら
に
「
止
」
は
、
秦
簡
は

、

、

、

、

、

に
作
る
。「
前
」

は
、
秦
簡
は
、

、

、

、

、

に
作
る
。
『
蒼
頡
篇
』
に
は
、

翦
は

に
作
り
、
鬋
は

に
作
り
、
煎
は

に
作
る
。
以
上
の
字
例
に
基

づ
く
と
「
止
」
字
の
変
遷
の
軌
跡
を
看
取
で
き
、
「

」
の
よ

う
に
推
測
で
き
る
。 

言
部
の
字
例
は
、
識
（

）
、
該
（

）
、
誅
（

）
、
誤
（

）
、
試
（

）
、

謷
（

）
、
讎
（

）
、
訏
（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

謍
（

）
、
請
（

）
、（

）
、
謁
（

）
、
讓
（

）
、
譽
（

）
、
諫

（

）
、
讀
（

）
、

（

）
、
議
（

）
、
許
（

）
、
論
（

）
、

訊
（

）
、
詳
（

）
、
諒
（

）
、
訐
（

）
、
訟
（

）
の
二
十
七
字
あ

る
。 「

言
」
を
含
む
字
例
は
、
巒
（

）
、
欒
（

）
、
獄
（

）
、
矕
（

）
、

蠻
（

）
、
襜
（

）
、
變
（

）
、

𧄎𧄎

（

）
、
罰
（

）
、

𧮆𧮆

（

）
、

鞫
（

）
の
十
一
字
あ
る
。 

『
乙
瑛
碑
』
、「
請
」
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。
隸
書
の
「
言
」
字
の
形
状
が

で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、『
蒼
頡
篇
』

は

、

、

に
作
り
、
篆
隸
変
化
の
軌
跡
を
看
取
で
き
る
。 

禾
部
の
字
例
は
、
穆
（

）
、
穂
（

）
、

（

）
、

（

）
、

（

）
、

稀
（

）
、
科
（

）
、
秩
（

）
、
私
（

）
の
九
字
あ
る
。
後
漢
隸
書
で

は
、
「
禾
」
字
は

に
作
る
。
「
秩
」
は
、
『
西
狹
頌
』
は

に
作
り
、
『
説

文
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。 

人
部
の
字
例
は
、
係
（

）
、
俗
（

）
、
但
（

）
、
何
（

）
、
便
（

）
、

傳
（

）
、
侵
（

）
、
偏
（

）
、
任
（

）
、
僞
（

）
、
件
（

）
、

候
（

）
、
傷
（

）
、
伐
（

）
、
伊
（

）
、
傅
（

）
、
偃
（

）
、
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倶
（

）
、
僂
（

）
の
十
九
字
あ
る
。
隸
書
で
は
、
「
人
」
字
は
「

」

に
作
り
、
例
え
ば
、「
俗
」
は
、『
張
遷
碑
』
は

に
作
り
、『
説
文
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
る
。
そ
の
う
ち
、
特
別
な
字
例
に
、
件
（

）
と

伐
（

）
が
あ
り
、
人
形
「

」
に
作
る
。
な
お
、
宀
部
の
「
宿
（

）
」

字
と
音
部
は
章
（

）
に
作
り
、
隸
化
の
現
象
が
あ
る
。 

 ２.

規
整
化
に
つ
い
て 

字
形
に
は
一
部
分
の
隷
化
「
部
分
隸
化
」
が
あ
り
、『
蒼
頡
篇
』
は
少
し
「
規

整
化
」
の
現
象
が
あ
る
、
例
え
ば
、
「
糸
」
で
あ
る
。
「
糸
」
は
、
西
周
早
期

の
『
糸
父
壬
爵
』
は

に
作
る
。「
絶
」
は
、
西
周
晚
期
の
『
伯
山
父
鼎
』

は

に
作
る
。
「
繒
」
は
、
秦
印
は
、

、

に
作
る
。
「
絶
」
は
、
秦

簡
は

に
作
る
。「
紀
」
は

に
作
り
、「
約
」
は

に
作
る
。
よ
っ
て
、

糸
は
「
8
」
の
よ
う
な
形
状
で
あ
り
、『
蒼
頡
篇
』
の
な
か
で
、
多
く
「

」

と
書
き
、
す
で
に
隸
化
の
現
象
が
あ
る
。
例
え
ば
、
（

）（

）
、
（

）
、

（

）
、
係
（

）
、
孫
（

）
、
巒
（

）
、
欒
（

）
、
矕
（

）
、
糾

（

）
、
紀
（

）
、
紂
（

）
、
約
（

）
、
紆
（

）
、
納
（

）
、
級
（

）
、

細
（

）
、
絇
（

）
、
絣
（

）
、
給
（

、

）
、
絰
（

）
、
絶
（

）
、

維
（

）
、
綱
（

）
、
緩
（

）
、
緱
（

）
、
縈
（

）
、
縛
（

）
、

縞
（

）
、
縠
（

）
、
縣
（

）
、
總
（

）
、
繅
（

）
、
織
（

）
、
繚

（

）
、
繞
（

）
、

（

）
、
繩
（

）
、
繳
（

）
、
蠻
（

）
、
變

（

）
、

（
轡
）（

）
、

𦄊𦄊

（

）
、

𦅻𦅻

（

）
、

𧄎𧄎

（

）
の
四
十
四

字
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、「
細
（

）
」
は
「

」
に
作
り
、「
繚
（

）
」

は
「

に
作
る
。
「

」
は
篆
形
の
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ

の
二
つ
は
「
規
整
化
」
で
は
な
い
。
斤
部
の
「
斷
（

）
」
字
に
は
規
整
化
が

あ
り
、
「
斯
（

）
」
と
「
析
（

）
」
に
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。 

「
識
字
書
」
は
古
代
に
編
用
さ
れ
た
文
字
の
入
門
テ
キ
ス
ト
で

あ
り
、
そ
の
性
質
は
現
代
の
小
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
類
似
し

て
い
る
。
互
い
に
写
し
合
っ
て
流
布
さ
れ
、
教
学
者
の
内
容
解
説

と
書
写
の
模
範
及
び
学
習
者
の
音
読
と
臨
模
習
字
に
よ
っ
て
、
古

代
の
文
字
教
育
は
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
文
字
の
本
質
的
意
義
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か
ら
言
う
と
、
印
刷
が
出
来
な
い
、
金
石
文
字
の
な
い
拓
本
の
時

代
で
は
、
簡
牘
上
に
書
か
れ
た
識
字
書
が
教
本
文
字
で
あ
っ
た
、

よ
っ
て
そ
れ
は
時
代
の
「
標
準
」
的
性
質
を
備
え
て
お
り
、
古
代

文
字
と
書
法
変
遷
発
展
の
中
心
母
体
で
あ
る
。
７
０

」
と
述
べ
て
い

る
。 す

な
わ
ち
、「
識
字
書
」
は
秦
以
来
、
古
代
の
学
童
が
識
字
す
る

為
の
教
科
書
で
あ
り
、「
実
用
」
を
考
慮
し
て
い
る
為
、
使
用
さ
れ

た
文
字
は
必
ず
比
較
的
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
た
字
例
を
使
用
し
て

い
る
。
も
し
こ
の
観
点
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
秦
漢
の
間
の
数
十
万

字
の
簡
牘
の
中
か
ら
、
標
準
と
な
る
字
形
を
見
つ
け
だ
せ
る
か
も

し
れ
な
い
。 

３.

文
字
の
形
状
に
多
く
の
変
化 

『
蒼
頡
篇
』
の
重
要
性
は
、
最
も
完
成
さ
れ
た
漢
代
の
教
育
の
識
字
書
で

あ
る
以
外
に
、
戦
国
晚
期
か
ら
前
漢
前
期
ま
で
の
文
字
の
形
状
に
多
く
の

変
化
が
現
れ
た
事
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
耑
」
「
婁
」
「
力
」
な
ど
の
字

例
が
あ
る
。 

『
蒼
頡
篇
』
の
「
耑
」
に
関
す
る
字
例
は
、
耑
（

）
、
顓
（

、

）
、

端
（

、

）
、

（

）
の
四
例
。
耑
の
形
状
の
差
異
を
「

」
と
「

」

二
種
類
に
分
け
た
。
（
表
4.

3.

4
『
蒼
頡
篇
』
の
「
耑
」
と
五
種
『
説
文

解
字
』
字
形
表
を
參
照
） 

「
耑
」
は
、
春
秋
晚
期
の
『

王

又
觶
』
は

に
作
り
、『
義
楚
觶
』

は

に
作
る
。「
端
」
は
、
戦
国
璽
印
は

に
作
り
、
秦
印
は

に
作
り
、

秦
簡
は

、

、

、

な
ど
に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作

り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

に
作
り
、『
蒼
頡
篇
』
は

、

に
作
る
。「

」

は
、
戦
国
璽
印
は

に
作
る
。
「
鍴
」
は
、
陶
文
は

に
作
る
。
「

」

は
、
秦
簡
は

、

に
作
る
。
「

」
は
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
馬

王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。
「
腨
、
」
は
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
る
。

以
上
の
字
例
を
見
る
と
、
戦
国
晚
期
か
ら
前
漢
早
期
ま
で
、
「
耑
」
は

に

作
り
、
『
蒼
頡
篇
』
の
「

」
と
「

」
は
「
規
整
化
」
の
現
象
で
あ
る
。 

javascript:void(0);
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『
蒼
頡
篇
』
の
「
婁
」
に
関
す
る
字
例
は
、
蔞
（

）
、

（
數
）（

）
、

簍
（

）、
寠
（

）、
瘻
（

）、
僂
（

）、
屨
（

）、
婁
（

）

の
八
例
。
艸
部
、
攴
部
、
竹
部
、
宀
部
、
疒
部
、
人
部
、

部
、
女
部
な
ど

の
九
種
の
部
首
を
含
む
。（
表
4.

3.

5
『
蒼
頡
篇
』
の
「
婁
」
と
五
種
『
説

文
解
字
』
字
形
表
を
參
照
） 

婁
の
形
状
の
差
異
を
a
（

）
、
b
（

）
、
c
（

）
、
d
（

）

の
四
種
類
に
分
け
た
。
そ
の
中
で
d
類
が
最
も
多
く
五
例
あ
る
。
第
四
章
の

第
一
節
「
數
」
字
に
関
す
る
考
察
よ
り
、
稿
者
は
、
婁
の
形
状
の
順
番
が
a
、

c
、
b
、
d
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
、
各
種
の
転
写
本
を
採

用
し
た
事
が
原
因
で
、『
蒼
頡
篇
』
に
各
時
代
の
文
字
の
姿
が
残
っ
て
い
る
と

い
う
事
が
わ
か
る
。 

『
蒼
頡
篇
』
の
「
力
」
に
関
す
る
字
例
は
、
茄
（

）
、
荔
（

）
、

（

、

鳧
）（

）
、
嘉
（

）
、
駕
（

）
、
黝
（

）
、
男
（

）
、
勸
（

）
、

勝
（

）
、
勶
（
徹
）（

）
、
勠
（

）
、
勦
（

）
、

（

）
、
勇
（

）
、

勃
（

）
、
飭
（

）
、
劾
（

）
の
十
七
例
。
艸
部
、

部
、
壴
部
、
馬
部
、

黑
部
、
男
部
、
力
部
な
ど
の
七
種
の
部
首
を
含
む
。
力
の
形
状
の
差
異
を
a

（

）
、
b
（

）
、
c
（

）
、
d
（

）
四
種
類
に
分
け
た
。
a
類

が
最
も
多
く
九
例
あ
る
。（
表
4.

3.

6
『
蒼
頡
篇
』
の
「
力
」
と
五
種
『
説

文
解
字
』
字
形
表
を
參
照
） 

 

「
力
」
は
、
甲
骨
文
は

に
作
り
、
商
の
『
力
鼎
』
は

に
作
り
、

春
秋
晚
期
の
『
溫
縣
盟
書
』
は

に
作
り
、
戦
国
早
期
の
『

羌
鐘
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

に

作
り
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

、

、

に
作
る
。 

「
嘉
」
は
、
西
周
晚
期
の
『
伯
嘉
父
簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の

『
陳
侯
作
嘉

簋
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
侯
馬
盟
書
』
は

に

作
り
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

に

作
り
、
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。 
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「
駕
」
は
、
春
秋
晚
期
の
『
石
鼓
文
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
侯

馬
盟
書
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

、

、

に
作

り
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

に
作
り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

、

、

に
作
り
、
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。 

「
黝
」
は
、
戦
国
璽
印
は

、

に
作
り
、『
蒼
頡
篇
』
は

に
作

る
。 「

男
」
は
、
西
周
早
期
の
『
夨
令
方

』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
鄀

公
簠
蓋
』
は

作
り
、
春
秋
中
期
の
『

公
典
盤
』
は

に
作
り
、
春

秋
中
期
の
『

子
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
晚
期
の
『
弔
男
父
匜
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

、

、

に
作
り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』

は

に
作
り
、
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。 

「
勸
」
は
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

に
作
り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

、

に
作
り
、『
蒼
頡
篇
』
は

に
作

る
。 

「
勝
」
は
、
秦
印
は

、

、

、

に
作
り
、
秦
簡
は

、

、

に
作
り
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

、

に
作
り
、
『
蒼
頡
篇
』

は

に
作
る
。 

「
勶
（
徹
）」
は
、
戦
国
璽
印
は

、

に
作
り
、『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

、

、

、

、

に
作
り
、
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』
は

に

作
り
、『
關
沮
秦
簡
』
は

、

、

、

、

に
作
り
、『
馬

王
堆
簡
帛
』
は

、

、

、

に
作
り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

、

に
作
り
、『
張
家
山
漢
簡
』
は

、

、

に
作
り
、『
蒼
頡
篇
』
は

に

作
る
。
よ
っ
て
、
多
く
の
秦
簡
の
勶
（
徹
）
は
、
「

」
と
「

」
の
二

種
類
の
形
状
で
あ
り
、
両
者
の
差
異
は
右
下
の
「

」
形
だ
け
で
あ
る
。 

「
勠
」
は
、
戦
国
璽
印
は

に
作
り
、
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。 

「

」
は
、
秦
簡
は

、

に
作
り
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

に
作
り
、
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。 
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「
勇
」
は
、
春
秋
晚
期
の
『
中
央
勇
矛
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、『
馬
王
堆
簡
帛
』
は

、

に
作
り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

、

、

に
作
り
、
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。 

「
勃
」
は
、
秦
印
は

、

、

に
作
り
、『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
る
。 

「
飭
」
は
、
秦
印
は

に
作
り
、
秦
簡
は

に
作
り
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』

は

に
作
り
、『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

、

に
作
り
、『
蒼
頡
篇
』
は

に

作
る
。 

「
劾
」
は
、
秦
簡
は

、

、

、

、

、

に
作
り
、
『
蒼

頡
篇
』
は

に
作
る
。
以
上
の
字
例
に
見
る
と
、
戦
国
晚
期
か
ら
前
漢
早
期

ま
で
は
、
『
蒼
頡
篇
』
に
力
の
様
々
な
形
状
（

、

、

）
が
は
っ
き

り
見
え
る
。 

 

４.

説
文
未
收
字 

『
蒼
頡
篇
』
に
は
、『
説
文
』
未
收
字
が
三
十
七
あ
る
（
12
處
未
釋
字
「□

」

を
含
む
）
。
字
數
は
二
十
五
字
で
、「

、

、
鞫
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
涊
、

、

、

、

、

、

、

、

、

」
で
あ
る
。 

「

」
は
、『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

、

、

に

作
る
。
「

」
と
「
咎
」
は
同
じ
で
、
「
咎
」
は
、
『
説
文
』
は

に
作
り
、

商
の
『
毓
且
丁
卣
』
は

に
作
り
、
戦
国
晚
期
の
『
十
一
年
咎
茖
戈
』
は

に
作
り
、
秦
簡
字
は

に
作
る
。『
蒼
頡
篇
』
と
秦
簡
が
篆
書
形
体
の
事
實
で

あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
見
え
る
。 

「
鞫
」
は
、
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、
秦
簡
は
、

、

、

に

作
る
。『
睡
虎
地
秦
簡
』
、『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』
両
者
の
形
状
も
同
じ
で
違
い

が
な
い
。 

「

（
卌
）
、」
は
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
卌
三
年
逨
鼎

九
』
は

に
作
り
、
秦
簡
字
は

、

に
作
る
。
秦
簡
、『
蒼
頡
篇
』
な
ど
の

字
例
の
形
状
と
共
通
し
て
い
る
。 

「

（

）
」
は
、
『
蒼
頡
篇
』
は

に
作
り
、
西
周
中
期
の
『

伯
作

井

鼎
』
は

に
作
り
、『
石
鼓
文
』
は

に
作
る
。「
黽
」
は
、『
説
文
』
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は

に
作
り
、
西
周
晚
期
の
『
黽
壺
蓋
』
は

に
作
り
、
秦
印
は

に

作
り
、『
西
狹
頌
』
は

に
作
る
。『
蒼
頡
篇
』
で
は
、
他
の
字
例
に
、
繩
（

）
、

黿
（

）
、
鼂
（

）
、
鼈
（

）
、
鼉
（

）
、

（

）
な
ど
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
『
蒼
頡
篇
』
の
「
黽
」
の
形
状
は
ま
だ
篆
書
で
あ
る
。
。 

 

五
、
小
結 

『
蒼
頡
篇
』
の
重
要
性
は
、
最
も
完
成
さ
れ
た
漢
代
の
教
育
の
識
字
書
で

あ
る
こ
と
以
外
に
、
戦
国
晚
期
か
ら
前
漢
前
期
ま
で
の
文
字
の
形
状
に
多
く

の
変
化
が
現
れ
た
事
で
あ
る
。
考
察
し
た
結
論
は
四
つ
あ
る
。 

１.

戦
国
晚
期
か
ら
前
漢
前
期
ま
で
の
文
字
の
形
状
に
多
く
の
変
化
が
現

れ
、
篆
隸
変
遷
の
軌
跡
を
見
ら
れ
る
。 

２.

一
部
の
字
例
は
規
整
化
す
る
事
が
あ
る
。 

３.

『
説
文
解
字
』
未
收
字
が
あ
る
。 

４.

本
研
究
以
外
の
字
例
の
形
状
は
、
深
く
研
究
す
る
価
値
が
あ
り
、
さ
ら

に
論
究
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
四
節 

「
小
篆
」
に
つ
い
て 

「
小
篆
」
と
い
う
の
は
、
戦
国
時
代
に
秦
で
用
い
ら
れ
た
字
体

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
秦
篆
」
と
も
い
う
。
許
慎
『
説
文
解
字
』
は

こ
の
字
体
に
基
づ
い
て
漢
字
を
分
析
し
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。 

白
川
靜
氏
は
『
説
文
新
義
．
卷
十
五
』
に
い
う
。 

『
説
文
』
述
作
の
目
的
は
、
許
敘
に
坊
間
の
字
説
が
孔
氏
の

古
文
に
合
わ
ず
、
字
例
の
條
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
將

に
以
て
群
類
を
理
し
、
謬
誤
を
解
き
、
學
ぶ
者
に
曉
に
し
、
神

恉
を
達
す
る
」
と
い
う
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
古
文
の
正
し
さ

を
、
文
字
學
の
體
系
を
通
じ
て
證
明
し
よ
う
と

し
た
の
で

あ

る
７
１

。
許
慎
『
説
文
・
叙
』
に
「
秦
の
始
皇
帝
が
初
め
て
天
下

を
統
一
す
る
と
、
丞
相
李
斯
は
そ
こ
で
こ
れ
ら
を
同
じ
よ
う
に

し
よ
う
と
奏
上
し
、
文
字
が
秦
の
も
の
に
合
致
し
な
い
も
の
を

廃
止
し
た
。
李
斯
は
『
蒼
頡
篇
』
を
作
り
、
中
車
府
令
趙
高
は
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『
爰
歴
篇
』
を
作
り
、
大
史
令
胡
毋
敬
は
『
博
学
篇
』
を
作
っ

た
。
そ
れ
ら
は
み
な
史
籀
の
大
篆
か
ら
取
り
、
か
な
り
省
略
改

定
し
た
も
の
で
あ
る
。
所
謂
小
篆
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
「
そ
れ
ら
は
み
な
史
籀
の
大
篆
か
ら

取
り
、
か
な
り
省
略
改
定
し
た
も
の
で
あ
る
」
７
２

と
の
見
解
を

示
す
学
者
も
い
る
。
７
３ 

基
本
的
に
こ
の
意
見
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
李

斯
の
整
理
し
た
『
蒼
頡
篇
』
は
「
篆
書
」
を
用
い
て
書
か
れ
て
い

る
。
識
字
の
為
の
教
科
書
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
書
写
材
料
は
当
時

簡
単
に
手
に
入
れ
る
事
の
で
き
た
「
簡
牘
」
で
あ
る
。 

秦
代
の
字
に
関
し
て
、
郭
沫
若
は
『
古
代
文
字
之
辯
證
的
發
展
』

に
い
う
。 

こ
の
よ
う
な
文
字
の
教
科
書
は
初
期
の
頃
は
お
そ
ら
く
篆
書
に

よ
っ
て
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
、
秦
代
の
小
篆
を
用
い
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
７
４ 

裘
錫
圭
氏
は
『
文
字
學
概
要
』
に
い
う
。 

『
説
文
』
と
三
体
石
経
の
残
石
の
古
文
は
戦
国
文
字
を
研
究
す

る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
古
文
経
書
は
も
と
も
と
ど
れ
も
簡

冊
の
上
に
書
か
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
古
文
は
簡
帛

文
字
で
あ
る
が
、
何
度
も
書
き
写
し
さ
れ
て
い
る
た
め
、
い
く
つ

か
の
間
違
い
が
あ
る
事
は
否
め
な
い
。
７
５ 

し
か
し
、
現
在
、
学
者
の
多
く
は
「
小
篆
」
が
簡
帛
上
に
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
を
未
だ
承
認
し
て
い
な
い
。
承
認
し
な
い
の
は
、

許
慎
が
述
べ
て
い
る
「
李
斯
は
『
蒼
頡
篇
』
を
作
り
…
…
所
謂
小

篆
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
」
を
否
定
す
る
の
と
同
じ
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
を
論
述
し
た
文
章
は
未
だ

に
見
た
こ
と
が
な
い
。 

十
年
余
の
秦
国
の
時
代
に
は
、
四
万
枚
近
く
の
簡
牘
『
里
耶
秦

簡
』
７
６

が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
小
篆
」
が
「
簡
牘
」
上
に

存
在
す
る
事
実
を
無
視
し
て
い
る
。
未
だ
に
多
く
の
研
究
者
が
「
小
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篆
」
が
辿
っ
た
足
跡
を
探
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
連
蔚
勤
『
秦
漢

篆
文
形
體
比
較
研
究
』
の
博
士
論
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 

 
 

時
代
を
限
定
す
る
の
は
容
易
だ
が
、
小
篆
を
探
す
の
は
困
難
で

あ
る
。
小
篆
は
何
処
に
存
在
す
る
の
か
、
全
面
的
な
調
査
が
必
要

で
あ
り
、
な
る
べ
く
多
く
の
篆
形
の
収
集
、
対
象
の
十
分
な
分
析
、

前
文
の
三
項
目
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。
７
７ 

ま
た
、
『
秦
漢
篆
文
形
體
比
較
研
究
』
に
い
う
。 

古
人
及
び
先
人
の
学
者
達
は
み
な
、
小
篆
と
言
え
ば
、
秦
の
刻

石
で
あ
る
と
す
ぐ
に
連
想
す
る
。
こ
の
秦
の
刻
石
は
、
一
方
で
、

そ
の
内
容
か
ら
秦
の
始
皇
帝
が
天
下
の
重
要
な
思
想
を
公
表
す
る

内
容
の
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
方
で
、
小
篆
が
十
分
に
整
っ
て
い

る
た
め
、「
書
同
文
字
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

上
述
し
た
よ
う
に
、
秦
小
篆
は
刻
石
上
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
銅

器
、
貨
幣
、
璽
印
、
陶
器
上
に
存
在
す
る
し
、
秦
刻
石
の
篆
形
が

最
も
整
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
秦
代
貨
幣
の
半
両
銭
上
の
篆
形
は

刻
石
の
文
字
と
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
秦
篆
を
述
べ
る

に
は
、
他
の
書
写
材
料
上
の
小
篆
を
含
め
て
全
体
を
観
察
す
る
必

要
が
あ
る
。
７
８ 

し
か
し
、
さ
ら
に
探
す
必
要
は
な
い
、
も
し
、「
小
篆
」
が
簡
牘

上
に
存
在
す
る
事
実
を
認
め
な
け
れ
ば
、
永
遠
に
「
小
篆
」
を
探

し
出
す
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。 

李
均
明
氏
は
『
古
代
簡
牘
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

篆
書
は
簡
牘
で
よ
く
見
る
字
体
で
あ
る
。
篆
書
は
本
来
秦
系
統

の
文
字
の
正
体
で
あ
り
、
大
篆
と
小
篆
に
分
け
ら
れ
る
。
代
表
的

な
大
篆
は
石
鼓
文
で
あ
り
、
小
篆
は
秦
統
一
後
の
刻
石
、
詔
版
、

虎
符
等
で
あ
る
。『
説
文
』
は
最
も
豊
富
な
篆
書
の
資
料
集
で
あ
る

が
、
書
が
完
成
し
た
の
が
後
漢
中
期
で
、
あ
る
字
形
は
秦
篆
と
全

て
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
日
見
る
事
の
で
き
る
簡
牘
文
字

は
未
だ
全
篇
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
石
鼓
文
、
秦
刻
石
、『
説
文
』
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と
完
全
に
共
通
し
て
い
る
、
多
く
は
た
だ
間
架
結
構
が
共
通
し
て

い
る
だ
け
で
、
用
筆
の
進
行
方
向
は
平
直
で
、
基
本
的
に
は
篆
隷

の
過
渡
期
の
字
体
で
あ
る
。
秦
簡
及
び
違
う
年
代
の
漢
簡
を
見
る

と
、
篆
書
か
ら
隷
書
に
変
わ
る
過
渡
は
一
つ
の
し
だ
い
に
変
化
す

る
過
程
で
あ
り
、
あ
る
字
の
変
化
は
速
く
、
あ
る
字
は
遅
い
。
前

漢
中
晩
期
以
後
、
単
純
な
篆
書
は
簡
牘
の
中
に
は
多
く
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
、
し
か
し
、
印
章
、
旌
幡
上
に
は
普
遍
的
に
使
わ
れ
て

い
た
、
し
か
し
こ
の
時
期
の
篆
書
は
多
か
れ
少
な
か
れ
隷
書
ま
た

は
草
書
の
結
構
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
既
に
秦
篆
の
元
の
姿
か

ら
離
れ
、
人
々
は
さ
ら
に
そ
れ
を
芸
術
的
な
字
体
に
変
え
て
い
っ

た
。
７
９ 

現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
、
も
っ
と
も
古
い
識
字
の
教
科
書
は
、

一
九
七
七
年
に
阜
陽
縣
双
古
堆
一
号
漢
墓
で
『
阜
陽
漢
簡
』
が
発

掘
さ
れ
た
際
に
、
発
見
さ
れ
た
。
秦
の
始
皇
帝
と
同
じ
名
前
を
避

け
る
た
め
の
「
飭
端
修
法
」
の
句
が
あ
り
、
当
時
は
ま
だ
漢
人
に

よ
っ
て
改
定
さ
れ
る
前
の
冊
子
で
あ
る
８
０

。 

李
学
勤
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

一
九
七
七
年
に
出
土
し
た
安
徽
阜
陽
双
古
堆
一
号
墓
竹
簡
。
こ

の
墓
は
汝
陰
侯
夏
侯
灶
墓
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
漢
の
文

帝
十
五
年
（
紀
元
前
一
六
五
年
）
に
没
し
た
。
数
十
種
の
書
も
含

ん
で
お
り
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
『
詩
経
』
と
『
蒼
頡
篇
』
で
、

後
者
の
書
体
は
篆
書
で
あ
る
８
１

。 

李
学
勤
氏
は
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

隷
書
の
流
行
は
特
に
注
目
す
る
価
値
が
あ
る
。
隷
書
の
発
生
は
、

そ
の
字
体
の
筆
勢
の
様
々
な
特
徴
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
た
し
か
に

戦
国
時
代
の
秦
国
文
字
か
ら
探
し
出
す
事
が
で
き
る
が
、
隷
書
は

便
利
な
た
め
、
煩
雑
な
政
府
の
事
務
に
は
普
遍
的
に
使
用
さ
れ
、

政
府
公
認
の
字
体
と
な
り
、
確
か
に
秦
代
の
初
め
で
あ
る
。
秦
か

ら
漢
初
の
書
籍
も
隷
書
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
て
お
り
、
既
に
廃

止
さ
れ
た
古
文
字
を
書
く
事
に
困
難
を
要
す
る
篆
書
に
取
っ
て
代
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わ
っ
た
８
２

。 
 

も
し
、「
篆
書
」
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
難
し
い
の
な
ら
な
ぜ
先

に
発
明
し
て
後
に
廃
止
し
、
改
良
し
て
「
隷
書
」
に
取
っ
て
代
わ

っ
た
の
か
。
こ
れ
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
漢
代
早
期
の
『
阜
陽
漢

簡
・
蒼
頡
篇
』
は
「
篆
書
」
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
よ
り

更
に
古
い
簡
牘
文
字
も
篆
書
と
い
う
事
に
な
る
。
し
か
し
、『
里
耶

秦
簡
』
、『
雲
夢
龍
崗
秦
簡
』
、『
睡
虎
地
秦
簡
』
、
更
に
戦
国
中
期
『
青

川
木
牘
』
等
の
秦
文
字
は
「
古
隷
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
も
し
、

秦
か
ら
漢
初
は
か
け
て
、
既
に
学
者
が
書
く
こ
と
が
難
し
い
と
し

て
い
る
「
篆
書
」
が
廃
止
さ
れ
た
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
秦
代
四
十
年

余
の
時
間
と
離
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
な
ぜ
「
篆
書
」
を
用
い
た

識
字
の
教
科
書
が
使
わ
れ
た
の
か
。 

戦
国
時
代
か
ら
秦
漢
の
間
に
出
土
し
た
簡
牘
文
字
の
資
料
を
整

理
す
る
上
で
、
、
鍵
と
な
る
字
形
を
挙
げ
て
比
較
を
行
い
、
筆
で
書

い
た
「
簡
牘
墨
跡
文
字
は
字
形
が
あ
っ
て
初
め
て
歴
史
が
伝
承
さ

れ
た
」
の
論
点
を
証
明
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
阜
陽
漢
簡
・

蒼
頡
篇
』
の
中
か
ら
、「
門
」
、「
閉
」
、「
開
」
、「
戸
」
、「
房
」
、「
橋
」
、

「
黄
」
、「
当
」
、「
実
」
の
九
字
を
選
ん
で
字
例
の
参
照
を
行
っ
た
。

（
表

4.

4.

1
『
阜
陽
漢
簡
・
蒼
頡
篇
』
門
、
閉
、
開
な
ど
の
字

例
表
を
参
照
）
８
３

こ
の
よ
う
な
字
例
表
の
整
理
は
『
秦
小
篆
・
蒼

頡
篇
』
が
「
ど
の
様
な
形
を
し
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
は
言
う

ま
で
も
な
い
。 

林
進
忠
氏
は
『
古
代
文
字
書
法
製
作
背
景
的
綜
合
研
究
例
』
に

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

筆
書
文
字
は
当
時
の
文
字
の
母
体
の
真
の
姿
で
あ
り
、
金
石
文

字
の
骨
組
み
と
筆
書
文
字
が
書
か
れ
た
時
と
同
じ
で
、
そ
の
時
の

文
字
の
「
用
途
」
で
あ
る
。
金
石
文
字
の
骨
組
み
は
筆
で
文
字
が

書
か
れ
た
時
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
整
理
さ
れ
装
飾
化
さ
れ
た
字

の
容
貌
の
原
因
は
、
特
定
の
目
的
で
文
字
造
形
の
芸
術
理
念
に
よ
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っ
て
金
石
の
工
芸
製
作
時
に
表
現
さ
れ
た
。
そ
れ
は
そ
の
時
期
の

文
字
の
「
変
」
で
あ
る
。
筆
墨
書
と
金
石
刻
鋳
の
二
種
の
文
字
の

本
質
は
本
来
違
う
も
の
で
あ
り
、
感
慨
深
い
も
の
で
あ
る
。
…
「
文

字
」
を
語
る
時
に
あ
ら
ゆ
る
文
字
資
料
を
一
緒
く
た
に
し
て
語
る

こ
と
が
で
き
る
。「
書
法
」
に
つ
い
て
の
み
を
語
る
と
き
は
、
簡
牘

帛
紙
の
毛
筆
書
法
と
金
石
単
刀
刻
書
の
硬
筆
書
法
の
両
方
を
含
む

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
筆
書
文
字
は
文
字
と
書
法
変
遷
の
唯

一
の
中
心
母
体
の
事
実
の
下
、「
毛
筆
書
法
」
、「
字
体
変
遷
」
を
語

る
時
、
筆
で
書
い
た
文
字
か
ら
離
れ
た
実
証
、
論
述
の
結
果
は
、

信
憑
性
に
欠
け
る
こ
と
が
多
い
。
８
４ 

墨
跡
文
字
（
甲
類
） 

・
文
字
の
「
変
遷
伝
承
」
の
特
性
を
備
え
て
い
る 

・
本
当
の
当
時
の
文
字
の
字
形
ま
た
は
、
字
相
を
表
し
て
い
る
。 

・
広
範
囲
に
広
ま
り
次
第
に
認
め
ら
れ
自
然
に
発
生
し
た
字
体
。 

・
筆
に
よ
り
書
か
れ
た
文
字
。 

非
墨
跡
文
字
（
乙
類
） 

・
文
字
の
「
変
遷
伝
承
」
の
特
性
を
備
え
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。 

・
本
当
の
当
時
の
文
字
の
字
形
ま
た
は
、
字
相
を
表
す
こ
と
は

で
き
な
い
。 

・
一
定
の
規
則
と
造
形
の
無
い
字
体
。 

・
鑿
、
刻
劃
、
鋳
造
等
の
方
法
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
文
字
。 

 

 
 
 
 
 

 

現
存
す
る
最
古
の
隷
書
の
石
刻
は
前
漢
宣
帝
五
鳳
二
年
の
『
魯

魯孝王刻石 

萊子侯刻石 
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孝
王
刻
石
』（

B.C

56
）
及
び
新
莽
三
年
の
『
萊
子
侯
刻
石
』（

A.D

16
） 

で
あ
る
。
こ
の
類
の
文
字
は
本
文
の
分
類
の
「
乙

2-1
類
」
に
属
し
、

こ
の
類
の
文
字
を
時
代
の
前
後
の
順
番
に
配
列
し
た
が
、
そ
こ
か

ら
正
確
な
文
字
の
変
化
の
過
程
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
の
類
の
文
字
の
発
展
に
は
一
定
の
規
則
が
な
く
、
墨
跡

文
字
と
同
じ
よ
う
に
書
写
の
伝
承
の
要
素
か
ら
そ
の
文
字
を
制
限

し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
製
作
者
が
使
用
し
た
文
字
は
自
由
に

発
揮
す
る
事
が
で
き
、
当
時
の
人
々
が
使
っ
た
文
字
で
あ
る
必
要

が
な
く
、
例
え
ば
前
漢
の
『
群
臣
上
醻
刻
石
』
（

B.C

 158
）
の
字
体

は
篆
書
で
、
碑
刻
の
こ
れ
ら
の
文
字
と
我
々
が
知
っ
て
い
る
古
文

字
伝
承
の
発
展
は
直
接
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
無
く
、
文
字
芸
術

の
発
展
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
事
し
か
で
き
ず
、
こ
の
類
の
文
字

を
用
い
て
「
篆
書
」
の
変
遷
を
分
析
す
る
の
は
好
ま
し
く
は
無
い
。 

 

 

林
進
忠
氏
は
『
漢
簡
識
字
書
在
文
字
與
書
法
史
上
的
重
要
意
義
―
秦
簡

文
字
為
秦
篆
說
』
で 

「
横
式
波
磔
を
持
つ
八
分
隷
書
は
、
前
漢
中
期
の
成
熟
し
普

及
し
始
め
る
時
期
で
あ
る
事
に
気
づ
く
事
が
で
き
た
。
前
漢
末

期
に
書
者
は
み
な
既
に
安
定
し
た
典
型
的
な
八
分
隷
書
を
書
く

事
が
で
き
、
後
漢
碑
刻
の
隷
書
の
字
体
と
同
じ
で
あ
り
、
二
者

の
間
に
は
約
二
百
年
の
差
が
あ
る
。
現
物
は
史
実
で
あ
り
、
八

分
隷
書
は
誰
か
が
「
造
っ
た
」
わ
け
で
は
な
く
、
長
期
の
変
遷

に
よ
り
広
範
に
広
ま
っ
た
も
の
で
、
文
字
と
書
法
発
展
の
事
実

群臣上醻刻石  
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は
簡
牘
に
あ
り
、
金
石
の
碑
版
に
あ
る
わ
け
で
は
無
い
。
」
８
５

研

究
者
は
居
延
、
武
威
漢
簡
の
造
形
が
扁
平
で
左
右
横
に
向
か
っ

て
伸
び
、
曲
線
が
多
い
の
は
「
隷
書
」
を
参
照
し
て
い
る
か
ら

で
、
そ
れ
は
職
人
が
碑
石
上
に
設
計
し
規
整
化
し
た
文
字
が
原

因
で
あ
り
、
元
々
の
字
の
容
貌
を
見
て
お
ら
ず
、
既
に
変
化
し

た
設
計
文
字
は
「
元
々
の
」
字
の
形
か
ら
離
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
現
代
の
文
字
と
書
法
界
の
共
通
の
間
違
っ
た
認
識
で
あ
る
。 

林
進
忠
氏
は
『
楚
系
簡
帛
墨
跡
文
字
的
書
法
探
析
』
に
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。 

筆
を
用
い
て
書
い
た
墨
跡
で
あ
る
漢
初
の
漢
帛
を
、
秦
代
刻
石

等
の
規
整
化
さ
れ
た
金
石
刻
鋳
文
字
と
比
較
す
る
と
、
筆
意
に
伝

承
性
が
備
わ
っ
て
い
な
い
の
は
必
然
で
あ
る
が
、
も
し
『
青
川
木

牘
』
（

B.C

309
年
）
と
筆
跡
が
相
似
す
る
所
が
あ
る
と
考
え
て
、
そ

れ
を
「
秦
隷
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、『
包
山
楚
簡
』（
約

B.C

323
〜

B.C

292

年
）
に
も
類
似
す
る
所
が
あ
り
、
ま
た
隷
意
も
あ
る
と
認
め
る
な

ら
ば
、
殷
商
、
西
周
の
筆
を
用
い
て
書
い
た
墨
跡
を
す
べ
て
隷
書

と
呼
ん
で
も
お
か
し
く
は
無
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
隷

法
の
原
則
に
つ
い
て
の
制
限
が
な
く
な
り
、
古
代
「
毛
筆
書
写
」

の
文
字
は
篆
書
で
な
い
も
の
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、

篆
書
の
時
代
の
文
字
が
筆
で
書
く
以
外
に
ど
の
よ
う
に
存
在
し
伝

達
さ
れ
た
の
か
を
問
い
た
く
な
る
。
８
６ 

 

銭
存
訓
氏
は
『
書
於
竹
帛
―
中
國
古
代
的
文
字
記
錄
』
に
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る 

古
簡
上
の
字
体
の
違
い
は
、
そ
の
書
か
れ
た
時
代
及
び
そ
の
重

要
性
を
見
て
違
い
が
わ
か
る
。
蔡
邕
は
『
独
断
』
に
お
い
て
、
重

要
な
文
章
は
篆
書
で
竹
簡
に
書
か
れ
、
次
に
重
要
な
も
の
は
隷
書

で
木
牘
に
書
か
れ
た
。
三
世
紀
末
、
楷
書
は
既
に
流
行
し
て
い
た

が
、
六
世
紀
の
政
府
の
冊
は
や
は
り
篆
書
で
書
く
よ
う
に
命
じ
ら
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れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
伝
統
の
字
体
を
用
い
て
重
要
な
文
書
を

書
く
習
慣
は
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
歴
史
上
お
お
よ
そ
同
じ
で
あ

り
、
長
い
期
間
使
わ
れ
て
い
た
。
孔
安
国
古
文
『
尚
書
』
序
説
に

よ
れ
ば
、
古
文
『
尚
書
』
は
隷
書
に
よ
っ
て
古
文
を
竹
簡
に
写
し

書
き
さ
れ
た
。
例
え
ば
漢
代
の
六
経
は
当
時
流
行
し
た
隷
書
に
よ

り
写
し
書
き
さ
れ
た
と
さ
れ
、
大
き
な
差
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
発

見
し
た
古
簡
の
書
写
字
体
か
ら
観
察
す
る
と
楚
簡
は
み
な
篆
書
で

書
か
れ
て
お
り
、
秦
簡
は
隷
書
主
体
で
あ
る
。
漢
簡
は
既
に
篆
、

隷
を
兼
ね
て
い
る
が
、
隷
字
が
多
い
、
こ
れ
は
古
代
書
体
の
変
遷

の
過
程
の
一
部
分
だ
と
い
え
よ
う
。
８
７ 

蔡
邕
（

132
―

192
）
は
許
慎
（

58
―

147
）
の
後
、
後
漢
中
晩
期
ま

で
活
躍
し
た
。
許
慎
の
生
き
た
時
代
は
、
漢
人
は
と
う
に
篆
書
を

読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
特
に
文
字
の
結
構
の
理
解
に
お
い

て
認
識
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
許
慎
は
『
説
文
解
字
』
を
事
実

の
訂
正
の
意
味
で
編
纂
し
た
。
そ
の
当
時
「
篆
」
と
「
隷
」
を
識

別
す
る
事
の
で
き
な
い
社
会
背
景
の
中
で
、
蔡
邕
は
そ
の
論
の
正

確
性
に
つ
い
て
存
疑
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
文
字
の
変
遷
の
単

一
的
な
発
展
、
秦
漢
簡
牘
文
字
か
ら
見
る
と
、
秦
と
先
秦
以
前
の

筆
で
書
か
れ
た
文
字
、
簡
牘
上
に
書
か
れ
た
文
字
は
や
は
り
篆
書

で
あ
り
、
秦
の
時
代
は
短
く
、
文
字
の
伝
承
、
変
遷
も
ま
た
ゆ
っ

く
り
と
し
て
次
第
に
変
化
す
る
状
況
の
中
で
、
前
漢
中
期
の
文
字

に
も
篆
書
の
余
韻
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
理
に
か
な
っ
た
現
象

で
あ
る
。 

「
筆
」
で
書
か
れ
た
文
字
は
、
実
際
に
当
時
使
用
さ
れ
た
文
字

の
状
況
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
筆
跡
簡
帛
の
媒
体

は
「
書
籍
」
の
性
質
を
備
え
、
識
字
教
育
、
法
律
、
政
令
の
公
布
、

思
想
伝
達
等
の
効
用
を
備
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
鑿
、
鋳
な

ど
の
方
法
で
作
ら
れ
た
金
石
器
物
文
字
の
用
途
は
、
占
い
や
、
記

事
、
徳
行
と
功
績
を
褒
め
称
え
る
等
の
目
的
で
使
わ
れ
る
事
が
多

い
。
こ
の
二
種
類
の
文
字
は
実
用
と
応
用
の
違
い
で
あ
る
。 
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秦
代
刻
石
文
字
及
び
秦
詔
の
刻
鋳
文
字
は
、
篆
法
の
基
本
文
字

資
料
の
研
究
の
参
考
で
あ
り
、
同
時
に
漢
代
の
碑
碣
刻
石
の
数
は

少
な
く
な
く
、
現
存
す
る
状
態
の
い
い
貴
重
な
文
字
資
料
の
一
つ

で
あ
る
。
碑
文
お
よ
び
碑
額
で
最
も
重
要
な
の
は
篆
書
お
よ
び
隷

書
で
あ
り
、
文
字
結
構
、
筆
勢
は
篆
隷
の
ど
ち
ら
に
も
あ
り
、「
隷

化
」
の
発
展
の
中
か
ら
、
漢
代
の
風
貌
が
、
自
然
と
発
生
し
た
。

書
法
の
風
韻
も
ま
た
先
秦
の
文
字
と
差
が
出
て
き
た
。 

両
漢
の
時
代
に
日
常
的
に
応
用
さ
れ
た
文
書
で
は
、
既
に
篆
書

は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
碑
額
等
に
は
普
遍
的
に
装
飾
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
。
漢
代
の
応
用
的
な
篆
文
は
、
既
に
毛
筆
に
よ
る

書
写
用
筆
の
制
限
が
な
く
、
多
種
多
様
な
文
字
の
造
形
芸
術
を
表

現
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
漢
代
の
碑
刻
の
篆
隷
文
字
は

東
周
の
鳥
蟲
篆
の
よ
う
な
美
し
く
モ
ダ
ン
な
も
の
と
比
べ
る
と
、

そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
東
周
及
び
秦
代
の
一
般
的
に
よ
く
見
る

事
の
で
き
る
均
整
化
さ
れ
た
金
石
篆
文
は
、
い
か
に
綺
麗
に
整
っ

て
い
る
か
が
良
い
と
さ
れ
、
漢
碑
文
字
は
線
質
と
体
勢
の
多
い
方
、

風
味
奇
殊
な
ど
に
よ
り
、
却
っ
て
人
の
目
を
奪
い
、
鑑
賞
研
究
の

興
味
を
そ
そ
る
も
の
で
あ
る
。
８
８ 

と
は
い
え
、
秦
簡
墨
跡
文
字
は
秦
筆
書
法
の
真
の
姿
で
あ
り
、

戦
国
晩
期
の
秦
文
字
は
一
種
の
み
で
あ
り
、
異
な
る
材
質
の
文
字

の
間
で
文
字
の
結
構
上
二
種
の
字
体
の
差
異
は
構
成
さ
れ
て
お
ら

ず
、
文
字
の
使
用
上
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
二
種
の
字
体
は
別
々

に
独
立
せ
ず
、
並
行
し
て
使
用
さ
れ
た
。
事
実
上
、
筆
写
墨
跡
の

秦
文
字
は
そ
の
当
時
、
唯
一
使
用
さ
れ
た
字
体
で
あ
る
、
「
泰
篆
」

は
書
写
の
真
実
の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
は
漢
初
の
「
古
隷
」
の
母
体

と
な
っ
た
。
秦
代
刻
石
文
字
は
規
整
化
さ
れ
た
装
飾
性
を
備
え
た

秦
篆
文
字
で
あ
り
、
春
秋
戦
国
時
代
の
列
国
金
文
の
一
部
分
は
規

整
化
さ
れ
た
装
飾
性
を
備
え
た
文
字
の
例
で
あ
り
、
古
代
文
字
芸

術
発
展
の
一
種
の
美
術
文
字
で
あ
る
。
８
９ 

稿
者
は
、
秦
簡
出
土
の
簡
牘
墨
跡
文
字
と
向
き
合
う
時
、
研
究
者
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は
再
度
「
小
篆
」
、
「
篆
書
」
の
本
当
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

今
ま
で
学
界
で
「
隷
変
」
を
討
論
す
る
上
で
、
研
究
者
は
『
説

文
』
小
篆
の
外
形
と
後
漢
の
碑
刻
文
字
の
み
を
用
い
て
比
較
し
、

前
後
の
時
代
の
墨
跡
文
字
を
用
い
て
論
証
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
非
常
に
残
念
な
事
で
あ
る
。
本
節
は
こ
の
不
足
部
分
を
補

い
、
更
に
最
古
の
甲
骨
金
文
の
字
例
を
用
い
て
文
字
の
本
義
の
解

析
を
行
っ
た
。 

戦
国
時
代
か
ら
後
漢
、
魏
晋
南
北
朝
ま
で
の
残
さ
れ
て
き
た
墨
跡

文
字
か
ら
、
字
形
の
改
変
は
緩
慢
か
つ
一
定
の
条
理
が
あ
り
、
そ

の
中
に
は
文
字
を
書
く
者
が
故
意
に
「
特
別
」
の
字
形
を
書
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
は
文
字
を
書
く
（
転
写
）

者
が
故
意
に
書
い
て
は
い
な
い
。「
特
別
」
ま
た
は
「
故
意
」
に
書

か
れ
た
字
形
、
字
体
は
常
に
文
字
の
海
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
文

字
が
伝
承
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
な
ぜ
「
繰
り
返
し
の
転
写
」

が
、
文
字
改
変
の
重
要
な
原
因
と
な
る
の
か
。
そ
れ
は
す
で
に
多

く
の
字
例
を
用
い
て
実
証
し
て
来
た
。
稿
者
は
、
厳
格
か
つ
詳
細

な
対
比
、
考
察
、
修
正
の
後
に
、『
説
文
解
字
』
の
存
在
価
値
と
学

界
で
使
用
さ
れ
る
意
義
が
明
瞭
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 



283 

表
4.
1.

1
秦
刻
石
と
『
説
文
』
、
商
周
、
春
秋
戦
国
、
秦
漢
文
字
比
較
表  
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表
4.

2.

1
『
説
文
』
と
宋
代
石
刻
比
較
表 
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表
4.
3.

1
北
京
大
学
収
蔵
の
『
蒼
頡
篇
』（
七
〇
％
に
縮
小
）  
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表
4.
3.

2
『
蒼
頡
篇
』
の
『
説
文
』
未
收
字 
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表
4.

3.

3
『
蒼
頡
篇
』
部
首
数
量
（
ト
ッ
プ
50
） 
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表
4.

3.

4
『
蒼
頡
篇
』
の
「
耑
」
と
五
種
『
説
文
解
字
』
字
形
表 
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表
4.
3.

5
『
蒼
頡
篇
』
の
「
婁
」
と
五
種
『
説
文
解
字
』
字
形
表 
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表
4.
3.

6
『
蒼
頡
篇
』
の
「
力
」
と
五
種
『
説
文
解
字
』
字
形
表 
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表
4.

4.

1
『
阜
陽
漢
簡
・
蒼
頡
篇
』
門
、
閉
、
開
な
ど
の
字
例
表 
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第
五
章 

秦
漢
文
字
の
変
遷
考
察 

 

第
一
節 

文
字
変
遷
の
原
因
と
基
礎 

 

一
、
古
文
字
の
種
類
と
数
量 

稿
者
は
「
古
文
字
変
遷
の
研
究
」
を
す
る
上
で
、
文
字
の
「
外

形
」
の
み
を
分
析
考
察
の
基
準
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
以
下
の
二
つ
の
点
を
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

文
字
は
、「
墨
跡
」
と
「
非
墨
跡
」
の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
、
非
墨
跡
文
字
は
所
謂
「
金
石
文
字
」
が
そ
の
多
く
を
占
め

る
。
金
石
に
関
し
て
は
呉
鎮
烽
氏
の
『
商
周
青
銅
器
銘
文

図
像

集
成
』
に
よ
る
と
、
商
周
器
物
は
大
き
く
六
つ
に
分
類
で
き
る
９
０

。

一
、
食
器
（
五
八
〇
四
）
、
二
、
酒
器
（
六
五
八
一
）
、
三
、
水
器

（
六
三
四
）
、
四
、
楽
器
（
七
一
一
）
、
五
、
兵
器
（
二
一
二
五
）
、

六
、
用
器
（
三
五
六
）
、
付
録
（
五
二
七
）
、
合
計
一
六
七
三
八
。 

そ
の
ほ
か
に
孫
慰
祖
、
徐
谷
富
『
秦
漢
金
文
匯
編
』
９
１

を
編
集

し
て
お
り
、
総
収
録
数
五
八
五
件
で
、
食
器
、
酒
器
、
水
器
、
楽

器
、
度
量
衡
、
雑
器
等
に
分
か
れ
る
。
書
中
の
付
録
『
秦
漢
金
文

字
匯
』
と
検
字
表
は
稿
者
の
デ
ー
タ
化
処
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、

字
例
は
七
九
三
字
あ
り
、
秦
漢
の
青
銅
器
は
六
〇
〇
件
に
上
る
。 

石
刻
文
字
に
関
し
て
は
葉
程
義
『
漢
魏
石
刻
文
學
考
釋
』
に
よ

る
と
、
石
刻
は
十
二
種
類
９
２

に
分
け
ら
れ
、
一
、
雑
記
類
（
八
七
）
、

二
、
碑
誌
類
（
三
六
七
）
、
三
、
頌
賛
類
（
二
二
）
、
四
、
哀
祭
類

（
二
三
）
、
五
、
箴
銘
類
（
五
一
）
、
六
、
伝
状
類
（
一
）
、
七
、
詔

令
類
（
二
四
）
、
八
、
序
跋
類
（
三
）
、
九
、
奏
議
類
（
一
六
）
、
十
、

辞
賦
類
（
一
）
、
十
一
、
詩
歌
類
（
五
）
、
一
二
、
論
辨
類
（
五
）
、

総
計
六
〇
五
例
あ
る
。
朝
代
の
比
例
は
、
前
漢

:
後
漢

:
蜀
漢

:

曹
漢

:
東
呉
、

21

：

495

:

12

：

61

：

16
に
な
る
。
以
上
が
「
非

墨
跡
文
字
」
の
概
略
と
分
類
整
理
で
あ
る
。 

「
墨
跡
文
字
」
に
関
し
て
は
、
張
顯
成
『
簡
帛
文
献
学
通
論
』
９
３
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に
よ
る
と
、
簡
牘
の
内
容
は
「
書
籍
」
と
「
文
書
」
の
二
つ
に
大

き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
籍
は
四
種
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
、
一
、
経
書
、
二
、
史
書
、
三
、
子
書
、
四
、
文
学
書
で
あ
る
。

「
文
書
」
は
、
李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
を
参
考
に

す
る
と
、
書
檄
、
律
令
、
簿
籍
、
録
課
、
符
券
、
検
褐
の
六
種
に

分
け
ら
れ
る
９
４

。 

初
師
賓
氏
は
『
簡
牘
學
百
年
的
思
考
—
代
序
』
に
い
う
。 

春
秋
晩
期
に
、
簡
牘
文
書
は
主
導
的
な
地
位
を
占
め
、
誦
習
や

著
述
、
収
蔵
、
整
理
は
既
に
見
慣
れ
て
し
ま
い
珍
し
く
無
く
な
っ

て
い
た
。
出
土
し
た
簡
牘
で
今
日
見
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
古
い

も
の
は
戦
国
早
期
の
も
の
で
あ
る
。
魏
晋
に
至
る
ま
で
、
紙
は
既

に
出
現
し
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
簡
牘
は
や
は
り
普
遍
的
で
あ
っ

た
。
一
九
九
六
年
長
沙
走
馬
楼
で
一
度
に
三
国
呉
簡
が
九
万
枚
余

出
土
し
、
そ
の
数
は
驚
く
べ
き
数
で
あ
り
、
確
か
な
証
拠
で
あ
る
。

そ
れ
は
紙
が
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
ま
た
中
央
、

地
方
で
は
別
の
原
因
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
簡
牘
時
代
は
上
か
ら

三
代
魏
晋
ま
で
、
二
千
年
も
の
長
い
間
継
続
し
た
。
簡
牘
時
代
早

期
で
は
甲
骨
文
、
金
文
と
陶
、
石
、
玉
、
帛
の
書
は
、
多
く
が
祷

祭
、
紀
功
、
典
儀
な
ど
の
専
用
で
、
特
例
は
決
し
て
媒
体
の
主
流

に
な
っ
て
い
た
は
ず
は
な
く
、
典
籍
文
献
の
全
貌
で
は
無
い
。
そ

の
中
で
、
春
秋
晋
の
盟
書
、
戦
国
及
び
秦
漢
以
降
の
帛
書
、
石
経
、

碑
碣
等
は
明
ら
か
に
皆
簡
牘
形
式
の
模
倣
も
し
く
は
形
を
変
え
た

も
の
で
、
ど
ち
ら
も
簡
牘
の
原
稿
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ

て
、
更
に
古
い
春
秋
時
代
、
ひ
い
て
は
商
周
時
代
の
木
簡
牘
が
見

つ
か
る
の
は
、
時
間
、
好
機
、
技
術
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
文
明
が
栄
え
て
い
た
昔
の
時
代
を
考
え
る
と
、

却
っ
て
道
理
に
反
し
て
不
思
議
で
あ
る
。
９
５ 

こ
の
様
な
見
方
は
同
意
す
る
に
値
し
、
金
石
文
字
（
非
墨
跡
文

字
）
の
「
応
用
の
層
」
、
「
種
類
」
ま
た
は
「
数
量
」
を
単
独
で
見

る
、
も
し
く
は
、
全
て
を
合
計
し
て
比
較
す
る
と
、
「
墨
跡
文
字
」
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に
は
敵
わ
な
い
。
よ
っ
て
、
分
析
研
究
を
す
る
の
は
数
量
の
多
い

字
種
を
採
用
す
る
こ
と
は
当
然
で
、
そ
う
し
て
整
理
し
て
出
し
た

結
果
が
「
通
例
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

過
去
の
研
究
者
は
よ
く
簡
帛
文
字
と
金
石
文
字
を
対
比
し
分
析

す
る
場
合
、
金
石
文
字
は
一
見
重
厚
感
が
あ
り
、
正
式
な
場
面
に

の
み
使
わ
れ
る
文
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
一
方
で
簡
帛

文
字
は
「
速
く
」
書
く
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
文
字
で
あ
り
、
比
較

的
適
当
に
書
い
た
物
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
実
際
に
速
く
書
く

こ
と
は
、
簡
牘
を
書
く
上
で
基
本
的
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、

研
究
者
達
は
、
簡
帛
は
「
適
当
」
と
「
草
率
」
の
「
原
罪
」
で
あ

る
と
み
な
し
て
し
ま
っ
た
。 

青
銅
器
上
の
「
金
文
」
か
ら
見
て
、
李
松
儒
氏
は
『
戦
国
簡
帛

字
跡
研
究
』
に
い
う
。 

金
文
の
鋳
造
類
の
銘
文
字
跡
の
特
徴
は
、
筆
画
の
連
結
し
て
い

る
部
分
に
尖
っ
た
角
の
痕
跡
を
残
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
鋳
型
の

中
を
水
が
流
動
す
る
た
め
で
あ
る
。
鋳
造
の
銘
文
は
多
く
が
墨
書

の
痕
跡
を
反
映
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
字
跡
の
掘
ら
れ
た
部
分
よ

り
も
補
刀
の
部
分
の
方
が
多
い
。
字
跡
の
補
刀
の
部
分
は
既
に
書

者
の
技
能
を
反
映
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
書
写
習
慣
も
反
映

し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
書
者
の
主
観
的
な
要
素
と
書
を
書
く
際
の

客
観
的
な
要
素
が
、
書
を
書
く
過
程
の
妨
害
と
な
っ
て
字
跡
に
影

響
を
与
え
た
事
か
ら
き
て
い
る
。
鋳
造
銘
文
は
往
々
に
し
て
書
者

の
主
観
意
識
が
加
え
ら
れ
る
た
め
、
装
飾
性
が
字
跡
を
変
形
し
て

い
く
際
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
目
的
性
の
あ
る
改
変
さ
れ
た
文

字
は
、
書
者
が
実
際
の
書
写
技
能
と
習
慣
を
ご
ま
か
す
こ
と
に
な

る
。
例
え
ば
金
文
は
双
鉤
の
方
法
で
鋳
型
な
ど
を
刻
し
た
。
鋳
造

な
ど
の
銘
文
は
鋳
造
の
型
を
作
っ
て
い
る
た
め
、
一
般
的
に
は
一

つ
の
銘
文
の
中
に
異
な
る
書
者
の
字
跡
が
あ
る
事
は
な
く
、
銘
文

修
正
な
ど
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
９
６

。 
文
字
が
生
ま
れ
る
方
式
に
注
目
す
る
と
、「
物
理
の
特
性
」
を
用
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い
て
客
観
的
に
分
析
、
考
察
す
る
。
既
に
最
近
の
論
文
で
は
、
こ

の
様
な
文
字
が
生
ま
れ
る
方
式
の
差
異
を
見
分
け
る
事
が
で
き
、

「
物
理
」
が
文
字
の
形
状
の
見
方
ま
た
は
観
点
に
影
響
を
与
え
る

の
は
完
全
に
後
者
で
あ
る
。
李
松
儒
は
『
戦
国
簡
帛
字
跡
研
究
』

に
い
う
。 

金
文
の
刻
劃
の
字
跡
に
刻
（
劃
）
す
る
際
に
使
わ
れ
る
伝
承
さ

れ
た
材
料
は
、
甲
骨
よ
り
も
更
に
硬
く
滑
ら
か
な
も
の
を
使
っ
て

お
り
、
刻
す
際
の
反
作
用
が
更
に
大
き
く
な
り
、
書
を
書
く
際
の

正
常
な
動
き
に
障
害
を
き
た
す
。
書
写
工
具
と
伝
承
さ
れ
て
き
た

物
と
の
間
の
摩
擦
の
程
度
が
異
な
り
、
字
跡
に
対
す
る
影
響
も
異

な
る
。
刻
劃
文
字
が
字
跡
に
対
す
る
障
害
は
主
に
文
字
の
書
き
方

の
条
件
の
変
化
に
よ
利
、
書
者
が
そ
れ
に
対
応
し
き
れ
て
な
い
事

で
生
ま
れ
る
。
９
７ 

稿
者
も
か
つ
て
『
秦
漢
墨
跡
文
字
演
變
的
考
察
研
究
』
９
８

に
於

い
て
、「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
の
語
を
用
い
て
こ
の
現
象
の
解
釈
を

行
っ
た
。
文
字
の
製
作
時
に
「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
が
影
響
を
及

ぼ
す
問
題
に
つ
い
て
、
材
質
が
刻
者
に
障
害
（
抵
抗
力
）
を
与
え
、

こ
の
障
害
が
一
般
人
の
自
然
に
対
処
し
き
れ
な
い
程
大
き
く
な
る

と
、
製
作
方
法
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。 

李
均
明
・
劉
軍
『
簡
牘
文
書
学
』
に
い
う
。 

簡
牘
文
書
の
字
体
が
草
率
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
模
写
者
の
書

写
習
慣
だ
け
で
決
ま
る
だ
け
で
な
く
、
草
稿
も
そ
れ
に
関
連
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
草
稿
は
正
式
に
出
す
こ
と
の
で
き
な
い

物
で
あ
る
か
ら
、
修
正
の
余
地
が
あ
っ
た
。
草
稿
を
書
い
た
者
及

び
修
正
に
参
与
し
た
者
が
読
む
事
が
出
来
れ
ば
良
く
、
素
早
く
時

間
を
節
約
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
字
体
を
整
え
る

際
に
正
式
な
本
文
と
の
僅
か
な
差
が
生
じ
た
。
も
ち
ろ
ん
草
稿
に

も
元
か
ら
整
っ
て
い
る
者
も
あ
る
た
め
、
書
者
の
習
慣
に
よ
っ
て

決
ま
る
。
９
９ 

簡
帛
の
文
字
は
か
な
ら
ず
「
適
当
」
ま
た
は
「
草
率
」
で
あ
る
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と
言
う
様
な
論
説
が
あ
る
。
そ
れ
は
も
し
か
す
る
と
研
究
者
が
実

際
に
同
じ
サ
イ
ズ
の
物
に
簡
帛
文
字
を
書
い
た
事
が
無
い
か
ら
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
〇
・
八
セ
ン
チ
ま
た
は
更
に
狭
い
竹
簡
の
範

囲
の
中
に
、
各
文
字
を
軽
快
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
書
く
必
要
が
あ
り
、

遅
す
ぎ
る
と
筆
画
が
重
な
っ
て
潰
れ
て
し
ま
う
。
書
く
に
は
そ
れ

な
り
の
熟
練
し
た
技
術
が
必
要
で
、
長
期
の
訓
練
が
な
い
、
も
し

く
は
文
字
の
筆
順
を
正
確
に
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
到
底
一
つ
の

文
章
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

よ
っ
て
、
書
を
書
く
「
技
術
」
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
こ
の
様

な
簡
帛
文
字
は
、
「
草
率
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
絶
対
に
「
適
当
」

に
書
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
書
写
の
内
容
と
用
途
か
ら

考
え
る
と
、
ど
れ
も
政
府
の
通
行
文
書
で
あ
り
、
法
律
の
条
文
ま

た
は
書
籍
な
ど
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
青
銅
石
刻
文
字
が
政
府
で
使

っ
て
い
た
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
そ
の
他
の
簡
帛
も
ま
た
一
般
の
み

で
使
わ
れ
て
い
た
と
も
限
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
研
究
者
ま
た
は
一

般
民
衆
に
関
わ
ら
ず
、
簡
帛
文
字
の
特
性
及
び
秦
漢
の
間
の
文
字

が
使
用
さ
れ
た
状
況
は
ど
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
明
瞭
に
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。 

稿
者
は
白
か
ら
黒
に
か
け
て

10
段
階
の
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
を

用
い
て
、
篆
、
隷
、
楷
の
変
遷
過
程
の
作
成
を
試
み
、
隷
書
が
篆

と
楷
の
間
に
位
置
し
て
い
る
事
が
見
て
取
れ
、
数
字
が

5
、

6
、

1
と

10
の
間
の
と
こ
に
落
ち
て
も
関
係
は
な
く
、

1
は
篆
書
で
、

10
は
楷
書
を
示
し
て
お
り
、
篆
書
か
ら
楷
書
へ
の
変
遷
の
過
程
で

あ
る
。
数
字
の
下
に
は
時
間
す
な
わ
ち
「
朝
代
」
を
加
え
た
。
こ

の
図
表
の
重
要
な
用
途
は
文
字
の
変
遷
順
序
が
図
表
中
の
数
字
と

同
じ
に
な
る
事
で
あ
り
、
過
ぎ
た
数
字
は
後
退
せ
ず
に

1
、

2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
、

8
、

9
、

10
の
順
序
を
崩
さ
ず
、
数

字
が
勝
手
に
飛
ぶ
こ
と
は
無
い
。 
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グレースケールを用いて篆、隷、楷の変遷の過程 
 

疑
問
に
思
う
の
は
同
じ
古
文
字
が
な
ぜ
、「
墨
跡
文
字
」
は
規
則

性
の
あ
る
変
遷
が
で
き
、「
非
墨
跡
文
字
」
に
は
そ
れ
が
無
い
の
か
。

そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
解
く
鍵
は
、
材
質
に
「
直

接
書
い
た
墨
跡
文
字
」
に
、
し
か
も
直
感
的
に
ス
ピ
ィ
ー
デ
ィ
に

書
い
た
事
に
あ
る
。 

そ
の
ほ
か
に
非
常
に
重
要
な
点
と
し
て
は
、
芸
術
上
の
篆
書
、

隷
書
の
創
作
習
慣
と
経
験
は
我
々
が
研
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
古

文
字
の
変
遷
の
中
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
文
字
考
察
の
研
究

と
芸
術
創
作
は
切
り
離
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
こ
と
を
再
度
強
調
し
た
い
。

研
究
す
る
字
形
は
、
少
数
の
特
例
を
用
い
て
通
例
と
し
て
使
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
『
石
鼓
文
」
を
「
秦
篆
」
の

最
も
古
い
代
表
と
し
、
却
っ
て
時
代
の
近
い
数
千
枚
の
『
睡
虎
地

秦
簡
』
等
の
墨
跡
文
字
を
見
落
と
す
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
先
秦

以
前
の
墨
跡
文
字
の
資
料
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
篆
隷
字

体
の
変
遷
研
究
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
標
準
を
用
い
る
べ
き
で
、

多
す
ぎ
る
標
準
を
用
い
る
べ
き
で
は
無
い
。
も
し
文
字
の
変
遷
が

緩
慢
で
、
短
い
時
間
の
中
で
二
つ
の
字
形
の
距
離
が
離
れ
過
ぎ
た

文
字
の
場
合
、
詳
細
な
分
析
、
考
察
が
必
要
に
な
り
、
文
字
の
材
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質
の
原
因
も
し
く
は
他
に
問
題
が
あ
る
か
ど
う
か
、
簡
単
に
「
文

字
の
誤
変
」
と
片
付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

何
琳
儀
氏
は
『
戦
国
文
字
通
論
訂
補
』 

 
 

戦
国
文
字
の
使
用
時
期
は
、
一
般
的
に
は
戦
国
時
代
と
相
応
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
異
な
る
時
代
の
古
文
字
の
分
類

は
決
し
て
歴
史
の
図
表
の
よ
う
に
綺
麗
に
振
り
分
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
形
体
も
時
代
が
変
わ
る
ご
と
に
突
如
と
し
て
変
わ
る
わ

け
で
は
な
い
。
文
字
の
変
異
は
常
に
字
形
の
変
遷
の
法
則
に
基
づ

い
て
発
展
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
１
０
０ 

確
か
に
、「
文
字
字
形
の
変
遷
」
は
時
代
が
変
わ
る
事
で
文
字
も

新
た
に
入
れ
替
わ
る
と
言
う
よ
う
な
大
き
な
違
い
は
な
い
。
ま
た
、

文
字
を
書
く
習
慣
は
長
い
時
間
を
か
け
て
形
成
さ
れ
て
来
た
も
の

で
あ
る
。
秦
王
朝
は
国
民
の
文
字
を
書
く
習
慣
を
変
え
さ
せ
た
が
、

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
簡
単
な
事
で
は
な
い
。
１
０
１ 

学
界
で
は
「
篆
、
隷
」
間
の
文
字
の
変
化
を
「
隷
変
」
と
呼
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
「
漢
字
が
篆
書
か
ら
隷
書
へ
移
り
変
わ
る
際
に

生
ま
れ
た
変
化
」
の
事
を
指
す
。 

 

二
、
篆
変
と
隸
変
の
字
形
進
化 

『
史
記
・
秦
始
皇
本
紀
』
に
「
…
大
禹
の
祭
り
を
行
な
い
、
南
の
海

を
遠
く
望
み
、
石
刻
を
建
て
て
た
。
」
唐
・
張
守
節
の
註
に
「
こ
の
二
頌

は
三
句
で
韻
を
踏
む
。
碑
は
会
稽
山
上
に
あ
る
。
文
と
書
は
と
も
に
李
斯
で
、

字
は
四
寸
、
小
指
で
画
く
よ
う
で
、
円
く
刻
む
。
今
文
字
の
整
頓
し
た
も
の

が
、
小
篆
字
で
あ
る
。
」
１
０
２

と
あ
る
。 

こ
こ
で
は
、「
其
字
四
寸
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
し
、
漢
の
制
定

し
た
一
つ
の
文
字
が
、
お
よ
そ
九‧

二
セ
ン
チ
と
す
る
な
ら
ば
、

一
般
的
に
は
文
字
の
サ
イ
ズ
は
当
時
の
簡
帛
の
媒
体
と
な
り
、
文

字
を
書
く
道
具
と
相
応
し
て
お
ら
ず
、
直
接
書
こ
う
と
す
る
な
ら

ば
難
し
い
。
記
憶
に
頼
っ
て
、
文
字
を
直
接
刻
む
の
は
も
っ
て
の
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YM62D2反 局部 

 

ほ
か
で
あ
る
。
慎
重
に
作
る
た
め
に
は
職
人
が
製
作
前
に
草
稿
の

よ
う
な
も
の
を
用
意
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
文
字
の
媒
体

は
簡
牘
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
素
材
の
も
の
で
あ
る
。
も
し
そ
の

文
字
を
李
斯
自
身
が
選
ん
で
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
も
可
能
性
は

あ
る
。
そ
れ
が
、
同
じ
サ
イ
ズ
の
字
形
の
「
篆
書
」
に
対
応
す
る

な
ら
、
そ
れ
は
道
理
に
合
わ
な
い
。（
縮
小
し
た
と
し
て
も
、
道
理

に
合
わ
な
い
。
） 

一
九
九
三
年
江
蘇
省
連
雲
港
市
尹
灣
村
で
出
土
し
た
、
前
漢
晩

期
「
尹
灣
漢
墓
」
簡
牘
字
数
は
四
万
字
余
あ
り
、

M6
号
墓
「
東
海

郡
吏
員
簿
」
編
号

Y
M
6
2
D
2

の
木
牘
長
さ
は
、
約
二
十
二
・
五
か
ら

二
十
三
セ
ン
チ
の
間
で
あ
る
。
１
０
３

裏
表
合
わ
せ
て
約
三
四
〇
〇

文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
裏
側
の
二
十
五
行
の
一
行
の
文
字
幅
は

〇
・
二
セ
ン
チ
し
か
な
い
。
こ
こ
か
ら
古
人
が
こ
の
よ
う
な
小
さ

な
文
字
を
書
く
こ
と
は
決
し
て
不
可
能
な
事
で
は
な
く
、
む
し
ろ

必
要
な
も
の
で
あ
り
、
小
さ
な
文
字
を
書
く
能
力
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
同
じ
よ
う
な
大
き
さ
の
範
囲
の
中
で
同
じ
よ
う
に
「
篆

書
」
を
書
け
た
か
と
い
う
と
そ
れ
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。 

 

 

 

第
二
節 

字
形
変
遷
の
考
察 

本
節
で
は
、
「
步
、
徙
、
跡
（
迹
）
、
高
、
京
、
景
、
亭
」
の
七

字
と
『
説
文
』
、
甲
骨
、
金
文
、
秦
漢
の
墨
跡
文
字
か
ら
字
形
の
比

較
分
析
を
す
る
。 
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一
、「
歩
」
字
の
考
察 

   

「
步
」
は
、
甲
骨
文
は

に
作
り
、
商
の
『
子
且
辛
步
尊
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『
僕
父
己
禾
盉
』
は

に
作
り
、
西

周
晚
期
の
『
晉
侯

鐘
』
は

に
作
る
。 

右
表
中
の
『
徙
觚
』
、『
徙
卣
』
の
銘
文
は
、
董
蓮
池
は
『
新
金
文

編
』
に
、
「
歩
字
は
彳
を
加
え
て
複
雑
化
し
、
『
歩
觚
』
の
歩
と
同

じ
く
、
均
し
く
歩
族
の
歩
を
用
い
て
い
る
。
」
１
０
４

と
す
る
。
現
在

見
る
こ
と
が
で
き
る
殷
周
墨
跡
文
字
の
資
料
が
不
足
し
て
い
る
中
、

戦
国
晩
期
後
の
墨
跡
文
字
の
字
例
か
ら
考
え
た
い
。 

 

 

右
表中

の
『
青
川
木
牘
』
と
『
睡
虎
地
秦
簡
』
の
字
例
か
ら
見
る
と
、
両

者
の
書
写
に
は
百
年
余
り
の
差
が
あ
り
、
字
形
は
互
い
に
踏
襲
し

て
い
る
趣
を
持
つ
。
こ
れ
は
墨
跡
文
字
に
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
非
墨
跡
文
字
に
は
、
字
形
上
ま
れ
に
前

の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
時
代
を
隔
て
て
い
る

時
間
は
短
く
は
な
く
、
む
し
ろ
長
い
。
例
え
ば
、
戦
国
璽
印

0906
歩

字
は
「

」
に
作
り
、
上
下
と
も
に
止
の
形
で
表
し
て
お
り
、

西
周
時
期
の
金
文
と
近
い
。
稿
者
は
「
非
墨
跡
文
字
」
の
場
合
、

こ
れ
は
偶
々
字
形
が
似
た
だ
け
で
、
こ
の
両
者
の
間
に
必
然
の
関

係
も
し
く
は
変
遷
の
の
影
響
が
あ
る
と
し
た
ら
、
僅
か
に
こ
れ
ら

の
証
拠
し
か
な
く
、
明
ら
か
に
証
拠
が
足
り
な
い
と
考
え
る
。「
墨

 

商‧徙卣 

 

商‧徙觚 

 

商‧徙簋 

 

僕父己禾盉 

 

青川木牘 

 

 

 

睡虎地秦簡 
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跡
文
字
」
な
ら
ば
、
両
者
の
時
期
が
近
い
場
合
は
字
形
も
近
く
、

両
者
に
は
変
遷
の
伝
承
関
係
が
有
る
と
判
断
で
き
、
説
得
力
が
あ

る
。 た

と
え
ど
う
で
あ
れ
、
秦
簡
ま
た
は
漢
初
の
『
張
家
山
漢
簡
』

は
「
歩
」
字
の
字
形
に
多
様
で
豊
富
な
姿
が
あ
る
。
特
に
『
銀
雀

山
漢
簡
』
の
「

」
字
例
の
上
半
は
「

」
で
、
後
述
す
る
「
徙
」

字
の
右
上
の
止
形
に
比
較
的
近
い
と
言
え
る
。
秦
漢
初
の
後
、
前

漢
中
晩
期
の
『
居
延
漢
簡
』
、『
武
威
漢
簡
』
の
歩
字
の
下
部
は
「

」

（
少
形
）
で
比
較
的
主
流
の
形
を
し
て
い
る
。 

後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

 

、

な
ど
に
作
り
、

後
漢
晩
期
後
の
碑
刻
の
歩
字
は
「
山+

少
（

）
」
の
形
で
表
し
、

上
半
分
の
「
止
」
形
は
「
山
」
形
に
近
い
形
に
変
化
し
て
い
る
。 

「

」
の
書
き
方
は
唐
代
ま
で
続
き
、
更
に
遅
い
時
期
も
こ
の

書
き
方
で
あ
る
。
在
使
わ
れ
て
い
る
楷
書
の
「
歩
」
字
の
字
形
は

お
そ
ら
く
宋
代
以
後
で
あ
る
。
図
に
表
し
た
『
後
漢
・
楊
著
碑
』
、

『
北
齊
・
張
景
林
造
像
』
の
字
例
の
碑
刻
文
字
は
皆
問
題
が
あ

り
、
１
０
５

参
考
と
し
て
使
う
事
が
で
き
な
い
。
唐
代
以
後
に
「
山
」

形
の
書
写
筆
順
か
ら
「
止
」
形
に
変
遷
す
る
と
考
え
る
の
は
、
少

し
無
理
が
あ
る
。
必
然
的
な
「
文
字
を
書
く
こ
と
以
外
」
の
変
則

的
な
も
の
が
、
の
ち
の
変
化
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
る
。 

以
上
が
、
大
ま
か
な
「
歩
」
字
の
変
遷
の
過
程
に
関
す
る
考
察

で
あ
る
。
「
歩
」
字
の
秦
漢
時
期
の
字
形
の
分
析
を
す
る
た
め
に
、

稿
者
は
秦
代
の
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
（
貳
）
』
１
０
６

の
「
歩
」
字
の

形
に
基
づ
い
て
、
A
、
B
、
C
の
三
種
類
に
分
け
た
。
編
号

A
に

C B A 

  

 

79例 54例 5例 
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は

5
字
、
B
に
は

54
字
、
C
に
は

79
字
が
あ
り
、
欠
損
が
あ
っ
て

不
鮮
明
な
字
跡
は

74
字
あ
る
。
総
合
の
字
例
数
は

212
字
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
調
査
か
ら
は
決
し
て
有
用
な
デ
ー
タ
や
発
展
性
の
あ

る
推
論
は
余
り
得
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
比
率
の
結
果
か
ら
は
、
こ

れ
ら
秦
簡
の
書
写
者
は
ほ
と
ん
ど
編
号

A
の
様
な
字
例
を
書
い

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

A
、
B
、
C
の
筆
順
の
分
類
以
外
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
分
析

を
す
る
為
に
、「
歩
」
字
の
上
下
部
を
甲
、
乙
、
丙
の
三
種
類
の
形

体
に
分
類
し
た
。
分
類
と
変
遷
の
推
測
は
決
し
て
一
直
線
で
表
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
中
の
一
画
の
筆

順
が
変
わ
っ
た
ら
、
ま
た
別
の
結
果
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
分
類
は
一
種
の
便
宜
的
な
分
析
方
法
に
過
ぎ
な
い
。

上
半
部
の
「
止
」
の
形
は
「
甲
、
甲

1
、
甲

2
、
乙
、
乙

2
、
乙

3
」
の
六
種
あ
り
、
下
半
部
は
「
丙

ab
、
丙

1
、
丙

2ab
」
の
三
種

あ
る
。
組
み
合
わ
せ
で
、
最
も
多
い
も
の
で
十
八
種
の
組
み
合
わ

せ
が
あ
る
。
こ
の
分
類
に
し
た
が
う
と
、
A
は
「
甲

2+

丙
」
で
、

B
は
「
乙+

丙

1
」
で
、

C
は
「
甲

2+

丙
」
で
組
み
合
わ
さ
る
こ

と
に
な
る
。 

鄭
日
昌
氏
は
『
筆
跡
心
理
學
』
に
い
う
。 

筆
跡
は
一
種
の
目
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
図
形
で
あ
る
、
よ
っ

て
論
述
に
関
係
の
あ
る
筆
跡
の
文
章
は
筆
跡
の
視
覚
を
制
御
す
る

事
で
完
成
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
識
字
と
字
の
結

構
を
学
ぶ
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
字
を
作
る
上

で
一
つ
の
学
習
の
対
象
と
な
る
の
は
、
標
準
の
結
構
を
備
え
て
お

り
、
学
習
者
が
目
で
見
た
り
、
記
憶
し
た
り
、
模
写
す
る
上
で
、

視
覚
的
参
与
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
１
０
７ 

こ
の
様
な
論
述
の
対
象
は
現
代
人
が
研
究
し
た
結
果
で
あ
る
が
、

「
文
字
を
書
く
過
程
」
か
ら
言
う
と
、
古
人
も
今
人
も
同
じ
で
、

全
く
違
う
字
体
で
あ
っ
て
も
、
ど
れ
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。 
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文
字
を
書
く
際
、
い
わ
ゆ
る
「
標
準
の
筆
順
」
と
い
う
も
の
は

決
し
て
存
在
し
な
い
と
い
う
事
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
一

の
書
写
者
が
書
い
た
と
し
て
も
、
初
学
習
者
か
ら
、
熟
練
者
ま
で
、

同
一
字
は
毎
回
文
書
く
過
程
で
、
筆
順
上
調
整
ま
た
は
改
変
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
人
か
ら
多
数
の
人
に
拡
大
す
る
と
、
変

数
が
増
加
し
、
一
つ
の
文
字
を
書
く
筆
順
に
止
ま
る
事
は
無
い
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
表
中
に
並
べ
た
順
序
は
、
稿
者
が
変
遷
を

解
説
し
や
す
い
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
筆
順
の
順
番
は
上
か
ら
下

に
、
左
か
ら
右
に
と
、
一
般
的
な
文
字
を
書
く
習
慣
と
、
長
い
時

間
を
か
け
て
稿
者
自
身
が
実
際
に
秦
簡
文
字
を
書
い
た
経
験
に
基

づ
い
て
判
断
し
て
い
る
。
時
に
鍵
と
な
る
の
は
筆
画
以
外
の
事
が

あ
り
、
前
後
の
順
番
の
変
更
が
字
に
対
し
て
必
ず
影
響
が
有
る
と

は
限
ら
な
い
。 

我
々
が
見
て
い
る
古
人
の
筆
跡
の
多
く
は
、
書
写
者
が
熟
練
し

た
後
に
書
い
た
文
字
で
あ
る
。
特
に
、
秦
漢
の
文
字
を
書
く
媒
体

は
狭
く
小
さ
い
の
で
、
書
写
者
が
熟
練
し
た
技
術
を
有
し
て
い
れ

ば
、
筆
先
の
弾
力
を
使
っ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
書
き
、
連
続
し
て
内

容
を
見
ず
に
書
く
事
も
可
能
で
あ
る
。 

鄭
日
昌
は
『
筆
跡
心
理
學
』
に
い
う 

最
も
書
写
者
の
個
性
と
心
理
を
体
現
し
て
い
る
の
は
筆
跡
の
線

（
筆
画
）
の
力
加
減
や
連
続
性
で
、
字
の
結
構
で
は
な
い
。
…
文

字
を
書
く
時
の
線
の
力
加
減
と
速
度
は
特
に
規
則
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
視
覚
的
参
与
と
制
御
の
必
要
が
な
い
。
文
字
を
書
く
際

の
手
の
感
覚
に
基
づ
い
て
、
逐
一
手
の
能
動
的
な
触
感
を
掴
ん
で

い
る
。
よ
っ
て
、
我
々
が
文
字
を
書
く
と
き
必
然
的
に
自
己
の
適

応
性
に
基
づ
い
て
、
筆
跡
、
線
を
自
分
の
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
で

書
い
て
お
り
、
知
能
と
体
力
の
消
耗
を
節
約
し
、
文
字
を
書
く
効

率
を
上
げ
て
い
る
。
１
０
８ 

よ
っ
て
、
字
例
の
中
か
ら
文
字
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
書
く
と
、
点

や
線
、
接
点
の
差
異
が
文
字
の
形
体
の
変
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
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い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 
 
 

 

甲
類
の
解
析
を
し
よ
う
。
甲

1
と
甲
の
差
異
は

1
、
2
画
の
接

点
の
位
置
に
あ
る
（

1
と

2
画
の
順
序
は
入
れ
替
わ
る
こ
と
が
で

き
る
）
。
甲

1
の

2
画
目
は

3
画
目
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

甲

2
と
甲
の
差
異
は
三
画
目
の
長
さ
に
あ
り
、
起
筆
時
に
直
角
に

近
い
湾
曲
の
有
無
が
確
認
で
き
る
。
仮
に

1
、

2
画
目
の
「

V
」

形
は
平
均
で
、「

L
」
形

3
画
目
の
左
側
の
屈
折
が
短
い
場
合
、「
䒑
」

の
よ
う
な
形
を
形
成
す
る
事
に
な
り
、
「
前
」
字
の
上
部
は
「
止
」

形
か
ら
変
遷
し
た
形
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類
に
基
づ
く
と
、

一
さ
ら
に
「
甲

3
」
の
分
類
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

1
、

2
画
目

の
接
点
の
位
置
は

3
画
目
に
は
繋
が
ら
ず
、
3
画
目
の
起
筆
は
屈

折
が
な
い
。
こ
れ
が
成
立
し
な
い
理
由
と
し
て
、

1
、

2
画
目
の

接
点
が

3
画
目
に
届
か
な
い
時
、
3
画
目
の
起
筆
は
殆
ど
が
屈
折

す
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
甲

3
」
の
分
類
を
す
る
必
要
が
な

い
。
変
遷
時
間
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
甲
は
比
較
的
早
期
の

書
き
方
に
属
し
、
順
番
は
「
甲
、
甲

1
、
甲

2
」
で
あ
る
。 

乙
類
の
解
析
を
し
て
み
よ
う
。
乙
類
が
甲
類
の
分
類
に
於
い
て

独
立
す
る
の
は
、

3
画
目
の
「
斜
度
」
の
変
化
が
原
因
で
あ
る
。

乙

1
と
乙
の
差
異
は
乙

1
、
2
画
目
の
接
点
が

3
画
目
の
上
に
来

る
こ
と
に
あ
る
。
乙

2
と
乙
の
差
異
は

1
画
目
の
「
斜
度
」
に
あ

り
、
乙
と
乙

1
の

1
画
目
は
殆
ど
が
「
垂
直
」
で
あ
る
。
乙
と
乙

2
は
同
一
時
期
の
書
き
方
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
順
番
は
「
乙
、

乙

2
、
乙

1
」
で
あ
る
。 

丙
類
を
解
析
し
て
み
よ
う
。
比
較
的
早
期
の
字
形
を
見
る
と
、

本
来
「
止
」
形
は

3
画
で
書
く
こ
と
が
で
き
、
歩
字
の
下
部
の
止

形
は
返
っ
て
一
画
多
く
、
稿
者
は
こ
れ
を
次
の
文
字
を
書
く
た
め
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に
変
化
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
勢
い
に
乗
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。
丙

a
と
丙

b
の
字
形
は
基
本
的
に
は
完
全
に
同

一
で
あ
り
、
1
、
2
画
目
の
順
序
の
違
い
で
あ
る
。
丙

b
の
筆
順

の
結
果
は
お
そ
ら
く
形
成
後
の
丙

1
で
あ
る
。
丙

1
と
丙

b
の
差

異
は
丙

1
が
丙

b
の

3
画
目
を
省
略
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
は
省

略
は
決
し
て
意
図
的
で
は
な
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
書
い
た
際
に
意

に
留
め
な
か
っ
た
か
ら
で
、
多
く
の
人
が
「
容
易
に
」
見
落
と
す

状
況
下
で
形
成
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
始
ま
り
の

1
画
目
を
長
く

書
い
た
場
合
、
丙

b
の
よ
う
な
形
に
な
り
や
す
く
、
丙

1
の
形
を

形
成
す
る
。
こ
の
鍵
と
な
る
の
は

1
、

2
画
目
の
長
さ
で
、
こ
の

長
さ
は
文
字
を
書
く
際
に
瞬
時
に
決
ま
る
。 

丙

2a
と
丙

1
の
差
異
は

2
画
目
起
筆
の
屈
折
の
勢
い
で
あ
り
、

起
筆
の
屈
折
の
勢
い
を
つ
け
る
事
で
、
横
へ
の
平
行
移
動
か
ら
丙

2b
の
よ
う
な
字
形
を
形
成
し
や
す
く
な
る
。
筆
画
上
の
差
異
か
ら
、

丙

a
に
も
丙

2b
の
字
形
を
形
成
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
1
画
目
を

書
く
際
に
屈
折
し
横
に
移
動
す
る
と
、

2
画
目
は
比
較
的
短
く
な

り
、
そ
の
流
れ
で

3
画
目
を
書
き
丙

2b
の
形
が
形
成
さ
れ
る
と
判

断
で
き
る
。
丙

ab
の
形
は
お
そ
ら
く
早
期
の
書
き
方
で
、
順
番
は

「
丙

a
、
丙

b
、
丙

1
、
丙

2a
、
丙

2b
」
で
あ
る
。 

二
、
三
箇
所
の
筆
画
の
接
点
の
差
異
が
時
に
変
遷
の
過
程
の
字
形

改
変
の
原
因
の
一
つ
と
な
り
、「
筆
順
」
の
改
変
は
動
態
的
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
文
字
を
書
く
者
に
も
自
覚
が
な
く
、
十
分
な
字
例
の
数

量
と
連
続
す
る
前
後
の
分
期
が
必
要
で
あ
っ
て
始
め
て
、
こ
の
様

な
変
遷
の
過
程
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
様
な
細
か
な
分
類
を
行
な

っ
て
も
必
ず
見
落
と
し
が
あ
る
こ
と
は
稿
者
も
は
っ
き
り
と
わ
き

ま
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
十
八
種
類
の
結
果

も
、「

」（
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
）
、「

」（
關
沮
秦
簡
）
、「

」

（
張
家
山
漢
簡
）
の
字
例
字
形
を
含
ん
で
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

二
、「
徙
」
字
の
考
察 

「
徙
」
は
、『
包
山
楚
簡
』
は

に
作
り
、『
新
蔡
葛
陵
楚
簡
』
は
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に
作
る
。『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

、

に
作
り
、『
里
耶
秦
簡
』
は

、

に
作
り
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』
は

、

に
作
り
、
『
張
家
山
漢
簡
』

は

、

に
作
る
。 

季
旭
昇
氏
は
『
説
文
新
證
』
に
い
う
。 

『
望
山
』
楚
簡
に
も
「
徙
」
字
が
あ
る
。
秦
漢
文
字
は
辵
に

従
い
（

𨑭𨑭

）
。
『
説
文
』
の
小
篆
体
、
古
文
字
の
形
に
は
そ
れ
ぞ

れ
変
化
の
文
字
が
あ
る
。
１
０
９

徙
、
声
符
は
止
。
卜
文
・
金
文
に

𢓊𢓊

作
る
。『
説
文
』「
徙
、
迻
る
な
り
。
」
戦
国
晩
期
の
楚
系
文
字
「
徙
」

字
は
「

」
ま
た
は
「

」
に
作
り
、
『
包
山
楚
簡
』
、
『
九
店
楚

簡
』
、
『
新
蔡
葛
陵
楚
簡
』
、
『
楚
帛
書
』
に
字
例
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
璽
印
文
字
は
『
傳

之
鉩
』
、
「
傳

」
即
ち
「
傳
徙
」

が
あ
る
。 

戦
国
晩
期
か
ら
前
漢
早
期
ま
で
の
墨
跡
の
字
例
を
基
に
す
る
と
、

「
徙
」
字
の
右
上
の
「
止
」
の
形
は
「

」
（
小
一
）
の
形
体
を

し
て
お
り
、
右
上
の
元
々
の
「

」
形
は
ど
の
よ
う
に
「

」
形

に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
。
徙
字
の
上
部
の
「
止
」
と
下
部
の
「

」

の
二
段
に
注
目
し
、
一
つ
の
変
遷
の
過
程
の
作
成
を
試
み
た
。 

甲
と
甲

1
類
の
筆
画
の
着
地
点
の
差
異
は
異
な
る
字
形
を
形

成
す
る
。（
前
の
「
歩
」
字
の
研
究
で
す
で
に
解
析
し
た
の
で
こ
こ

で
は
省
略
す
る
。
）
仮
に
甲
類
が
発
端
の
造
形
だ
と
し
た
ら
、
丁

2

類
は
結
果
で
あ
り
、
丁
と
丁

1
類
は
過
程
で
あ
る
。
図
に
表
し
た

よ
う
に
丁
類
は
前
漢
初
期
の
『
孔
家
坡
漢
簡
』
の
「
止
」
字
に
近

い
こ
と
が
わ
か
り
、
筆
順
に
基
づ
い
て
元
々
の
形
体
に
押
し
戻
す

こ
と
に
つ
い
て
は
、
試
す
価
値
が
あ
る
。 

 
 
 

 

丁
類
を
解
析
し
て
み
よ
う
。
丁
類
の
起
源
は
甲
ま
た
は
甲

1
か

ら
来
た
可
能
性
が
あ
り
、

2
画
目
を
書
く
際
に
、
比
較
的
垂
直
な

縦
画
が
現
れ
た
時
に
丁
類
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
有
る
と
も
言
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え
る
。
丁

1
と
丁
類
の
差
異
は
元
々

3
画
目
が

L
形
に
湾
曲
し
て

い
た
の
を
上
下
の
縦
画
を
書
い
た
後
に
左
に
向
け
て
移
動
し
て
か

ら
右
に
行
く
筆
勢
に
変
化
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
筆
順
は
す

ぐ
に
図
中
の
次
の
順
序
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
お
り
、
中
心
の
縦
画

を
先
に
書
き
、
更
に
左
右
、
横
画
と
言
う
順
番
に
な
っ
た
。
丁

1

の
形
体
は
三
つ
の
小
さ
な
縦
画
が
平
行
で
、
長
さ
も
同
じ
に
な
る

時
、
左
か
ら
右
に
「
丨
丨
丨
」
の
様
に
か
い
て
か
ら
横
画
を
書
い

て
い
る
。
こ
の
様
な
筆
順
も
可
能
性
が
有
る
。
丁

2
と
丁

1
の
差

異
は

1
筆
目
は
比
較
的
長
く
な
り
、
左
右
両
筆
は
す
で
に
左
右
両

端
に
向
け
て
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
八
」
形
の
斜
点
。
丁

2
の

筆
順
は
先
に
中
間
を
書
き
左
右
を
書
く
、
ま
た
は
先
に
左
右
を
書

い
て
か
ら
「
丄
」
の
形
を
書
く
、
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
あ
る
。
丁

1

と
丁

2
は
時
代
を
並
行
し
て
い
る
が
、
丁

1
類
の
形
体
は
や
は
り

徐
々
に
丁

2
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
順
序
は
「
丁
、
丁

1
、
丁

2
」

で
あ
る
。 

戊
類
を
解
析
し
て
み
よ
う
。
戊
類
の
起
源
は
乙

2
か
ら
来
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
、
も
と
も
と
の

2
、

3
画
目
か
ら
左
下
に
曲
が

っ
て
そ
の
勢
い
で
一
筆
で
書
い
て
い
る
。
戊
類
と
そ
の
他
の
戊

1

と
戊

2
の
差
異
は
起
筆
の
角
度
に
あ
り
、
仮
に
戊

1
が
垂
直
に
形

成
さ
れ
た
ら
、
水
平
に
横
に
移
動
し
戊

2
を
形
成
す
る
。
三
者
は

同
時
期
に
同
時
に
並
行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
前
後
の
時
期

の
関
係
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
順
番
は
「
戊

戊

1=

戊

2
」

で
あ
る
。 

「
徙
」
は
、
前
の
甲
か
ら
戊
の
分
類
に
従
う
と
、
戦
国
晩
期
の

『
睡
虎
地
秦
簡
』
の
字
例
の
中
に
大
体
「
丁

2+

甲

1
」
と
「
丁

2

+

乙

2
」
の
両
種
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
。
秦
代
の
『
里
耶
秦
簡
』

は
返
っ
て
「
丁

2+

乙

2
」
の
組
み
合
わ
せ
が
主
で
あ
り
、
前
漢

早
期
の
『
銀
雀
山
漢
簡
』
と
『
張
家
山
和
簡
』
は
「
丁

2+

戊

2
」

の
組
み
合
わ
せ
が
多
い
。 

前
漢
中
晩
期
後
の
「
徙
」
字
の
右
上
「
止
」
の
形
は
「

」
か
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ら
「

」
の
形
に
な
り
、
右
下
の
「
止
」
の
形
は
波
磔
が
は
っ
き

り
と
出
て
い
る
「

」（
之
）
の
形
に
変
わ
り
、
こ
の
段
階
の
字
形

の
姿
は
、
後
漢
晩
期
の
石
刻
ま
た
は
三
国
呉
簡
の
墨
跡
文
字
に
関

わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
も
大
き
な
違
い
は
な
い
。
「

」
の
形
は
唐
代
ま

で
続
き
、
宋
代
に
な
っ
て
初
め
て
「

」
の
字
例
が
多
く
な
る
。 

「
歩
」
字
と
同
じ
様
に
、
稿
者
は
徙
字
の
「

」
の
形
は
「

」

に
変
わ
り
、「
長
期
の
書
写
変
遷
」
に
よ
っ
て
達
成
す
る
わ
け
で
は

無
い
と
考
え
て
い
た
。「
文
字
を
書
く
こ
と
以
外
」
の
変
数
が
有
る

こ
と
で
初
め
て
達
成
す
る
。
図
に
表
し
た
様
に
、
北
魏
の
三
つ
の

碑
刻
は
「
止
」
の
形
が
形
成
さ
れ
る
時
間
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、

参
考
と
し
な
か
っ
た
。 

 

三
、「
迹
（
跡
）」
字
の
考
察 

 

「
跡
」
は
、
西
周
晚
期
の
『
五
年
師

簋
』
」
は

、

に
作

り
、
西
周
晚
期
の
『
師

簋
』
」
は

、

に
作
り
、『
泰
山
刻
石
』

は

に
作
り
、『
睡
虎
地
秦
簡
』
」
は

に
作
り
、『
嶽
麓
書
院
秦
簡
』
」

は

に
作
る
。 

『
説
文
』
「
跡
、
歩
む
處
な
り
」
と
し
、
亦
声
の
字
と
す
る
が
、

亦
で
は
声
が
合
わ
ず
、
ま
た
字
義
を
え
が
た
い
。

に
作
る
。 

「

」（
迹
）
は
比
較
的
古
い
字
形
で
西
周
晩
期
の
『
五
年
師

簋
』
と
『
師

簋
』
、
そ
の
後
の
『
詛
楚
文
』
と
『
泰
山
刻
石
』（
宋

拓
本
）
に
字
例
が
あ
る
が
、
字
形
の
信
頼
性
は
前
の
金
文
に
劣
る
。 
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「
朿
」
形
の
筆
順
推
測 

「
亦
」
形
の
筆
順
推
測 

「

」
字
の
右
側
の
「
朿
」
形
は
筆
順
に
基
づ
く
と
、
仮
に

3

画
目
の
縦
画
「

」
を
短
く
「

」
の
様
に
し
、
更
に

5
か

ら

7
画
の
筆
順
「

」
を
「

」
の
形
に
し
た
場
合
、
全
体
の
形

は
「

」
に
近
い
形
に
な
り
、
筆
順
の
改
変
は
非
常
に
重
要
な
鍵

と
な
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
同
時
に
備
わ
っ
て
い
た
場
合
に
は
じ

め
て
推
論
が
成
立
す
る
。 

戦
国
晩
期
の
『
睡
虎
地
秦
簡
』
「
迹
」
は
辵+

「

」
の
形
に

書
い
て
い
る
。
秦
代
『
嶽
麓
書
院
秦
簡
』
の
上
部
は
「

」
か
ら
「

」

に
変
遷
の
予
兆
が
あ
り
、
前
漢
早
期
『
張
家
山
漢
簡
』
、
『
銀
雀
山

漢
簡
』
の
字
例
も
含
ん
で
い
る
。
上
部
の
形
状
が
「

」
に
な
っ
た

時
、「

」
形
の

3
画
目
は
上
部
を
突
き
抜
け
ず
、
微
妙
に
分
離

し
、「

」
の
形
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
推
測
す
る
と
、

前
漢
中
晩
期
の
後
、
字
形
の
変
化
は
大
き
い
と
言
え
、
大
ま
か
に

「

」
と
「

」
の
二
種
類
の
字
形
に
分
け
ら
れ
る
。 

 

前
漢
早
期~

晚
期
字
形
1 

 

前
漢
早
期~

晚
期
字
形
2 

 

「

」
こ
れ
は
、
大
き
く
八
段
階
に
分
け
ら
れ
、
最
初
の
「

」

の
形
の

1
、

2
画
は
一
画
で
書
く
様
に
な
り
、
「

」
形
の
時
は
横

画
が
少
し
突
き
出
し
て
い
る
。
五
段
階
目
の
筆
順
の
改
変
で
は
、

上
部
「
土
」
形
は
先
に
十
字
を
書
い
て
か
ら
横
画
を
書
い
て
い
る
。

六
段
階
目
で
は
「

」
と
上
部
「
土
」
形
が
分
離
し
て
お
り
、
そ
の

後
、
二
点
の
筆
画
が
分
離
し
、
最
後
に
四
個
の
点
が
短
く
な
り
左

右
に
開
い
て
い
る
。
そ
の
他
に
「

」
は
約

6
段
階
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
、
元
々
の

1
、

2
画
目
の
横
画
が
「

」
に
移
動
し
、
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三
段
階
目
は
分
離
し
て
「

」
の
形
に
な
り
、
両
点
が
分
離
し
、
左

右
に
開
き
、
最
後
の
段
階
は
四
点
の
筆
画
を
短
く
書
い
て
い
る
。

変
遷
の
結
果
と
こ
の
時
期
の
媒
体
は
比
較
的
広
く
、
文
字
が
大
き

い
も
の
が
多
く
、
字
形
が
扁
形
の
方
向
に
向
か
う
事
と
大
き
な
関

係
が
あ
る
。 

後
漢
晩
期
の
『
營
陵
置
社
碑
』
に
最
も
古
い
「
跡
」
の
字
例
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
迹
」
、「
跡
」
の
両
字
が
平
行
し
て
使
わ
れ

る
の
は
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
、
北

魏
、
隋
、
唐
に
も
ま
た
そ
の
字
例
が
あ
る
。
こ
の
時
か
ら
「
迹
」

の
字
の
変
遷
の
過
程
も
既
に
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。 

 

四
、「
高
（
髙
）、
京
（
亰
）
、
景
、
亭
」
字
の
考
察 

「
高
」
は
、
西
周
早
期
の
『
師
高
器
』
は

に
作
り
、
西
周
晚

期
の
『
弔
高
父
匜
』
は

に
作
り
、
春
秋
中
晚
期
の
『
秦
公
簋
』

は

に
作
り
、『
高
奴
禾
石
銅
權
』
は

に
作
り
、『
青
川
木
牘
』
は

、

、

に
作
り
、
戦
国
晚
期
の
『
睡
虎
地
秦
簡
』
は

に
作

り
、
前
漢
早
期
の
『
張
家
山
漢
簡
』
は

に
作
り
、
前
漢
早
期
の

『
銀
雀
山
山
漢
簡
』
は

に
る
。 

季
旭
昇
氏
は
『
説
文
新
證
』
に
い
う
。 

「
高
」
字
の
よ
う
な
造
字
の
方
法
は
「
古
」
、
「
吉
」
、
「
弘
」
等
と

相
似
し
て
い
る
。
戦
国
文
字
の
「
京
」
の
形
は
中
部
の
「
口
」
形

は
誤
り
で
、
前
漢
隷
書
ま
た
は
「
日
」
の
形
の
誤
り
で
あ
る
。「
髙
」

字
の
下
部
の
「
口
」
形
は
、
絶
対
に
多
く
の
時
期
の
字
形
が
「
口
」

で
作
っ
て
お
り
、
齊
陶
（
△
４
）
の
み
誤
っ
て
「
白
」
形
に
作
っ

て
い
る
。
「
説
文
」
の
小
篆
は

の
誤
っ
た
形
を
し
て
い
る
。
小

篆
の
「
髙
」
字
は
全
体
的
に
誤
変
し
て
お
り
、
上
部
は
す
で
に
台

観
の
形
を
成
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
り
段
玉
裁
の
注
も
誤
っ
て

築
（
邸
宅
、
居
室
）
と
み
な
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
従
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
１
１
０ 

『
説
文
』
「
高
、
崇
き
な
り
」
と
訓
し
、
「
臺
観
の
高
き
形
に
象
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り
、
冂
・
口
に
従
ふ
。
倉
舎
と
同
意
な
り
」
と
口
を
建
物
の
形
と

解
す
る
が
、
卜
文
・
金
文
の
字
形
は
回
に
従
う
て
お
り
、
そ
こ
で

祝
禱
や
盟
誓
・
呪
詛
を
行
な
う
意
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

に
作
る
。
図
例
中
の
『
秦
公
簋
』
は
秦
景
公
即
位
の
為
に
初

め
て
作
ら
れ
、
紀
元
前

576
年
（
春
秋
中
期
）
の
後
、
『
高
奴
禾
石

銅
權
』
は
秦
昭
襄
王
三
年
（
前

304
）
、
『
二
四
年
上
郡
守
戟
』
秦
昭

襄
王
二
十
四
年
（
前

281
）
（
戦
国
中
期
）
に
作
ら
れ
た
。 

『
青
川
木
牘
』
は
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
古
い
秦
国
墨

跡
文
字
で
あ
り
、
秦
武
王
二
年
（
前

309
）
で
、
戦
国
中
期
で
あ
る
。

そ
の
後
『
睡
虎
地
秦
簡
』（
戦
国
晩
期
）
の
「
高
」
字
に
は
は
っ
き

り
と
し
た
変
化
は
な
い
。
比
較
的
明
瞭
な
の
は
、
も
と
も
と
起
筆

が
左
右
両
側
下
方
向
に
書
く
書
き
方
が
、
中
心
か
ら
下
に
押
す
と

き
に
先
に
左
か
ら
横
に
移
動
し
そ
の
後
右
に
移
動
し
、
元
々
の
「

」

の
形
に
変
わ
っ
て
「
亠
」
の
形
に
近
く
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
図
に

表
し
た
様
に
、
秦
系
以
外
の
戦
国
文
字
は
『
包
山
』
、
『
郭
店
』
楚

簡
、
璽
印
文
字
は
ど
れ
も
秦
系
の
高
字
と
相
異
し
て
お
り
、
そ
れ

は
「

」
形
と
「

」
形
の
差
異
で
あ
り
、
こ
の
「
高
」
字
は
戦

国
晩
期
以
前
の
状
態
で
あ
る
。 

秦
か
ら
前
漢
早
期
に
か
け
て
、
高
字
の
起
筆
が
「

」
、
「
亠
」

形
の
字
例
は
ど
ち
ら
も
あ
る
。
『
張
家
山
漢
簡
』
、
『
銀
雀
山
漢
簡
』

な
ど
の
字
例
を
参
考
に
し
た
。
前
漢
中
晩
期
の
『
居
延
新
漢
』
、『
武

威
漢
簡
』
等
の
字
例
中
の
「
高
」
字
の
上
半
部
は
既
に
「
亠
」
の

形
で
あ
る
。
な
お
、
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

、

 

、

、

に
作
る
。 

中
間
部
の
「

」
形
は
変
遷
し
「

」
に
な
り
、
こ
の
形
の
時

期
と
し
て
は
、
後
漢
晩
期
の
『
蒼
山
元
嘉
題
記
』
、
『
封
龍
山
頌
』
、

『
西
狹
頌
』
、
『
石
門
頌
』
、
『
從
事
馮
君
碑
』
等
の
漢
碑
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。 



361 

高
字
の
中
間
は
元
々

「

U
形
」
で
、
起
筆
は
下
に
向
け
円
弧

を
上
に
滑
ら
せ
、
二
つ
の
横
線
を
結
び
、
「

H
形
」
に
近
い
書
き

方
に
変
わ
っ
た
。
先
に
上
下
の
縦
画
を
書
き
、
続
け
て
二
本
の
横

画
を
書
き
更
に
縦
画
を
書
く
。
よ
っ
て
、
比
較
的
早
期
に
形
成
し

た
「
口
」
の
形
は
ま
だ
突
き
出
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
例
え
ば

形
、
更
に
晩
期
の
「
口
」
形
は
、
文
字
を
書
く
際
の
筆
順
の
影
響

で
既
に
「
丨
」
「

」
「
一
」
（

U
形
で
は
な
い
）
に
変
わ
っ
た
。
よ

っ
て
、
上
部
は
既
に
筆
画
が
突
出
し
た
状
態
で
は
無
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
様
な
筆
順
の
差
異
は
「
高
」
字
「
亠
」
、
「
冋
」
形
の
間

が
「
目
」
形
か
ら
「
口
」
形
に
変
わ
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、「
高
」
と
「
髙
」
の
字
形
は
唐
代
に
至
る
ま

で
ど
ち
ら
の
字
例
も
存
在
し
、
文
字
が
取
っ
て
代
わ
っ
た
形
跡
が

見
ら
れ
な
い
。 

文
字
変
遷
の
分
析
研
究
は
、
時
間
の
前
後
と
字
形
の
相
異
の
配

列
分
析
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
、
そ
の
文
字
が
書
か
れ
た
時
の

「
筆
順
の
差
異
」
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
字
形
の
改

変
の
原
因
で
あ
る
か
を
検
討
し
、
書
写
筆
順
の
研
究
の
材
料
も
「
墨

跡
文
字
」
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
、
後
漢
の
分
析

可
能
な
墨
跡
文
字
は
実
際
多
く
な
い
、
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
字

例
は
「
石
刻
文
字
」
を
研
究
の
材
料
と
す
る
し
か
な
く
、
こ
れ
は

現
在
の
研
究
材
料
の
限
界
で
あ
る
。 

一
方
、
現
在
は
秦
漢
の
際
の
墨
跡
文
字
の
出
土
が
少
な
く
な
く
、

各
時
代
の
各
種
碑
刻
文
字
資
料
を
参
考
に
す
る
事
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
、
唐
宋
、
明
清
時
代
の
古
人
よ
り
も
更
に
鮮
明
な
文
字
変

遷
の
脈
略
を
見
出
し
、
大
量
の
墨
跡
文
字
を
使
用
し
考
察
の
根
拠

と
す
る
事
で
、
「
高
」
字
「

形
」
と
「

形
」
の
時
間
の
前
後
の

差
異
を
分
析
す
る
事
が
で
き
る
。 

 
 

↓

↓

 

（「

𠆢𠆢

」
↓
「
亠
」） 

 
 
 

↓

↓

↓

（「
目
」
↓
「
口
」） 
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形
（
「

」
「

」
）
の
変
遷
は
、
「
京
」
字
と
共
通
し
て
い
る
。

『
説
文
』「
京
、
人
の
爲
る
所
の
絶
だ
高
き
丘
な
り
。
高
の
省
に
従

ふ
。
丨
は
高
き
形
に
象
る
」
と
高
丘
の
形
と
す
る
が
、
卜
文
・
金

文
の
字
形
は
ア
ー
チ
状
の
門
の
形
で
あ
り
、
山
丘
の
形
で
は
な
い
。

高
や
亭
な
ど
と
、
相
似
た
字
形
で
あ
る
。

に
作
る
。 

「
京
」
は
、
商
の
『
邐
簋
』
は

に
作
り
、
西
周
早
期
の
『

方
鼎
』
は

に
作
り
、
春
秋
早
期
の
『
内
公
鬲
』
は

に
作
り
、
秦
の

『
嶽
麓
秦
簡
』
は

、

に
作
る
。「
京
」
字
は
商
か
ら
春
秋
早
期

の
金
文
の
字
例
か
ら
見
る
と
、
数
百
年
間
、
そ
の
字
形
は
ほ
と
ん

ど
明
ら
か
な
改
変
は
な
く
、
璽
印
文
字
は
図
に
表
し
た
様
で
あ
り
、

戦
国
晩
期
の
墨
跡
文
字
は
『
。
上
海
博
物
館
藏
戦
国
楚
竹
書
（
五
）・

三
徳
』
に
見
る
事
が
で
き
る 

…
上
帝
弗
京
（
諒
）
、
以
祀
不
享
。
京
讀
為
「
諒
」
１
１
１ 

戦
国
晩
期
か
ら
前
漢
早
期
に
か
け
て
の
「
京
」
字
の
墨
跡
字
例

は
見
ら
れ
な
い
が
、
仮
に
『
睡
虎
地
秦
簡
』
、
『
馬
王
堆
簡
帛
』
及

び
『
張
家
山
漢
簡
』
の
「
就
」
字

１
１
２

と
数
十
年
後
の
秦
代
『
嶽

麓
書
院
蔵
秦
簡
（
参
）
』
、
『
里
耶
秦
簡
』
、
秦
印
「
景
」
（
日+

京
）

形
と
前
漢
早
期
の
『
銀
雀
山
漢
簡
』
を
用
い
、
多
く
の
「
京
」
形

に
近
い
字
例
を
対
比
す
る
事
で
、
戦
国
晩
期
の
「
京
」
字
の
字
形

は
後
の
も
の
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
出
て
い
な
い
と
推
測
で
き

る
。
後
漢
時
期
に
は
「
京
」
の
字
例
が
非
常
に
少
な
い
、
後
漢
中

期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

に
作
る
。 

前
漢
中
晩
期
の
『
甘
谷
漢
簡
』
、
『
居
延
漢
簡
』
の
「
京
」
字
の

中
間
部
は
や
は
り
「

」
形
で
、
後
漢
中
晩
期
に
な
る
と
そ
の
字

例
に
、
両
側
が
突
出
し
た
も
の
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、「
日
」
形
が

既
に
現
れ
て
い
る
。
北
魏
『
鄭
黑
墓
誌
』
１
１
３

は
比
較
的
「
特
殊
」

な
字
例
で
、「
口
」
形
で
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
碑
は
趙
超
の
『
漢

魏

南

北

朝

墓

誌

彙

編

』

で

は

偽

誌

（

偽

と

疑

わ

し

い

物

も

含

む
）
１
１
４

と
し
て
附
さ
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
多
数
の
字
例
は
や

は
り
「
日
」
形
が
主
で
あ
る
。
よ
っ
て
稿
者
は
お
そ
ら
く
唐
代
に
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な
っ
て
か
ら
、
元
々
の
「
日
」
形
か
ら
「
口
」
形
に
変
遷
を
し
た

と
考
え
て
い
る
。 

『
説
文
』「
景
、
光
な
り
」
と
し
、
京
声
と
す
る
。
光
景
と
は
日
の
光
を

い
う
。

に
作
る
。『
銀
雀
山
漢
簡
』
に
見
る
前
漢
早
期
以
前
の
「
景
」

字
の
「
京
」
形
は
、
ど
れ
も
「

」
形
で
あ
る
。
前
漢
中
晩
期
の

『
定
縣
漢
簡
』
と
『
居
延
漢
簡
』
で
は
、「
亠
日
小
」
の
組
み
合
わ

せ
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
「

」
型
は
既
に
「
日
」
形
に
な
っ
て

い
る
。
後
漢
中
期
『
五
一
廣
場
後
漢
簡
』
は

に
作
る
。 

二
百
年
以
上
後
の
後
漢
晩
期
の
碑
刻
に
見
ら
れ
る
「
景
」
字
の

「
京
形
」
は
ど
れ
も
「
亠
日
小
」
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
の
隋
代
は

墓
誌
銘
の
「
京
」
形
に
の
み
「
亠
口
小
」
の
字
例
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
事
か
ら
、
秦
漢
間
の
時
期
の
「
景
」
字
の
京
形
が
「
亠
口
小
」

の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
事
が
わ
か
る
。

よ
っ
て
現
在
通
行
の
『
説
文
』
中
の
「
景
」
字
は
字
形
に
問
題
が

あ
る
と
言
え
る
。 

時
に
字
形
に
一
画
多
い
ま
た
は
少
な
い
と
い
う
の
は
、
字
を
書

く
者
が
意
に
留
め
て
い
な
か
っ
た
か
不
注
意
が
原
因
で
あ
り
、
文

字
の
真
の
改
変
と
は
言
え
な
い
。
よ
っ
て
、
字
例
の
分
析
に
は
特

に
注
意
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
「
景
」
字
は
、
日
と

口
は
一
画
の
差
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
う
い
っ
た
字
形
の
数
が
多
い

場
合
、
そ
れ
は
た
だ
の
不
注
意
だ
け
が
原
因
で
あ
る
と
言
う
事
は

で
き
な
い
。 

「

」
形
の
変
遷
に
つ
い
て
さ
ら
に
「
亭
」
字
を
考
察
す
る
。 

『
説
文
』「

、
民
所
安
定
也
。
亭
有
樓
、
从
高
省
、
丁
聲
。
」 

『
漢
書
・
百
官
公
卿
表
』「
縣
道
大
率
十
里
一
亭
。
亭
有
長
。
十

亭
一
郷
。
郷
有
三
老
。
有
秩
嗇
夫
。
」 

『
設
文
』
の
小
篆
と
秦
漢
の
墨
跡
文
字
は
「
日
」「
口
」
形
の
違

い
を
除
い
て
は
、
戦
国
晩
期
か
ら
前
漢
「
亭
」
字
下
部
の
「
丁
」

形
は
『
説
文
』
で
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「

」
の
様
な
書
き

方
は
な
い
。
図
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
『
睡
虎
地
秦
簡
』
と
多
く
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の
秦
印
の
字
例
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
違
い
は
全
く
な
く
、
学

界
は
前
者
を
「
古
隷
」
と
呼
び
、
後
者
を
「
秦
篆
」
と
呼
ぶ
事
に

慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な
分
類
を
す
る
必
要
は
な
く
、

明
ら
か
に
共
通
の
字
体
を
二
種
類
に
分
け
て
言
う
の
は
道
理
が
通

っ
て
い
な
い
。 

「
亭
」
字
は
、
前
漢
早
期
の
『
張
家
山
漢
簡
』
の
上
部
は
や
は

り
「

」
形
（
下
か
ら
曲
が
っ
て
上
に
書
く

U
形
）
を
保
っ
て
い

る
。
も
う
一
度
解
析
す
る
と
、
秦
漢
の
簡
牘
文
字
の
字
跡
は
通
常

一
セ
ン
チ
以
下
で
、
筆
画
は
重
な
り
合
う
部
分
が
多
い
。
し
か
し
、

稿
者
は
大
量
の
字
例
か
ら
考
察
し
、
長
期
に
わ
た
り
実
際
に
原
寸

で
文
字
を
書
い
た
経
験
か
ら
判
断
す
る
と
、
重
な
っ
て
い
る
か
ど

う
か
ま
た
は
そ
の
筆
順
の
順
序
は
あ
ま
り
大
き
な
問
題
で
は
な
い

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
下
に
圧
を
か
け
た
後
旋
回

し
上
に
跳
ね
た

U
形
に
書
く
方
法
は
、
文
字
を
速
く
書
く
上
で
有

利
で
あ
り
、
筆
順
筆
勢
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
文
字
の
形
状
は
、
非

墨
跡
文
字
で
は
実
感
し
づ
ら
い
。
前
漢
中
晩
期
の
『
居
延
漢
簡
』

の
上
部
は
ほ
と
ん
ど
「

」
形
を
形
成
し
て
い
る
上
に
、「

」
形
や
、

「

」
形
も
「

」
形
に
な
っ
て
お
り
、
文
字
を
書
く
筆
順
は
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
後
漢
晩
期
以
後
の
碑
刻
文
字
で
は
、

や
は
り
「

」
形
は
「

」
ま
た
は
「

」
の
形
に
な
っ
て
い
る
。 

以
上
の
分
析
か
ら
「
高
」
、
「
京
」
、
「
景
」
、
「
就
」
、
「
亭
」
の
字
の

変
遷
の
過
程
は
大
ま
か
に
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ

は
「

」
か
ら
「

」
（
戦
国
晩
期
か
ら
前
漢
中
晩
期
ま
で
、
前
後
は

約
二
百
余
年
）
へ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「

」
至
「

」
形
（
多
分

前
漢
晚
期
か
ら
）
。 

こ
れ
ら
と
「
京
」
形
に
関
連
す
る
字
例
に
、
許
慎
『
説
文
』
で

は
「
口
」
形
を
用
い
る
字
例
を
為
す
。
こ
れ
は
秦
漢
の
際
の
も
の

で
は
な
く
、
比
較
的
晩
期
の
字
例
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
字
例

が
使
わ
れ
た
時
期
は
お
そ
ら
く
後
漢
晩
期
（
西
元

168
〜

220
）
で
あ
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る
が
、
そ
の
時
は
既
に
『
説
文
』
が
編
纂
さ
れ
た
後
の
時
代
で
あ

る
。
前
漢
中
期
以
前
ら
の
字
例
中
に
、「

」
形
の
大
量
の
字
例
が

新
た
に
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
の
「
字
例
」
が
後
漢
以
後
の
人

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
推
論
を
排
除
す
る
事
が
出
来
な
い
。 

 

第
三
節 

「
白
」
字
部
首
の
考
察 

秦
刻
石
の
考
察
を
行
う
前
に
、
稿
者
は
一
つ
の
疑
問
を
挙
げ
た

い
。
そ
れ
は
今
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
説
文
解
字
』
版
本
に
お
け

る
「
白
」
部
の
親
字
は
本
当
に
「
白
」
な
の
か
。
こ
の
字
の
秦
漢

文
字
の
実
際
の
形
状
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
で
あ
る
。
こ
の

疑
問
を
解
決
す
る
に
は
、『
説
文
解
字
』
の
親
字
が
あ
る
程
度
、
秦

漢
時
期
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
文
字
量
へ
の
反
映
を
考
慮
し
、

稿
者
は
『
説
文
解
字
』
の
親
字
を
範
囲
に
加
え
た
。 

 

李
家
浩
氏
は
『
『
説
文
』
篆
文
有
漢
代
小
學
家

改
和
虛
造
的
字
形
』
に
い

う
。 『

説
文
』
が
収
録
す
る
篆
字
の
字
形
は
、
あ
る
一
部
は
先
秦
、
秦
漢
文
字

と
一
致
し
な
い
。
こ
の
様
な
事
が
起
こ
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
は
、
許
慎
が

『
説
文
』
を
編
纂
し
た
時
、
彼
が
収
録
し
た
文
字
の
形
が
に
漢
代
の
小
学
者

に
よ
っ
て
改
竄
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
物
に
よ
っ
て
は
隷
書
を
元
に
捏
造
し

た
も
の
で
あ
る
。
過
去
に
林
義
光
、
王
獻
唐
、
裘
錫
圭
先
生
な
ど
は
皆
こ
の

点
を
指
摘
し
て
い
る
。
１
１
５ 

。 

な
お
、
間
違
い
が
あ
る
字
は
、
王
獻
唐
は
「
平
」
、
「
于
」
を
挙
げ
、
裘
錫

圭
は
「
早
」
、
「
卓
」
、
「
走
」、
「
欠
」
、
「
非
」
を
考
え
て
い
る
。 

稿
者
は
、
引
得
市
『
説
文
解
字
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
用
し
、

「
部
件
檢
索
」（
説
文
専
用
版
）
と
結
合
さ
せ
る
事
で
、
親
字
ま
た

は
部
首
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
検
索
を
可
能
に
し
た
。「
部
件
檢
索
」
の

格
式
、
設
計
は
主
に

U
n
i
c
o
d
e

の
字
を
分
解
し
て
使
用
し
て
お
り
、

『
説
文
』
の
形
状
に
基
づ
い
て
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
余
分
な

親
字
が
表
示
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
紙
本
の
辞
書
を
用
い
て
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検
索
す
る
よ
り
も
効
率
が
良
い
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
『
説
文
』
に

あ
る
楷
書
の
「
白
」
の
部
首
を
表
示
し
、
考
察
、
対
比
を
行
っ
た

後
、
最
後
に

155
字
を
用
い
て
更
に
細
か
く
秦
漢
時
期
の
簡
牘
文
字

を
比
較
し
た
。
（

99
字
は
字
例
が
な
い
）
。 

「
白
」
に
関
す
る
字
例
は
、
藥
、
迫
、
徼
、
白
（

）
、
百
、

奭
、
敫
、

、
卽
（
即
）（

）
、

（
既
）（

）
、
櫟
、
柏
（
栢
）
、

槩
（
槪
）
、
樂
、
鄕
（

）
、
䅣
、
宿
、

、
帛
、
錦
、
伯
（

）
、

佰
（

）
、
兜
、
廐
、
礫
、
狛
、
惶
、
濼
、
泊
（
洦
）
、
泉
（

）
、

繳
（

）
（

）
、
鼂
（

）
、
鑠
の
三
十
三
字
で
あ
る
。 

「
自
」
に
関
す
る
字
例
は
、
皇
（

）
、
（

）
、
皃(
貌)

(

㒵)

（

）
の
三
字
で
あ
る
。 

「
日
、
曰
」
に
関
す
る
字
例
は
、
皆
、
習(

)

、

(

既)
(

)
、

曁
、
竅
、

(

覈)

、
皎
（

）
、
皙
（

）
、
伯
（

）
、
偕
（

）
、

（

）
、
愿
、
漑
（

）
、
原
（

）
、
綿(

緜)

、
繳(

)

（

）
、

鼂
（

）
、

(

墍)

、
鍇
（

）
、
階(

堦)

の
二
十
字
で
あ
る
。 

「
目
」
関
す
る
字
例
は
、
邈
（

）
、
習
（

）
、
皙
（

）
、

願
（

）
、
皋(

皐)

（

）
の
五
字
で
あ
る
。（
表

5.

3.

1
白
、

日
、
目
な
ど
の
字
数
量
表
と
表

5.

3.

2
楷
書
部
件
「
白
」
秦
漢

時
期
の
構
形
考
察
表
を
參
照
。
） 

異
な
る
文
字
が
変
遷
す
る
時
、
あ
る
一
定
の
時
期
に
他
の
字
の

形
状
に
似
通
っ
て
、
混
同
し
識
別
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
時
期
は
元
々
の
形
が
変
わ
る
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
秦
漢

以
前
の
金
石
文
字
と
、
現
在
の
『
説
文
』
版
本
と
の
相
互
対
照
考

察
は
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
仮
に
更
に
時
間
を
後
ろ

に
伸
ば
す
と
、
秦
か
ら
後
漢
中
晩
期
ご
ろ
に
か
け
て
の
文
字
と
『
説

文
』
の
対
比
は
、
更
に
許
慎
が
目
の
当
た
り
に
し
た
情
形
は
ど
の

よ
う
な
の
も
で
あ
っ
た
の
か
再
現
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。 

以
上
が
現
代
の
情
報
に
よ
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
り
、
研
究
の

需
要
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
膨
大
な
資
料
の
中
か
ら
、
正
確
に
（

9833

―

156
字
）
に
選
別
し
、
更
に
字
例
の
中
か
ら
、
形
体
と
論
述
の
中
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で
整
理
し
た
研
究
の
実
践
の
過
程
を
分
析
で
き
る
。 

書
き
手
に
よ
り
、
地
域
に
よ
り
、
時
代
の
推
移
に
よ
り
、
字
体

の
上
で
も
、
書
風
の
上
で
も
、
ま
た
書
法
の
上
で
も
、
差
異
が
生

じ
て
い
る
。
一
般
に
点
画
に
肥
瘦
の
差
が
あ
り
、
文
字
の
形
状
少

し
異
な
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

な
お
、
楷
書
「
白
」
部
の
秦
漢
時
期
の
構
形
考
察
表
は
、
本
章
の
最
後
に

付
し
て
あ
る
。 

表
5.

2.

1
步
字
の
字
形
表 
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表
5.

2.

2
徙
字
の
字
形
表 
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表
5.

2.

3
跡
字
の
字
形
表 
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表
5.

2.

4
高
字
の
字
形
表 
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表
5.
2.

5
京
字
の
字
形
表 

 

 

表
5.

2.

6
景
字
の
字
形
表 
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表
5.
2.

7
亭
字
の
字
形
表 

 

表
5.

2.

8
「
年
」
字
の
墨
跡
と
非
墨
跡
文
字
の
変
遷 
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表
5.

3.

1
白
、
日
、
目
な
ど
の
字
数
量
表 

 



375 

表
5.
3.

2
楷
書
部
件
「
白
」
秦
漢
時
期
の
構
形
考
察
表 
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第
六
章 

結
論 

 

第
一
節 

研
究
の
総
括 

本
研
究
の
目
的
は
、
古
文
字
学
と
書
道
学
の
角
度
か
ら
、
秦
漢

時
代
の
古
代
文
字
（
主
に
篆
書
）
の
字
例
を
詳
細
に
解
析
し
て
、

そ
の
変
遷
過
程
の
実
相
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
戦
国
・
秦
漢

時
代
の
墨
跡
文
字
（
主
に
簡
牘
）
と
非
墨
跡
文
字
（
主
に
金
石
）

を
対
照
し
て
解
析
し
た
。 

許
慎
が
編
集
し
た
『
説
文
解
字
』
の
引
用
・
参
照
資
料
は
、
漢
代
の
も
の

が
最
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
部
は
戦
国
又
は
秦
・
漢
代
の
抄
本
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
五
文
字
（
及
、
攸
、
歺
、
也
、
強
）
の
秦
刻
石
し
か
な
い
が
、
五

文
字
と
も
誤
っ
た
形
状
成
を
引
用
し
て
い
た
。
恐
ら
く
許
慎
は
、
実
際
の
秦

刻
石
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
他
人
が
模
造
し
た
誤
っ
た
形
状
成
を
引
用
し
た

可
能
性
が
あ
る
。
（
第
四
章
第
一
節
を
参
照
） 

許
慎
の
『
説
文
解
字
』
で
は
、
知
ら
れ
て
い
る
「
金
文
」
は
引
用
さ
れ
て

い
な
い
。
も
し
引
用
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
小
篆
の
形
状
が
誤
る
こ
と
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
上
、
当
時
は
紙
も
拓
本
も
な
く
、
そ
れ
に
金
文
も
簡

牘
文
字
の
よ
う
に
伝
わ
り
や
す
く
な
く
、
人
々
に
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と

推
測
す
る
。
統
一
さ
れ
た
秦
文
字
が
ど
ん
な
書
体
で
あ
っ
た
か
は
明
言
さ
れ

て
い
な
い
が
、
李
斯
が
『
蒼
頡
篇
』
を
作
り
著
し
た
。
但
し
文
章
の
内
容
を

作
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
書
家
と
し
て
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
抄
録
や
臨
書
な

ら
ば
、
元
内
容
と
全
文
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
古
代

書
法
に
は
、
「
絕
對
的
な
標
準
」
と
い
う
こ
と
は
な
い
。 

秦
簡
文
字
の
一
部
分
は
小
篆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
般
人
も
学
者
た

ち
も
き
っ
と
そ
う
考
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
論
文
で
は
ず
っ
と
「
篆
」

を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
第
二
、
三
、
四
、
五
章
の

各
章
を
構
成
し
、
問
題
を
解
決
し
て
き
た
。 

「
篆
」
へ
の
認
識
は
、
多
く
の
人
は
『
説
文
解
字
』
か
ら
来
て
い
る
と
考

え
る
で
あ
ろ
う
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
篆
書
体
と
隸
書
体
の
違
い
は
、「
形

状
（
構
成
）
」
と
「
筆
法
」
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
両
方
の
資
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料
を
全
部
揃
え
な
け
れ
ば
、
客
観
的
な
、
正
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き

な
い
。 

実
の
と
こ
ろ
、
我
々
の
「
篆
」
へ
の
理
解
の
殆
ど
は
宋
、
明
、
清
代
の
学

者
た
ち
の
論
点
か
ら
来
て
い
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
学
者
の
篆
書
体
へ
の

認
識
の
実
態
を
立
証
す
る
た
め
、『
説
文
解
字
』
の
各
版
本
を
分
析
し
た
。
考

察
し
た
結
果
、「
小
徐
本
」
或
は
「
宋
本
」
の
『
説
文
解
字
』
で
は
、
同
一
文

字
が
同
じ
形
状
で
正
確
で
あ
っ
た
も
の
を
、
清
代
学
者
の
『
説
文
解
字
』
で

は
形
状
を
誤
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
（
第
二
章
第
三
節
を
参
照
） 

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
清
代
学
者
は
本
当
の
篆
書
体
と
は
何
か
を

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
ら
は
秦
簡
文
字
を
見

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
研
究
資
料
の
不
足
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。 

第
一
章
「
序
論
」
で
は
、
本
論
文
の
研
究
目
的
・
内
容
・
方
法
、
そ
れ
に

関
す
る
文
献
・
研
究
、
材
質
・
性
状
に
よ
る
古
代
文
字
の
分
類
方
法
に
つ
い

て
記
述
し
た
。 

第
二
章
「
『
説
文
解
字
』
篆
書
体
の
考
察
」
で
は
、
許
慎
か
ら
整
え
ら
れ
た

「
小
篆
」
と
実
際
の
「
篆
」
と
に
差
が
あ
る
か
を
分
析
す
る
た
め
、
十
種
の

『
説
文
解
字
』
版
本
の
部
首
を
考
察
し
て
分
類
し
、
四
種
類
版
本
の
『
説
文

解
字
』
間
の
前
・
中
・
後
の
字
形
の
違
い
を
比
較
し
た
。 

『
説
文
』
五
四
〇
部
首
全
て
を
逐
語
的
に
考
察
し
て
分
類
し
た
こ
と
は
、

情
報
化
社
会
の
中
に
あ
る
斯
界
に
と
っ
て
、
必
須
の
研
究
方
法
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
結
果
、
「
小
篆
」
の
正
確
な
形
状
は
64
％
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
中
の
一
部
の
字
形
に
は
「
規
整
化
」
の
現
象
が
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
同
じ
版
本
に
三
つ
の
前
・
中
・
後
の
形
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳

密
さ
を
欠
く
か
、
或
い
は
三
つ
の
形
状
が
同
じ
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
十
種

の
『
説
文
解
字
』
版
本
の
字
形
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版

本
の
編
集
著
者
が
形
状
を
変
形
し
た
た
め
で
あ
り
、
既
に
許
慎
の
「
小
篆
」

の
形
状
構
成
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
論

じ
た
。 

第
三
章
「
東
周
時
代
の
秦
文
字
」
で
は
、
時
代
の
順
序
に
従
っ
て
春
秋
か
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ら
戦
国
後
期
ま
で
の
既
知
の
秦
代
文
字
の
字
形
を
分
析
し
た
。
そ
れ
ら
の
分

析
し
た
字
例
は
、
絶
対
に
「
隸
書
」
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。 

戦
国
中
期
の
『
商
鞅
三
器
（B

.
C
3
4
6

〜3
43

）
』
の
一
つ
『
商
鞅
方
升
』
を

秦
簡
文
字
と
対
照
す
る
と
、
形
状
が
近
似
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。「
積
」
字
に

の
み
多
少
違
い
が
あ
る
が
、
早
期
か
ら
後
期
ま
で
の
字
形
の
変
遷
の
違
い
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

商
鞅
量
（B

.
C
3
4
4

）
の
中
で
始
皇
詔
の
銘
文
（B.

C
2
21

）
も
あ
り
、
両
方

の
字
形
も
極
め
て
似
て
い
る
。
そ
の
間
百
二
十
余
年
の
時
間
差
が
あ
り
、
戦

国
か
ら
継
承
し
て
き
た
秦
文
字
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
る
。
秦
代
に
文
字
統
一
を
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
二

つ
の
銘
文
の
篆
書
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
。
字
形
の
み
な
ら
ず
、
刻
法

や
線
状
に
い
た
る
ま
で
、
極
め
て
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
文
字
統
一
の
実

相
も
理
解
で
き
る
。
戦
国
中
期
の
『
封
宗
邑
瓦
書
（B.

C
3
3
4

）
』
は
秦
代
の
役

人
か
ら
式
典
の
た
め
に
直
接
刻
ま
れ
た
も
の
で
、
ま
る
で
現
在
の
土
地
証
明

書
の
よ
う
に
、
当
時
の
篆
書
の
代
表
と
し
て
絶
対
に
問
題
は
な
い
も
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
『
説
文
』
、
秦
簡
の
形
状
が
篆
書
体
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
を

比
較
し
て
検
証
す
る
基
準
と
な
る
。
考
察
し
た
結
果
、
そ
の
殆
ど
が
は
一
致

し
た
こ
と
を
論
じ
た
。 

戦
国
中
期
の
『
青
川
木
牘
（B

.
C
3
09

）
』
は
素
材
が
異
な
る
た
め
か
、
「
隸

書
（
或
い
は
古
隸
）
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
時
代
は
「
虎
符
」
や
統
一
秦
の
金

文
（
権
量
銘
）
よ
り
早
い
。
さ
ら
に
、
『
青
川
木
牘
』
か
ら
『
張
家
山
漢
簡

（B
.
C
1
8
6

）
』
（
法
律
の
内
容
も
同
様
）
ま
で
の
形
状
と
比
較
し
て
も
、
大
き

い
違
い
は
な
い
。
文
字
統
一
前
後
の
、
そ
の
間
に
文
字
統
一
に
よ
る
字
様
の

変
化
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
一
部
の
文
字
の
形
状
は
既
に
「
隸
化
」
さ
れ
、

一
部
は
ま
だ
変
化
中
で
あ
り
、
一
部
は
甲
骨
文
か
ら
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
形
状
を
明
確
に
区
別
で
き
な
い
以
上
、「
篆
」
と
呼
ん
で
も
「
隸
」

と
呼
ん
で
も
良
い
こ
と
に
な
る
。 

第
四
章
「
秦
文
字
の
篆
書
体
考
察
」
で
で
は
、
論
争
の
最
も
少
な
い
「
秦

篆
」
を
代
表
す
る
「
秦
刻
石
」
を
考
察
の
対
象
と
し
て
『
説
文
』
部
首
、
秦

簡
、
商
周
文
字
の
形
状
と
比
較
し
分
析
し
た
。
た
だ
し
、「
秦
刻
石
」
の
う
ち
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「
会
稽
」
と
「
瑯
邪
台
」
は
、
秦
人
が
実
際
に
制
作
し
た
も
の
で
は
な
く
，

後
世
翻
刻
の
疑
惑
が
あ
る
た
め
除
外
し
た
。 

戦
国
時
代
の
秦
簡
に
「
隸
書
」
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
の
は
、
非
常
に
自

然
な
こ
と
で
あ
る
。
篆
書
か
ら
隸
書
へ
の
進
化
は
母
子
関
係
の
よ
う
で
あ
り
、

更
に
隸
書
の
風
貌
が
見
え
る
唐
代
の
一
部
の
楷
書
は
親
族
関
係
の
よ
う
で
、

見
た
目
が
似
て
い
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
引
き
続
き

『
蒼
頡
篇
』
を
比
較
の
対
象
と
し
、
時
代
的
な
基
準
性
を
持
つ
教
科
書
と
す

る
「
識
字
書
」
を
分
析
し
た
。
こ
れ
は
秦
漢
篆
隸
の
変
遷
過
程
を
考
察
す
る

た
め
の
非
常
に
重
要
な
研
究
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
論

文
で
引
用
さ
れ
る
秦
簡
『
睡
虎
地
秦
簡
・
為
吏
之
道
』
も
使
用
し
た
。
こ
の

千
語
以
上
あ
る
簡
牘
は
秦
人
の
教
科
書
と
し
て
当
時
か
な
り
の
影
響
力
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

考
察
の
結
果
、『
蒼
頡
篇
』
の
字
例
の
一
つ
「
獲
」
は
戦
国
後
期
の
篆
形
が

残
っ
て
い
る
こ
と
、
隸
化
現
象
が
明
ら
か
に
あ
る
こ
と
、
人
・
歯
・
言
な
ど

の
部
首
は
「
規
整
化
」
の
現
象
が
あ
る
こ
と
、
例
え
ば
、「
歯
」
形
の
隸
化
は

戦
国
後
期
か
ら
見
え
る
こ
と
な
ど
を
詳
述
し
た
。 

『
蒼
頡
篇
』
で
は
、
「
糸
」
部
の
字
形
か
ら
「
規
整
化
」
が
見
え
る
。
『
説

文
解
字
』
を
編
著
す
る
場
合
、
親
字
の
形
状
（
の
書
き
方
）
を
一
つ
だ
選
び
、

更
に
部
首
に
含
ま
れ
る
字
を
統
一
し
た
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
つ

の
文
字
に
は
一
つ
以
上
の
書
き
方
が
あ
る
。
そ
れ
は
最
も
早
い
金
文
に
見
え

る
普
遍
現
象
で
あ
る
。 

第
五
章
「
秦
漢
文
字
の
変
遷
考
察
」
で
は
、
文
字
変
化
の
原
因
と
そ
の
基

礎
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
墨
跡
文
字
」
と
「
非
墨
跡
文
字
」
の
違
い
を
強
調

す
る
た
め
、
秦
漢
「
墨
跡
文
字
」
の
数
が
商
周
金
文
や
刻
石
よ
り
は
る
か
に

多
い
こ
と
を
様
々
な
デ
ー
タ
で
証
明
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
秦
漢
簡
の
重
要

性
を
数
量
と
実
用
性
で
証
明
し
た
こ
と
に
な
る
。 

例
え
ば
、「
步
」
、「
徙
」
の
字
を
、
特
に
「
筆
順
」
に
よ
る
形
状
変
化
の
詳

し
い
分
析
を
行
っ
た
。「
筆
順
」
は
「
墨
跡
文
字
」
に
し
か
発
生
し
な
い
独
特

な
変
化
の
原
因
で
あ
り
、
青
銅
器
や
石
刻
の
よ
う
な
「
非
墨
跡
文
字
」
に
は

発
生
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。 
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第
五
章
は
、
第
二
、
三
、
四
章
で
言
及
し
た
様
々
な
議
論
及
び
研
究
結
果

を
字
例
を
論
証
し
た
総
説
に
あ
た
る
。
春
秋
か
ら
戦
国
ま
で
の
様
々
な
篆
書

と
秦
簡
を
対
比
し
た
結
果
、
秦
簡
文
字
が
「
篆
書
（
小
篆
）
」
で
あ
る
正
確
性

を
確
認
し
た
。
従
っ
て
、
篆
書
の
代
表
の
一
つ
と
し
て
、「
秦
簡
」
に
は
問
題

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
即
ち
、「
篆
」
と
「
隸
」
は
秦
簡
と
漢
簡
の
文
字
継
承

関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。 

最
後
に
楷
書
の
「
白
」
字
の
形
状
を
考
察
し
、
隸
定
さ
れ
た
色
々
な
「
白
」

部
首
の
字
例
を
発
見
し
た
。
秦
簡
で
は
、
「
白
」
以
外
に
「
自
」
、
「
曰/

日
」
、

「
目
」
の
形
状
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
字
例
を
通
じ
て
『
説
文
解
字
』

の
「
偕
」
字
な
ど
の
形
状
の
誤
り
も
検
出
し
た
。 

研
究
の
最
終
目
的
は
、「
秦
漢
簡
牘
文
字
の
字
形
変
遷
の
原
因
を
整
理
す
る

こ
と
」
と
、「
字
形
の
篆
か
ら
隸
へ
の
変
化
に
関
す
る
様
々
な
既
定
を
再
検
証

す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
書
道
の
分
野
で
は
、『
説
文
解
字
』
の
小
篆
に
対
す
る

認
識
は
一
般
的
に
清
人
の
学
説
を
主
と
し
て
い
る
。 

『
説
文
解
字
』
の
版
本
の
比
較
考
察
を
通
じ
て
、
秦
漢
文
字
の
変
化
と
原

因
を
膨
大
な
字
例
を
用
い
て
解
析
し
、
色
々
な
秦
篆
の
字
形
と
比
較
考
察
し

た
結
果
、『
説
文
解
字
』
に
「
規
整
化
」
の
現
象
が
あ
っ
た
こ
と
を
検
証
し
た
。

こ
の
結
果
は
斯
界
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。 

文
字
の
変
遷
は
緩
慢
か
つ
漸
進
的
で
あ
る
と
い
う
法
則
に
従
う

と
、
二
つ
の
も
文
字
を
比
較
し
て
、
そ
の
形
状
の
差
異
が
大
き
い

場
合
、
次
の
よ
う
な
事
が
考
え
ら
れ
る
。
一
、
年
代
の
差
が
大
き

く
、
二
百
年
以
上
も
離
れ
て
い
る
。
二
、
文
字
の
材
質
が
異
な
る
。

例
え
ば
「
墨
跡
文
字
」
と
「
非
墨
跡
文
字
」
の
差
異
。
連
続
す
る

秦
漢
時
期
の
簡
牘
の
字
形
変
遷
の
考
察
に
よ
っ
て
、
一
つ
は
、
該

当
の
文
字
は
後
漢
の
許
慎
が
見
た
時
に
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て

い
た
の
か
、
も
う
一
つ
は
、
我
々
が
今
日
見
て
い
る
版
本
は
ど
う

な
の
か
を
理
解
す
る
事
が
出
来
る
。 

文
字
を
書
く
人
的
要
因
を
除
き
、
文
字
の
改
変
に
は
政
治
権
力

の
介
入
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
要
因
は
本
研
究
の
範
囲

外
で
あ
る
。 
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幾
千
年
の
文
字
に
は
既
に
変
遷
し
た
結
果
が
出
て
い
る
。
そ
の

原
因
は
、
古
人
が
意
図
せ
ず
書
い
た
字
跡
が
、
長
い
時
間
の
中
で

伝
承
さ
れ
て
い
く
内
に
改
変
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

書
は
、
文
字
を
書
く
事
が
「
本
質
」
で
あ
り
、
特
に
「
即
時
の

書
写
」
１
１
６

は
瞬
時
に
文
字
を
書
く
こ
と
で
あ
る
が
、
変
遷
と
は

「
直
接
」
的
な
関
係
は
な
い
。 

所
謂
「
字
形
の
変
遷
過
程
」
と
は
、
文
字
を
故
意
に
改
変
し
た

わ
け
で
は
な
く
、「
即
時
に
文
字
を
書
い
た
」
状
況
下
で
、
長
い
時

間
を
か
け
て
積
み
重
な
り
形
成
さ
れ
た
字
形
の
改
変
過
程
で
あ
る
。

あ
る
字
形
は
数
百
年
、
更
に
は
千
年
の
時
間
を
か
け
て
形
状
が
変

化
す
る
。
従
っ
て
、
詳
細
な
字
例
考
察
に
よ
っ
て
そ
の
差
異
を
分

別
す
る
事
が
で
き
る
。 

文
字
を
書
く
人
は
、
そ
の
場
で
は
、
往
々
に
し
て
ど
の
様
な
改

変
が
有
っ
た
の
か
に
気
づ
く
事
は
な
い
。
文
字
を
書
く
際
に
、
あ

る
文
字
の
一
画
目
の
「
筆
順
」
が
異
な
る
時
、
字
形
の
改
変
を
も

た
ら
す
事
に
な
る
。
仮
に
誰
か
が
故
意
に
改
変
す
る
、
も
し
く
は

書
写
者
の
熟
練
度
と
習
慣
に
よ
っ
て
差
異
が
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、

決
し
て
文
字
改
変
の
主
要
な
要
素
で
は
な
い
。 

考
察
の
結
果
、
「
墨
跡
文
字
（
簡
牘
）
」
に
は
三
つ
の
特
徴
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

1.
文
字
の
「
変
遷
と
伝
承
」
の
特
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
。 

2.
当
時
の
字
形
と
そ
の
形
状
を
表
し
て
い
る
こ
と
。 

3.
広
範
囲
に
普
及
し
、
次
第
に
認
め
ら
れ
、
自
然
に
発
生
し
た

字
形
で
あ
る
こ
と
。 

 

第
二
節 

研
究
の
学
術
的
な
価
値 

本
研
究
の
中
心
課
題
は
、『
説
文
解
字
』
と
「
秦
簡
文
字
」
に
対
す
る
全
面

的
な
考
察
で
あ
り
、
精
緻
な
「
字
例
」
比
較
研
究
で
あ
る
。
網
羅
的
に
数
多

く
作
成
し
た
一
文
字
ご
と
の
「
字
形
対
照
表
」
に
基
づ
く
考
証
で
あ
る
。
商

周
、
春
秋
戦
国
か
ら
秦
漢
ま
で
の
各
種
の
字
形
の
変
遷
過
程
が
、「
字
形
対
照
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表
」
あ
げ
た
「
字
例
」
に
よ
っ
て
概
観
で
き
る
。 

本
論
文
で
は
、
古
代
文
字
の
字
形(

形
状)

解
析
と
筆
順
分
析
と

が
相
互
に
補
完
し
あ
う
こ
と
を
実
証
し
た
。
ひ
い
て
は
古
文
字
学

と
書
道
学
の
双
方
の
発
展
に
役
立
つ
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
が
、
本
研
究
の
最
も
重
要
な
学
術
的
意
義
で
あ
る
。 

人
文
科
学
の
学
問
領
域
で
は
、
メ
ガ
デ
ー
タ
を
用
い
る
研
究
は

今
の
と
こ
ろ
ま
だ
多
く
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
研
究
は
、
古
代

文
字
の
メ
ガ
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
た
先
駆
的
研
究
成
果
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
の
学
術
的
意
義
も
あ
ろ
う
。 

本
論
文
に
は
、
誤
解
や
誤
記
も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
御
批

正
を
得
て
再
考
し
、
さ
ら
に
精
進
す
る
所
存
で
あ
る
。 
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附
錄 
『
引
得
市
』
の
紹
介
と
研
究
へ
の
活
用 

 

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
三
月
九
日
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東

ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
『
東
洋
学
へ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
利
用
第
29
回
研
究
セ
ミ
ナ
ー
』
で
の
研
究
発
表
原
稿
を
も
と
に
改
稿

し
た
も
の
で
あ
る
（
『
同
論
文
集
』
二
七
七
～
二
八
九
頁
所
収
）
。 

 

一 

は
じ
め
に 

二 

「
引
得
市
」
の
発
展 

三 

「
古
文
字
欠
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」 

四 

『
引
得
市
』
基
本
的
な
操
作 

五 

お
わ
り
に 

 

一 

は
じ
め
に 

稿
者
は
学
部
生
時
代
、
様
々
な
資
料
を
調
査
し
て
、
二
〇
〇
一
年
、『
篆
刻

芸
術
デ
ジ
タ
ル
化
教
育
応
用
研
究
』
と
い
う
論
文
を
書
き
、
台
湾
国
家
科
学

委
員
会
よ
り
、
大
学
や
専
門
学
校
の
在
籍
生
を
対
象
と
す
る
研
究
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
研
究
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
二
〇
〇
四
年
、
中
華
発
展

基
金
管
理
委
員
会
の
研
究
生
と
し
て
、
印
学
に
関
す
る
考
察
を
行
な
う
た
め

に
中
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
五
年
、
台
湾
芸
術
大
学
造
形
芸
術
研
究

所
を
修
了
。
二
〇
〇
八
年
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
書
道
学
専

攻
博
士
課
程
後
期
課
程
に
進
学
。 

「
引
得
市
」
＝
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
、
「
索
引
」
の
事
で
あ
る
。
「
引
得
市
」

は
、
稿
者
が
開
発
し
た
古
文
字
に
関
す
る
総
合
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。

現
在
の
「
引
得
市
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
古
文
字
研
究
書
の
索
引
を
一
括
し
て

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。「
引
得
市
」
は
、
英

語
のi

n
d
e
x

を
漢
語
で
言
う
「
引
得
」
か
ら
来
た
も
の
で
、「
索
引
」
と
同
じ

意
味
で
す
。
二
〇
一
二
年
七
月
よ
り
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。 

当
初
、
こ
の
よ
う
な
索
引
の
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
を
制
作
す
る
計
画
を
持

っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
き
っ
か
け
は
台
湾
国
立
故
宮
博
物
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院
の
五
二
一
種
の
「
百
家
姓
」
の
字
形
変
遷
を
作
成
す
る
こ
と
で
し
た
。
こ

の
仕
事
を
三
ヶ
月
で
仕
上
げ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
は
、「
百
家
姓
」
に
出
て
く
る
漢
字
に
つ
い
て
、
甲
骨
文
字
、
金
文
、
戦

国
文
字
、
秦
漢
文
字
な
ど
の
字
形
を
並
べ
て
、
字
形
の
変
遷
を
示
す
と
い
う

企
画
で
し
た
。 

私
の
立
場
か
ら
言
う
と
、
こ
の
仕
事
を
三
ヶ
月
で
完
成
さ
せ
る
と
い
う
の

に
は
無
理
が
あ
り
、
非
常
に
困
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
と
考
え
ま
し
た
。 

「
百
家
姓
」
の
字
形
変
遷
の
デ
ー
タ
を
作
る
た
め
、
甲
骨
文
字
、
金
文
、

そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
戦
国
文
字
な
ど
の
研
究
書
か
ら
、
目
的
の
文
字
が
記
載

さ
れ
て
い
る
頁
を
迅
速
に
探
し
出
す
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
「
引
得
市
」
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
苦
労
の
甲
斐
が

あ
っ
て
、
や
っ
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
文
献
が
探
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

二
〇
一
三
年
末
か
ら
、
引
得
市
は
「
小
學
堂
」
１
１
７

と
交
流
し
ま
し
た
。
交

流
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
次
元
の
も
の
が
あ
り
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
技
術
情
報
、
資
料
、
文
献
索
引
の
交
換
に
至
る
ま
で
活
発
に
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

二 

「
引
得
市
」
の
発
展 

当
初
は
「
百
家
姓
」
の
字
形
変
遷
に
必
要
な
十
二
種
類
の
研
究
書
の
索
引

か
ら
は
じ
め
ま
し
た
が
、
現
在
の
『
引
得
市
』
の
中
で
は
、
三
百
五
十
三
種

の
文
献
索
引
が
あ
り
、
一
人
の
力
で
は
到
底
す
べ
て
の
索
引
の
作
成
は
出
来

そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
い
つ
も
文
献
索
引
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
「
無
心
插
柳
柳
成
蔭
」
、
無
心
に
な
っ
て
柳
を
植
え
れ
ば
柳
は
茂
っ

て
蔭
を
作
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う
中
国
の
諺
が
あ
り
ま
す
か
ら
。 

文
字
学
の
研
究
に
お
い
て
、
多
く
の
資
料
を
参
照
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
索

引
作
成
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
私
以
外
に
も
、
索
引
の
デ
ー
タ
作
成
を
手
伝

っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
居
ま
す
。 

ま
た
、「
引
得
市
」
と
は
独
立
に
作
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
、
そ

の
成
果
が
リ
ユ
ー
ス
可
能
な
ラ
イ
セ
ン
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
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て
も
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
た
と
え
ば
諸
橋
『
大
漢
和
辭
典
』
の
デ
ー
タ
は

川
幡
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
使
い
ま
し
た
。 

最
初
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
は
文
献
の
索
引
を
も

と
に
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研

究
を
進
め
る
上
で
、
文
献
を
調
べ
る
手
間
と
時
間
が
大
幅
に
省
け
る
と
考
え
、

稿
者
は
「
引
得
市
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
わ
け
で
す
。 

 

三 

「
古
文
字
欠
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」 

「
索
引
」
は
学
術
書
な
ど
の
書
籍
や
雑
誌
・
新
聞
な
ど
の
記
事
、
統
計
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
、
特
定
の
項
目
を
素
早
く
参
照
で
き
る

よ
う
、「
見
出
し
語
」
を
特
定
の
配
列
に
並
べ
、
そ
の
所
在
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
普
段
使
わ
な
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
容
易
に
入
力
で
き
な
い
文
字

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。 

「
引
得
市
」
で
は
、
古
文
字
研
究
に
際
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
容
易
に

使
う
こ
と
が
で
き
な
い
文
字
の
索
引
と
し
て
「
古
文
字
欠
字
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
１
１
８

を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

「
古
文
字
欠
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
青
銅
器
・
竹
簡
・
璽
の
、

古
文
字
や
そ
の
異
体
字
な
ど
に
関
す
る
研
究
書
の
索
引
に
見
え
る
楷
書
字
形

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、
現
時
点
で
は
、
一
萬
六
千
九
百
三
十
字
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
欠
字
の
図
像
は
古
文
字
欠
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
サ
イ
ト
で
無
償

配
布
し
て
い
ま
す
。
自
由
に
か
つ
簡
便
に
閲
覧
・
印
刷
で
き
、
加
工
や
二
次

配
布
も
で
き
る
ラ
イ
セ
ン
ス
で
す
。 

ユ
ニ
コ
ー
ド(

U
n
i
c
o
d
e)

に
あ
っ
て
も
、
日
常
的
に
使
わ
な
い
漢
字
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
表
示
す
る
フ
ォ
ン
ト
が
無
く
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ー
ド

（c
h
a
r
a
c
t
e
r
 
c
o
d
e

）
は
あ
っ
て
も
実
際
に
は
使
え
な
い
状
況
が
頻
繁
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
フ
ォ
ン
ト
の
不
足
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
と
し
て
、

G
l
y
p
h
W
i
k
i

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る
「
花
園
フ
ォ
ン
ト
（
花
園
明
朝
）
」

と
い
う
自
由
か
つ
無
償
の
大
規
模
漢
字
フ
ォ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。 

U
n
i
c
o
d
e

の
漢
字
は
常
に
増
加
し
て
お
り
、
最
新
で
は
九
万
字
近
い
漢
字
を

収
録
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、U

n
i
c
o
d
e

漢
字
が
増
え
、
花
園
明
朝
が
そ
れ
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をc
a
t
c
h
 
u
p

す
れ
ば
こ
の
問
題
が
自
然
に
解
決
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

U
n
i
c
o
d
e
 
1
0
.
0

でC
J
K
 
F

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
稿
者
が
古
文
字
欠
字
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る
漢
字
をC

J
K
 F

と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、C

J
K
 F

に
含
ま
れ

て
い
た
も
の
は
一
千
七
百
字
で
あ
り
、
大
半
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
た
が
っ
て
、Un

i
c
o
d
e

漢
字
が
増
え
れ
ば
こ
の
問
題
が
自
然
に
解
決
す
る

と
は
考
え
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。 

『
引
得
市
』
で
は
、
花
園
フ
ォ
ン
ト
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
欠
字

に
つ
い
て
もG

l
y
p
h
W
i
ki

上
で
グ
リ
フ
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
、『
引
得
市
』
上

で
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ

G
l
y
ph
Wi
k
i

で
作
る
の
か
と
い

え
ば
、
画
像
で
は
な
く
フ
ォ
ン
ト
に
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
り
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
台
湾
の
教
育
部
の
異
体
字
字
典
は
欠
字
を
す
べ
て
画
像
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
回
だ
け
画
像
を
引
用
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
よ

い
の
で
す
が
、
後
か
ら
検
索
し
よ
う
と
す
る
と
か
な
り
難
し
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、G

l
y
p
h
W
ik
i

上
で
作
れ
ば
、
も
し
将
来
同
じ
形
を
し
た
文
字

が

U
n
i
c
o
d
e

に
採
録
さ
れ
た
場
合
、
お
そ
ら
く
私
が
作
っ
た
グ
リ
フ
デ
ー
タ

は
再
利
用
さ
れ
て
花
園
フ
ォ
ン
ト
に
組
み
込
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
同
じ
文
字
を
他
人
が
作
ら
な
く
て
も
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
欠
字
を
フ
ォ
ン
ト
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
提
供
す
る
際
に
、
同
時
接
続
数
を
低
減
す
る
効
果
な
ど
も
期
待
で
き
ま
す
。

事
前
に
フ
ォ
ン
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
負
荷
を
減
ら
す
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
、
画
像
の
ま
ま
で
は
で
き
ま
せ
ん
。 

G
l
y
p
h
W
i
k
i

と
は
別
の
、『
引
得
市
』
特
有
の
デ
ー
タ
と
し
て
は
「
構
字
式
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
欠
字
を
構
成
す
る
部
品
を
並
べ
て
、
場
合
に
よ
っ
て

は
括
弧
で
囲
ん
で
グ
ル
ー
プ
化
し
た
も
の
で
す
。 

「
構
字
式
」
に
よ
っ
て
欠
字
を
部
品
か
ら
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
じ

よ
う
な
技
術
と
し
て
は
、CD

P

や
、I

D
S

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
私
以
外
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
考
え
た
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
で
使
わ
れ
て
い
る
特
殊
な

記
号
の
入
力
に
困
難
が
あ
り
、
そ
う
い
う
特
殊
な
記
号
を
用
い
な
い
表
記
が

必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
た
だ
し
曖
昧
な
検
索
な
ど
を
考
え
た
時
の

s
y
n
t
a
x

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
。 
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次
は
、『
引
得
市
』
で
提
供
す
る
索
引
情
報
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
実
際
の
研

究
書
を
表
示
す
る
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

 

四 

『
引
得
市
』
の
基
本
的
な
操
作 

『
引
得
市
』
は
様
々
な
文
献
の
索
引
を
統
合
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
文
献

そ
の
も
の
を
配
布
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
文
献
の
ス
キ
ャ
ン

デ
ー
タ
は
ユ
ー
ザ
自
身
が
用
意
し
、『
引
得
市
』
は
そ
れ
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス

を
提
供
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
と
っ
て
い
ま
す
。 

『
引
得
市
』
の
検
索
結
果
はW

e
b
 
b
r
o
w
s
e
r

に
示
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
か

ら
ユ
ー
ザ
のP

C

に
保
存
さ
れ
て
い
るP
D
F

に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
、

G
o
P
a
g
e

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
ま
す
。 

『
引
得
市
』
の
「G

o
p
a
ge

」
と
い
うi

n
t
e
r
n
e
t

の
デ
ー
タ
と
、
ユ
ー
ザ
ー

のP
C

に
あ
るl

o
c
a
l

なPD
F

の
間
を
繋
ぐ
橋
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
『
引
得

市
』
と
文
献
索
引
フ
ァ
イ
ル
両
方
に
、
連
絡
を
密
に
取
り
合
っ
て
、
一
つ
の

目
的
の
た
め
に
と
い
う
事
で
す
。
二
〇
一
七
年
六
月
、
稿
者
の
友
人
が
王
富

国
に
制
作
し
、
ブ
ロ
グ
で
発
表
し
ま
し
た
。
１
１
９ 

G
o
P
a
g
e

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
な
け
れ
ば
、
『
引
得
市
』u

s
e
r

に
は
唯

ペ
ー
ジ
番
号
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
す
が
、G

o
P
a
g
e

が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
とJ

a
v
a
S
c
r
i
pt

に
よ
っ
てc

l
i
p
b
o
a
r
d

経

由
でr

e
f
e
r
e
n
c
e

と
ペ
ー
ジ
の
情
報
がG

o
P
a
g
e

に
渡
さ
れ
ま
す
。 

ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ん
が
各
自
で
研
究
書
の

s
c
a
n
 
da
ta

を
作
る
と
、
そ
の

l
o
c
a
t
i
o
n

がu
s
e
r

ご
と
に
違
っ
た
り
、
ま
たf

r
on
t p

a
g
e

をs
c
a
n

す
る
か

ど
う
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の

d
a
t
a

と
し
てR

M
P

と
い
う
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、P

D
F

の
中
で
本
文
の

p
a
g
e

が
ど
こ
か
ら
始
ま
る
か
の

o
f
f
s
e
t 

n
u
m
b
e
r

、l
o
c
a
l
 
P
C

の
中
で
のs

c
a
n
n
e
d
 
i
m
a
g
e
 
P
DF

が
ど
こ
に
置
か
れ
て

い
る
か
、
の
情
報
だ
け
を
書
い
た
簡
単
な
も
の
で
す
。 

P
D
F
 f
i
l
e

が
配
置
さ
れ
るp

a
t
h
n
a
m
e

の
前
に
、「+4

3

＠
」
と
い
う
情
報
が

あ
り
ま
す
。 
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 こ
の
「
43
」
の
よ
う
な
数
字
は
、
研
究
書
の
本
文
が
、p

d
f

の
44 

p
a
g
e

か
ら
開
始
す
る
場
合
、
1 

+

 43 
=
 

44
と
計
算
す
るo

f
f
s
e
t
 n
u
mb
e
r

で
す
。

ま
た
、R

M
P
 
f
i
l
e

のf
i
l
en
a
m
e

は
、
『
引
得
市
』
に
お
け
る
文
献
名
称
と
一

致
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

I 

使
用
の
準
備 

①
ユ
ー
ザ
ー
のc

o
m
p
u
te
r

にG
o
P
a
g
e

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
く
。 

②
ユ
ー
ザ
ー
のc

o
m
p
u
te
r

に
、『
引
得
市
』
が
索
引
を
提
供
す
る
文
献
の

p
d
f

を
置
く
。 

③
『
引
得
市
』
が
指
定
す
る
文
献
名
称
で
のR

M
P

デ
ー
タ
を
作
成
し
、
ユ

ー
ザ
ー
が
持
っ
て
い
るp

df

のo
f
f
s
e
t
 
n
u
m
b
e
r

を
設
定
す
る
。 

II 

実
際
の
検
索 

①
検
索
語
を
入
力
し
、
検
索b

u
t
t
o
n

に
よ
り
検
索
。 

②
検
索
結
果
一
覧
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
閲
覧
し
た
い
文
献
索
引
の
ペ
ー

ジ
番
号
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。 

③G
o
P
a
g
e

に
よ
り
準
備
さ
れ
て
い
るp

df

の
当
該p

a
ge

が
表
示
さ
れ
る
。 
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五 
お
わ
り
に 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
す
べ
て
の
研
究
を
行
う
も
の
で
は
な
い
が
、
研
究
の
中

で
本
の
検
索
に
費
や
さ
れ
る
大
量
の
時
間
を
削
減
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
研
究
者
は
検
索
結
果
の
資
料
を
見
る
こ
と
に
よ
り
注
意
を
払
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。 

数
年
来
、
稿
者
が
最
も
重
視
し
て
き
た
の
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す

る
こ
と
で
す
。
と
く
に
研
究
経
験
が
豊
富
な
研
究
者
に
と
っ
て
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
は
か
な
り
の
時
間
と
精

神
的
労
力
を
要
し
た
研
究
を
、
よ
り
効
率
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
、
現
在
の
多
数
の
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
、『
引
得
市
』
は
完
成
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
い
か
な
る
場
合
に
も
正
確
か
つ
迅
速
な
更
新
が
期
待
で
き
ま
す
。 
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參
考
文
献 

安
徽
省
文
物
工
作
隊‧

阜
陽
地
區
博
物
館‧

阜
陽
縣
文
化
局
『
阜
陽
雙
古
堆

前
漢
汝
陽
侯
墓
發
掘
簡
報
』（
『
文
物
』
十
二
―
三
十
一
頁
、
一
九
七

八
年
第
八
期
） 

白
川
靜
『
説
文
新
義
・
卷
十
五
』
（
五
典
書
院
、
一
九
九
三
年
） 

白
川
靜
『
字
統
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
） 

長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
・
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
・
中
国

文
化
遺
産
研
究
院
・
湖
南
大
學
嶽
麓
書
院
『
長
沙
五
一
廣
場
後
漢
簡

牘
選
釋
』
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
） 

長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
・
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
・
中
国

文
化
遺
産
研
究
院
・
湖
南
大
學
嶽
麓
書
院
『
長
沙
五
一
廣
場
後
漢
簡

牘
（
貳
）
』
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
八
年
） 

長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
・
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中
心
・
中
国

文
化
遺
産
研
究
院
・
湖
南
大
學
嶽
麓
書
院
『
長
沙
五
一
廣
場
後
漢
簡

牘
（
壹
）
』
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
八
年
） 

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

陳
夢
家
『
中
国
文
字
學
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
） 

陳
松
長
『
馬
王
堆
簡
帛
文
字
編
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

陳
昭
容
『
秦
系
文
字
研
究
―
從
漢
字
史
的
角
度
考
察
』（
中
央
研
究
院
歷
史
語

言
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
） 

池
田
知
久
『
池
田
知
久
簡
帛
研
究
論
集
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
） 

赤
井
清
美
『
中
国
書
道
史
』（
東
京
堂
、
一
九
七
九
年
） 

初
師
賓
『
簡
牘
學
百
年
的
思
考
—
代
序
』
（
『
中
国
簡
牘
集
成
』
標
注
本
第
一

冊
、
圖
版
選
卷
上
、
二
〇
〇
一
年
） 

春
名
好
重
『
書
道
基
本
用
語
詞
典
』
（
中
教
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
三
年
） 

崔
詠
雪
『
中
国
家
具
史
―
坐
具
篇
』
（
明
文
書
局
、
一
九
九
四
年
） 

大
庭
脩
、
徐
世
虹
譯
『
木
簡
在
世
界
各
国
的
使
用
與
中
国
木
簡
向
紙
的
變
化
』

（
『
出
土
文
獻
研
究
』
一
九
九
八
年
第
四
輯
） 

大
庭
脩
『
漢
簡
の
基
礎
的
研
究
』
（
思
文
閣
、
一
九
九
九
年
） 

大
野
裕
司
『
戦
国
秦
漢
出
土
術
数
文
献
の
基
礎
的
研
究
』（
北
海
道
大
学
出
版
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会
、
二
〇
一
四
年
） 

單
曉
偉
『
秦
文
字
字
形
表
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
） 

董
蓮
池
『
説
文
解
字
考
正
』（
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
） 

董
蓮
池
『
新
金
文
編
』（
作
家
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
） 

杜
忠
誥
『
説
文
篆
文
訛
形
釋
例
』
（
文
史
哲
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

冨
谷
至
『
漢
簡
語
彙
考
証
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
） 

冨
谷
至
『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
） 

富
谷 

 

至
『
木
簡
・
竹
簡
の
語
る
中
国
古
代
書
記
の
文
化
史
』
（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
三
年
） 

宮
本
徹‧

大
西
克
也
『
ア
ジ
ア
と
漢
字
文
化
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二

〇
〇
九
年
） 

顧
野
王
『
宋
本
玉
篇
』（
中
国
書
店
、
一
九
八
三
年
） 

郭
沫
若
『
古
代
文
字
之
辯
證
的
發
展
』
（
『
考
古
』
一
九
七
二
年
三
期
） 

海
萌
輝
『
小
篆
不
是
漢
字
形
體
演
變
過
程
中
的
一
個
環
節
』
（
『
鄭
洲
大
學
學

報
』
（
哲
學
社
會
科
學
版
）
六
〇
―
六
五
頁
、
一
九
八
八
年
第
三
期
） 

漢
語
大
詞
典
編
輯
委
員
會
『
漢
語
大
詞
典
』
第
四
卷
（
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、

一
九
八
九
年
） 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
） 

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
訂
補
』
（
江
蘇
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
） 

何
雙
全
『
中
国
簡
牘
綜
述
』、
『
中
国
簡
牘
集
成
』
（〔
標
注
本
〕
第
一
冊
、
圖

版
選
卷
上
、
二
〇
〇
一
年
） 

何
學
森
『
書
法
學
概
要
』
（
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
） 

河
北
省
文
物
管
理
委
員
會‧

北
京
歷
史
博
物
館
（『
望
都
漢
墓
壁
畫
』
、
中
国

古
典
藝
術
出
版
社
、
一
九
五
五
年
） 

賀
曉
朦
『
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』（
貳
）
文
字
編
』（
湖
南
大
學
碩
士
論
文
、
二

〇
一
三
年
） 

橫
田
恭
三
『
中
国
古
代
簡
牘
の
す
べ
て
』
（
二
玄
社
、
二
〇
一
二
年
） 

洪
燕
梅
『
『
説
文
』
未
收
錄
之
秦
文
字
研
究
以
『
睡
虎
地
秦
簡
』
為
例
』
（
文

津
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
） 

胡
平
生‧
韓
自
強
『
『
蒼
頡
篇
』
的
初
步
研
究
』（
『
文
物
』
三
十
四
―
四
十
頁
、
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一
九
八
三
年
第
二
期
） 

胡
文
彦‧
于
淑
岩
『
中
国
家
具
文
化
』
（
河
北
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

湖
北
省
歷
史
博
物
館
『
書
寫
歷
史
―
戦
国
秦
漢
簡
牘
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇

〇
七
年
） 

湖
南
省
博
物
館
『
湖
南
省
博
物
館
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
三
年
） 

湖
南
省
博
物
館
『
湖
南
省
文
物
圖
錄
』
（
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
六
四
年
） 

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所‧

湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
文
物
處‧

龍
山
縣
文

物
管
理
所
『
湖
南
龍
山
里
耶
戦
国
―
秦
代
古
城
一
號
井
發
掘
簡
報
』

（
『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
一
期
） 

許
慎
『
説
文
解
字
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
） 

華
東
師
範
大
學
中
国
文
字
研
究
與
應
用
中
心
（
『
中
国
文
字
研
究
』
第
三
輯
、

廣
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

黃
德
寬
『
古
漢
字
發
展
論
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
） 

黃
德
寬
『
古
文
字
譜
系
疏
證
』
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
七
年
） 

黃
德
寬
『
古
文
字
學
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
） 

黃
文
傑
『
秦
至
漢
初
簡
帛
文
字
研
究
』
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
八
年
） 

季
旭
昇
『
説
文
新
證
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
） 

江
村
治
樹
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二

〇
〇
〇
年
） 

江
學
旺
『
西
周
文
字
字
形
表
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
） 

姜
玉
梅
『
秦
簡
文
字
形
體
研
究
』
（
南
昌
大
學
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
八
年
） 

李
均
明
、
劉
軍
『
簡
牘
文
書
學
』
（
廣
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
） 

李
均
明
『
古
代
簡
牘
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
） 

李
均
明
『
簡
牘
法
制
論
稿
』（
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
） 

李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

李
零
『
簡
帛
古
書
與
學
術
源
流
』（
生
活‧

讀
書‧

新
知
、
三
聯
書
店
、
二
〇

〇
四
年
） 

李
守
奎
『
楚
文
字
編
』（
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
） 

李
守
奎‧

曲
冰‧

孫
偉
龍
『
上
海
博
物
館
藏
戦
国
楚
竹
書
（
一
―
五
）
文
字

編
』
（
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
） 
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李
松
儒
『
戦
国
簡
帛
字
跡
研
究
』
（
吉
林
大
學
博
士
論
文
、
二
〇
一
二
年
） 

李
學
勤
『
古
文
字
學
初
階
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
） 

李
學
勤
『
簡
帛
佚
籍
與
學
術
史
』
（
江
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

李
學
勤
『
談
「
張
掖
都
尉
棨
信
」
』（
『
文
物
』
一
九
七
八
年
第
一
期
、
四
十
二

―
四
十
三
頁
） 

連
蔚
勤
『
秦
漢
篆
文
形
體
比
較
研
究
』（
私
立
東
呉
大
學
中
国
文
學
系
博
士
論

文
、
二
〇
一
〇
年
） 

連
雲
港
市
博
物
館‧

東
海
縣
博
物
館‧

中
国
社
會
科
學
院
簡
帛
研
究
中
心‧

中
国
文
物
研
究
所
編
『
尹
灣
漢
墓
簡
牘
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
） 

梁
啓
超
『
中
国
歷
史
研
究
法
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
） 

林
師
進
忠
、
行
政
院
国
科
會
專
題
研
究
計
畫
成
果
報
告
『
新
出
土
商
周
秦
漢

墨
跡
文
字
的
篆
隸
筆
法
研
究
』
（
計
畫
編
號
：

N
S
C
8
9
-
2
4
1
1
-
H
-
1
4
4
-
00
4

執
行
期
間
：
二
〇
〇
〇
年
八
月
一
日
か
ら

二
〇
〇
一
年
七
月
三
一
日
） 

林
師
進
忠
『
曾
侯
乙
墓
出
土
文
字
的
書
法
研
究
—
附
論
小
篆
的
真
實
形
相
』

（
『
出
土
文
物
與
書
法
學
術
研
討
會
論
文
集
』
、
一
九
九
八
年
、
參
一

―
五
十
八
） 

林
師
進
忠
『
楚
系
簡
帛
墨
跡
文
字
的
書
法
探
析
』（
『
海
峽
兩
岸
楚
文
化
學
術

研
討
會
論
文
集
』、
国
立
歷
史
博
物
館
、
一
二
五
―
一
六
五
頁
、
二
〇

〇
二
年
） 

林
師
進
忠
『
傳
李
斯
刻
石
文
字
非
秦
篆
書
法
實
相
―
戦
国
秦
漢
篆
隸
書
法
演

變
的
考
察
―
』
（
『
藝
術
學
』
研
究
年
報
第
四
期
、
藝
術
家
出
版
社
、

七
―
八
十
八
頁
、
一
九
九
〇
年
） 

林
師
進
忠
『
古
代
文
字
書
法
製
作
背
景
的
綜
合
研
究
例
』、（
『
一
九
九
三
年
書

法
論
文
選
集
肆
』、
中
国
書
法
教
育
學
會
、
惠
風
堂
、
肆
一
―
五
十
一
、

一
九
九
三
年
） 

林
師
進
忠
『
漢
簡
識
字
書
在
文
字
與
書
法
史
上
的
重
要
意
義
―
秦
簡
文
字
為

秦
篆
説
』（
『
第
三
屆
金
石
書
畫
學
術
研
討
會
論
文
集
』、
国
立
高
雄
師

範
大
學
、
一
―
四
十
三
頁
、
一
九
九
七
年
） 

林
師
進
忠
『
巧
涉
丹
青
古
字
藝
』（
『
一
九
九
五
藝
術
與
生
活
研
討
會
論
文
集
』、
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東
方
工
商
專
美
術
工
藝
科
、
一
―
二
十
一
頁
、
一
九
九
五
年
） 

林
師
進
忠
『
青
川
木
牘
的
秦
篆
形
體
析
論
』（
『
藝
術
學
報
』、
国
立
台
灣
藝
術

大
學
、
一
九
九
七
年
、
第
六
十
一
期
、
十
七
―
三
十
九
頁
） 

林
素
清
『
春
秋
戦
国
美
術
字
體
研
究
』
（
『
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
六
十

一
本
第
一
分
、
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
、
二
十
九
―
七
十
五

頁
、
一
九
九
〇
年
） 

林
素
清
『
戦
国
文
字
研
究
』（
国
立
臺
灣
大
學
中
文
研
究
所
博
士
論
文
、
一
九

八
四
年
） 

林
義
光
『
文
源
』
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
） 

林
澐
『
古
文
字
研
究
簡
論
』（
吉
林
大
學
出
版
社
、
一
九
八
六
年
） 

劉
信
芳
『
楚
簡
帛
通
假
彙
釋
』
（
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
） 

劉
又
辛
・
方
有
国
『
漢
字
發
展
史
綱
要
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
二
〇

〇
年
） 

劉
釗
『
古
文
字
構
形
學
（
修
訂
本
）
』
（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
） 

呂
靜‧

鄭
卉
『
一
九
○
○
年
以
前
中
国
境
内
簡
帛
出
土
之
考
察
―
以
傳
世
文

獻
收
集
整
理
為
中
心
』（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第1

3

號
、
中
国
出

土
資
料
學
會
、
六
十
二
―
八
十
二
頁
、
二
〇
〇
九
年
） 

崎
川
隆
『
甲
骨
文
字
の
筆
跡
学
的
分
析
―
甲
骨
文
字
に
お
け
る
「
書
体
」
分

類
の
意
義
と
方
法
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
『
国
際
書
学
研
究/

2
0
0
0

』
書
学

書
道
史
学
会
編
、
萱
原
書
房
、
二
六
七
―
二
六
八
頁
、
二
〇
〇
九
年
） 

啓
功
『
古
代
字
體
論
稿
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
六
四
年
） 

錢
存
訓
『
書
於
竹
帛
―
中
国
古
代
的
文
字
記
錄
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇

〇
四
年
） 

邱
振
中
『
筆
法
與
章
法
』
（
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
） 

裘
錫
圭
『
秦
漢
時
代
的
字
體
』（
『
中
国
書
法
全
集7

』
秦
漢
編‧

秦
漢
刻
石
卷

一
、
榮
寶
齋
出
版
社
、
三
十
四
―
五
十
頁
、
一
九
九
三
年
） 

裘
錫
圭
『
裘
錫
圭
學
術
文
集
、
第
三
卷
、
金
文
及
其
他
古
文
字
卷
』（
復
旦
大

學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
） 

裘
錫
圭
『
文
字
學
概
要
（
修
訂
本
）
』
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
三
年
） 

裘
錫
圭
『
文
字
學
概
要
』
（
商
務
印
書
館
、
一
九
八
八
年
） 
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容
庚
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』
（『
燕
京
學
報
』
第
十
七
期
、
哈
佛
燕
京
學
社
、
一

二
七-
一
七
一
頁
、
一
九
三
五
年
） 

容
媛‧

胡
海
帆
『
秦
漢
石
刻
題
跋
輯
錄
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

沙
孟
海
『
沙
孟
海
論
書
叢
稿
』
（
上
海
書
畫
出
版
社
、
一
九
八
七
年
） 

山
元
宣
宏
『
篆
書
の
「
篆
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
』（『
漢
字
文
化
研
究
年
報
』、

第
一
輯
、
京
都
大
学2

1

世
紀C

O
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
東
ア
ジ
ア
世
界
の
人

文
情
報
学
研
究
教
育
拠
点
、
二
〇
〇
六
年
） 

杉
村
邦
彦
『
書
學
叢
考
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
） 

石
塚
晴
通
『
漢
字
字
體
史
研
究
』
（
勉
誠
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
一
二
年
） 

書
論
編
輯
室
『
書
論
』
第
二
十
五
号
「
特
集‧

秦
の
刻
石
」
（
書
論
研
究
会
、

一
九
八
九
年
） 

書
学
書
道
史
学
会
（
『
国
際
書
學
研
究
』
、
二
〇
〇
〇
年
） 

孫
慰
祖
・
徐
谷
富
編
『
秦
漢
金
文
彙
編
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
一
九
九
七
年
） 

太
田
辰
夫
著
、
蔣
紹
愚
、
徐
昌
華
譯
『
中
国
語
歷
史
文
法
』（
北
京
大
學
出
版

社
、
二
〇
〇
三
年
） 

湯
浅
邦
弘
『
竹
簡
学
—
中
国
古
代
思
想
の
探
究
—
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
四
年
） 

唐
蘭
『
中
国
文
字
學
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
） 

陶
明
君
『
中
国
書
論
詞
典
』（
湖
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

藤
田
勝
久
『
中
国
古
代
国
家
を
社
会
シ
ス
テ
ム
—
—
長
江
流
域
出
土
資
料
の

研
究
—
—
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
） 

王
寧
『
漢
字
構
形
學
講
座
』（
三
民
書
局
、
二
〇
一
三
年
） 

王
蘊
智
・
呉
玉
培
主
編
（
『
許
慎
文
化
研
究
（
二
）
―
―
第
二
屆
許
慎
文
化
国

際
研
討
會
論
文
集
』
、
中
国
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
） 

王
蘊
智
『
甲
骨
文
可
釋
字
形
總
表
（
上
下
冊
）
』
（
河
南
美
術
出
版
社
、
二
〇

一
七
年
） 

王
壯
為
『
篆
書
舉
要
―
東
周
的
墨
蹟
』
（
『
暢
流
』
半
月
刊
三
十
九
卷
期
十
、

一
九
六
九
年
） 

文
物
局
古
文
獻
研
究
室‧

阜
陽
地
區
博
物
館‧

阜
陽
漢
簡
整
理
組
『
阜
陽
漢

簡
『
蒼
頡
篇
』
簡
介
』（
『
文
物
』
二
十
四
―
三
十
四
頁
、
一
九
八
三
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年
第
二
期
） 

文
物
局
古
文
獻
研
究
室‧

阜
陽
地
區
博
物
館‧

阜
陽
漢
簡
整
理
組
『
阜
陽
漢

簡
簡
介
』
（
『
文
物
』
二
十
一
―
二
十
三
頁
、
一
九
八
三
年
第
二
期
） 

呉
福
助
『
秦
始
皇
刻
石
考
』（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
四
年
） 

呉
国
昇
『
春
秋
文
字
字
形
表
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
） 

呉
鎮
烽
『
商
周
青
銅
器
銘
文
曁
圖
像
集
成
』
第
一
卷
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
） 

蕭
毅
『
楚
簡
文
字
研
究
』
（
武
漢
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
） 

徐
中
舒
『
秦
漢
魏
晉
篆
隸
字
形
表
』
（
四
川
辭
書
出
版
社
、
一
九
八
五
年
） 

葉
程
義
『
漢
魏
石
刻
文
學
考
釋
』
（
新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九
九
七
年
） 

永
井
敏
男
『
書
道
用
語
事
典
』
（
同
朋
舍
、
一
九
八
四
年
） 

魚
住
和
晃
『
筆
跡
鑑
定
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
三
省
堂
、
二
〇
〇
七
年
） 

臧
克
和
『
漢
魏
六
朝
隋
唐
五
代
字
形
表
』（
南
方
日
報
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
） 

張
顯
成
『
簡
帛
文
獻
學
通
論
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
） 

張
秀
民
『
張
秀
民
印
刷
史
論
文
集
』
（
印
刷
工
業
出
版
社
、
一
九
八
八
年
） 

張
永
明
『
秦
篆
書
刻
石
四
種
解
析
字
帖
』
（
新
時
代
出
版
社
、
一
九
九
七
年
） 

趙
超
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
） 

趙
平
安
『
『
説
文
』
小
篆
研
究
』
（
廣
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
） 

趙
平
安
『
隸
變
研
究
』（
河
北
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

鄭
日
昌
『
筆
跡
心
理
學
』
（
遼
海
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
） 

中
村
未
来
『
戦
国
秦
漢
簡
牘
の
思
想
史
的
研
究
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
五
年
） 

拙
稿
『
『
引
得
市
』
的
介
紹
與
研
究
應
用
』（
『
第
二
十
屆
中
區
文
字
學
學
術
研

討
會
論
文
集
』
、
台
中
教
育
大
學
語
文
教
育
學
系
、
二
〇
一
八
年
） 

拙
稿
『
『
引
得
市
』
的
介
紹
與
研
究
應
用
』（
『
東
洋
学
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利

用
第2

9

回
研
究
セ
ミ
ナ
ー
』
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東

ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
、
二
七
七
―
二

八
九
頁
） 

拙
稿
『
東
周
戈
劍
兵
器
銘
文
造
形
研
究
』
（
『
藝
術
論
文
集
刊
』
第
三
期
、
国

立
臺
灣
藝
術
大
學
出
版
編
輯
委
員
會
、
二
十
五
―
四
十
七
頁
、
二
〇
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〇
四
年
） 

拙
稿
『
秦
漢
墨
跡
文
字
的
演
進
考
察
―
以
「
步
」、
「
徙
」
等
字
為
例
』
（
『
藝

術
研
究
學
報
』
第
九
卷
第
一
期
、
十
五
―
三
十
八
頁
、
国
立
臺
南
大

學
藝
術
研
究
學
報
編
審
委
員
、
二
〇
一
六
年
） 

拙
稿
『
秦
漢
墨
跡
文
字
演
變
的
考
察
研
究
』（
『
書
畫
藝
術
學
刊
』
第
十
二
期
、

二
〇
五
―
二
七
八
頁
、
国
立
臺
灣
藝
術
大
學
書
畫
藝
術
學
系
、
二
〇

一
二
年
） 

拙
稿
『
文
獻
的
索
引
數
位
化
製
作
與
應
用
研
究
―
以
「
引
得
市
」
為
例
』（
『
書

畫
藝
術
學
刊
』
第
十
三
期
、
一
八
五
―
二
一
二
頁
、
国
立
臺
灣
藝
術

大
學
書
畫
藝
術
學
系
、
二
〇
一
二
年
） 

拙
稿
『
以
墨
跡
文
字
為
主
的
古
文
字
演
進
研
究
方
式
』（
『
中
国
美
術
研
究
』

第
十
八
輯
、
八
三
―
九
〇
頁
、
東
南
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
） 

拙
稿
『
印
外
求
印
―
近
現
代
篆
刻
創
作
發
展
考
察
研
究
』（
国
立
臺
灣
藝
術
大

學
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年
） 

拙
稿
『
印
学
研
究
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
そ
の
応
用
方
法
』（
『
書

道
学
論
集
』
、
六
〇
―
六
八
頁
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行
） 
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注
訳 

                                        

               

 

１ 

引
得
市
資
料
分
類
總
覽

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
b
a
g
.c
o
m/
i
n
d
e
x
/
r
e
f
e
r
e
n
c
e
.
as
p
) 
I
N
D
E
X

引
得

市
資
料
來
源
一
覽
表

(
h
t
t
p
s
:
/
/
e
b
a
g
2
0
0
7
.b
l
og
s
p
o
t
.
t
w
/
2
0
1
8
/
0
3
/
in
d
ex
.
h
t
m
l
)
  

２ 

李
均
明
『
簡
牘
法
制
論
稿
』（
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一

一
年
）
一
頁
。 

３ 

何
雙
全
『
中
國
簡
牘
綜
述
』
、
『
中
國
簡
牘
集
成
』
（
〔
標
注
本
〕

第
一
冊
、
圖
版
選
卷
上
、
二
〇
〇
一
年
）
出
版
說
明
十
三
～

三
十
八
頁
。 

４ 

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
訂
補
』
（
江
蘇
教
育
出
版
社
、
二
〇

〇
三
年
）
一
頁
。 

５ 

李
學
勤
『
古
文
字
學
初
階
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
八

十
六
頁
。 

６ 

何
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
「
銅
璽
、
銀
璽
と
玉
璽
は
仮

に
書
の
物
質
材
料
に
従
う
と
金
属
器
と
石
器
に
分
類
さ
れ

                                        

                                        

                                        

         

 

る
が
、
器
物
用
途
に
従
う
と
璽
印
文
字
に
分
類
す
る
こ
と
し

か
で
き
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
璽
印
の
材
料
は
金
属
器(

銅

璽
、
銀
璽)

が
多
く
を
占
め
る
他
に
、
石
器(

石
璽
、
玉
璽
、

琉
璃
璽
）
、
骨
器
（
骨
璽
）
、
土
器
（
封
泥
）
、
木
器
（
木
烙

印
）
等
で
あ
る
。
陶
範
を
作
る
際
に
焼
い
て
で
き
た
文
字
は

璽
印
文
字
に
属
す
る
の
か
、
或
い
は
陶
器
文
字
に
属
す
る
の

か
、
そ
こ
は
本
来
は
区
分
す
べ
き
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
上

述
し
た
伝
統
的
な
分
類
は
こ
れ
ま
で
全
て
相
対
的
で
あ
る
。
」

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
訂
補
』
（
江
蘇
教
育
出
版
社
、
二

〇
〇
三
年
）
二
十
五
～
二
十
六
頁
参
照
。 

７ 

李
零
『
簡
帛
古
書
與
學
術
源
流
』
（
生
活‧

讀
書‧

新
知
、
三

聯
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
五
十
四
～
六
三
頁
。 

８ 

李
學
勤
『
談
「
張
掖
都
尉
棨
信 

」
』
（
『
文
物
』
一
九
七
八
年
第

一
期
、
四
十
二
―
四
十
三
頁
）
四
十
三
頁
。 

９ 
陳
昭
容
『
秦
系
文
字
研
究
―
從
漢
字
史
的
角
度
考
察
』
（
中
央

研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）
一
二
六
頁
。 

１
０ 

林
素
清
『
春
秋
戦
国
美
術
字
體
研
究
』
（
『
歷
史
語
言
研
究
所
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集
刊
』
第
六
十
一
本
第
一
分
、
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究

所
、
二
十
九
～
七
十
五
頁
、
一
九
九
〇
年
）
二
十
九
頁
。 

１
１ 

郭
沬
若
『
古
代
文
字
之
辯
證
的
發
展
』
（
『
考
古
』
一
九
七
二

年
三
期
）
七
頁
。 

１
２ 

「
墨
跡
文
字
」
番
号
を
「
甲
」
と
し
、
文
末
に
は
皆
「
甲
類

文
字
」
と
記
す
。
「
鳥
蟲
文
字
」
番
号
は
「
乙

1
」
と
し
文

末
に
皆
「
乙

1
類
文
字
」
と
記
す
。
「
鑿
刻
画
文
字
」
番
号

は
「
乙

2-1
」
と
し
、
文
末
は
皆
「
乙

2-1
類
文
字
」
と
記
す
。

「
非
鑿
刻
画
文
字
」
番
号
は
「
乙

2-2
」
と
し
、
文
末
に
は

皆
「
乙

2-2
類
文
字
」
と
記
す
。 

１
３ 

魚
住
和
晃
『
筆
跡
鑑
定
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
三
省
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
一

一
〇
頁
。 

１
４ 

陳
夢
家
『
中
國
文
字
學
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二

二
―
一
二
三
頁
。 

１
５ 

唐
蘭
『
中
國
文
字
學
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）

九
十
三
頁
。 

                                        

                                        

                                        

         

 

１
６ 

林
素
清
『
春
秋
戦
国
美
術
字
體
研
究
』（
『
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
六

十
一
本
第
一
分
、
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
、
二
十
九
～
七
十

五
頁
、
一
九
九
〇
年
） 

１
７ 

陳
夢
家
『
中
國
文
字
學
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
三
頁
。 

１
８ 

「
反
饋
」
は
『
漢
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
「
現
代
科
学
技
術

の
基
本
概
念
の
一
つ
で
あ
る
。
無
線
通
信
の
技
術
工
事
、
生

物
研
究
、
社
会
と
技
術
の
発
生
な
ど
の
領
域
に
於
い
て
発
生

す
る
自
動
調
節
現
象
の
重
要
な
原
理
で
あ
る
。
反
饋
は(

フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク)

と
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
過
程
が
機
構

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
時
の
反
作
用
で
、
そ
の
反
作
用
は
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
実
際
の
過
程
ま
た
は
結
果
に
影
響
を
与
え

る
。
反
饋
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク)

を
通
す
こ
と
で
概
念
は
各

種
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
の
機
能
と
動
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
深
く

理
解
で
き
、
更
に
一
歩
進
ん
だ
異
な
る
物
質
運
動
の
形
式
間

の
関
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
で
き
る
。 

１
９ 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
の
定
め
る
標
準
の
詳
細
は

「
字
表
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
説
明
」
を
参
照
。 
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２
０ 

「*
」
は
万
能
文
字
を
為
す
。
ど
ん
な
文
字
で
も
代
わ
り
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
万
能
文
字
を
活
用
す
れ
ば
更
に
ス

ム
ー
ズ
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
朝
代
の
代
号
の
ナ
ン
と
略
称
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
文
の
後
の
図
表
を
参
照
。 

２
１ 

『
青
川
木
牘
』
數
位
摹
本
、
詳
細
は
筆
者
ブ
ロ
グ
「
研
究
生
」

『
『
青
川
木
牘
』
數
位
摹
本
與
實
務
製
作
』
一
文
を
参
照
、
サ

イ
ト

：

h
t
t
p
s
:
/
/
e
b
a
g
2
0
0
7
.
bl
o
gs
p
o
t
.
c
o
m
/
2
0
1
9
/
0
4
/
bl
o
g-
p
o
s
t
_
5
.
h
t
m
l

。

二
〇
一
一
年
九
月
二
十
日
。 

２
２ 

白
川
靜
『
説
文
新
義
・
卷
十
五
』
（
五
典
書
院
、
一
九
九
三
年
）
四
四
頁
。 

２
３ 

白
川
靜
『
説
文
新
義
・
卷
十
五
』（
五
典
書
院
、
一
九
九
三
年
）
四
五
頁
。 

２
４ 

「
説
文
五
四
〇
部
首
考
察
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
b
a
g
.
co
m
/i
n
d
e
x
/
s
h
u
o
w
e
n
_
b
u
s
ho
u
_z
h
e
n
g
w
u
/
l
i

s
t
.
a
s
p
 

２
５ 

林
素
清
『
春
秋
戦
国
美
術
字
體
研
究
』（
『
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
六

十
一
本
第
一
分
、
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
、
二
十
九
―
七
十

                                        

                                        

                                        

         

 

五
頁
、
一
九
九
〇
年
）
二
九
頁 

２
６ 

一
六
八
、
一
四
〇
頁
、〔
元
〕
楊
銁
『
增
廣
鐘
鼎
篆
韻
』
七
卷
、『
續
修
四

庫
全
書
』
〇
二
三
七
、
經
部
、
小
學
類
。 

２
７ 

王
輝
、
王
偉
『
秦
出
土
文
獻
編
年
訂
補
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）

一
頁
。 

２
８ 

陳
昭
容
『
秦
文
字
研
究
』（
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
三

年
）
七
頁
。 

２
９ 

王
輝
、
王
偉
『
秦
出
土
文
獻
編
年
訂
補
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）

四
頁
。 

３
０ 

第
二
章
参
照
、
王
輝
、
程
學
華
『
秦
文
字
集
證
』
（
藝
文
印
書
館
、
一
九

九
年
） 

３
１ 

郭
子
直
『
戦
国
秦
封
宗
邑
瓦
書
銘
文
新
釋
』
、
（
『
古
文
字
研
究
』
第
一
四

輯
、
中
華
書
局
、
一
七
七
～
一
九
六
頁
、
一
九
八
六
年
六
月
）
。 

３
２ 

李
學
勤
『
李
學
勤
學
術
文
化
隨
筆
』
（
中
國
青
年
出
版
社
、
三
三
三
～
三

四
五
頁
、
一
九
九
一
年
一
月
） 

３
３ 

容
庚
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』(

『
燕
京
學
報
』
第
十
七
期
、
哈
佛
燕
京
學
社
、
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一
二
七
～
一
七
一
頁
、
一
九
三
五
年
）
一
二
六
頁
。 

３
４ 

容
庚
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』(

『
燕
京
學
報
』
第
十
七
期
、
哈
佛
燕
京
學
社
、

一
二
七
～
一
七
一
頁
、
一
九
三
五
年
）
一
五
〇
頁
。 

３
５ 

成
田
年
樹
『
秦
代
の
文
字
資
料
―
―
刻
石
を
中
心
と
し
て
―
―
』（
『
書
論
』

第
二
十
五
号
「
特
集‧
秦
の
刻
石
」
、
書
論
研
究
会
、
一
九
八
九
年
、

一
一
四
～
一
二
二
頁
）
一
一
四
頁
。 

３
６ 

容
庚
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』(

『
燕
京
學
報
』
第
十
七
期
、
哈
佛
燕
京
學
社
、

一
二
七
～
一
七
一
頁
、
一
九
三
五
年
）
一
五
三
頁
。 

３
７ 

容
庚
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』(

『
燕
京
學
報
』
第
十
七
期
、
哈
佛
燕
京
學
社
、

一
二
七
～
一
七
一
頁
、
一
九
三
五
年
）
一
五
七
頁
。 

３
８ 

成
田
年
樹
『
秦
代
の
文
字
資
料
―
―
刻
石
を
中
心
と
し
て
―
―
』（
『
書
論
』

第
二
十
五
号
「
特
集‧

秦
の
刻
石
」
、
書
論
研
究
会
、
一
九
八
九
年
、

一
一
四
～
一
二
二
頁
）
一
一
六
頁
。 

３
９ 

容
庚
『
秦
始
皇
刻
石
攷
』(

『
燕
京
學
報
』
第
十
七
期
、
哈
佛
燕
京
學
社
、

一
二
七
～
一
七
一
頁
、
一
九
三
五
年
）
一
六
〇
頁
。 

４
０ 

呉
福
助
『
秦
始
皇
刻
石
考
』（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
五
八
頁
。 

４
１ 

冨
谷
至
『
木
簡
・
竹
簡
の
語
る
中
国
古
代
―
―
書
記
の
文
化
史
』
（
岩
波

                                        

                                        

                                        

         

 

書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
一
一
一
頁
。 

４
２ 

稲
葉
一
郎
『
秦
始
皇
の
巡
狩
と
刻
石
』
（
『
書
論
』
第
二
十
五
号
「
特
集

‧

秦
の
刻
石
」
、
書
論
研
究
会
、
一
九
八
九
年
、
七
三
～
一
〇
〇
頁
）

八
五
頁
。 

４
３ 

張
永
明
『
秦
篆
書
刻
石
四
種
解
析
字
帖
』
（
新
時
代
出
版
社
、
一
九
九
七

年
）
一
三
二
頁
。 

４
４

『
説
文
解
字
』
五
四
〇
部
首
各
版
本
篆
形
比
較
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
b
a
g
.
co
m
/i
n
d
e
x
/
s
h
u
i
w
e
n
_
5
4
0
/L
i
st
.
a
s
p
 

４
５ 

劉
釗‧

葉
玉
英
『
林
義
光
及
其
『
文
源
』
』
（
『
文
源
』
中
西
書
局
、
二
〇

一
二
年
、
導
論
一
～
十
二
頁
）
一
頁
。 

４
６ 

裘
錫
圭
『
裘
錫
圭
學
術
文
集
、
第
三
卷
、
金
文
及
其
他
古
文
字
卷
』
（
復

旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
四
七
三
頁
に
参
照
。 

４
７ 

季
旭
昇
『
説
文
新
證
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）
一
七
六
頁
。 

４
８ 

杜
忠
誥
『
説
文
篆
文
訛
形
釋
例
』
（
文
史
哲
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
三

三
〇
頁
に
見
る
。 

４
９ 

詔
權
は
『0

0
4

廿
六
年
詔
權
』
、
『0

0
5

廿
六
年
詔
權
』、
『0

0
6

廿
六
年
詔

權
』
、
『0

0
7

廿
六
年
詔
權
』、
『0

0
8

廿
六
年
詔
權
』
、『0

0
9

廿
六
年
詔
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小
權
』
、
『0

1
0

廿
六
年
詔
小
權
』
、
『0

1
1

廿
六
年
詔
八
斤
權
』
、
『0

1
2

廿
六
年
詔
八
斤
權
』
、『013

廿
六
年
詔
十
六
斤
權
』、『0

1
4

廿
六
年
詔

十
六
斤
權
』
、
『0

1
9

兩
詔
大
權
』
、
『0

2
0

兩
詔
權
』
十
三
種
が
あ
る
。 

５
０ 

拙
文
『
印
学
研
究
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
そ
の
応
用
方
法
』

（
『
書
道
学
論
集
』
、
六
〇
～
六
八
頁
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一

日
発
行
）
六
三
頁
。 

５
１ 

『
甲
骨
文
字
詁
林
補
編
』
八
八
七
、
六
〇
九
頁
参
照
後
、
考
証
解
釈
の
成

果
。 

５
２ 

季
旭
昇
『
説
文
新
證
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）
三
五
七
頁
。 

５
３ 

『
説
性
亭
銘
』
北
宋
淳
化
二
年
（
九
九
一
）
十
月
二
十
日
刻
。
石
は
山
東

陽
穀
に
在
る
。
拓
本
連
額
通
高
さ
一
二
七
㎝
、
幅
六
七
㎝
。
申
革
撰

并
篆
書
。 

５
４ 

『
秦
漢
石
刻
題
跋
輯
錄
』
一
五
四
九
頁
参
照
。 

５
５ 

趙
平
安
『
『
説
文
』
小
篆
研
究
』（
廣
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
一

八
九
頁
。 

５
６ 

こ
の
印
に
つ
い
て
呉
振
武
の
釈
に
「
專
（
傳
）
之
璽
、
陳
光
田
『
戦
国
璽

印
分
域
研
究
』
一
四
六
頁
、
ま
た
「
簿
室
」
の
解
釈
が
あ
り
、
こ
の

                                        

                                        

                                        

         

 

璽
は
楚
国
の
國
家
簿
籍
を
管
理
す
る
機
構
で
用
い
ら
れ
た
璽
と
考
え

て
い
る
。 

５
７ 

季
旭
昇
『
説
文
新
證
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）
二
三
六
頁
。 

５
８ 

石
刻
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
下
に
列
挙
す
る
。
『
司
馬
顯
姿
墓
誌
』
北
魏

正
光
二
年
（
五
二
一
）
二
月
二
十
二
日
葬
。
河
南
洛
陽
出
土
。『
元
徽

墓
誌
』
北
魏
太
昌
元
年
（
五
三
二
）
十
一
月
十
九
日
葬
。
河
南
洛
陽

出
土
。『
孔
子
廟
堂
碑
』
唐
武
德
九
年
（
六
二
六
）
十
二
月
二
十
九
日

刻
。
原
石
已
毀
、
武
后
重
刻
本
亦
毀
、
此
拓
為
宋
王
彥
超
重
刻
本
。『
道

因
法
師
碑
』
唐
龍
朔
三
年
（
六
六
三
）
十
月
十
日
刻
。
碑
在
陝
西
西

安
、
陝
西
博
物
館
藏
。『
泉
男
生
墓
誌
』
唐
調
露
元
年
（
六
七
九
）
十

二
月
二
十
六
葬
。
民
國
十
一
年
十
一
月
河
南
洛
陽
出
土
、
舊
藏
河
南

圖
書
館
。 

５
９ 

季
旭
昇
『
説
文
新
證
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）
三
二
〇
頁
。 

６
０ 

季
旭
昇
『
説
文
新
證
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）
三
二
九
頁
。 

６
１ 

拙
文
『
『
引
得
市
』
的
介
紹
與
研
究
應
用
』
（
『
第
二
十
屆
中
區
文
字
學
學

術
研
討
會
論
文
集
』、
台
中
教
育
大
學
語
文
教
育
學
系
、
二
〇
一
八
年
）
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九
七
頁
。 

６
２ 

二
〇
一
九
年
五
月
頃
、『
長
沙
五
一
廣
場
後
漢
簡
牘(

壹)

』
に
つ
い
て
、

筆
者
は
全
面
的
な
訳
文
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
た
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
b
a
g
.
co
m
/i
n
d
e
x
/
w
u
y
i
g
u
a
n
g
c
h
an
g
/l
i
s
t
.
a
s
p 

６
３ 

啓
功
『
古
代
字
體
論
稿
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
六
四
年
）
四
二
頁
。 

６
４ 

赤
井
清
美
『
中
国
書
道
史
』
（
東
京
堂
、
一
九
七
九
年
）
序
二
四
頁
。 

６
５ 

啓
功
『
古
代
字
體
論
稿
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
六
四
年
）
一
九
頁
。 

６
６ 

橫
田
恭
三
『
中
国
古
代
簡
牘
の
す
べ
て
』
（
二
玄
社
、
二
〇
一
二
年
）
八

頁
。 

６
７ 

杉
村
邦
彦
『
書
學
叢
考
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
十
頁
。 

６
８ 

林
澐
『
古
文
字
研
究
簡
論
』
（
吉
林
大
學
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
一
六

五
～
一
六
六
頁
。 

６
９ 

各
篇
内
容
の
詳
細
は
、
筆
者
の
ブ
ロ
グ
に
見
る
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
t
t
p
s
:
/
/
e
b
a
g
2
0
0
7
.
bl
o
gs
p
o
t
.
c
o
m
/ 

７
０ 

林
師
進
忠
『
漢
簡
識
字
書
在
文
字
與
書
法
史
上
的
重
要
意
義

―
秦
簡
文
字
為
秦
篆
說
』
（
『
第
三
屆
金
石
書
畫
學
術
研
討
會

                                        

                                        

                                        

         

 

論
文
集
』
、
國
立
高
雄
師
範
大
學
、
一
―
四
十
三
頁
、
一
九
九

七
年
）
。
五
頁
に
参
照
。 

７
１ 

白
川
靜
『
説
文
新
義
．
卷
十
五
』（
五
典
書
院
、
一
九
九
三
年
）
六
一
頁
。 

７
２ 

関
連
す
る
文
字
資
料
か
ら
見
る
と
、
籀
文
は
秦
国
が
全
中
国

を
統
一
す
る
前
夜
に
用
い
ら
れ
た
文
字
で
は
な
く
、
小
篆
は

春
秋
戦
国
時
代
の
秦
国
文
字
か
ら
次
第
に
変
化
し
て
き
て

成
立
し
た
文
字
で
あ
り
、
直
接
籀
文
を
「
省
改
す
る
」
こ
と

に
よ
っ
て
、
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
『
説
文
解
字
』
叙
の

記
述
は
妥
当
で
は
な
い
。
裘
錫
圭
『
文
字
學
概
要
』
（
商
務

印
書
館
、
一
九
八
八
年
）
八
十
二
頁
。 

７
３ 

関
連
す
る
文
字
資
料
か
ら
見
る
と
、
籀
文
は
秦
国
が
全
中
国

を
統
一
す
る
前
夜
に
用
い
ら
れ
た
文
字
で
は
な
く
、
小
篆
は

春
秋
戦
国
時
代
の
秦
国
文
字
か
ら
次
第
に
変
化
し
て
き
て

成
立
し
た
文
字
で
あ
り
、
直
接
籀
文
を
「
省
改
す
る
」
こ
と

に
よ
っ
て
、
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
『
説
文
解
字
』
叙
の

記
述
は
妥
当
で
は
な
い
。
裘
錫
圭
『
文
字
學
概
要
』
（
商
務

印
書
館
、
一
九
八
八
年
）
八
十
二
頁
。 
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７
４ 

郭
沬
若
『
古
代
文
字
之
辯
證
的
發
展
』（
『
考
古
』
二
―
十
三
頁
、

一
九
七
二
年
三
期
）
十
頁
。 

７
５ 

裘
錫
圭
『
文
字
學
概
要
』
（
商
務
印
書
館
、
一
九
八
八
年
）
七

十
二
頁
。 

７
６ 

里
耶
戦
国
―
―
秦
代
古
城

J
1

で
出
土
し
た
簡
牘
は
秦
時
代
の

県
の
一
級
政
府
の
書
類
で
、
内
容
は
政
令
や
、
各
級
政
府
間

の
往
来
公
文
書
、
司
法
文
書
、
吏
員
簿
、
物
資
（
財
產
没
収

を
含
む
）
、
登
記
、
転
運
、
里
程
書
な
ど
を
含
む
。
考
古
の

発
掘
か
ら
、
そ
の
他
の
資
料
の
時
代
と
特
徴
、
及
び
簡
文
中

の
紀
年
を
総
合
す
る
と
、
紀
年
は
二
十
五
年
か
ら
三
十
七
年

と
二
世
元
年
、
二
年
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
簡
牘
は
当
時
、

秦
王
政(

始
皇)

及
び
二
世
の
時
の
遺
物
で
あ
る
。
湖
南
省
文

物
考
古
研
究
所‧

湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
文
物
處‧

龍
山

縣
文
物
管
理
所
『
湖
南
龍
山
里
耶
戦
国
―
秦
代
古
城
一
號
井

發
掘
簡
報
』
（
『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
一
期
）
。
三
十
四
頁

参
照
。 

                                        

                                        

                                        

         

 

７
７ 

連
蔚
勤
『
秦
漢
篆
文
形
體
比
較
研
究
』
（
私
立
東
吳
大
學
中
國

文
學
系
博
士
論
文
、
二
〇
一
〇
年
）
三
頁
。 

７
８ 

連
蔚
勤
『
秦
漢
篆
文
形
體
比
較
研
究
』
（
私
立
東
吳
大
學
中
國

文
學
系
博
士
論
文
、
二
〇
一
〇
年
）
二
三
七
頁
。 

７
９ 

李
均
明
『
古
代
簡
牘
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
四

四
―
一
四
五
頁
。 

８
０ 

文
物
局
古
文
獻
研
究
室‧

阜
陽
地
區
博
物
館‧

阜
陽
漢
簡
整

理
組
『
阜
陽
漢
簡
簡
介
』
（
『
文
物
』
二
十
一
―
二
十
三
頁
、

一
九
八
三
年
第
二
期
）
二
十
一
頁
を
参
照
。
「
阜
陽
漢
簡
」

ほ
か
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
安
徽
省
文
物
工
作
隊‧

阜

陽
地
區
博
物
館‧

阜
陽
縣
文
化
局
『
阜
陽
雙
古
堆
前
漢
汝
陽

侯
墓
發
掘
簡
報
』（
『
文
物
』
十
二
―
三
十
一
頁
、
一
九
七
八

年
第
八
期
）
、
文
物
局
古
文
獻
研
究
室‧

阜
陽
地
區
博
物
館

‧

阜
陽
漢
簡
整
理
組
『
阜
陽
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
簡
介
』（
『
文

物
』
二
十
四
―
三
十
四
頁
、
一
九
八
三
年
第
二
期
）
胡
平
生

‧
韓
自
強
『
『
蒼
頡
篇
』
的
初
步
研
究
』
（
『
文
物
』
三
十
四
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―
四
十
頁
、
一
九
八
三
年
第
二
期
） 

８
１ 

李
學
勤
『
古
文
字
學
初
階
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
五

十
八
頁
。 

８
２ 

李
學
勤 

序
。
陳
松
長
『
馬
王
堆
簡
帛
文
字
編
』
（
文
物
出
版

社
、
二
〇
〇
一
年
）
三
頁
。 

８
３ 

簡
牘
の
簡
稱
以
下
、
「
放
志
簡
」
は
「
天
水
放
馬
灘
秦
簡
『
志

怪
故
事
』
」
、
「
睡
日
乙
簡
」
は
「
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
乙

種
」
、
「
睡
日
甲
簡
」
は
「
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
甲
種
」
、

「
放
日
甲
簡
」
は
「
天
水
放
馬
灘
秦
簡
『
日
書
』
甲
種
」
、

「
睡
封
簡
」
は
「
睡
虎
地
秦
簡
『
封
診
式
』
」
、
「
睡
為
簡
」

は
「
睡
虎
地
秦
簡
『
為
吏
之
道
』
」
、
「
青
牘
」
は
「
青
川
木

牘
」
、「
岳
簡
」
は
「
岳
麓
書
院
藏
秦
簡
」
、「
關
簡
」
は
「
關

沮
周
家
臺
秦
簡
」
、「
里
簡
」
は
「
里
耶
秦
簡
」
、「
龍
簡
」
は

「
雲
夢
龍
崗
秦
簡
」
、「
龍
牘
」
は
「
雲
夢
龍
崗
木
牘
」
、「
睡

律
簡
」
は
「
睡
虎
地
秦
簡
『
秦
律
十
八
種
』
」
、
「
睡
答
簡
」

は
「
睡
虎
地
秦
簡
『
法
律
答
問
』
」
。 

８
４ 

林
師
進
忠
『
古
代
文
字
書
法
製
作
背
景
的
綜
合
研
究
例
』（
『
一

                                        

                                        

                                        

         

 

九
九
三
年
書
法
論
文
選
集
肆
』
、
中
國
書
法
教
育
學
會
、
惠

風
堂
、
肆
一
―
五
十
一
、
一
九
九
三
年
）
肆
二
十
―
二
十
一

頁
を
参
照
。 

８
５ 

林
師
進
忠
『
漢
簡
識
字
書
在
文
字
與
書
法
史
上
的
重
要
意
義

―
秦
簡
文
字
為
秦
篆
說
』（
『
第
三
屆
金
石
書
畫
學
術
研
討
會

論
文
集
』
、
國
立
高
雄
師
範
大
學
、
一
―
四
十
三
頁
、
一
九

九
七
年
）
。
二
―
十
三
頁
を
参
照
。 

８
６ 

林
師
進
忠
『
楚
系
簡
帛
墨
跡
文
字
的
書
法
探
析
』
（
『
海
峽
兩

岸
楚
文
化
學
術
研
討
會
論
文
集
』
、
國
立
歷
史
博
物
館
、
一

二
五
―
一
六
五
頁
、
二
〇
〇
二
年
）
一
四
九
頁
。 

８
７ 

錢
存
訓
『
書
於
竹
帛
―
中
國
古
代
的
文
字
記
錄
』
（
上
海
書
店

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
八
五
―
八
六
頁
。 

８
８ 

拙
文
『
印
外
求
印
―
近
現
代
篆
刻
創
作
發
展
考
察
研
究
』
（
國

立
臺
灣
藝
術
大
學
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年
）
一
六
〇
頁
。 

８
９ 

林
師
進
忠
、
行
政
院
國
科
會
專
題
研
究
計
畫
成
果
報
告
『
新

出
土
商
周
秦
漢
墨
跡
文
字
的
篆
隸
筆
法
研
究
』
（
計
畫
編
號



413 

                                        

                                        

                                        

         

 
：N

S
C
 
8
9
-
2
4
1
1
-
H
-
1
4
4
-
0
0
4
 

執
行
期
間

：
二
〇
〇
〇
年

八
月
一
日
か
ら
二
〇
〇
一
年
七
月
三
一
日
）
七
頁
。 

９
０ 

呉
鎮
烽
『
商
周
青
銅
器
銘
文
暨
圖
像
集
成
』
第
一
卷
（
上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
總
目
錄
一
～
三
頁
。 

９
１ 

孫
慰
祖
、
徐
谷
富
編
『
秦
漢
金
文
匯
編
』（
上
海
書
店
出
版
社
、

一
九
九
七
年
）
檢
字
表
三
六
六
～
三
七
四
頁
。 

９
２ 

葉
程
義
『
漢
魏
石
刻
文
學
考
釋
』
（
新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九

九
七
年
）
目
錄
一
～
六
頁
。 

９
３ 

張
顯
成
『
簡
帛
文
獻
學
通
論
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）

二
二
六
頁
。 

９
４ 

李
均
明
『
秦
漢
簡
牘
文
書
分
類
輯
解
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇

〇
九
年
）
八
頁
。 

９
５ 

初
師
賓
『
簡
牘
學
百
年
的
思
考
—
代
序
』（
『
中
國
簡
牘
集
成
』

標
注
本
第
一
冊
、
圖
版
選
卷
上
、
二
〇
〇
一
年
）
出
版
説
明

第
六
頁
。 

９
６ 

李
松
儒
『
戦
国
簡
帛
字
跡
研
究
』
（
吉
林
大
學
博
士
論
文
、
二

                                        

                                        

                                        

         

 

〇
一
二
年
）
四
九
頁
。 

９
７ 

李
松
儒
『
戦
国
簡
帛
字
跡
研
究
』
五
〇
頁
。 

９
８ 

拙
文
『
秦
漢
墨
跡
文
字
演
變
的
考
察
研
究
』
（
『
書
畫
藝
術
學

刊
』
二
〇
一
二
年
第
十
二
期
）
二
五
一
頁
を
参
照
。 

９
９ 

李
均
明
、
劉
軍
『
簡
牘
文
書
學
』
（
廣
西
教
育
出
版
社
、
一
九

九
九
年
）
一
六
五
頁
。 

１
０
０ 

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
訂
補
』
（
江
蘇
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

一
頁
。 

１
０
１ 

裘
錫
圭
『
文
字
學
概
要
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
八
八
年
）
六

十
六
頁
。 

１
０
２ 

張
守
節
、
唐
の
人
。
官
は
諸
王
侍
讀
率
府
長
史
。
其
の
學
、

地
理
に
長
ず
。
著
に
『
史
記
正
義
』
が
あ
る
。 

１
０
３ 

簡
牘
尺
寸
索
引
、（Y

M
6
2
D
2

木
牘
出
土
時
長
寬
厚
各
為2

3

、7

、

0
.
3

、
脱
水
後
各
為

2
2
.
2

、5
.
9

、0
.
1
5

公
分
。
）
、
連
雲
港

市
博
物
館‧

東
海
縣
博
物
館‧

中
國
社
會
科
學
院
簡
帛
研
究

中
心‧

中
國
文
物
研
究
所
編
『
尹
灣
漢
墓
簡
牘
』
（
中
華
書

局
、
一
九
九
七
年
）
一
七
四
頁
。 
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１
０
４ 

董
蓮
池
『
新
金
文
編
』
は
『
徙
簋
』
の
「
徙
」
字
を
「
步
」
に
改
め
解

釈
し
て
い
る
。
（
『
新
金
文
編
』
（
上
中
下
）
、
作
家
出
版
社
、
二
〇
一

一
年
）
一
五
一
頁
に
見
る
。 

１
０
５ 

『
後
漢‧

楊
著
碑
』
は
河
南
陝
州
に
在
っ
た
が
す
で
に
消
失
し
、
原
石

拓
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
、
後
人
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「
幹
」
の
字
形
は
明
ら
か
に
誤
字
で
あ
る
。
南
北
朝
時
期
以
前
は
お

そ
ら
く
「
榦
」
の
形
で
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
年
」
字
の
「

」

の
形
状
体
の
出
現
は
早
す
ぎ
る
。
『
北
齊‧

張
景
林
造
像
』
の
「
年
」

字
の
「

」
の
形
状
の
出
現
も
早
す
ぎ
る
、
「
步
」
は
「
止+

」
形

（
三
例
）
を
為
し
て
い
る
。「
山+

」（

）
で
は
な
く
、
道
理
に
合

わ
な
い
。
唐
『
麻
姑
仙
壇
記
』
の
原
石
は
江
西
南
城
に
在
っ
た
が
す

で
に
消
失
し
て
い
る
、
唐
時
期
の
字
例
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
り
、

字
形
は
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

１
０
６ 

賀
曉
朦
『
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
』（
貳
）
文
字
編
』（
湖
南
大
學
碩
士
論
文
、

二
〇
一
三
年
）
五
三
―
六
二
頁
。 

１
０
７ 

鄭
日
昌
『
筆
跡
心
理
學
』（
遼
海
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
二
頁
。 

１
０
８ 

鄭
日
昌
『
筆
跡
心
理
學
』（
遼
海
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
二
三
頁
。 

                                        

                                        

                                        

         

 

１
０
９ 

季
旭
昇
『
説
文
新
證
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）
一
二
六
頁
。 

１
１
０ 

季
旭
昇
『
説
文
新
證
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）
四
四
八
頁
。 

１
１
１ 

劉
信
芳
『
楚
簡
帛
通
假
彙
釋
』（
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
四

二
九
頁
に
見
え
る
。 

１
１
２ 

「
就
」
字
の
「
京
」
形
が
「
日
」
か
ら
「
口
」
形
に
な
る
の
は
、
唐
代

碑
刻
に
初
め
て
そ
の
字
例
を
見
る
。
そ
し
て
戦
国
晚
期
『
睡
虎
地
秦

簡
』
の
字
例
の
原
本
は
右
側
の
「
犬
」
或
い
は
「
寸
」
形
で
、
後
漢

の
『
西
狹
頌
』
は
明
ら
か
に
「
尤
」
の
形
で
あ
る
。 

１
１
３ 

此
の
碑
は
『
北
京
圖
書
館
藏
中
國
歷
代
石
刻
拓
本
匯
編
』
第
五
冊
一
五

六
頁
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
、
し
か
し
文
中
に
記
録
さ
れ
る
天
干
地
支
と

年
月
日
は
一
致
し
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

１
１
４ 

趙
超
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）

六
一
頁
。 

１
１
５ 

李
家
浩
『
『
説
文
』
篆
文
有
漢
代
小
學
家
篡
改
和
虛
造
的
字
形
』（
『
許
慎

文
化
研
究(

二)

―
―
第
二
屆
許
慎
文
化
國
際
研
討
會
論
文
集
』、
中
國

社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
四
九
八
～
五
一
一
頁
）
四
九
八



415 

                                        

                                        

                                        

         

 
～
四
九
九
頁
。 

１
１
６ 

筆
者
の
言
う
「
即
時
の
書
寫
」
の
定
義
は
文
字
を
書
く
際
に
そ
の
字
体

の
熟
練
度
に
従
い
遅
速
の
差
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
字
を
書
く

際
は
、
何
に
も
考
え
ず
、
た
だ
単
純
に
文
字
を
書
い
て
完
成
さ
せ
る
と

い
う
過
程
に
過
ぎ
な
い
。 

１
１
７ 

「
小
學
堂
」
は
台
灣
大
學
中
國
文
學
系
・
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究

所
・
資
訊
科
學
研
究
所
・
數
位
文
化
中
心
が
共
同
で
開
発
し
た
、
漢

字
の
形
音
義
に
関
す
る
総
合
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
t
t
p
:
/
/
x
i
a
o
x
u
e
.
i
i
s.
s
in
i
c
a
.
e
d
u
.
t
w
/ 

１
１
８ 

「
古
文
字
欠
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
b
a
g
.
co
m
/i
n
d
e
x
/
q
u
e
z
i
/
l
i
s
t
.
as
p 

１
１
９ 

王
富
國
の
ブ
ロ
グ
「
漢
字
使
用
環
境
的
建
置 

㈣ 

—
— 

開
卷
篇
」
Ｕ
Ｒ

Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
f
g
w
a
n
g
.
b
l
o
gs
p
ot
.
c
o
m
/
2
0
1
8
/
1
2
/
b
l
o
g-
p
os
t
.
h
t
m
l 

   

                                        

                                        

                                        

         

 

  


